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１９７８～７９年度

R.|.会長の挨拶
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クレム・レヌーフ

1978～79年度国際ロータリー会長

ロータリアンの皆さん：

　世界の近い将来がどうなるかは，われわれの手中……他人のことに関心をも

ち，他人のために奉仕し，他人に向って手をさし伸べる人々の手中にあります。

ロータリアンとは奉仕のために双手を広げている人々，他人の生活を豊かにす

るために喜んでその手をさし伸べようとする人々のことであります。

　ロータリアンは，奉仕の道を切り拓く開拓者として，この75年の間，単にロ

ータリー・クラブの会員であるというだけでなく，会員をまことのロータリア

ンとする実践行動によって，奉仕の冒険に果敢に挑んで来たのであります。こ

の「行動する」ロータリアンは，未来の形成に寄与する自らの力を信じて，人

間の必要とするものを満たそうと，その手をさし伸ぺるのであります。

　超我の奉仕ということは，ありふれた理念ではありません。

　同情，友情，理解といったものに乏しい世界にあっては，奉仕という理念は

まれにみる貴重なものであって，われれれがそのために時間と能力を費やし，
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そのために自分のすべてを捧げるだけの価値のあるものであります。そこで皆

さん，他人のために奉仕の手をさし伸べようではありませんか。われわれは全

力を尽そうではありませんか。

　来るべき年度において，私の祈りは同時に皆さんの祈りでもあると思います

が……その祈りとは，ヘレン・ケラーが次のような言葉で述べているものであ

ります。「われわれの祈るべきことは，自分の力にふさわしい任務が与えられ

ることではなくて，自分の任務にふさわしい力……われわれの心の扉を永遠に

叩きつづける大きな望みを抱いて前進する力が与えられることでなければなら

ない｡」

手をさし伸べよう,‥

　職域で。　自分の従業員，顧客，同僚，競

争業者，供給業者にロータリーの奉仕の理想

を伝えよう。仲間のロータリアンに，自分の

職業上の高い道徳的目標を示そう。職業指導

その他のプログラムを通じて，若者たちが，

終生，有意義な仕事をやり抜き，市民として

もりっぱにその責任を果していけるように，

準備をさせるようにしょう。

　会場で。　関心の薄れてきている会員がク

ラブ奉仕に対する意欲を取り戻すように激励

しよう。新しい会員に友情の手をさし伸べよ

う。そして「行動する」ロータリアンとなる

ようにその人たちを励まし，力づけよう。会

員に推薦したいと思っている人たちに，自分

のロータリーに対する熱意を伝えよう。その

人たちに，われわれの「奉仕の冒険」に加わ

ＲＥＡＣＨ ＯＵＴ…

るように勧めよう。

　街に出て。　自分の地域社会で対策の必要

に迫られている問題を見つけ，その解決に当

ろう。老人には理解と関心を，青少年には指

導と激励を。インターアクト，ローターアク

ト，ＲＹＬＡによって，若い人たちが奉仕に参

加できる機会を与えよう。思い切ってやって

みよう。たとえ力不足と思っても。

　広く世界で。　人と人とがじかに接触して

互いに理解しあい，信頼しあうような空気を

つくり出そう。ロータリー財団，青少年交換，

組み合わせ地区およびクラブ・プログラム。

ならびに世界社会奉仕を通じて，あらゆる国

の人々に手をさし伸べよう。

レヌーフ氏は1973年に退職するまで、ナムパーにあるレヌーフ･クラーク会計事務所の共同出資者であった。氏はオーストラリア

のイングハムで生れ、オーストラリアのチヤーターズ・タワーズにあるソーンバー大学の出身である。氏は、公認秘書協会の准会

員であり、またオーストラリア会計士協会の会員で、同協会の州委員会の委員としても活扁した。氏は1949年{昭和24年}以来のロ

ータリアンで、現在、ナムバー・ロータりー・クラブの会員で、同クラブの元会長である。レヌーフ氏は、地区ガバナー、各種委

員会委員長、委員及び理事を歴任して、国際ロータリーに貢献している。

一

３－



ガバナーだより

　輝かしい歴史と伝統のある当266地区の

ガバナー・エレクトとして、この地区協議会

において菅生ガバナーより紹介をうけ、共に

奉仕するわれわれの年度の開幕の挨拶を申し

上げることは、私の人生において、最大のイ

ペントであります。

　顧りみますと昨年５月の新宮における地区

大会においてガバナーにノミネートされ、以

来、物心の準備を経て、去る４月28日から５

月５日まで、米国フロリダ州ボカラトンにお

いて行われました国際協議会に参加すること

を許され、密度の高い研修を、全世界より集

まった378名のガバナー･ノミニーと共に受講

し、如何にしてガバナーの重責に応えるかと

いう手段と精神を与えられました。そして４

万人という記録的な登録者のあった東京の国

際大会の最終日５月18日に正式にガバナーに

エレクトされた次第であります。これはひと

えに当地区の全ロータリアンの御高配の賜で

あり、ここに深く感謝申し上げるものであり

ます。

　同時に、来るロータリー年度は皆様の御協

力の下に皆様と共に奉仕の実を挙げられます

ように、御援助を賜りますよう重ねてお願い

申し上げ、就任の挨拶と致します。

　さて、全世界152カ国の、17､593クラブに属

する818､800人のロータリアンは「ロータリー

の綱領」に則り、自主的に運営されるぺきも

のでありますが、何と申しましてもR.I.会長

の指導力がその骨幹となることは論を挨ちま

せん。その意味において我々の年度の会長

ＭＲ．ＣＬＥＭ ＲＥＮＯＵＦのプログラムやメッセ

ージを正しく理解していただきたいと存じま

す。各クラブ会長宛に届けられたメッセージ

- ４－

と図柄を注視していただきたい。

　二つの手と二つの地球が描かれて、英語で

はＲＥＡＣＨ ＯＵＴ･‥、和文では手をさし伸べ

よう…　と記されています。

　このビジョンを掲げた我々の会長は1949年

からオーストラリア、クィーンスランド州の

ナンブールR.C.の会員で、地区ガバナーや

R.I.の理事や委員長も勤められました。職業

は会計士であります。

　さて、この二つの手をレヌーフ会長は「友情

のしるし」とも「助け合うしるし」とも「助

けを求める手」とも「助けるための手」とも

「激励のしるし」とも言われましたが､手が二つ

あることは、神が、我々に、与えるためと、

受けるための両様の能力と機会をもっている

ことを思い出させるために二つの手を授けら

れたのだ、と言いました。では二つの地球の

意味するものは何でしょう。それぞれ違う世

界の半面が描かれており、一方に立って他方

を眺めるならば、我々は相手をどの程度に知

り、関心をもち、理解しているだろうか？

　ロータリーという素晴しい国際的結合にお

いて、どんな手をうつことができるか？既に

どんな方策を講ずることができたかとレヌー

フ会長は訴えたのです。

　このさし伸べられた手と隔だてられた世界

は訴え（ＰＬＥＡ）と挑戦（ＣＨＡＬＬＥＮＧＥ）を

意味するテーマ　ＲＥＡＣＨ ＯＵＴ…､手をさし

伸べよう…を暗示しているのだ、この言葉は

行動を求める言葉だ､（ＴＨＥＳＥ ＡＲＥ ＡＣＴ-

ＩＯＮ ＷＯＲＤＳ）と力強く訴え、ふところ手を

したまま手をさし伸ぺることは出来ないし、

ぶしょう者やいくじなしや悲観論者には通用

する言葉でなく、ロータリーに身を置くもの
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として、次の四つの事柄に手をさし伸べよう

と促しました。

　職域で（ＡＣＲＯＳＳＹＯＵＲＤＥＳＫ）。

　職業奉仕において自分の職業上の高い道徳

的目標を示し、奉仕の理想を伝えようと訴え

ています。

　会場で（ＡＣＲＯＳＳ Ａ ＲＯＯＭ）。

　クラブ奉仕を実践するため行動するロータ

リアンになるよう励まそうと訴えています。

　街に出て（ＡＣＲＯＳＳ Ａ ＳＴＲＥＥＴ）。

　社会奉仕に機会を求め、老人には理解と関

心を、青少年には指導と激励をと訴えていま

す。

　広＜世界で(ＡＣＲＯＳＳ ＴＨＥ ＷＯＲＬＤ)。

　国際奉仕活動を通じてあらゆる国の人々に

手をさし伸ぺようと訴えています。

　以上の如くレヌーフ会長は四大奉仕部門は

それぞれ異る焦点と強調点をもっているから

各ロータリアンは自分に最も適した部門をさ

がし求めるように要請し、R.I.会長の挨拶に

も示されたヘレン・ケラーの次の言葉を我々

の祈りとしようと訴えました。

　｢われわれの祈るべきことは、自分の力にふ

さわしい任務が与えられることではなくて、

自分の任務にふさわしい力が与えられること

でなければならない｡｣

菅生謙三直前ガバナーヘの感謝

　昨秋の或る日菅生ガバナーにお目にかかっ

た折､「さすがの私も少々疲れたよ」とおっし

やったのでした。ガバナー・ノミニーとして

御心労を想像はしてましたが、その夕、食事

を頂き乍らガバナーの任務、苦心談、書類作

成等について生の御教示を受けました。

　菅生さんはロータリー歴を通じて、自らの

御職業を適正厳格に反映され、御所属のクラ

ブの数多くの職責を果され、更に地区の組織

においても数多くの功績を残されたことは万

人の認めるところであります。

　特に後継者の私に対する御指導、御教示は

筆舌に墨し得ません。禅語の「吽啄」の通り

に菅生親鳥のさとしを卵殻の中の伊藤雛が正

しく受けとめればよいのですが、もどかしく

も、腹立たしくも思われたでしょうに、終始

後継者に下さった御配慮は、今日になって如

何に尊いものだったかを痛感致します。

　昨年６月のサンフランシスコの国際大会で

菅生さんにお目にかかった際、その直前に行

一 ５－

伊　藤　恭　一

われた八日間のボカラトンにおける国際協議

会の疲れの姿はみじんもなく、かえって自信

にあふれたという顔付の菅生さんに私は驚異

を感じました。

　果せるかな、御帰国後直ぐ行われた地区協

議会において、JACK DAVIS R.I.会長の

SE:ＲＶＥ ＴＯ ＵＮＩＴＥ ＭＡＮＫＩＮＤ　というテ

ーマについて感激に満ちた講演をされ、更に

ロータリーの原理「SERVICE ABOVE SELF」

に基き「自然の恩恵は限りなく大きいという

感謝の気持」を体して　ＳＥＲＶＩＣＥ　ＦＲＯＭ

ＴＨＥ ＦＥＥＬＩＮＧ ＯＦ ＴＨＡＮＫＳ　ＧＩＶＩＮＧ

（感謝の気持から出たサービス）をサブテーマ

に掲げられたことを私は高く評価します。

　一年間のガバナーとしての滅私奉公の実践

をされた菅生さん、どうか健康に充分御留意

願い、従来否従前以上の御指導御援助を頂く

よう心からお願い申し上げ、感謝のことばと

致します。
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]ﾆ．Ｃ･Ｇ･Ｆ．予定表

組 月　　日 ホスト･クラブ 参　　加　　ク　　ラ　　ブ ゼネラルリーダー

１ １月20□ 田　辺　東
御坊．御坊南．串本．那智勝浦．新宮．田辺

白浜．海南．海南東
田宮　佐バスト･ガバナー

２ 10月14□ 和歌山西
有田．有田南．橋本．粉河．和歌山．和歌山東

和歌山南．和歌山東南
平井常次郎バスト･ガバナー

３ 12月９［| 岸　和　田
和泉．泉大津．泉佐野．貝塚．岸和田東．泉南

高石
藤沢元雄バスト･ガバナー

４ 11月25日 堺
大阪南．大阪難波．大阪南西．堺東．堺南

堺泉北．堺東南
大谷一雄バスト･ガバナー

５ ２月24日 大阪住之江
羽曳野．河内長野．松原．大阪阪南．大阪住吉

大阪平野．富田林
藤沢元推バスト･ガバナー

６ 11月11日 大　　　阪
藤井寺．大阪柏原．大阪心斎橋．大阪天満橋

八尾．八尾東
菅生謙三八スト･ガバナー

７ １月27日 東大阪東
東大阪．東大阪中．門真．守口．大阪東

大阪城南．大阪城東．大阪城北
峯村英薫バスト･ガバナー

８ ３月24日 豊　中　南
池田．箕面．大阪北．大阪大淀．豊中．豊中北

大阪梅田
原田秀雄ﾊﾞｽﾄ･ガバナー

９ ３月17日 高　槻　東
茨木．茨木東．大阪西．吹田．大阪東淀

吹田北．高槻．摂津
菅生謙三八スト･ガバナー

10 ２月10日 枚　　　方
大東．枚方-くずは．寝屋川．大阪西北

大阪西南．大阪淀川．四条畷
尾形繁之バスト･ガバナー



●ガバナー月信について

　月信はガバナーから各クラブ会長、幹事あ

ての公式通信であり、一般会員に配布すべき

ものではありませんが、ご要望が多いので本

年度も全会員にコピーをお届けいたします。

●主要事項の事務手続きについて

　別表年間カレンダーによって確実にお進め

ください。

●出席報告について

　出席報告は期日を厳守してください。６月

分は７月８日までに菅生謙三直前ガバナー事

務所へ、７月分からは毎月８日までに当事務

所へ必着のようお手配願います。

●質疑応答について

　クラブ運営その他のお問い合せはなるぺく

書面でお願いいたします。ガバナーは公式訪

問その他で不在の場合が多く、電話では十分

なお答えができないこともあるかと思うから

です。ご質問に対して、ガバナー自身で分ら

ぬときは、バストガバナー諸先輩やR.I.にた

ずねて、なるべく早くお返事いたします。

＿ _ _ _ _ _

一 一

●地区幹事の業務分担

　古田敬三　代表総括総務債務所関係

　　　　　　　クラブサービス部門全般

　絹川　治　総務地区大会(幹事)事務総長さ翰

　　　　　　　R.I.理事会決定事項R.I.NEWS

　　　　　　　文献の整備保管

　山中直樹　総務出席報告地区諸会合に関する事項

　　　　　　　地区内外クラブとの連絡

　今井龍雄　ガバナー月信編集(全地区耳信)

　生駒一夫　ロータリー財団米山記念奨学会研究グ

国際ロータリー第266地区

　　　　　　ループ交換世孵t会奉仕国際奉仕部門

　　　　　　全般

西川　実　地IX協議会会報（地区内外）ロータリー

　　　　　　の友（含英語版）ザ･ロータリアン

五十嵐有嗣　公式訪問1.C.G.F.R.I.関係（中央事務

　　　　　　局との連絡）職業奉仕､社会奉仕部門全般

Fこ枝一雄　地区会計

●事務所職員、執務時間

　　天羽修子（あまはのぶこ）

　　長安公子（ながやすきみこ）

執務時間　平日　午前９時～午後５時

　　　　土曜　午前９時～正午

　　　　日、祭日は休み

箭竹12月30日(土)～１月４日(木)

　　ガバナー事務所ご案内略図

ｶﾞﾊﾞﾅｰ4yjl917泰⌒

●ロイヤルバス(年中無休･無料)●の場所に停車

　ロイヤルホテjし一大阪グランドホテJし一油屋楯

　ロイヤJしホテjし発10:〔X〕～21:45(15分間隔)

●お車で　大阪国際空港より20分　新大阪駅より15分

　大阪駅より’7発　大阪港より15分

●市バス　大阪駅前より　●53，53，87

〒530大阪市北区中之島5 j‘目3-68

　　　ロイヤルホテル（５４９号室）

　　　TEL.06-443-4521

●

●
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ガバナーだより

第１回合同地区委員会開催にあたって

　　　　　　　　　　　　　　ｶﾞﾊﾞﾅｰ　伊　藤　恭

　本日はお忙しいところ皆様の御参集をいた

だき第１回の合同地区委員会を開くことを得

ましたことを厚く御礼申し上げます。

　この７月１日に正式に地区ガバナーに就任

しました大阪R.C.の伊藤恭一です。

　顧みますと1976年９月「ガバナー・ノミニ

ー候補者」という長い名前を削き、越えて1977

年５月13日新宮市で行われました地区大会に

おいて「ガバナー・ノミニー」となり、爾来

丸一年公私にわたる準備と研修を経て最後の

仕上げとしてＢＯＣＡ　ＲＡＴＯＮにおける国際

協議会に出席した後５月18日東京で開催され

た国際大会において正式に国際ロータリーの

役員として1978～79年度第266地区「ガバナー

・エレクト」となり、７月１日正式に「ガバ

ナー」の重責をけがすことになりました。

　これひとえに菅生直前ガバナーはもとより

各バスト・ガバナーの渚先輩から筆舌に書せ

ぬ御指導と、内外のロータリアンからの変ら

ぬ激励のおかげであり、この機会に衷心より

御礼申し上げます。

　さて本日の合同地区委員会の眼目は経験豊

かな地区委員会各位のお力を借り、ガバナー

として地区管理と運営に実績を挙げ、R.I.会

長に対してその責を果し得るよう御協力を賜

り度い次第です。

（1）R.I.理事会は地区ガバナーに対し地区組

織に若干の規制と奨励をしています。

　その一つは「地区組織に継続性の規定を設

けるよう勧奨さるぺきこと」でありますが、

当地区の組織は先輩方の御努力により完璧で

あり私は無謀件で踏襲致しました。地区委員

長と委員の各位については交代作と継続性を

考慮しつつ部門担当のバスト・ガバナーの御

リ

ｰ 一

指示をうけ、史に各ILC.会長の内意を吋て編

成して委嘱致しました。或は各位にむかれて

はそれぞれ御有情もあることと存じますが、

この一年、共に奉仕して頃きたい次第です。

　次に「分区代理の任命胞びにその利用を絶

えず奨励さるべきこと」とありますが、当地

区は従来より分区代理制度を採用しておりま

せん。本年4H14日付で当時の菅生ガバナー

より地区実情調査委ほ会が設置され、10組の

I.C.G.F.グループより１名宛委□が委嘱さ

れましたが、本年度も引きつづき委嘱申しＬ

げますので御引受け頃き、当地区の適切な管

理運営に備えて、地区の実情を具さに調査し

て頂くと共に分区代理制度の導入の可否につ

いても併せて調査報告して頂きたい次第です。

（2）6月10日の地区協議会で、新R.I.会長

CLEM　RENOUF氏のメッセージを紹介し

ましたので、若干重複する点もありますが、

新会長の強く訴えたＲＥＡＣＨ　ＯＵＴ…、手を

さし伸べよう…について申しLげたい。この

月信３頁に掲げた二つの手と二つの地球の絵

を兄て‾ﾄﾞさい。この二つの手は「与えるため」

と「受けるため」の両様の能力と機会のため

に神が我々にニつの手を授けたのであり、二

つの地球は一方に立って他方を眺めるならば、

我々は相手を如何に知り理解しているかを思

い浮ぺるために描かれたものである。この

ＲＥＡＣＨ　ＯＵＴ…、手をさし伸べよう‥･は行

動を求める言葉であると強調し、次の四つの

事柄に手をさし伸べようと呼びかけています。

　職域で（ＡＣＲＯＳＳ　ＹＯＵＲ　ＤＥＳＫ）

　会場で（ＡＣＲＯＳＳ　Ａ ＲＯＯＭ）

　街に出て（ＡＣＲＯＳＳ　Ａ　ＳＴＲＥＥＴ）

　広く世界で（ＡＣＲＯＳＳ　ＴＨＥ　ＷＯＲＬＤ）

●

●
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●

　新会長はこの四つの奉仕には軽重はなく、

それぞれ異る焦点と強調点をもっているから、

各ロータリアンは自分に最も適した奉仕部門

をさがし求めることを要望しています。

（3）この新会長のメッセージを受けて、ガバ

ナーとして、地区委員会として、R.C.として、

個人ロータリアンとして、謙虚に国際ロータ

リーの基本方針をもう一度ふり返ってみまし

よう。

　R.I.理事会（62－63）で採択された５項目

を兄ましよう。

①　第ぺこ價要なことは、個人ロータリアン

によるロータリー綱領の推進である。

②　国際ロータリーの管理は、加盟クラブ及

び個人ロータリアンによる奉仕の理想の適用

によってロータリーの綱領を推進することが

重要なものとなる。

③　国際ロータリーの管理を基礎づける根本

原則は、加盟ロータリー・クラブの実質的な

自治にある。

④　管理に関する定款及び手続Lの制限は、

　　　クレム・レヌーフＲＩ会長のテーマ

ロータリーの根本的かつ類のない特徴を保持

するため必要な最少限度にとどめられている。

このような規定内にあっては、特に地方的実

情において、国際ロータリーの方針を解釈し

実行するに当り、最大の融通性を認めるもの

である。

⑤　ロータリーを通じて、国際理解、親善及

び平和の理想の進展には、国家や地域的なク

ラブの集団に基くことなく、国際ロータリー

に対する加盟クラブの直接関係と共同責任感

に基いて、全世界の加盟クラブの国際的友好

を保持しかつ促進することが極めて重要であ

ることを、一般が認識することを要する。

　以hでお判りの如く個人ロータリアンの自

世界のガバナー・ノミニー378名ボカラトンに集合（1978.4.28）

　　　　　　　　　　　　－:仁一



圭的活動とロータリー・クラブの実質的な自

治がロータリーの綱領を推進する基礎であり、

かかるロータリアン及びロータリー・クラブ

ヘの規制は必要最少限にとどめ、地方的実情

を殼大の融通性をもって認めよと私は解しま

す。

(4)地区委員会の各位はロータリーの経験の

深い方が多く、ロータリアンの白に性とクラ

ブの自治力を推奨して頃くことを期待します。

　R.C.と地区委員間の関係は企業組織或は

往時の軍組織におけるLINEとＳＴＡＦＦの関

係と類似するものがあります。　LINEとして

の加盟クラブと個人ロータリアンは奉仕実践

にたずさわる第一線であり、ＳＴＡＦＦとして

の地区委員会は高い情報と周到な企画といい

広報機能をもった参謀部と解して頃くならば、

陽と陰、前線と後方、実践と管理にたとえら

れる不可欠の関係を理解して頃けると思いま

す。

(5)゛今日のロー･タリーの活動は広範多岐であ

り加盟クラブ或は個人ロータリアン単独では

実効の挙げ得ない分野も多く、地区委員会の

指導と協力で結実するものがあるでしょう。

例えば青少年サービス部門や国際サービス部

●地区ゴルフ大会……開f崔予告

　　　　　　　　　地区大会訓繊　件狩禰治郎

　第266地区内ロータリークラブ会員の親睦を

深めるためのゴルフ大会は、従来、地区大会

行事の一部として大会前日に行なわれており

ましたが、今年は特に伊藤恭一ガバナーにお

順いして、一年中で最も季節もよく、コース

コンディションもよい秋に、紅葉の美しい裏

六甲の西宮高原ゴルフ倶楽部において、ロー

タリー貸切りで、下記の通り開催するはこび

になりました。

　これは偏に、伊藤ガバナーが長年同ゴルフ

クラブの理事長としてクラブの運営､こ御霊力

なさっているための特別のお計らいで、特別

に休日を開場していただくもので、この折角

門にはその例が多くあります。然しながら常

に積極的に「Ｆをさし伸べよう」の精神が背

景に在ることをお忘れなきように期待します｡

〔6〕若F地|）く組織について申し述べますが、

地区幹･μは大阪Ｒ．Ｃ．の幹･･μを経験せられた

7 y､の方に委嘱しました｡175j､が|ぞ記念委□会I

は1980年に迎えるロータリー剖ヽj/l第75周年を

記念する､渚行･=μを発案するため地区にＡＤ

Ｈ（_）Ｃ委員会の設置をR.lj11いli会は要､哨しまし

たので菅生l白:前ガバナーを冴む４人のバスト・

ガバナーと伊瀬ガバナー・ノミニー及び古田

地区代表幹4iを以て構成して哨きました｡Iソ

ウル地域大会委11会」は1979年9 H201.1から

23日まで韓国ソウル市でアジヤ地域大会が開

催され日本よりの多数の参加を要請されてい

ます｡「ローマ大会行委t.i会」は淑京で行われ

た国際大会の成功に対する感謝の意味をこめ、

更に伊瀬ガバナー・ノミニーのガバナー選任

に一人でも多くの当地区のロータリアンとそ

の家族のローマ大会への参加を期待します。

　本日は合llil地区呑口会の初顔合せであり、

各部門、各委口会の意志疎通と融和を計って

哨く好機と存じます。

の機会に、多数の会11が御参加いただき懇親

の実をあげていただきますよう、お願い旁々

伺】案内申しｋげます。

　尚、来春四月に|剛崔の地区大会時には、ス

ケジュールの関係から記念ゴルフ大会は開催

しない予定で、詳細につきましては、ホスト

大阪R.C.より追って各R.C.宛御案内を申し

トげます。

　　　　　　　　　記

　１．日時　　昭和53年10F1301/H月)

　２．場所　　西宮高原ゴルフ倶楽部

　　　　　　　(17Li宮市山口町舟坂)

　３．費用　　18､000円

　　　　　　　(プレー､パーティー費を含む)

　４．人□　　240人程度

心
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第１回合同地区委員会

－ 一 一 一 一 一 一

　1978～79flﾓ度第1 1111合同地区委□会は、伊

藤恭-ガバナーiﾓ催のもとに、7J18目(土)

10 : 00～15:0(印イヤルホテル２階桐の間で

開催された。

　原HI元I{.l.即今、菅生直前ガバナー、各バ

スト・ガバナーをはじめ全地区裔□が参加、

伊藤ガバナーの挨拶、各委ほ長より新年度の

活動方針と計画の説明、地区資金委ｎ長の地

区資金rp:の説明があり、終始活発な論議が

展開され、まことに有意義な会合であった。

　　　　　プログラム

10 : 00～11:0(j…本会議

　開　会

　就任の挨拶並びに各呑口の紹介

　　　　　　　　　ガバナー　伊藤恭一一

　退任の挨拶並びに前年度諸報告

　　　　　　　1111:|鴇ガバナー　菅生謙三

　日水国内R.I.地区ガバナー連絡

　会議報告並びに本年度の方針

　　　　　　　　　ガバナー　伊藤恭一

11 : oo～11 : 30…委tl会会議

11 : 30～12 : 30…仔　食

12:3(ト15 : 00…本会,濃

　呑□会本fl七度の方針と活動について

　　　　　　　　　　　各委い会委□長

　本年度地区資金予算について

　　　　　　地区資金呑□長　占川秀一

　その池

15 : 00………1剔　会

　　　　本年度の活動計画（Ｉ）

●地区指名委員会

　　　　　　こい四ご菅生謙三（大阪北）

　198｛ﾄｰ81flそ度の当地区ガバナー・ノミニ一

については、できるだけ111･く抒陥できるよう

努力したい。

1978.7.8　ロイヤルホテル(桐の間)

　８申出こ諮問呑口分を開催していただいて

各委□のご意兄を伺ってから、10川中に指払

呑０分を開催したい。

　ニの指払呑□分でガバナー・ノミニーを推

萌し、ガバナー口証11□号に公示して、地区

内に他の候補者があれば、12川25目までに申

し出ていただくことにしたい。

　その申し出がなければ、委□分推薦の候補

者を夕年のガバナー月信１月号にてガバナー･

ノミニーとして宣ｊする段取りとしたい。

●意義ある業績賞委員会

机
ヅ菅生謙1ﾐ（大阪北）【肖:前ガバナ一

　宇井、藤沢llljバスト・ガバナーとよく相談

して、次のように実施したい。

１．当委員会への本賞参加事業の申､清書は11

　月1llが締切日となっているが、選考に時

　間を要するので1(川１日を締切[]としたい。

２．当委ｎ会が選考して５件にしぼり、12月

　111までにガバナーヘ推薦の手続きをとり

　たい。

　　ガバナーはこれらの中から原則として１

　件の最も意義ある事業を選び出し、12月中

　に中央乍務Ｍへ送付することになっている。

３．前年度の申し込みは11件で|鴇々年度の８

　件を僅かに目1 11ったが、本年度は更に一層

　の増加を望みたい。

４．意義ある業績賞についてのお知らせを、

　ガバナー目信8 J1号に掲載したい。

●広報委員会

　　　　　　委ｎ長　森口　肇（大阪西北）

ｌ．委ｎ公の方針

　地区ロータリー活動を･--‥-般1こ周知、理解を

　深めるため、新聞・放送の媒体機関その他

　に積極的に働きかけると共に、各ロータリ

　ークラブから広報資料を極力吸い上げるよ

　うに努力する。



２．活動の計画

　①在阪の新聞社、放送局に設けられた「ロ

　　ータリー係」との連結をより緊密にする。

　　ニのため従来通り「ロータリーの友」そ

　　の他の資料をガバナー嘔務所から送ると

　　共に、必要に応じ懇談会を開く。

　②大阪巾内でつくうている広報委昌長懇談

　　会を開き、広報についての積極的な意見

　　を交換する。懇談会開催は７月末までを

　　目標にしたい。

　③和歌山地区の新聞・放送各社との懇談会

　　も適時開く。また和歌山各ロータリーク

　　ラブの広報委員長懇談会も、大阪同様７

　　月末までに開催したい。

●ロータリーの友委員会

　　　　　　　委付長　佻谷政順(大阪南)

(方針)

　会員にとって親しみのもてるロータリーの

機関紙になるよう、全会員の協力をお願いす

る。

(活動計画)

　①７月15口に当地区の雑誌委員長会議を開

き、ロータリーの友、The Rotarian 及び、

英文ロータリーの友について、全会員の理解

を深めるよう努力し、同時に各クラブ、会澗

からの投稿をお願いする。

　②雑誌週間の行事については各クラブ独白

で行なうようお願いするが、当委は会として

もできるだけ協力する。

●会員増強・職業分類委員会

　　　　　　　委最長　白水半次郎(池田)

(会員増強)

１．各クラブの平均増加目標を５％におく。

　50名未満のクラブは早く50名以上になるよ

　う努力する。

２．多人数のクラブは、アディショナル・ク

　ラブをつくることに積極的に行動する。

３．退会者の原因を明らかにし、防止に努め

　る。特に事業不振等による場合は事前に助

Ｇ

　けあい、または親身の相談相ｆとなるよう

　な措置を講ずること。

４．新会淵の推薦による増強は会引各自の坊

　本的権利であり、また義務であることを白

　覚する。

（職業分類）

１．バランスのとれた会頃構成の指針として

　充填、未充填職業分類表を整備する。新年

　度早々に在来の分類表を検討、整備して新

　職業分類表を作成する。

２．関連戦哀の10％ルールを周知順守する。

●規定委員会

　　　　　　　呑口長　小中義笑（和歌山）

　規定審議会は３年毎に国際大会で行われま

すが、前回は1976～77年度サンフランシスコ

国際大会で行われましたので、次回は1979～

80年度シカゴ国際大会で行われます。従って

本年は中間年度に当り、特に規定審議会に関

する立法案関連業務はない予定です。

　本年度当委員会としては次の計画をたてま

した。

（1）本来ロータリーの規定の改正はロータリ

ー発展のために立案され実施されてきたもの

であり、次回の規定審議会に備えて、ロータ

リー規定のうち特にクラブや会員に関連する

項目について最近（過去約20年間）の改定経

過を取りまとめた表を作成したい。

（2）規定審議会や規定に関する新しい情報を

クラブや会員に出来るだけお知らせするため

に、ガバナー月俗に規定委員会コーナー（仮

称）を設けて頃きたい。

（3）ロータリーの規定の重要性はそれ自体に

あるのではなく、規定制度の本旨特にその目

的、背景等について正しい理解をすることが

肝要です。当委口会としてはこの立場にたっ

て、クラブ及び会頃にロータリー規定の正し

い理解と建設的な改正意見をどしどし提案さ

れるような環境を作って行きたいと思います。

●

●
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第266地区各ｸﾗﾌﾞ例会日・入会金･年会費･ﾋﾞｼﾞﾀｰ・フィー一覧表

1978年７月１日現在 (単位：円)

クラブ名 例会目 入会金 年会費 ﾋﾞｼﾞﾀｰ･ﾌｨｰ クラブ名 例会日 入会金 年会費 ﾋﾞｼﾞﾀｰﾌｨｰ

有　　　田 水 60,000 140,000 1，500 大　阪　南 火 100,000 160,000 2,500

有　田　南 火 　50,000
－　　　　－
　70,000
－　　　　－
　50,000

125,000 1,200 大阪難波 木 150,000 240,000 2,500

犬　　　東 火 H0,00() 1,500 大阪南酉 月 100,000 180,000 2,500

葎　井　寺

御　　　坊

土

金

180

,

000

　－　-一一一一一一

120

,

000

1,800 大　阪　西 月 100,000 160,000 2,200

30,000 1，200 大阪大淀 木 150,000 180,000 2,900

御　坊　南 火 30,000 120,000 1，500 大阪西北 火 100,000 160,000 2,000

羽　曳　野 水 70,000 144,000 1,800 大阪西南 水 100,000 180,000 3,000

橋　　　本

東　大　阪

氷

水

50,000 150,000 1,800 大阪心斎橋 土 80,000 170,000 2,300

100,000 180,000 2,700 大阪城北 水 200,000 180,000 2,500

東大阪東 木 100,000 160,000 2,000 大阪住之江 月 150,000 150,000 2,200

東大阪中 月 100,000

　80,000

170,000 2,700 大阪住吉 金 120,000 150,000 2,200

枚　　　方 火 160,000 2,000 大阪天満橋 土 100,000 150,000 2,000

枚方-くずは 水 70,000 140,000 2,000 大阪梅田 火 200,000 180,000 2,800

茨　　　木 水 100,000 160,000 1,800 大阪淀川 金 100,000 160,000 2,200

茨　木　東 木 80,000 120,000 1,500 堺 木 80,000 210,000 2,000

池　　　田 水 100,000 160,000 2,000 堺　　　東 火 80,000 180,000 1,500

和　　　泉 水 100,000 130,000 1,500 堺　　　南 月 80,000 201,160 2,000

泉　大　津 金 100,000

　70,000

180,000 2,000 堺　泉　北 木 70,000 210,000 2,000

泉　佐　野 木 160,000 1,300 堺　東　南 木 50,000 140,000 1,500

門　　　真 木 80,000 160,000 2,000 泉　　　南 金 50,000 160,000 1,500

海　　　南 水 50,000 140,000 1,200 摂　　　津 金 100,000 156,000 1,500

海　南　東 月 100,000 160,000 1,500 新　　　宮 水 30,000 132,000 1,500

貝　　　塚 火 70,000 160,000 1,500 四條畷 水 70,000 120,000 1，500

河内長野 金 50,000 180,000 2,000 白　　　浜 金 30,000 100,000 1,300

岸　和　田 水 100,000 160,000 2,000 吹　　　田 木 80,000 132,000 2,000

岸和1田東 土 50,000 180,000 2,000 吹　田　北 火 150,000 190,000 2,500

粉　　　河 水 30,000 120,000 1,500 高　　　石 火 50,000 190,000 2,000

串　　　本 火 30,000 100,000 1,200 高　　　槻 水 80,000 150,000 1,500

松　　　原 火 100,000 180,000 2,000 高　槻　東 金 80,000 150,000 1,800

箕　　　面 木 100,000 195,900 2,300 田　　　辺 木 30,000 100,000 1,200

守　　　口 　水＿_

　金

50,000 120,000 1,500 田　辺　東 水 30,000 120,000 1,200

那智勝浦 20,000 130,000 2,000 富　田　林 木 100,000 144,000 2,000

寝　屋　川 金 80,000 140,000 2,000 豊　　　中 火 100,000 150,000 1,800

大　　　阪 金 100,000 180,000 3,000 豊　中　北 金 100,000 180,000 2,000

大阪阪南 火 100,000 180,000 2,700 豊　中　南 木 100,000 170,000 1,800

大　阪　東 木 150,000 190,000 2,800 和　歌　山 火 50,000 140,000 1,500

大阪東淀 月 　100,000

－　　　　－
　120,000

170,000 2,700 和歌山東 木 50,000 120,000 1,500

大阪平野 木 210,000 2,700 和歌山南 金 50,000 150,000 1,500

大阪城南 金 100,000 80,000 2,700 和歌山西 水 50,000 120,000 1,500

大阪城東 金 100,000 140,000 1,800 和歌山東南 土 50,000 150,000 1,500

大阪柏原 月 70,000 160,000 1,500 八　　　尾 水 70,000 162,000 1,500

大　阪　北 水 100,000 170,000 2,500 八　尾　東 金 100,000 174,000 2,000

一 ７　－
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ガバナーだより

一ヵ月十二回の公式訪問を終えて

　　　　　　　　　　　　　ｶﾞﾊﾞﾅ一伊藤恭一

　この一ヵ月私の日程表にロータリーの用件

の記入されてない日は僅かに八日でした。内

四日はゴルフを楽しんだので、正味四日は自

分の職業関係に充当したという訳です。

　この月信が皆様に届く頃は旧盆で、仏事も

ねありと思い、又高校野球の応援に血道をあ

げておられる方も多いと存じ、八月十二日か

ら二十一日迄の公式訪問を差し控えました。

　暑い当節ですから涼しい情報をお伝えしよ

うと思いましたが、そうも参らず、是非御一

読下さい。

(1)3H計画と75周年委員会の設置

　東京国際大会の最終日ＣＬＥＭ ＲＥＮＯＵＦ

会長の演説で3H計画を発表されました。

既にロータリーの友７月号６～９頁に掲載さ

れていますから未だ読んでおられない会員は

必ず読んで頂きたい。しかし私は、具体的な

事項が決められていませんので、敢で地区協

議会にも3H計画を言及しませんでした。７月

13～14日ＥＶＡＮＳＴＯＮで行われたＨＥＡＬＴＨ

(保健)、ＨＵＮＧＥＲ(飢餓救済)､ＨＵＭＡＮＩＴＹ

(人道的奉仕)の委員会の情報がＲＥＮＯＵＦ会

長より参りました。冒頭にノーベル賞受賞詩

人、ガブリエラ　ミストラル女史の格調高い

詩が掲げられています。

　　われわれはいろんな過失を犯し、多

　　くの欠陥をもっている。　しかしわれ

　　われが犯している最も重大な罪は子

　　供達を見捨て、生命の源泉を無視し

　　ていることである。われわれの必要

　　とする多くは待たすことが出来る。

　　子供にはそれができない。今、現在

　　彼の骨格が形成され、血が作られ、

一
２

　　感覚が育成されつつあるのである。

　　子供に対して「明日」と答えること

　　はできない。彼の名は「今日」なの

　　である。

　更にＲＥＮＯＵＦ会長は国際連合が1979年を

「子供の年」としており、ＵＮＩＣＥＦの事務局長

H.R.ラボース氏の「世界の子供達」という提

言を添付し、力強い声明文を発表しました。

その主な事項をお知らせしたい。

1.R.I.の保健、飢餓救済、人道的奉仕プロ

グラムの目的は、世界各国間の理解、親善、

平和を増進させる一方法として全人類の健康

状態を向上させ、飢餓を撲滅し、人道的、社

会的な開発を強化することにある。

2.各クラブ、各ロータリアンが、1979年中

の保健、飢餓救済、人道的奉仕プログラムは、

　「ロータリーは子供を擁護する」をスローガ

ンとして実施することを推奨されている。

3.既に公式名簿にR.I.のＨＥＡＬＴＨ､ＨＵＮ-

ＧＥＲ、ＨＵＭＡＮＩＴＹのそれぞれの委員（以下

3H委員と省略する）が任命されています。在

日R.I.3H委員には岡崎藤麿（水戸）､島津久厚

（都城）､木本茂三郎（東京北）の三氏がそれぞ

れ委嘱されています｡地区においては既に「75

周年記念委員会」として設置し委員長に菅生

直前ガバナーの御就任を順っております。

４．各クラブの組織が発足したばかりですが、

R.I.の要請に基き「75周年委員会」を設け、

委員長及び委員を二年の任期（1978～1980）

をもって八月中に任命して頂きたい。年度が

始まってからの要請で各クラブ会長、幹事に

はお困りと存じますが、私の見解を述べさせ

てもらうなら「75周年委員長」には会長自ら

二年委員長に就任頂き、そのド部に3H委μ会

●

●
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を、‾づF任期で任命頃けば幸いである。小ク

ラブにては兼任も止むを得ません。

5.このプログラム推進のため「75周年記念

基金」を設ける。本基金の拠出目標は各クラ

ブ会員、-人当りS15、もしくは、クラブ単

位でS 1､500の寄付を集めることである。東

京国際大会におけるRENOUF会長の発言中

には「クラブ単位S1､500」はなかったが、

当地区においては全会員一人当りS15以七を

目標と致したく御理解頂きたい。

6.七月中に公式訪問致しました12クラブに

は3H計画も75周年委員会のことも言及しませ

んでしたのは、具体的方針や実施要領の未確

定のものを申しあげて混乱を起したり、既知

の諸奉仕の実践が低下したりすることを恐れ

たからです。八月度より訪問する各クラブに

は詳細申し上げます。

（２）ＪＡＣＫ　ＣＬＥＭさん？

　誤植でも合成名でもありません｡ＭＡＴＣＨ-

ＥＤ　ＤＩＳＴＲＩＣＴのD-743のＧＯＶＥＲＮＯＲ

　　　クレム・レヌーフRI会長のテーマ

CHUCK CARDのＭＯＮＴＨＬＹ ＬＥＴＴＥＲに

こんな記事がありました。　R.I.会長ＣＬＥＭ

ＲＥＮＯＵＦは八月十四日Ｄ-７６４(ＮＥＷ ＪＥＲ－

ＳＥＹ Ｕ．Ｓ．Ａ．)を訪問し､INTER-CLUB SES-

SIONに出席することが、ＧＯＶＥＲＮＯＲ　Ｗ．

ＪＡＣＫ　ＣＬＥＭから通知されたと書いてあっ

た。念のためＯＦＦＩＣＩＡＬ　ＤＩＲＥＣＴＯＲＹを

見ると間違いなくD-764のＧＯＶＥＲＮＯＲはＷ．

ＪＡＣＫ　ＣＬＥＭ(ＰＥＮＮＳＶＩＬＬＥ　Ｒ．Ｃ．)と印

刷されている。ＣＬＥＭ会長もウイットに富ん

だ方だ。

　是非ＴＨＥ　ＲＯＴＡＲＩＡＮの表紙に八月号の

艶やかな三浦布美子さんの藤娘に代って、

ＰＡＳＴ　ＰＲＥＳＩＤＥＮＴ　ＪＡＣＫ　ＤＡＶＩＳと

第１回合同地区委員会で挨拶を述べる伊藤恭一ガバナー

３



ＰＲＥＳＩＤＥＮＴ　ＣＬＥＭＲＥＮＯＵＦの間に立

ったＧＯＶＥＲＮＯＲ　ＪＡＣＫ　ＣＬＥＭの写真を

掲載してもらいたいものです。

（3）公式訪問の偶感

　僅か12クラブの公式訪問によって所見とい

うまとまったものを申し七げるつもりはあり

ません。一日も早く全体を知るべく創立年次

の異るものを選んで訪問しました。自分の所

属する大阪クラブヘの訪問は気詰まりでした

が、他のクラブとの比較において､「おおらか

すぎる」という批評を呈上しました。 R.I.に

対する報告の第１項に“ＭＹ ＧＥＮＥＲＡＬＩＭ-

ＰＲＥＳＳＩＯＮ”という項があり“おおらがの

英訳に“ＣＡＲＥＦＲＥＥ”という言葉を使い

ましたので、私の敬服する“用語学者”里井

達三良さんに御意見を求めたら、反対にいい

言葉だと自分のノートに書き止められて、こ

ちらが面喰らいました。　クラブにはそれぞれ

特長があるのが当然で、何処を切っても同じ

顔の出てくるお祭の「おかめ」の胎では発展

するロータリークラブにはなりませんが、熱

心なロータリアンの多いことは力強いことで

した。

（4）退会後もポール・ハリス・準フエロー

　公式訪問の某クラブで昨年度二人の古い会

員が事業上の理由で退会され、大人数でもな

いクラブで会長さんが二人の退会を大変借し

んで居られた。　このお二人はポール・ハリ

ス・準フエローであり、退会時にも継続の意

志を表明しておられたが､7月24日には本年度

の寄付を完了されたことを承り、強い感銘を

うけると共に一日も早くお二人の再入会が出

来るよう祈っています。

（５）ＲＥＡＣＨＯＵＴ…ポスター

　R.I.会長がテーマ或はメッセージをデザイ

ナーに描かされたのは珍しいし、特に水色と

緑色の配色は夏に適した構図です。もっと早

－４－

くポスターに印刷すれば良かったが、大きさ

や予算等で私がためらって七月中には間に合

わず残念でした。　１クラブ５枚宛とし420枚、

余分を入れ750枚印刷しました｡2枚或いは3枚

併列して掲げて頂いても面白いでしょうし、

裏うちして持ち運びのできるようにしてもい

いでしょう。

(6)会員増強は素晴しかった。

　1977～78年R.I.会員増強委Ｈ平島健次郎

氏よりの｢日本における会員増強｣(1977.6.30

～1978.6.30)報告(P.11に掲載)において、

当地区は会員増強の増加数は293名(2､640名)

で最大数であった。増加率はD-265の7.46％、

D-259の7.39％に次いで5.90％(3.55％)であ

った。拡大に基くチャーター・メンバーを除

くと増加数217名(1､487名)で第一位であり、

増加率は4.37％(1.99％)で勿論第一位である。

菅生直前ガバナーの御指導と各クラブの御努

力の賜でありましょう。しかし菅生直前ガバ

ナーは会員増強、増強とあまり言及されなか

ったのに、かかる好成績は当地区全会員の高

い自覚によるものと思います。括弧内の数字

は日本22地区の合計或は平均値であります。

（7）青少年交換計画による受入学生のカウン

　セラー委嘱について

　我々の青少年交換計画は非常に素晴しいも

のですが、大切な子女を異国の里親に預ける

のもロータリーの印があるからです。過去の

経験に鑑み、受大学生のカウンセラーになっ

て頂く方の物心両面の御負担に対し感謝の言

葉もありませんが、原則はクラブ会長より御

指名頂くものですが、ガバナーよりカウンセ

ラーに委嘱状を発行させて頂いて少しでも御

労苦に対し感謝の意を表明させて頂きたい。

（8）ロータリーの友とＦＲＩＥＮＤ ＯＦ ＲＯＴＡＲＹ

　ロータリーの友は公武名薄に「認可されて

いる地域機関誌」として記されているが、標

●

●
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準クラブ定款第10条の「公認し指定したロー

タリー地域機関紙」ではありません。今回、

理事会はアメリカ及びカナダ以外の国の会員

は公式機関紙（ＴＨＥ　ＲＯＴＡＲＩＡＮ）の購読を

続ける義務を免除され得るという規定がある

ことも認めました。　従って従来通りＴＨＥ

ＲＯＴＡＲＩＡＮの購読は必須ではありませんが、

ロータリーの国際性にかんがみＴＨＥ ＲＯＴＡ-

ＲＩＡＮを現在以上に多くの会員が購読される

ことを期待します。

　　一方英文ＴＨＥ　ＲＯＴＡＲＹ-ＮＯ-ＴＯＭＯ第8

号（東京大会特集号）は一万五千部も発行さ

れ好評を博しましたが、今回ＦＲＩＥＮＤ　ＯＦ

ＲＯＴＡＲＹと改称されることになりました。

スペイン語でＮＯ　ＴＯＭＯは少しこじつけです

が「私はとらない」という意味ですから、こ

れから一層よく売れるでしょう。単価も国内

500円､ＳＥＡ ＭＡＩＬ７００円､AIR MAIL1､000円

ですからクリスマス・ギフトにもお役に立つ

でしょう。

（９）ＳＰＥＡＫＥＲＳ　ＢＡＮＫ

　公式訪問の際、例会の卓話について、講師

に困っていることを聞きました。手続要覧に

も地区講演者サービス（ＤＩＳＴＲＩＣＴ ＳＰＥＡ-

ＫＥＲＳ　ＳＥＲＶＩＣＥＳ）として（理72-73）奨

励されており、従来も講師の登録制度があり

ましたが、更に一般的内容の講師として大ク

ラブや古いクラブの方々に御奉仕を願い積極

的に登録して頂きＳＰＥＡＫＥＲＳ　ＢＡＮＫ ２６６

の名声を高めて煩きたい。

●新しいスライドができました。

　R.I.では新しく「広報:活動しているロータ

リーのイメージ」というスライドを作製して、

当ガバナー事務所へ送ってきました。

　各クラブまたは各委員会などでご利用いた

だきますよう、ご人用の節はガバナー事務所

へお中し込み願います｡（日本語版テキスト付）

-
５

●R.|｡よりガバナーあての来信

　貴地区からの最初のガバナー月信を受け取

り、クレム・レヌーフ会長のメッセージが

大きく強調されているのを拝見し、大変喜ば

しいことと存じます。この一年間を通じてメ

ッセージを継続されんことを願っております。

　ガバナー月信は、貴地区内のクラブと貴方

を結ぶ最も重要な通信連絡であります。立派

な月信を作るために費やされた時間と努力は

非常に価値あるもので、ガバナーの任務を容

易にするのに役立ちます。月信を準備される

に当り国際ロータリー・ニュースや事務総長

よりの書翰を資料としてご利用下さい。

　第１回の月信を興味をもち拝読いたしまし

た。今後も毎号お送りいただけるものと期待

しております。

●意義ある業績賞についてのお知らせ

　　　　委員長　直前ガバナー　菅生謙三

1.R.I.理事会（73－74）は､地区ガバナーが、

　その地区内のロータリー・クラブの意義あ

　る業績を選んで､適当な認証（Certificate）

　方法をとるプログラムを設けた。

２．選定規準：当該事業は

　１）その地域社会において、又はその地域

　社会のみに限らず、一般に重要なものと見

　られている問題を対象とすべきこと。

　２）単なる金銭的奉仕でなく、当該クラブ

　の大部分の又は全会員が直接関与している

　こと。

　３）他のロータリー・クラブも、当該クラ

　ブと張り合って実施し得るようなもの。

　４）当該ロータリー年度に始められたこと

　を要しないが、現に実施中のものであるこ

　と、又は表彰されるロータリー年度に終え

　られたことを例証する資料をそえること。

　５）いかなるクラブも、同一事業について



　肖度認証を受けることはできない。

３．選定手読

　１）選考委員会

　　当地区では意義ある業績賞委ｎ会として、

　その委員は既に７月１日付で委嘱され、去

　る６月10日の地区協議会で、地区組織図表

　の一部として内示され、更に７月１目付が

　バナー月信N0.1で正式に公表された。

　　その構成は、

　　　委員長　直前ガバナー　菅生謙二

　　　委員　バスト・ガバナー　平片常次郎

　　　委員　バスト・ガバナー　藤沢元雄

　　地区ガバナーは職責_Lの委員である。

　　この委員会が、すべての表彰申請を受け

　　ることとなっている。

　２）表彰申請書の委員会手許に到達すべき

　最終日を、10月１日とする。

４．本年度の選考方針

　１）前年度は表彰申請クラブは、11クラブ、

　申請件数は11件で､DAVIS前会長のテーマ

　に添って、国際奉仕に関する業績を成るべ

　く優先的に申請されるよう推奨し、選考の

　方針としても、国際奉仕に重点を置いたが、

　本年はRENOUF新会長の“手をさし伸べよ

　う”のメッセージに従って、あらゆる部門

　の業績を広く選考対象としたいので、各ク

　ラブは少くとも１件の表彰申請をされんこ

　とを、切に希望するものである。

　　　　　　　　　　　　（1978.7.23記）

●広報委員会､大阪､和歌山の新聞､放送各社

との懇談会を開催

　伊藤ガバナー主催の在阪新聞、放送各社と

の懇談会は７月19日（水）12 : 30よりクラブ関

西に於て開催された。

　伊藤ガバナーより就任のあいさつ、ロータ

リー全般にわたる概況説明の後、来賓の各社

代表との間にロータリー広報に関する話題が

広まり、懇談会は２時間余に及んだ。

　当日は部門担当の菅生直前ガバナー、村田

悦蔵氏の出席を得、菅生直前ガバナーより昨

一 ６ -

年度の広報協ﾉ｣に対しての謝意が述べられた。

　つづいて和歌山県ﾄﾞの新聞、放送関係との

懇談会は７月2011(木)和:秋山商1ﾐ会議所(アラ

スカ)に於て開催され､伊藤ガバナー、地元の

藤沢バスト・ガバナーのあいさつにひきつづ

き、大阪|司様２時間にわた一Jた懇､談会は有意

義に終了した。

　両日とも、ご多忙かつ必;峠の中をご出席い

ただいた各社代表の方々に厚くお礼を申し[こ

げます。　　　　広報委員(森|)、安竹)記

地区委員会開催記録

第１回ロー･ターアクト地区合同連絡

協議会　　　71=j2日(ID11:00～16:00

　　　　　　於大林ビル　参加者105名

　ホスト　大阪淑ローターアクトクラブ

青少年交換委員会　交換学生送別会開催

　　　　　　　71=j4LH火)14:30～16:30

　　　　　　　於大阪グランドホテル

世界社会奉仕委員会　７月７日(土)

　　　　　　　　　　於ロイヤルホテル

雑誌委員長会議７月15日〔|:〕12:00-ヽ一15:00

　　　　　　　於ロイヤルホテル

財団部門委員長会議

　　　　　７月21日(金)13:30～16:00

　　　　　於ガバナー事務所

　本年度の活動計画（Ⅱ）

●ボケーショナルサービス部門
拙.

jヽj、|･・ｶI'バｊ

l i

藤沢元雄（和歌山）

　この部門はロータリーの基盤であり、また

主流ともいわれ、金看板ともいわれる重要な

部門である。またむずかしいともいわれ、む

ずかしくないともいわれ、昔から色々の解説

がなされている。しかし他のサービス諸団体

にない唯一の自からの職業を通じてのサービ

スという特異性を持つロータリークラブの顔

であることに間違いない。

　レヌーフ会長が、メッセージ「手をさし伸

べよう」の解説の中に「職場で自分の従業員、

顧客、同僚、競争業者、及び供給業者にロー

●
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Ｃ

タリーの精神を伝えよう。仲間のロータリア

ンに自分の職業Lの高い道徳的目標を示そう。

そして特に若人達が、終生有意義な仕事をぐ

派に責任を持ってやり遂げられるように準備

をさせよう」と指示しておられる。

　私共の委員会は、この線に沿って次の計画

を立てたい。

　１）一年がかりで全会員に読みづらい「奉

　　仕こそわがつとめ」をもう一一度読んでい

　　ただこう。

　２）職業奉仕採点用紙を

　　ａ）まず自分に照らして採点していただ

　　　こう。

　　ｂ）この採点の問題を、こんなに書きか

　　　えたらどうかと、日本人に適したもの

　　　をつくって、地区委員あてに送ってい

　　　ただきたい。

　３）職業奉仕週間が地区設定のものなので、

　　R.I.が獣界理解週間を同じ週に決定して

　　きたので、今年は仮に10月の２日から７

　　日の第１週に設定することを認めていた

　　だき、次期年次大会で正式に変更を決定

　　して頃きたい。

　４）次の競争計画を各クラブで計画してい

　　ただきたい。なるべく具体的に…。

　　イ）「四つのテスト」をまず家庭で

　　ロ）親切競争を各職域で

　　ハ）職業奉仕事例集を各クラブで

●社会奉仕推進委員会

　　　　　　　昏０長　中西|ドニ（大阪西）

Ａ．方　針

　巾　活動分野は環境資源、青少年、インタ

　　ーアクト、ローターアクトを除いた社会

　　奉仕部門とする。

　（2）地区内各クラブの社会奉任活動のぶl案

　　実施について参考となる資料並びに情報

　　の提供に努めると共に、奉仕活動の活性

　　化をはかる。

B.活動計画

　（1）地区内全クラブの社会奉仕活動状況を

一 ７

ポール・ハリス・フエロー

　次の方々にポール・ハリス・フェローの

称号が贈られました。

佐々木清一（有田） 1978 ・ 6

菅生満江(.jltjﾓG.夫人)1978 ‘ 6

白井　勇

徳田正也

田中貞続

岩崎純一

今西幸雄

(八尾)

(枚方くずにい

(只塚)

(東大阪中)

(高石)

1978 ・ 6

1978 ・ 7

1978 ・ 7

1978 ・ 7

1978 ・ 7

19

19

28

10

10

12

13

　　調査し、その結果を参考として全クラブ

　　に配布する。

　（2）地区協議会に於て、社会奉仕委員長の

　　社会奉仕についての理解を深め、その活

　　動意欲を刺激する。

　（3）地域社会の必要事項を調査するのに役

　　立つ情報をクラブに提供する。

　（4）クラブ例会の卓話にふさわしい情報を

　　提供する。

　（5）他の地区におけるクラブの模範となる

　　ような社会奉仕活動を調査し、参考資料

　　として全クラブに配布する。

●環境資源委員会

　　　　　　　　委員長　田中嘉助（豊中）

Ａ．方　針

　出　環境・資源の問題は、大自然の恵みに

　　生かされている私たち人間にとっては、

　　生死にかかわる重大問題である。

　　　環境については、環境保全・公害防止

　　・環境美化、資源については、資源愛護

　　・省資源・省エネルギー等、私たちにと

　　ってきわめて重要な問題であることを認

　　識することが必要である。

　（2）当委員会は、地区内各ＲＣが、その地

　　域の実情に照らしてもっとも効果的な奉

　　仕活動を計画・実施されることを期待し、

　　その為に参考となる資料や情報の提供に

　　つとめる。

B.活動計画



　（1）各ＲＣの社会奉仕委員会の中に、環境

　　資源担当の小委員会を創設し、発足して

　　頂きたい。

　　（既に、設置ずみのＲＣを除く）

　（2）環境資源担当委員は、各ＲＣの会員に

　　対し適当な方法をもって、環境資源問題

　　の重要性について啓蒙運動をするととも

　　に、その地域においてもっともニーズの

　　多い効果的な奉仕活動を推進して頂きた

　　い。

　（3）環境問題の中では、特に環境美化の問

　　題、例えば“町に縁を、花いっぱい”運

　　動をとりｈげるとともに、各会員の職場、

　　家庭の縁化と花づくりを推進するなどを

　　おすすめしたい。

　（4）資源問題については、昭和50年３月に

　　環境資源委員会から刊行されだ浪費ひ

　　どすぎる、こうして物を大切に”のパン

　　フレットを参考に、資源愛護運動をとり

　　上げて頂きたい。

　（5）物を大切にの運動を推進するためには

　　私たちロータリアンが率先して模範を示

　　すことが必要である。

　　物に感謝する気持､“もったいない”とい

　　う心情を、各自の職場や家庭で自ら実行

　　して、行動で示すことが必要である。

　（6）ロータリーの友１月号及び５月号で紹

　　介され、大阪北ロータリークラブで実行

　　されているノーポイ運動は、ぜひ各ＲＣ

　　でとり上げて頂きたいものである。

●青少年活動委員会

　　　　　委員長　松田　稔（大阪天満橋）

　（方　針）

出　地域社会の要請に応え得る青少年奉仕活

　動の推進を奨励する。

（2）青少年活動週間（９月10～16田を意義

　ある週間として充実することを奨励する。

（3）ライラ計画（ロータリー青少年指導者養

　成セミナー）の確立を目ざす。

（4）インターアクト、ローターアクト各委員

８

　との緊密な連携のもとに活動を推進する。

　(事業計画)

巾　各クラブにおける青少年奉仕活動の計画

　と現状の調査を行なう。

(2)ブロック別青少年奉仕委員長会議を開催

　し、方針について協議、懇談を行なう。

(3)ライラ計画の実施予定

　第１回　９月29日(金)～10月１日(日)

　　　　　　　　御坊青少年自然の家

　第２回　３月16日(金)～18日(日)

　　　　　　　　府立青少年海洋センター

　第３回　５月25日(金)～27日(日)

　　　　　　　　府総合青少年野外センター

●インターアクト委員会

　　　　　　　委員長　山中文和(大阪南)

活動方針

出　本年度は既成のインターアクトクラブの

　育成強化に重点をおき、そのためにはアク

　ターと直接影響のある先生方との連係を密

　にすると共に、先生方に対する指導研修を

　強化したい。

(2)提唱クラブのインターアクト委員の方々

　との連絡打合せを密にする。

(3)海外研修もさることながら、国内での諸

　研修に重点をおき奉仕活動の推進をばかり

　たい。

(4)20％増(２クラブ)を目標に、新インタ

　ーアクトクラブの増設をばかりたい。

●ローターアクト委員会

　　　　　　　委員長　津汪孝夫(大阪南)

活動方針

出　国際ロータリー理事会が採択した(奉仕

　を通じて友情を)のローターアクトのモッ

　トーを活動の指針とする。

(2)クラブの活動力を強大にするため、常に

　会員の増強を図る。

(3)ローターアクトクラブの運営と活動の充

　実を図るため、ローターアクトに関する国

　際ロータリー理事会の方針声明、標準ロー

　ターアクトクラブ定款、細則、ローターア

ｅ

●



●

●

　クトクラブ役員必携等の勉強を通じて、各

　ローターアクトクラブ会員の意識の向上を

　図る。

(4)クラブの運営活動資金を金銭の多寡にか

　かわらず、自ら調達するよう指導する。

(5)奉仕活動は形式に流れることなく、敬愛

　の心をこめて活動するよう関心を高め、奉

　仕の心の昂揚につとめる。

(6)青少年奉仕活動の原点は、青少年と共に

　行動することである。したがって提唱ロー

　タリークラブのローターアクト委員会は、

　提唱ロータリークラブとローターアクトク

　ラブが共同で活動する奉仕計画を樹で、そ

　の活動を通じてロータリアンのローターア

　クトクラブに対する理解と関心を高めたい。

(7)提唱ロータリークラブは少なくとも年に

　１回、提唱ロータリークラブの会長、ロー

　ターアクト委員会、青少年委員会の全委員

　とローターアクトクラブの全会員が出席し

　て、ローターアクトクラブ覗活動計画と目

　標を協議する会合を開催するよう奨励する。

(8)提唱ロータリークラブのローターアクト

　委員は、ローターアクトクラブの例会に必

　ず出席し、地区レベルの会合にも出席する

　よう奨励する。

(9)ローターアクトクラブの運営と活動に対

　して、助言し指導をする提唱ロータリーク

　ラブのローターアクト委員は、全委員が統

　一した指導方針のもとに活勤しなければな

　らない。そのためのインフォーメーション

　を実施したい。

(圃　本年度中に３クラブを拡大するよう努力

　する。

●大阪西RCと高雄西RC（台湾）との姉妹

クラブ提携について

　このたび、大阪西ＲＣと台湾、高推西ＲＣ

とは姉妹クラブとして提携することになり、

一 ９－

去る６月15日大阪西ＲＣより瀧沢副会長(現

会長)を団長とする親善訪台団一行11名は、

高雄西ＲＣの受証１周年記念並びに両ＲＣ姉

妹結盟祝賀式典に出席し、姉妹クラブとして

提携の同意を終えて帰国いたしました。

　　高雄西RC(高雄西区扶輪社)の概要

　高雄西ＲＣは国際ロータリー第345地区(香

港、台湾)に属し、1977年３月１日設立、同

年５月19日RIよりの認証状授証で、創立満１

周年を迎えられたところ、現会員数は37名、

平均年齢47歳という非常に若々しいクラブで

例会日は毎週木曜日午後６時30分、例会場は

高雄市澄清濁圓山犬飯店です。

　　　　　　提携までの経過の概要

　本年２月27日(月)、大阪西ＲＣの例会に高

雄西ＲＣの張瑞欽氏が出席され、高雄西クラ

ブの意向として当クラブと姉妹クラブの提携

をしたい旨の中し出がありました。

　３月６日(月)、大阪西ＲＣ定例理事会に本

件をばかり、田野国際奉仕委員長が折衝に当

ることになり、４月５日高雄西ＲＣを訪問、

提携推進を約して帰られました。

　４月３日(月)、大阪西ＲＣ定例理事会に以

上の報告があり、高雄西ＲＣでは５月の東京

国際大会の帰路大阪西ＲＣを訪問とのことで、

この姉妹クラブ提携を正式決定すると共に、

来訪一行の歓迎会を催すこと、並びに６月上

旬高雄における高雄西ＲＣ創立１周年記念式

に大阪西ＲＣより訪台団を結成参列し、提携

調印を行なうことに決定いたしました。

　高雄西ＲＣの訪日脚一行は会長の羅伝進氏

以下８名で、５月21日夜来阪、翌22日大阪西

ＲＣ例会に出席、バナー交換の後、同日午後

５時30分よりホテル阪神15階サファイアの間

において歓迎会が催されました。

　当日は、菅生謙三ガバナーの特別御来臨を

得て、大阪西ＲＣよりは瀧沢副会長、福田前

会長以下12名が出席し、菅生ガバナーの歓迎

スピーチのあと、出席者全員の自己紹介を以

て相互の親善友好を深めました。



　６月15日、高推西ＲＣに於ては、高推服澄

清潮間山犬飯店にて授証１周年記念式並びに

高推西、大阪西出クラブの姉妹クラブ結盟式

が行なわれることになり、大阪西ＲＣでは瀧

沢副会長以下11名の訪台団が、同日12時30分

伊丹国際空港を出発し、同夜６時30分よりの

祝宴に出席いたしました。

　この記念会は、高推における東、西、南、

北４ＲＣの合同例会を兼ね行われ、出席者は

250名を越える盛会で、香港より第345地区ガ

バナーの来臨を得て盛大に催されました。

　席上、高推西ＲＣ羅伝道会長、大阪西ＲＣ

瀧沢副会長は夫々出クラブの代表として姉妹

クラブ結盟同意書に署名調印を交換いたしま

した。大阪西ＲＣよりは大阪にちなんで奈良

の一刀彫の置物、大阪城の版画等をお土産と

して持参しましたが、当夜は訪台の一行は高

雄西ＲＣ有志の方々により望外な熱烈歓迎を

受け大変感銘いたしました。

　　　　　　(大阪西ＲＣ幹事　松岡　儀記)

●太平洋戦争戦死者の遺品､ロータリアン

　の手で33年ぶり親元へ

　太平洋戦争屈指の激戦地、フィリピン・ミ

ンダナオ島で戦死した日本兵の卜者に入って

いた名刺など遺品が、現地を訪れた大阪北ク

ラブ会員柳原博さん（淀川善隣組館長）の手

に託され、33年ぶりに日本へ戻ってきた。

　柳原さんは去る５月25日フィリピン・ギン

ゴング市を訪れた際、同地のロータリアンで

あるC.ロドリゲスさんから「現地の人が、ど

ういういきさつかわからないが遺品を持って

おり、家族に返してぽしいと頼まれた」と１

枚の名刺と伝票の紙片を、戦死の模様を簡単

に英文で書きとどめた手紙とともに託された。

いずれもかなり汚れてボロボロになっており、

10

名刺は表に「水田忠太郎」､裏に万年筆で「朝

鮮第44部隊緒方隊　水田×（判読不明）利」

と書かれていた。

　柳原さんが帰国後、厚生省援護局で調べて

もらったところ、戦死したのは宇和島市大浦

一区甲157の１、農業水田宇三郎さんの長男

延利さんで、名刺の水田忠太郎さんは、宇三

郎さんの兄、活相さんのオジであることがわ

かり、遺品は両親の手に渡された。

　父宇三郎さん、母カホルさんは健在で､「戦

死は公報で知らされたが、遺品はひとつもな

かった。これで、やっと本当に息子の供養が

できる」と話している｡（６月27日付、読売新

聞より）

●事務所変更

Ｖ 大阪柏原ＲＣ　６月26日より変更

　(新)グランド千寿内(柏原市安堂町1－

　　　43　電話0729－72－3335)

●例会日時,例会場変更

　大東ＲＣ　　８月15日(火)→８月17日(木)

　豊中ＲＣ　　８月８日(火)→８月10日(木)

　豊中北ＲＣ　８月11日(匍→８月10日(木)

　　　　　　　(豊中３ＲＣ合同例会をホテル

　　　　　　　アイボリーで開催のため)

　和歌山ＲＣ　８月10日12:30F)M→6:00PM

　　　　　　　於県信ビル７Ｆ大ホール

　大阪城南ＲＣ　８月18日(金)→８月19日出

　和歌山南ＲＣ　７月28日(金)→７月29日出

　　　　　　　　　於農協会館５Ｆ

　　　　　　　　８月４日(会)→同日6:00F)M

　　　　　　　　　於鎗翠園

　東大阪中ＲＣ　７月24山月)の例会を午後

　　　　　　　　５時　花月に臨時変更

●年会費変更

　大阪平野R C 210,000円→150,000円

　東大阪中R C 170,000円→180,000円

●ビジター・フィー変更

　有田南RC　　1,200円→1,500円

　大阪天満橋RC2,000円→2,300円

●

●
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日本における会員増強

MEMBERSHIP DEVELOPMENT IN JAPAN

　　　　1977，6/30～1978.6/30

地区
1977.6/30 1978.6/30 増　　　加

－％
削　　　立 純　　　増

クラブ 会員 クラブ 会員 クラブ 会員 クラブ 会員 会員 ％

250

251

252

253

254

255

256

257

258

259

279

260

261

262

265

266

267

268

269

270

271

273

54

55

65

73

57

56

62

62

84

67

55

74

83

49

52

81

53

50

42

80

47

72

2635

3258

2805

3354

2564

2908

3203

3256

6012

3573

2799

4746

4407

2710

3393

4970

2536

2641

2237

4221

2578

3597

54

55

66

73

58

59

63

65

84

73

56

77

84

52

56

84

56

51

42

82

47

75

2631

3298

2876

3378

2651

3083

3298

3359

6144

3837

2880

4901

4523

2862

3643

5263

2661

2695

2306

4426

2615

3713

１

１

３

１

３

６

１

３

１

３

４

３

３

１

２

３

ﾄ4）

　40

　71

　24

　87

　175

　95

103

132

264

　81

155

116

152

250

293

125

　54

　69

205

　37

116

1.23

2.53

0.72

3.39

5.02

2.97

3.17

2.20

7.39

2.89

3.27

2.63

5.61

7.46

5.90

4.93

2.04

3.08

4.86

1.44

3.22

１

１

３

１

３

６

１

３

１

３

４

３

３

１

２

３

　30

　24

　85

　36

　87

164

　29

　89

　25

　86

137

　76

　82

　28

　79

　96

ﾄ4）

　40

　41

　24

　63

　90

　59

　16

　132

　100

　52

　66

　91

　66

　113

　217

　43

　26

　69

　126

　37

　20

1.23

1.46

0.72

2.46

3.10

1.84

0.49

2.20

2.80

1.86

1.39

2.06

2.44

3.33

4.37

1.70

0.98

3.08

2.99

1.44

0.56

合計 1373 74403 1412 77043 39 2640 3.55 39 1153 1487 1.99

国際ロータリー第266地区

ガバナー 俘床恭一
－11－

〒530大阪I旧ﾋ区中之島5 n13-68

　　　ロイヤルホテル（５４９Ｍ･室）

　　　TEL.06-443-4521
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ベトナム奨学生特別支援に 対する御礼　　2ﾄ,e
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　前ロータリー年度において、菅生ガバナー

は３月30日付で、各クラブ会長にベトナム奨

学生に対する特別支援計画について、ご賛同

を求められました。菅生ガバナー月信第1Z号

　（５月15日付）において、本件の″お知らせ｡

を行い、更に菅生ガバナー月信第14号（６月

30日付）において、ペトナム奨学生特別支援

計画について説明され、地区米山記念奨学会

委員会の実施事項を報告しておられます。

　その後状況の変った事項がありますので、

報告いたし、ガバナーとして多くのクラブの

御協賛と多くのロータリアンの御櫨出に対し、

衷心御礼を申し上げる次第です。

　対象留学生のうちクアック・ロック君（世

話クラブ・大阪住吉）は、引き続き大学院博

士課程で勉学して居りますが、別途本人の申

請していた本年度国費留学生（文部省）に採

用されましたため、ロータリーの好意に心か

ら感謝しつつも、今後のベトナム留学生の国

費留学生制度の適用のため、心ならずも今1日1

の特別奨学金を辞退する決意をし、大阪注吉

R.C.より鄭重な謝辞と共に84万円の返金があ

りました。従って、今年度実際に支給したの

は、グェン・ミン・ベトソン君に対する２ヵ

月分14万円のみとなりました。　８月14目現在

は実質支給の14万円の他、送金手数料と預金

利息を加除し、2､688､358円が現在高であり

ます。

２

　今回の特別支援計画に基く拠出金は、殆ど

全額支出することなく繰越しましたが、協賛

して頂けなかったクラブもありますし、又本

年分のみならず次年度分、或は次々年度分迄

も拠出して下さったクラブもあります。

　私は協賛して頂けなかったクラブも米山記

念奨学会に対する寄付金には充分協力頂いて

いるものと信じます。

　尚、本ロータリー年度になって、前年度分

として大阪淀川より38､500円を送金して頂き

ました。更に数クラブより本年度分として、

新たに送金を頂きましたことをも報告します。

　何れに致しましても今回の特別支援計画は

人道上の原点からも協賛して頂いたものと存

じますが、斯る問題は一地区一R.C.の問題で

はなく、米山記念奨学会本部として検討され

るべき問題であります。このまま新にベトナ

ム留学生を受け入れられる以払所定期間経

過後の問題を解明せられなければ、米山記念

奨学会自身に由々しき問題を生起するもので

あることを、本月信を借りて表明することは

筋違いであることを承知のＬで、当地区会□

と共に、理事長湯浅恭三氏に中しＬげる次第

です。

　尚、本年度評議委ｎ会は８月29日東京で行

われましたが私は公式訪問のため欠席致しま

したが、出席された地区委ｎ長中村健会員よ

り本月信で報告して頃きました。

●

●



●

●

ガバナーだより

休むときには　休みましょう

　こんなに暑いびは始めてですね｡私は公式訪問

スケジ｡1.－ルを､yてるに'IトJて、む敲にﾄ||間休

もうと決めていました､、それは高校野球で大阪か

和:秋山のチームが優勝戦まで残るというf感と、

お忿の佛iμを勤められる方々が多いのと、私嘔で

申し訳ないが子供、孫共全部を豺i根に集めてl、

　モ目休養Ｌようと考えたからに仙なりません。案

の定ＰＬ学園が優勝するという偉業達成を衷心喜

ぶもので'仁

　9jlは､'Ｍバ|ﾓ活動週間であり、地区委11会にお

いても種々計1由iしておられますので、各クラブの

積極的参加を期待します。

　1(川ｌ一週は地I)(職業奉仕理解週間ですが、今

回手違いで藤沢バスト・ガバナーの御執筆のお願

いを失念しましたが、10月15日第５号に‥･筆珀く

ことに如バ'います｡

圃　Ｒ．｜。理事ノミニーの選出方法について

R.I.細則第10条第３節（aによれば、理事の指y、

は、次に規定するように、ゾーンによってこれを

行うことにな９ています｡（日本は260、261、

262、263、265、266、267、268、269、270、271、

273の12地区をもって第３ゾーンを構成し､第１ソ

ーンはそれ以外の地区をもって構成する）

　l jli該ゾーン内のクラブ選挙人による国際大会

　　における投票によって行う方法

　2.当該ゾーン内のクラブによる郵便投票によっ

　　て行う方法

　3.指拾S11会手続によ､3て行う方法

　4.理事会によって行う方法

の4･方法がありますが、我々もR.I.細llljに1Eし

く則り、ttつR.I.理事会も推奨している第３の指

ｚ委ｎ会制度に移行するのが適当と考えます。た

だ、Ｆ続11長時間を要するので、本月信において

大要を説明し、当地区としては来年４月６～７日

に行われる地区大会において決議し、R.I.事務

総長に訴願する必要があります。

　本年５月東京国際大会に於て第３ゾーンから向

笠広次氏（中津）が理事に指名されましたが、19

80年の［jl際大会において、第１ソーンより理事が

指私されます。そして1982年の［sl際大会に於て、

卜記要領により決議される指名委員会制度により

-

ヤ壮一伊　藤　恭　一

理･μが選挙せられることにな一Jています。

実際卜はこの指令1委Ｕ分手続については、地区

クラブ・サービス部111jの規定委口分において審議

して削き、部門担当の菅生直前ガバナーの承認を

得て地区諮問委ll会を経て地区大会決議案が決定

せられることになるでしょう。

　日本が第１、第３ゾーンに改編されてからの理

零としては、74～76年度の原田秀雄氏（大阪北）、

76～78年度の竹田恒徳氏（東京北）、そして現在

の向笠理嘔となっています。

（2）RENOUF会長の横顔

　REACH OUT･‥（手をさし伸べよう…）のメ

ッセージのフォールダーにはクレム　レヌーフと

がいてあります。御本人に貴方の姓はどう発音す

るかと聞いたら、レノフでもありレヌフとも聞え

るが、レヌーフではなかった。

ザ・ロータリアン７月齢の“ＲＯＴＡＲＹ ＤＯＷＮ

ＵＮＤＥＲ”の編集長MR.H.P.HENNINGHAM

の筆になるQUIET DYNAM O　FROM　DOWN

UNDERによるとRENOUFの発行は最初のシラブ

ルにアクセントがあり、第２のシラブルは殆ど中

性母音として発音するとあります。従ってＲ四-

oがであり、Ｒ四-oofではないようです。

　人の名を各国語で表示することはむつかしい問

題が多いので、今｡日迄私は会長を日本語で表示せ

ずRENOUFで押し通しました。最も重要な会長

メッセージの日本語の表示が誤っているとは云い

たくないが、RENOUFを発音される場合に上記

の正しい発音記号に基き発音して頂きたい。

　彼のスピーチを国際協議会で２度、東京大会で

２度聞きました。強く印象に残るのは文学的表現

が多く、表現にとらわれて本論を聞きもらすこと

があったことと、大変な早口ということでした。

国際協議会の行われたBOCA RATONのホテル

で「貴方のスピーチは早やすぎる、少なくとも英

語国でないガバナーが脂分近く居るのだから、も

っとゆっくり話してくれ」と申入れたら「注意有

難う、東京大会ではゆっくり話そう」と云って居

られたが、やはり東京のスピーチもお聞きの通り

早目でした。

３



（3）「ロータリーは子供を擁護する」

　月信第３号に掲げましたガブリェラ　ミストラ

ル女史の詩の原文をさがし求めましたが人手出来

ず、R.I.に問い合せた返事の詩は次の通りです。

但しロータリーで訳したものでＵＮＩＣＥＦ　とドイ

ツのＳＴＥＲＮ誌の共同で発行された英文から引用

されたものの由です。公式訪問した３、４のクラ

ブで原典を得られればお知らせすると申し七げた

ので、スペイン語文を記載します。

　Somos culpables de muchos errores y muchas

　fallas､pero nuestro peor crimen

　es abandonar al nino、

　descuidando asi la fuente de la vida.

　Muchas de las cosas que necesitamos

　pueden esperar.El nino no.

　Es ahora cuando sus huesos se estan

　formando、

　su sangre produciendose

　　　　　　　　　　　　　　乙　y sus sentidos desarrollandose.

　A Jl no le podemos contestar “Maf4ana.”

　Su nombre es“Hoy.”

　　「ロータリーは子供を擁護する」というスロー

ガンも、ＵＮＩＣＥＦ　の「国際児童年」も21世紀を

担う若者に期待する所天ですが、日本政府も明年

８月に愛知県で「世界と日本のこども展」（仮称）

を行うことを決定しました。５月５日の「こど

もの目」前後の児童福祉週間､８月の夏休み間間､11

月20日の児童権利宣言記念日を中心とする期間に

各種の行事が行われ、記念事業の予算規模を255

億円にし、国際児童年のスローガンを公募する等

の発表がありました。既に、日本ユニセフ協会か

ら種々の印刷物が発行されていますが、「ロータ

リーは子供を擁護する」のスローガンと直接関係

する印刷物をガバナー事務所で人手して、各クラ

ブにお届けいたします。

　特に「国際児童年1979」のシンボル・マークは

既にデンマークのデザイナーの作品が選定され、

国際児童年事業推進会議（総理府内）が管理して

おります。

　尚、ユニセフの幾つかのスローガンがあります

が、お目にかけましよう。

　　〈世界の子供に夢と希望を〉

　　〈16億の未来が　あなたの手に〉

　　〈走っておいで世界の子供〉

　　〈手をさし伸べよう　世界の子へ〉

　　〈はばたけ／世界の未来たち〉

　　〈夢とパンを世界の子に〉

今日の日本からすれば「飢餓救済」といっても何

処のことだと思う位に恵まれた我国の事情です。

｜

クレム・レヌーフRI会長のテーマ

敗戦直後からの数年間を我々が忘却してしまって

は国に命を捧げられた方々に本当に中し訳ないこ

とでしよう。

　私がRENOUF会長が３Ｈ計画を発表された時

に痛感した二とはブ完に越された、この運動こそ

は日本人が、今日こそ実践せねばならぬものだ」

でした。

（4）ローマ大会に参加しましょう。

　明渠6川10目から13目まで､イタリーのローマで

国際大会が行われます。当地区からも、一人でも

多くの方々の参加を期待して居ります。勿論この

国際大会に参加されて前後にヨーロッパ各地の観

光視察されるものと思いますが、来年の当地区の

地区協溝会が６月23目（土）に行われる予定です

ので、次年度の会長、副会長、四大奉仕委員長、

青少年奉仕委員長、及び幹事（一般的に理事予定

者）は地区協議会の出席義務者となりますので６

月23田こ必ず出席出来るよう帰国して頂き度い次

第です。ガバナーからも旅行計画を樹立している

旅行社にはこの旨伝えるつもりですが､各クラブ会

長、幹刄さんは念頭において頂き指導してドさい。

従って早目に出発され、観光をすまされた後大会

に心落ちつけて参加して頂きたい。尚、単身で参

加され員つ、英語或は伊語を話される方は是非ボ

ランティアとして補助S.A.A.をお引き受け頂きた

いと思います。

　既に「ロータリー宿泊、登録事務所－ローマに

所在」から宿泊、登録申込書が参っております。

全く単独で参加される方は早目に申込みホテルの

予約の要があります。旅行社の計画に基いて参加

される場合は旅行社がホテルを仮予約しているか

も知れませんが、何れにしても登録は必要ですの

で申込書は必要と存じ､既に500郎の追加送付を要

求して居ります。尚、当地区ローマ大会行委員会

委μ長の伊葎英吉氏は大阪駐在のイタリーの名誉

総領事であります。イタリー名誉総領嘔館（伊藤

忠商事ビル内∩こ若ﾄﾞの資料もありますので御利

川ドさいとのことです。

●

●



●

●

●75周年記念計画はクラブの事業と地区協

　議会を通じて

　歴史的な創立第75周年を迎えるに際し、国

際ロータリーは、各報道機関により広範に取

材、報道されることになります。炭界中の人

達が、この記念すべき期間中、ロータりーに

関心を注ぐことになるのであります。

　この記念すべき年を迎えるにリド』て、意義

あるロー-タリー提唱の事業や記念プログラム、

活動などを実施することは、ロｰ-タリーの人

道的な物語を独特な活動でもって報道するこ

とになり、ロータリーを、その地方ばかりで

なく広く世界的に広報することになるのであ

ります。それらの活動や、その他の75周年を

迎えるに当っての目標を立派に達成させるた

めに、貴地|)(並びに各クラブの75周年記念委

員長が直ちに計画に乗り出すように要請して

ドさい。

　国際ロータり一理事会では、各地区協議会

においてロータリーの創立75周年を祝う計画

を協議するように各地区ガバナーヘ要請して

おります。1978～79年度の地区協議会は、そ

の年度に続く記念すべき年における目標、組

織、祝賀の内容を･確立させる基盤を作り、75

周年記念活動の成功への錐を握る会合となり

ます。地区ガバナ一として皆様は、

巾　各クラブの会長が直ちに、75周年記念委

　員長を任命するように奨励し、

（2）吋地区75周年記念委員長を地区協議会に

　招いて、75周年記念プログラムを実演させ、

（3）随意ということにはなっておりますが、

　各クラブの75周年委員長が今年度の地区協

　議会には参加できるように手配するバ各ク

　ラブの委員長もこの協議会には参加するよ

　うに奨励することを含む）

　既地区協議会において、この75周年に関連

する意義ある模範的なプログラムや展示など

を示し見せることができるようにするため、

できるだけ早目に地区協議会の準備に着手し

て下さい。（RI教務総長書翰より）

●在日本財団推進諮問委員任命さる

　藤沢元雄バスト・ガバナーが委員に／

　さきほど、ロータリー財団管理委員会によ

り、５名の嘔越したロータリアンが在日本財

団推進諮問委員に任命されました。それらロ

ータリアンのご氏名は次の通りです。

　委員長　岡野正雄　第279地区

　委　員藤沢元雄　第266地区

　　　　伊藤義郎　第251地区

　　　　木本茂三郎　　第258地区

　　　　田中丸善三郎　　第270地区

　地区だより

　本年度の活動計画（Ⅲ）

●拡大部門

　　　　'II!。。｡､｡､･I‘･　ヽ旧|=常次郎(大阪|釦

　拡大部門における新クラブ結成の作業につ

いては、いろいろと|溢路があり、また会員各

位の間のヒューマンリレイションも作用して

なかなかスピードが出ない。

　昨年度四條畷クラブの誕生するまでに、大

束クラブにおいては４、５年間にわたって苦

労を禎まれたllの成功であ９た。今年度にお

５

いて最も有望で凡作的に進んでいるのは、和

歌山胤クラブでの努力であって、おそらくは

遠からず和歌山北クラブの結成が期待されて

いる。

　大阪西クラブも大阪市の港区、大正区の地

盤に新クラブについての意欲的な検討がつづ

けられている。高槻クラブの高槻西、住吉ク

ラブの阿倍野、この二つの新生についてもま

た引続き調査が進められている。拡大部門の

委員間では、以lこのぽかにも１、２の検討を

進めている。



　片の如く親クラブがテリトリーを割譲せず

とも、同一地域内に新クラブ結成が認められ

ている現在ではあるが、その底には経済不振

の世相が潜んでいるのかも知れない。

●ソウル地域大会委員会

　　　　　　　　委員長　木村五郎（大阪）

　1979年９月20日より23日にかけて、韓国ソ

ウル市に於て開催予定のアジア地域大会に、

日本より2000名の会員に出席していただくこ

とを目標にされている伊藤ガバナーのご意向

に従い、当266地区より出来る限り多くの方

がたが出席していただけるよう努力すること

を、当委員会の活動目標にしたいと思います。

1.266地区より最低500名の会員に出席して

　いただく。当地区内84RC会員5000名の約

　１割を目標にする。

２．国際ロータリーに出席奨励に対する宣伝

　活動を依頼する。

　①国際ロータリーニュース、或は公式刊行

　　物に関係記事掲載を依頼する。

　②ソウル市に関する一般情報、宣伝パンフ

　　レッドの作成。

　③韓国観光用スライド、或は16ミリフィル

　　ムの用意。

３．地区内に於ける活動

　①スピーカー、アトラクションを含めた大

　　会プログラム決定次第、クラブ会報に情

　　報を知らせる。

　②韓国大使館、領事館に韓国紹介の卓話を

　　依頼する。

　③韓国に関係のある内容の卓話を依頼する。

　④日本航空、大韓航空より韓国紹介のパン

　　フレットを人手、配布する等援助をお願

　　いする。

　⑤旅行会社にもタイアップして宣伝の援助

　　を願う。

　⑥例会に随時出席、奨励を行う。

　⑦例会場人口にポスターを掲げる。

　⑧大会パンフレット、登録、宿舎中込用紙

　　の配布。

６

●世界社会奉仕委員会

　　　　　　　委日長　柳原　ほ(大阪北)

方針と活動計画

１．前年度実施のことなどの推移も無視出来

　ないので、まず第１に全クラブに対して、

　本年度各クラブの意向をアンケートによっ

　て打診する。

２．７ンケート結果を分析し、本年度の基本

　方針、事業規模等を確立する。

　①各クラブ単独実施をすすめる。

　○地区合同行事参加希望をつかんだＬで事

　　業内容を検討する。

　○昨年度実施のフィリピンの援助事業のそ

　　の後の情報を収集する。

　④その上で継続的援助が必要なケースがあ

　　れば、地区としてどのような援助が出来

　　るかを検討し、その効果がI-分発揮出来

　　るよう努力する。

●マッチド地区委員会

　　　　　　　　　委員長　飯沼　剛(堺)

　1976～77年度より３ヵ年計画として始まっ

た当第266地区とアメリカ、ペンシルバニア

州の第737、739、741、743地区とのマッチド

地区プログラムの交流は、関係者の努力にも

拘らず、余り大きな成果を挙げていない。

　(活動計画)

　先のペンシルバニア訪問によって相手地区

の実情を可成理解した。また私達の努力不足

で、意外なところに手掛りがあることも判明

した。例えば日本人が会員となっているＲＣ

としてはAmbler(743)、Newtown(743)、

Harrisburg(739)があり、日本の他地区から

の交換学生がお世話になっているクラブとし

てはEmmaus(743)、Honesdale(741)、

Tunkhanook(741)、Wilkes-Barre(741)、

Wellsboro(741)の各クラブがあり､今年度８

月より当地区の受人れる交換学生のマザー・

クラブ｀としてはMuncy(737)、Perkasie

　(743)がある。

　そこで次のように計画した。
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１．現在既に成立しているマッチド・クラブ

　はそのまま継続する。委員長の交替によっ

　て断絶した例もあるので、強力にプログラ

　ムを次の段階へ進める。

２．従来はこのプログラムに参加しないクラ

　ブが多かったが、大会決議の精神に従い全

　クラブが参加し、相手地区の全クラブに手

　紙を出すよう要請する。その為に今年度は

　次のようにブロック別に分れて夫々地区委

　員の担当を決めてお世話する。

　　737地区各RC一大阪府北東部20RC　担当　小松

739タ

741々

743々

大阪府内22RC　々　飯沼

大阪府東南部23RC　　々　左近

和歌山県19RC　　々　小島

一 r7
y-

　バーバラ・ペイヤー　和歌山ＲＣ（ホスト）

３．以上の交換学生の他、現在甲南女子高校

　に留掌中のオーストラリア第980地区リン・

　オドーネルは、引続き大阪ＲＣのホストに

　より明年１月まで滞在する。

４．昨年８月より留学中のカレン・タッカー

　及びシェフ・ギールセンは所定の課程を終

　え、本年７月13日夫々帰国した。

派遣学生

１．大阪北ＲＣより第504地区（カナダ）ブリ

　ンスジョージＲＣへの派遣学生西谷トモ子

　は本年７月30日帰国した。

２．明年１月より始まるオーストラリア地区

　への派遣学生について目下募集中であり、

　現在、若ト名の応募者を受付けている。

　なお、本委員会は６月２日第１回会合を開

催し、前年度の懸案事項の引継ぎを完了する

と共に、本年度に対する基本方針を決定した。

●米山記念奨学会委員会

　　　　　　　　委員長　中村　健（箕面）

方針と活動計画

巾　米山奨学生との対話の機会を増やし、そ

　の希望を聞き、実情を把握するために、従

　米通りなるべく回数を多く奨学生集会を聞

　催する。また、カウンセラー会議を同日に

　行なう場合は、カウンセラー各位に２時間

　程度早く出席を求め、奨学生達の出席以前

　にカウンセラー会議を終るよう心がける。

（2）あらゆる機会をとらえてロータリアン各

　位に米山奨学会の実情をお伝えし、普通及

　び特別寄付金の増収をはかるため、下記の

　ような方法をとりたい。

　①ＩＣＧＦでは、当委員会のためスピーチ

　　の時間を予定して下さる慣例が定着して

　　いるから、本年もぜひお願いして、合計

　　10組のＩＣＧＦに地区委員が１人２回の

　　割で出席させていただいて、現況報告と

　　共に寄付金の増額を懇請する。

　⑥上記の場合、できる限り米山奨学生にも

　　出席を依頼し、短時間でもそのスピーチ

３．本年度は最後の年であるので上半期に全

　力を注ぎ、少なくとも２～３回手紙を出し

　てもらうよう努力する。

４．ペンシルバニア州に対するマッチド・ク

　ラブ計画は本年度で終了するので、その後

　の交流は各クラブの自由に委す。

●青少年交換委員会

　　　　　　　委員長　中田康仁(大阪南)

受入学生

１．本委員会は本年度次の５名の交換学生の

　受入れを決定した。

　ウェンディ・ロマス　第795地区(アメリカ)

　ジョアン・ボーマン　第504地区(カナダ)

　スーザン・ハウス　　第737地区(アメリカ)

　バーバラ・ベイヤー　第743地区(アメリカ)

　クリステル･ビアンキ　第545地区(アメリカ)

２．以上の諸君は８月18日に来日、向う１ヵ

　年間を次の通りホストすることを決定した。

　ウエンディ・ロマス　大阪西ＲＣ

　ジョアン・ボーマン　大阪東ＲＣ

　スーザン・ハウス　　東大阪ＲＣ(ホスト)

　　　　　　　　　　　東大阪中・東大阪東

　　　　　　　　　　　ＲＣ(コ・ホスト)

　クリステル･ビアンキ　堺RC(ホスト)､堺東

　　　　　　　　　　　堺南･堺泉北･堺東南

　　　　　　　　　　　ＲＣ(コ・ホスト)



　を求めて、ロータリアン各位の関心を促

　す。

㈲米山週間は勿論、随時積極的に各ロータ

　リークラブの例会に出席させていただい

　て、奨学会の実情をお話しし、理解と宵

　付合の増額を求める。この場合も、学業

　の妨げにならぬよう注意しながら奨学生

　に依頼して同行していただきスピーチを

　頼む。

⑤今まで米山奨学生を預ったことが少ない

　ような地域とクラブなどにト記㈲のよう

　な機会をなるべく多く侍つよう努力する

　また、そのような地域にある大学ヘアプ

●米山記念奨学会　53年度評議員会議の報告

　　　　　　　が０長　中村　健（箕面）

　本年度の評議員会議は、去る８月29日、販

京のパシフィックホテルで開催され、ｉ地区

からは原田副理事長、平井理事、伊瀬ＧＮお

よび中村委員長が出席しました。

　会議内容のうち主なものは:

1、52年度事業報告

　イ、年間収入　普通寄付金は前年度より８

　　　　％増、特別寄付は44％増であ９た。

　　　　　（総計で前年度より23％の著増）

　　　　寄付余がこの年度中のみで2000万円

　　　　を超えた５地区（258､266､265､259、

　　　　270）では、すべて特別寄付が普通

　　　　寄付を大巾にＬ回った。

　ロ、年間支出　奨学生関係費は前年度より

　　　　約300万円の支出増｡事務関係費は、

　　　　前年度より約230万円の支出増とな

　　　　った。総£出額にしめる事務関係費

　　　　の比率は13.25％で過去に比して最低

　　　　となることを得た。このペースでい

　　　　けば､２、３年のうちに事務関係費の

　　　　すべてを財産運用利子収入でまかな

　　　　える可能性がでてきた。

８

　　ローチして、次年度の米山奨学生募集の

　　時に応邨する学生を多く推薦していただ

　　くよう勧奨する､、

　函１万円以llの特別寄付金を得たllぶは、そ

　　の都度、’11該寄付きに感謝のp紙を出す

　囚年度初めに地区全ロータりークラブの米

　　山委11長又は、それに代わる人に集ま９

　　ていただく大集会を１度|剛崔して、米山

　　の現状を説明し1嘉力を求める｡その時に

　　は奨学生も２、３名出席していただいて

　　スピーチをしてもらう｡

　ll記の努力を重ねて、新年度の米山募金の

目標は、前年度をl少|る数字におきたい。

2、53年度収支予算

　イ、年間収入　筒通・特別寄付および財産

　　　　運用収入をあわせた総収入予算は前

　　　　年度決算額より僅かに低いが、実際

　　　　には特別寄付が目口卜)て、年間収入

　　　　は予算数字を何Pjl超すだろう。

　ロ、年間支出　奨学生関係費は54年度奨学

　　　　生250 41×月忿給額７万円の想定。

３、理事会決定事項

　　54年度奨学生募集要項のうち″奨学金の

　種類とその支給期間｡を次の通り決定。

　Ⅲ　ＹＤ奨学金　大学院博士､課程在学者、

　　　　　　　　　入学時起算３年以内。

　(２)ＹＭ奨学金　大学院修士､課程在学者、

　　　　　　　　　入学時起算２年以内。

　ぼ　ＹＵ奨学金　学部３、４年在学者、３年

　　　　　　　　　次起算２年以内。

　〔４〕ＹＤＲ奨学金　博士課程終ｒ後学位取

　　　　　得のため引続き在学77、1年以内。

　(５)ＹＲ奨学金　大学院研究生、１年以内。

４、その他

　○米山財団に対する特別寄付免税の件は、

　　101-11日から許可になる可能性大。

　○″功労者バッジ｡は額になって壁にもか

　　けられるので好評。

　なお、、仔細は委日長にご照会ください。
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註　巾　C）印は新設クラブです。

　　12｝財団％は、1978年５月31日現在のものですパ１人当り、10ドルを100％として計算されています｡）

　　③　米山％は、１人当り1､000円を100％として、計算しました。

参考までに、隣りの地|)(の実績を右に記します｡
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ポール・ハリス・フェロー

次の方々にポール・ハリス・フェローの

称号が贈られました。

松本正-･(大阪)　　　1978 ・ 7 ・19

永井圭二(枚方一くずは)1978・ 8 ・ 4

田中信人(吹田)　　　1978 ・ 8 ・14

●第266地区インターアクトクラブ

　78～79年次大会

　インターアクト委員長　山中文和（人阪南）

　８月19、20日の両目、富田林市ＰＬ教団第

１練成会館を中心に、ホスト富田林ＩＡＣと

その提唱クラブ富田林ＲＣの多大の奉仕によ

り、地区内10クラブのインターアクターと、

伊藤ガバナー、田宮ＰＧ、松田青少年活動委

員長、津江ＲＡＣ委員長、富田林市長、地区

内ＲＣの会長、幹事、青少年奉仕委員長、Ｉ

Ａ委員長、地区ＩＡ委員等多数ロータリアン

の参加を得て、盛大なＩＡ年次大会が聞かれ

ました。

　第１日は9:00登録開始、大会はプログラム

に従って進行し、伊藤ガバナーの「甲子園で

行われている高校野球大会における若人の健

闘をたたえ、同世代のインターアクト諸君に

期待する」との挨拶はユーモアの中に多大の

感銘を与えました。

　　「私達の郷土を美しく」のテーマによるス

ピーチコンテストや、海外研修報告のあと、

13 : 00～16 : 00ゴミ缶の塗装と焼板の作業が

行われ、伊藤ガバナーや松田香員長も若者と

共に作業に参加されました。

　夕食後は19 : 00よりＢゲラウンドでキャン

プファィヤーを中心に歌に踊りに時の過ぎる

のも忘れ、最後のフォークダンスには、ロー

タリアンも中に入って意気投合いたしました。

　第２日は6:30起床、9:00より７つの分科

会に分れて熱心な討議が行われました。

　閉会式では、まずゴミ缶の優秀作品を表彰

し、田宮ＰＧより分科会の講評があり、山中

地区委員長の閉会の辞、最後に来年度年次大

10

会のホストクラブ「ひのくまＩＡＣ会長」に

富田林ＩＡＣ会長から、来年の年次大会への

期待のことばがあって、２日間にわたる大会

を無事終了いたしました。

　第１日の午後の作業では、お圧いの遠慮が

先立って私語が多いなど、連携活動に活発性

がなかったが、その夜のミーティングでは各自

から反省のことばが飛び出し、第２日の終了

時には皆の親睦感も深まり、共同感の増加に

よる自主的な活動的雰囲気が生じて、大きな

成緊があったと思います。

　この盛大な年次大会を行ない得たことにつ

いて、多大の奉什をいただいた富田林ＩＡＣ、

富田林ＲＣ、会場を提供していただいたＰＬ

教団のみなさまに感謝すると共に、各ＩＡＣ

の提唱ＲＣ、顧問の先生方、特にホストの顧

問の先生方に心からお礼申し上げます。

区委員会開催記録

財団奨学生委員会　8F=14日（金）

　　15 : 00～16 : 00　於ガバナー嘔務所

青少年交換委員会　８月12日（土）

　　13 : 00～14 : 00　　　　　於清交社

地区指名委員会　　８月16日（水）

　　14 : 00～16 : 00　　　於阪急百貨店

米山記念奨学会委員長会と奨学生懇談会

　　　　　　　　　　8j」19目（土）

　　11 : 00～14 : 30　於ロイヤルホテル

世界社会奉仕委員長会議　8 Jj19日（土）

　　14 : 00～15 : 30　於ロイヤルホテル

研究グループ交換委員会　８月28目りj）

　　14:0（）～16:0（）　　於イトウビル

インターアクト年次大会　８月19～20H

　　　　　　　於ＰＬ教団第‥･練成会館

　　　　　　　　ホスト・富田林ＲＣ

●環境資源委員会の委員委嘱

　１乞矢口中のところ、次の通り委嘱いたし

ました。

　　　　堀　良造君（和歌山）

●青少年活動委員長代行者委嘱

Ｓ

●



●

●

　地区17少年活動委員長松田稔君（大阪天満

橋）は大阪府青少年専門指導者海外研修団々

長として昭和53年10月３日から30日まで、西

独・英国に出張しますので、この間の委員長

代行者を　青少年活動委員会委員

　　石田征男君（大阪西）に委嘱します。

●1978年中に開かれる地区年次大会

地区 開催日
ホスト
クラブ 開催場所

254

259

251

271

250

257

260

253

261

269

255

263

267

268

９月14､15日

　々23､24日

々30日､10目1

10月６、７日

　々　７、８日

　'々　７、８日

　々　７、８日

　々14､15日

　々14､15日

　々27､28日

　ク28､29日

11月n、12日

　タ11、12日

　々13､14日

青　森

謙　倉

|室蘭

広　島

旭　川

春山鴇

・･官北

天　童

魚　津

松江南

土　浦

ド　呂

松山東

宝　塚

青森市民会館

神奈川県民ホール

室蘭文化センター

広島郵便貯金ホール

旭川市市民文化会館

春㈲陣市立肌Q体育館

一一宮市民会館

天童市民文化会館

魚津市市民会館

島根県民会館

土浦市民会館

下呂温泉観光会館

松山市民会館

宝塚劇場大劇場

●ガバナー公式訪間日の変更

　那智勝浦ＲＣ９月29日(金)→10月13日(金)

●クラブ会長の変更

　御坊南ＲＣ　藤井勝君→山羽格君(8.1付)

●入会金、年会費、ビジター費変更

　那智勝浦ＲＣ　入会金￥20.000→￥30.000

　和歌山西ＲＣ　年会費￥120.000→￥150.000

　大阪城東ＲＣ　ビジター費￥1.800→￥2.000

国際ロータリー第266地区

ガバナー

１

●例会日時、例会場変更

　松原ＲＣ　８月15日(火)→8H18目(金)

　守口ＲＣ　８月16日(水)→８月18目(金)

　岸和田ＲＣ８月16出水)→８川18目(金)

　豊中南ＲＣ　８月17日(木)→㈲目　18 : 30

　貝塚ＲＣ　８月22日(火)→同E]17 : 30

　　　　　　於　二色の浜荘

　大阪住吉ＲＣ　８月18日(金)→８月16日(水)

　　　　　　　８月25日(金)近鉄百貨店→

　　　　　　　　　　　　　大阪部ホテル４Ｆ

　和歌山西ＲＣ　８月23日(水)→同日18 : 00

　　　　　　　　於　バンビ会館

　寝屋川ＲＣ　９月８日(金)→９月13日(水)

　　　　　　　19 : 00～21 : 00、

　　　　　　　於　寝屋川観光会館2F

　大阪柏原ＲＣ　９月11日(月)→9月10日(則

　　　　　　　　於　高井ブドー園

　　　　　敬　　　弔

上田剛三君（富田林）　７月28日

吉井義正君（大阪南）　７月31日

小野光一君（枚　方）　８月４日

大原正蔵君（豊中北）　８月７日

　謹んで哀悼の意を表します

事務所だより

●お願い

　ガバナー月信用の原稿は20字×10行の原稿

用紙をお使い下さい。（原稿用紙はガバナー

事務所にあります）　なお、月信の頁数に制

限がありますので、なるべく３～５枚前後に

まとめていただくようお願いします。締切日

は毎月20日です。

り順淳
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〒530大阪市北区中之島5 j‘目3-68
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ガバナーだより

公式訪問、央を終

　９月末日迄に漸く43クラブの公式訪問を終

え、恰ぢマラソンの析返レヴに達したという

気持で、公式訪問の所感を中し述べることを

お許し頃きたいと思います。

　この43クラブの総会員数は2､581名で､１ク

ラブの平均会員数は58.･66名です。 I.C.G.F.の

開催日の関係で和歌山県下、堺市や岸和田市

周辺、大阪市南部等のクラブに偏って訪問し

た次第です。

　（1）食事会計の独立について

　1921年大阪R.C.設立当時の半年分の会費20

円、食事費20円（当初半年間は隔週例会）、合

計40円であった由ですが、戦後の我国のR.C.

で食事費を独立会計にしているクラブは少な

いようです。大阪城南R.C.はクラブ運営費と

食事費を分離し、それぞれ明確に管理されて

いることは範とするに足りるものであります。

更に食事会計においては第一一間（６ヵ月）に

例会を届け出のＬ欠席し、正規にメークアッ

プした場合には、次の第二期（６ヵ月）の食

事費総額よりメーク・アップの実数を控除し

徴収する方式を採用しています。 ELつ、食事

会計にも若干の剰余金を留保している実情で

す。個人別の食事費徴収順に差があり、若干

の手数がかかるのは事実でしょうが、既に２

年の実績を有し、筋を通した食事会計を採用

された決断をたたえるものです。即ち、メー

ク・アップの費用は自己クラブの食費額を限

度に補填され、各人の負担の公平を期してい

ます。更にもう１クラブが、この７月より食

事費の独立会計を採用しています。

　大阪R.C.とＭＡＴＣＨＥＤ　ＣＬＵＢ　関係にあ

るD－739のＨＡＲＲＩＳＢＵＲＧ　Ｒ．Ｃ．のＭＲ．

ＨＡＮＳＯＮによれば、同クラブの独立の食事

会計より欠席者の食事費は同クラブ固有の奨

えて

　万八ﾅ一伊　藤　恭　一

２　－

学資金に自動的に振り替える慣行があり、そ

の金額は毎年数名の奨学金を負担し得る好ま

しい方法であると自讃していました。

　(2)ロータリー財団か米山記念奨学会か

　公式訪問時に多く寄せられた質問でした。

ガバナーとしてはR.F.への寄付は長男、米山

への寄付は次男の取扱をされ度いと中した所、

相続税法では長幼男女同一扱ですよと反論さ

れたスマートな会員も居られ、私も負けじと

佛壇と墓守りは長男の責任だから色をつけて

下さいよと逃げを打ちました。

　日本人の教育に対する熱意より両財団に対

する貢献は素晴しいものですが、両財団に対

する親近感となると、米山記念奨学会はすぐ

れたものがあります。米山奨学生は地区内に

も多く在学し、各クラブはホスト・クラブに

なって頂いたり、カウンセラーを出して頂い

たりして、お金も出すが手許に見返りの奨学

生がいる訳です。一方R.F.奨学生は海外へ留

学に出かけるし、海外からの日本に留学に来

る奨学生も少い。今年度当地区に海外より留

学する奨学生は零であります。この状況を数

字で示すと次の通りです。

　全世界のR.F.奨学生7､319名(内女1､977名)

　日本人の奨学生(海外留学)610名(内女251名)

　外国人の奨学生([1本留学]81名(内女30名)

(注)①人数は195(ト1978年の合計である。

　　②77～78年度の日本人奨学生(海外)は

　　　116名であり、外国人奨学生(来日)は

　　　7名である。

　　③京阪神地区の大学で受け入れたR.F.奨

　　学生数は京大８、阪大１、神火１、同志

　　壮大４、関旱天２、天理大１、関西外大

　　１、となっている。

　今日、我国は経済大国だの、外貨べらし等

●

●



●

●

と現実と遊離した議論が行われていますが、

次表を御覧になって、数字は何を物語ってい

るかお考え頂きたく思いま才。

　（Ａ）派遣数が受入数より少い国の例

イギリス フランス Ｓﾄﾞｲﾂ カナダ
スコソト

ランド
イタリヤ スイス

派遣数 328 182 151 一 42 73 36

受入数 955 669 484 286 225 143 212

（Ｂ）派遣数が受入数より多い国の例

アメリカ Ｈ　　本
オースト
ラリア

アリゼン
　チン

ブラジル

派遣数 3，172 610 321 160 318

受人数 2,519 81 266 55 46

（注）①派遣数はR.F.に対する寄付順に比例

　　　　するものがある。

　　　②奨学生が留学希望する国はR.F.への

　　　　寄付貢献度と関係ない。

　　　③日本への留学希望者の少いのは日本

　　　　語の困難性と帰国後の日本語の弧立

　　　　性によるものと考える。

　以上の数字は奈良伝さん（大阪R.C.，地区

財団学友委員会委員）の御教示に基くものが

ｙ

’

レ
Ｘ
゛
″
゛
゛
’

゛ M . 匈

JI
襖

　　クレム・レヌーフＲＩ会長のテーマ

胤であります。

　何れにしても、奨学生が日本語の習得を容

易ならしめる･制度が必要であるし、日系外地

進出企業は率先して、R.F.奨学生により日本

で留学した青年を、採用する等の方策が必要

であると思います。（このことは米山奨学生

にも同様に緊要です｡）

（3）1クラブの限界を越えた社会奉仕に御協力

　を求めたい。

　創立第３年目を迎えた岸和田東R.C.を公式

訪問した日に、二人のゲストに会いました。

一人は初老の前田正利さんといい「愚公友の

会」を主宰されています。主として中国の東

北地方（旧満州）で終戦時孤児として、或は

りﾀﾞ

秀端端辿自一一幽6，．偏　　　　　　　　　　，=ダ

■･･　　　■■■■■■■■■㎜■■㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜＝==---=･-･■･･■■………………呂j°'゜ﾐ一『臆，ご……Tj‘j　，　　ニ　　　　　　　　レ，

　　　　　　　･．　・．．
・．･;--1一∧

で｀゛゛゛'j!･.･ﾚ……･･．　･．　･‘≒ぐ･　　　　Ｔ

irこ･……=一!S

庁

　 　 　 　 　 　 　 　 ･ ･ ･ - ■ ■

. ･ 。 I . ’ ･ . , ･ . , ・ . . 1 : ･ ･ , ･ ! り ･ t . ･ i , ･ ･ j ﾖ ’ ．

. 　 　 　 “ 　 　 　 　 　

'

･ . ･ ' . ・ 　 ● ･ ' . ' ● ' ･

　 　 　 ■ ■ 　 ■ 　 ■ 　 ■ 　 　 　

■ 　 ! l l 　 ●
● “ ･ M “

㎜

　 　 　 　 　 　 　 　 －

　 　 　 ･ , 9 . ‥ . ･ .

･ f 　 . 　 　 .

. 　 　 . “ ‾

･ ， 　 　

" ･ . ･ ' ･ . 　 ･ g .

･ ･ ･ ' . ･ ･ . l . 　 ‾ 　 ‥ ･ j ･ ･ 　 ･ S I ' ・

. ' “ . ' -

　 　 . . j ･ ･ 　 　 1 ･ . 　 　

･ " ･ ‥ . ， . ･ . ･ ; ･ . ･ ･ ; ･ , . :

. ･ ‘

. , ; f 9 ; ･ ; ･ , . ･
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d冲インターアクト委員長の顔が見える。　
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･μ情により中国人に碩けられた不幸な乳幼児

が、引･余年を経た今日、日本に帰られ日本

国籍を得ておられますが､前田さんはそうした

人々に対して日本語教育をして居られる篤志

家であります。もう一人は30才を越えた婦人

で、昨秋帰国した中国おをもったL］本人でし

た。彼な･に1:指令;により、メモを見ながらたど

たどしいll本語で、ll本語の判らない帰還日

本人に日本語を教育している愚公友の会に、

援助の手を差しのべている岸和田痕R.C.に£

謝の言葉を述べておられました。

　クラブ協､漬会において､洋Ｌく･11情を聞けば、

｀11クラブは設､yの年から年間120万円を社会

奉仕として愚公友の会に寄付をしていました｡

　1年つづけましたが、本年度はｆ算1150万円

に減額して不足分は会口の自由な捕金により

日本語教育の継続を£えている次第でありま

す｡

　この寄付行為は50私の､設立日浅い当R.C.と

して、･奉仕韻Iljに120万円を支出すること自

体に運営卜の大問題があります。りj、人道

|こ特に中国大陸に理由如何に拘らず放置され

た乳幼児が成人し、険の母国の土を踏んでも

言語Iこの問題で、男性は警備11とか運搬11、

女性は皿洗い等の職を得ながら、日本語の習

得に辛苦している実情を見逃すことの出来な

かった当クラブの会員が、止むに止まれぬ人

類愛より行われた寄付行為と推定されます。

　かかる問題は当然地方自治体、及び中央政

府が対策を構じ、母国語の習得費用を支出す

べきでありましょうが、未だ実現していない

現実を思うとき、IR.C.より20R.C.､84R.C.か

らの浄財により彼等を擁､溥し乍ら、　一方、数

の力によって政治的に解決を侯きかけるのが

好ましいと私は考えますj＆Jで､岸和田束R.

C.会長の意を体し、完ず自力の範［川を拡げ、

地区の個人としての御協力を得たいと愚考し

た次第であります｡

　そもそもは、大阪市人文学部国1国､1配教

授香坂順一さん（尼北京大学客口教授）が中

｜

国より引きllげた日参入の中国､l酸)、】Iﾓしい

発I｀¥を教育に没ヽyてる目的の愚公会がありま

したが/JIきllげ渚数が急増し、日参諸教育

の宕度が高ま･)で、愚公友の会に発展した経

緯であります。

　尚､御協力が得られる場合には､直接岸和田

貳R.C.会長米本政さんに御連絡を哨きたい。

(4)スピーカーズ　バンクについて

　かねて登録を依頼しておりましたI;i話者登

録について、９月末現在において26クラブよ

り60 t;の方々の御協力を肖ましたので、yl簿

は別に会長宛に送付致し度いと思います。私

は5200t;の当地|)(会口の2％の100 t;の登録を

期待していましたが、引つづいてお申越を心

から期待致して居ります。

　問題点は遠隔地、例えば新宮R.C.への､溝話

は日帰りで困難の場合もあり、宿泊費等解決

すべき問ぼ1があります、

〔5〕英文ＲＯＴＡＲＹ-ＮＯ-ＴＯＭＯ

　ガバナーIH言a｀5:い１Ｐ４～５において、

契文　The Rotarv-no-Tomo　は、ＦＲＩＥＮＤ

ＯＦ　ＲＯＴＡＲＹ　と改称されるという7 jj2()

||付のロータリーの友呑口会h野豊呑□長の

文､t?により皆様に通知】しましたが、8 1j25目

付にて･llfび文､剔こより、4{ケ111奇尼R.I.会長、

湯浅尼R.I.副会長､lfl}笠R.UIHi､入江在|IR.I.

文献代行の意向により誌和之従来に戻し､ＴＨＥ

をのぞいてＲＯＴＡＲＹ-Ｎ()-Ｔ()Ｍ()とし、副

題としてＲ()ＴＡＲＹ　ＩＮ　、ＪＡＰＡＮ　と併記す

るという結論をえたとのことです。文､り=の厳

IIﾐについて疑義が残りますが、速かにね知ら

せするという私の過火を皆様に尚]許し願いた

Ly、

●東京大会記録映画ができました。1

　4ﾊﾟ(大会のカラー映画２参が、ホストク｜

ラブｌ口会より当ガバナー･li務所に寄贈さ

れました。lj央1県|11はいずれも40分となっ

ても･ります。ご利川ドさい。

　1.16ミリ　40分もの光学録冴付　１参

　２．８ミり　　　同　　　　ll　　　l参

●

●
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●

●保健、飢餓救済、人道的奉仕プログラムの

　発足

　先日、クレム・レヌーフ会長は、地区ガバ

ナーの皆様宛の書翰で、国際ロータリーの保

健、飢餓救済、人道的奉仕プログラムの進捗

を報告されました。その書翰は、皆様が本プ

ログラムを地区内のクラブヘ周知させ実行を

促がす方法を示したものであります。

　この新プログラムの鍵となる要素は、「国

際ロータリーの保健、飢餓救済、人道的奉仕

プログラム開発のための75周年記念基金」で

あります。東京での国際大会で発表された通

り、この新基金は、全世界にわたる児童及び

成人の免疫、予防接種事業のような、国際的

な奉仕プログラムに使用されます。本プログ

ラムの開発期間は、1978年７月１日から1980

年６月30日までとなっています。

　この基金に対して、会員１人当り（最低額）

米貨15ドル、又はクラブ単位で米貨1500ドル

の寄付をしたロータリークラブは表彰される

資格を得ることになっています。本基金に対

して寄せられた寄付金は投資され、その配当

利息をあわせて全部５年以内とする実施期間

に、本基金の目的に従って支出されることに

なります。本基金の管理は、国際ロータリー

理事会の執行委員会が担当することになって

おります。（R.I.事務総長の書翰より）

●財団教育補助金追加分授与に用いる新基･準

　1978～79年度における財団への寄付にて優

秀な成績をあげた地区は、最大限９口の1981

～82年度教育補助金の追加を受けることがで

きます。インフレと国際的な通貨の変動によ

る物価の騰貴に基づき、ロータリー財団管理

委員会は、1978～79年度の寄付実績に基づき

授与する追加補助金口数算出の基準を次のよ

うに改定しました。

　く米貨による会員１人当りの平均寄付額〉

３

S10.00～S 14. 99

S15.00～S 19. 99

S20.00～S29.99

S30.00～S39.99

S40.00～S49.99

S50.00～S59.99

S6C.00～S69.99

S70.00～S74.99

S75.00以上

１目追加

２目追加

3［1追加

4「1追加

５口追加

６目追加

７口追加

８目追加

９目追加

●ロータリー創立75周年記念の

　クラブ史を編さんしよう

　国際ロータリー理事会は各クラブドロータ

リー創立75周年の祝賀行事のｰ-環として、ク

ラブ史を編さんするよう勧めている。

　有意義な奉仕計画を中心とした生彩ある面

白いクラブ史なら、ロータリーのことを効果

的に物語るものとなるだろう。また、クラブ

史が広報の手段として活用されれば、クラブ

が今後事業や資金募集を行なう場合に、一般

の人びとの支援や賛同を得るのに役立つとい

うことも考えられる。

　これに関するすぐれた手引きとして、｢あ

なたは正にクラブ歴史を書かんとしている｣

(112－J)があり、文献東京事務所から入手す

ることができる。

●ロータリー情報の普及に役立つスライド・

　プログラム

　ロータリーの広範囲に及ぶプログラムや活

動が数種のカラースライド・セットに収録さ

れ，R.1.中央事務局より販売されています。

｢ロータリー財団｣(第1204号)S15,50

｢世界社会奉仕｣(第748号)　　S15,50

｢ロータリー青少年指導者養成プログラム｣

　(第696号)　　　　　　　　　　　S15,50

　青少年活動を取材した……

｢ローターアクトの活動｣(第6122)S 12, 00



「インターアクトー奉仕の仲間」（第6096号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　S12,00

「門は聞かれている」（第745号）S13,00

　新会員への情報普及のための………

「最も重要な人物」（第450号）　S22,00

　　　　（いずれも日本語版テキスト付き）

ボケーショナル　サービス週間に当り

　　　　　　　　　地則川長藤沢元雄(和歌山)
地区委員六名全員出席の下に、ガバナー事務

所で九月二十日午後３時間に亘って討議をし

た。月信第３号６頁に本年度の活動計画を載

せ皆様の御協力刹卸願いした。各クラブでも

色々御計画を作って実施に運んでいただいて

いる事と信じているが、地区委員会も腕を摂

いてばかりいては申し訳無いと今後、委員会

として何をするかを協議した。

先ず第一一に「奉仕こそわがつとめ」を読み返

して載く事を御願いしたので、全十四章を二

章宛受け侍って、月信に毎号二章宛の要約を

載せるように分担を決めた。難解な此の本を

どんなに消化出来るか心配だが皆様のたたき

台になるつもりで書く事に決った。

第二にRJ.の文献6007－J － －（676）－－15M職

業奉仕採点用紙をも少し理解しやすいように

而も基本を余りくずさないように逐条委員全

員で洗い直しをやって見ようと長時間をかけ

てやってみた。議論百発、なかなか決まらな

い項目もあったが一一応、先ず許-段階として

此の辺が無難だろうと云う改定案を作り七げ

た。皆さん御白身で試みていただいて父御意

見を御聞かせいただきたい。

第三にガバナー宛職業奉仕週間の嘔話を申し

込まれた数クラブに地区委員を御無理願って

出向していただく事になり、全員共同で分担

した。

以上、委員会の具体的計画を述べたが、私ｶ八

公式訪問の時、各クラブで申し上げたように、

当時のR.1.会長マンチェスターが述べた事はロ

ータリーは職業奉仕である。職業奉仕無き口

一タリアンは存在しないといい、彼の教育は

職業奉仕に始まり職業奉仕に尽きたと云って

よいと思う。彼はロータリーの原点に立って

全世界のロータリアンがその各人の職業を代

６

表し又選ばれてロータリーに入会して居る姿

をもｰ度兄直して兄でくれ、職宴の代表者と

してぽんとのボケーショナルサービスが出来

て居るか、職業奉仕は各ロータリアンが実行

すべきもので、委員会がすべきものでは無い

事を知れ!!とボケーショナルサービスの実行

を迫った。全世界に幾百の奉仕団体があるが、

ロータリー程ボケーションを基準とするサー

ビス団体は無い。ボケーショナルサービスこ

そロータリーの本流である。他の社会奉仕、

国際奉仕、クラブ奉仕、冴少年奉仕等各奉仕

活動は全部支流であるとまで極言された。

今年度のレヌーフ会長はｆをさし伸べようと

特異な絵画の美術的表現と共に素晴らしいメ

ッセージを送られた。その解説の巻頭に、職

域で自分の従業員、顧客、同僚、競争業者、

供給業者にロータリーの奉仕の理想を伝えよ

う……職業1この高い道徳的目標を示そう。若

者達が終生有意義な仕事をやり抜き、立派な

市民としてその責任を緊すように準備をさせ

るように職業指導、その他のプログラムを通

して手本を示そうと極めて具体的な解説をさ

れて居る。

私は公式訪問の時、皆様に御願いして、職業

奉仕事例集が、色々出版されて居るが、之は

顔も知らない方々の事例で立派なロータリア

ンの業蹟ではあろうが直接ビンと来ない。ど

うかガリ版刷りでよいからクラブ内の職業奉

仕事例集を作って下さいと御順いした。その

後、数クラブの方が送って下さって拝見した

が、ぽんとに立派な奉仕が示されて居た。私

はも一度各クラブで顔を知り合って居る者同

士で職業奉仕の事例集を作って戴きたい。之

はお互い勉強にもなるし又印象も深いと思う。

次に「４つのテスト」を先ず家庭から始め

　-･

SI″

●



●

Ｃ

湊透して欣しいと願う。

先般、誠に格調高い職業奉仕のアンケートを

伊藤ガバナーから送って戴いた（大阪西北R

C職業奉仕委員会作製）｡その中に４つのテス

トをロータリアン各位、手帳を見ないで書い

て下さいと云う項目があった。先ず身近かか

ら４つのテストを噛み砕き、そして他へも押

し進めて行くべきだと思い誠によい問題提出

と思った。

次ぎに親切競争を各職域でやっていただき度

い。R.I.文献､職業奉仕516－Jで､親切競争の

やり方と云うのがあって色々な、外国での実

例を挙げて居る。親切週間、又は親切日曜日

等、諸クラブの実例を見て何か職域で親切が

流行すると云う場面も楽しいものでは無いで

しようか。

地区職業奉仕理解週間と云う長い名前の週間

が今年から急に10月最初の一週間になって、

委員会も戸惑ったが各クラブで新しい趣向を

生かして･、遅くなっても、此の週間を実行し

ていただきたい。

　「さあ、あなたの蒸です」奉仕こそわがつと

めの最終章の見出しです。実行はロータリア

ンの生命です。あなたの一番身近かな、あな

たの職域で奉仕の理想を必ず実行して下さい。

●青少年交換委員会報告

　　　　　　　委員長　中田康仁（大阪南）

　本年度アメリカ・カナダからの交換学生５

名は、８月19目大阪空港に無事到着し、これ

で当地区はオーストラリヤからの学生を加え

て６名の女子学生を受け入れることになった

のである。ところがその中の、アメリカ第73

7地区出身のスーザン・ハウスは到着早々か

ら保田したいと云い出した。彼女は東大阪東

ＲＣの北井会員の家庭でお世話を受けていた

のであるが、それからの連日は、関係者との

協議、相手地区との折衝等、目まぐるしく変

る彼女の感情に鎖弄させられたのである。そ

の間ホスト家庭はじめ、東大阪東RCの関係

者の気苫労は、察するに大変なものであった。

　結局、私共としては相手地区との了解の許

にスーザンを送還することに決定したのだが、

この16才のアメリカ少女の気まぐれ旅行とで

も云うべきケースに接して、交換計画におけ

る派遣学生の選定・オリエンテーションの重

７

要性を関係者の一人として、虫歯にしみ入る

痛みのように感じるのである。それにも増し

て、いささかの不平もなく、善意溢れる奉仕

の精神で物心共にご協力頂いた東大阪東RC

の浅井会長及び同夫人、北井会員とそのご家

族、二條国際奉仕委員長をはじめ東大阪東R、

C会員諸氏、その他ご尽力頃いた東大阪RC

東大阪中RCの関係者各位、特にスーザン受

入れに関し、格別のご配慮を頃いた樟蔭高校

関係者の方々に、この際紙面を借りて深甚の

謝意を表したいと思う。また、大なり小なり

気苦労の伴なうこの交換計画に参画して頂い

ている、大阪・大阪東・大阪西・堺・和歌山

各クラブ関係者の、国際奉仕に対する理解と

熱意に対しても、同様の敬意と謝意を表する

ものである。

　他の５名の学生たちに対しては、ただただ

祈るような気持で、向う１年間の無事平穏と

一層の精進を期待して止まないのである。

●ようこそバック・ラッシュさんご夫妻が

　　　　元G.S.E.団長　辻中昭一一（大阪梅田）

R.I.671地区（ケンタッキー西部）よりラッシ

ュ。パストガバナーご夫妻が来阪されること

が確実となった時、昨年同地区を訪れたG.S.

E.チームはぜひ我々の家へご夫妻をお泊めし

挟いながらも楽し我が家を味ってもらうこと

を希望した。これをご夫妻にお伝えした所、

大変喜ばれた。そして９月８日お元気でご夫

妻は大阪に到着。以来、それぞれの家庭に2、

3日滞在。日本の生活を肌で体験されたので

あった。

　９月８、９日は和歌山方面ヽ、10、11日は田

辺、勝浦方面を訪ねられ、ロータリアン各位

の熱烈な歓迎、接待を受けられ、16年ぶりの

日本の歓迎に感慨を新にされた。 12日大阪梅

田ＲＣで卓話の後泉北ニュータウンを見学さ

れ、無数のアパート群に強い印象をうけられ

た。13日、ご夫妻は122地区のG.S.E.団長と

してご活躍された木川田正毅氏の東光学園を

訪問、真心よりのご接待を受けられ、ロータ

リアンの友情に悠一一人であった。

　13日夜梅田ＲＣのテーブルミィーティング

があり、ご夫妻でこれに参加、純日本料理を

賞味され、就中、鯛の生造りに目を丸くして

おられた｡（５日の敬老の日には古市前G.S.E.



1.C.G.F.出席バストガバナー予定表

組 月　　日 ホストクラブ ゼネラルリーダー 出席予定パストガバ･ナー

１ １月20日 田　辺　東 田宮　　佐 藤沢　元雄・大谷　一雄

２ 10月14日 和歌山西 峯村　英薫 藤沢　元雄・井関　久楠

３ 12月９日 岸　和　田 藤沢　元推 平井常次郎・尾形　繁之

４ 11月25日 堺 大谷　一一推 菅生　謙三・原田　秀雄

５ ２月24日 大阪住之江 藤沢　元雄 尾形　繁之・平井常次郎

６ 11月11日 大　　　阪 菅生　謙三 森　寿五郎・塚本　義隆

７ １月27日 東大阪東 平井常次郎 田宮　　佐　・原田　秀雄

８ ３月24日 豊　中　南 原田　秀雄 菅生　謙三・大谷　一一雄

９ ３月17日 高　槻　東 菅生　謙三 田宮　　佐　・峯村　英薫

10 ２月10日 枚　　　方 尾形　繁之 峯村　英薫・井関　久楠

委員長のご案内で民俗学博物館｣を見学､更に古

市家でご歓待を受けられた。この後宮本夫人

(国際学生交流でラッシュ氏宅に８週間滞在)

のご招待で、15、16日を宝塚、有馬方面で過

ごされ、ここでも楽しい日々を過ごされた。

そして18日には保津川下りに激流のスリルを

満喫。タ､ホテル阪神での266地区有志による

歓迎会にご出席。

　伊藤ガバナー、菅生直前ガバナーご夫妻、

平井パストガバナーご夫妻、地区G.S.E.関係

の方々､671地区派遣G.S.E.団員､大阪梅田ＲＣ

の会員など計24名が参加、古市元G.S.E.委員

長の司会で会が進み、伊藤ガバナー、菅生直

前ガバナーの歓迎スピーチ、平井パストガバ

ナー発声による乾杯が行われた。

　ラッシュ氏ご夫妻を中心として親しい交わ

りを持ち、My 01d Kentucky Home の合唱

をして閉会。 21日には摂津RCの木川氏の御

歓待を受けられ、22日に呼寝屋川ＲＣ例会で

スピーチをされ、約３週間多くの人々と交わ

られ、お元気で25日夜九州へ旅立たれた。皆

々様方のご厚意に対し、ラッシュ氏ご夫妻は

篤い感謝をささげておられる。旅路の平安を

祈り、一一筆報告させていただきます。

-

委員会開催記録

インターアクト合同委員会　９月８日

　（金）14 : 40～16 : 30於ロイヤルホテル

青少年交換委員会　９月８日（金）

　　15 : 00～17 : 00　於ガバナー事務所

拡大部門委員会　９月11日（月）

　　17 : 00～19 : 00　於ホテルプラザ

75周年記念委員会　９月18日（月）

　　14 : 00～16 : 00　於ロイヤルホテル

ボケーショナル　サービス部門委員会

　　９月20出水）15：00～17 : 00

　　　　　　　　　　於ガバナー事務所

クラプ　ロータリー財団委員長会議

　大阪地区　９月20日（水）

　　14 : 00～16 : 30　於関電会館

　和歌山地区　９月22日（金）

　　13 : 30～15 : 30　於和歌山農協会館

　本年度の活動計画（IV）

●財団推進委員会

　　　　　　委14長　行田-典（大阪lk）

（任　務）

１．ロータり一財団のため強力な広報活動を

８

●

●



●

●
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　計画し、そして遂行して、ロータリー財団

　の目的と計画に対する一一般社会の知識を広

　め、関心を高めること。

２．地区ロータリークラブ及び個人からの

　ロータリー財団に対する寄付の増額を奨励

　すること。

３．地区内クラブ及び個人からのロータリー

　財団に対する寄付募集の方法を案出して、

　実行を奨励すること。

　経済不振の現下においてかなり困難が予想

　されますが、地区内に最も適した活動計画

　と特別な広報、推進の方法を考察し実行し

　ていきたいと考えます。

　(事業計画)

　目　標

　①１人平均寄付額　50ドル以上

　○地区パーセントの目標　1000％

　㈲ポールハリス・フェローの増員を勧誘す

　　る。

　④ポールハリス準フェローの増員に努力す

　　る。

　(活動計画)

　①目標達成のため地区内各ロータリークラ

　　ブに伝達し協力を要請する。

　Ｏ今年９月七句に委員長会議を行ない財団

　　の推進を図る。

　011月の財団週間を有効に活用して、ポー

　　ルハリス・フェローの増員に努力要請を

　　する。

　④地区寄付報告を分析・検討して、まだ十

　　分に参加、支援していないクラブには特

　　に説得する。

●財団奨学生委員会

　　　　　　　　委員長　山本　巌(大阪)

Ａ．委員会の方針

　(1)手続要覧に示された財団奨学生の目的

　　資格についての認識を地区各クラブに徹

　　底するように努め、優秀な奨学生を派遣

　　することができるよう協力を求める。

　(2)候補者の選考は、別に選考委員を委嘱

10

　　して、公平かつ巌圧に行なう。

　（3）選考基準については、前年度委ほ会の

　　方針を踏襲する。

Ｂ．活動の計画

　（1）Aの方針に従い、今年８月に委員会を

　　開き、年間予定を決定し、10月には地区

　　各クラブおよび地区に所在する大学にパ

　　ンフレット、ポスター等の資料と候補者

　　推薦の依頼状を送る。

　（2）選考は1979年４月に実施する。なお奨

　　学生応募者の受付締切は1979年３月31日

　　とする。

ポール・ハリス・フェロー

次の方々にポール・ハリス・フェローの

称号が贈られました。

薗村嘉ハ郎　（和歌山束）

馬場-雄　　（豊　　中）

山西文夫　　（　　々　　）

南　龍蔵　　（串　　本）

米山功労者

1978 ・ 8

1978 ・ 8

1978 ・ 8

1978 ・ 8

11

11

11

11

次の方々に米山功労者の称号が贈られま

した。

下地玄信（大阪）2回目

江口治郎（箕面）

安田三郎（豊中北）

西原源太郎（堺南）

田端悦治（泉佐野）

塚本義隆ぐ大阪）

1978 ・

1978 ・

1978 ・

５
1
7
1
9

一
　
ｅ
　
・

７
７
７

1978 ・ 7

1978 ・ 7

1978 ・ 8

27

31

26

●研究グループ交換委員会

　　　　　　　　委員長　村11　賓(油ﾄ則

１．本年度は交換相手国が未決定に忖、伊藤

　ガバナーの相ｆ国法定までの準備期間とな

　る。

2.G.S.E.委口会の使命及び第1 lll】実施より

　現在までの経過説明。

３．準備期間中に行なうべき事項概要

　(?c　過去のG.s.E.呑口会資料の整理、その

　　実施結5剛こ対する検討とそのＰＲ。

こ

●



●

●

　＠　78～79年度の予算編成。

　８　財団学友会との連絡を密にする。学友

　　会目崔のG.S.E.の予算I汁卜。

　§　G.S.E.委員会の地区ロータりーへのP.R.。

　(劣　交換相手国決定後の交渉。

●財団学友委員会

　　　　　　　　委日長　木川田正毅(堺)

１．現在第266地区内に居住し、または職場を

　もつ方で国際ロータリー財団より大学院課

　程奨学金・大学課程奨学金・専門的訓練補

　助命・心身障害者の教師に対する奨学金及

　びジャーナリスト奨学金のいずれかを受領

　し、海外へ留学した元奨学生並びに、同財

　団の研究グループ交換に参加した元チーム

　メンバーの名簿を作成し配布する。

２．学友懇談会の開催

　従来の例にならい新旧学友と次年度奨学生

　並びに財団関係者を招いて1(川ﾄﾞ句に開催

　し、併せて記念写真を撮る。

３．学友の地区内奉仕活動の推進

　地区内のロータリークラブ財団の活動並び

　に国際親善に関するスピーチを、常に要請

　に応じられる態勢を作る。

４．財団奨学生委11会に協力し、奨学生の選

　考、送迎並びにオリエンテーションに当る。

●藤井寺ＲＣ創立５周年記念パーティ

　1978年1(川81口口)11 :()[卜から15 : 00

　まで藤井寺西岡会館において、クラブnl]ヽy

　5周年記念式典とパーティを開催した。

●青少年交換委員会の委員交替

　竹田初三氏(御坊)のクラブ幹事就任によ

　り］司クラブの　小林良平氏　を新たに委

　嘱いたしました。(９月13日付)

国際ロータリー第266地区

ガバナー 俘糸巻

●ガバナー公式訪間日の変更

　海南東ＲＣ　Ｉ(川２日0□→11Jj13目

　　　　　　　□Ｄ

　堺R C　101126日(木)→12月211利木)

●ビジター費変更

　堺東RC　1,500円→2,000円

●事務所変更

　泉大津ＲＣ(新)泉大津市田中町4 －14

　　泉大津商工会議所内

　　電話(0725)21－3835 ・ 32－3501

●例会日時，例会場変更

　大阪心斎橘RC　gj1161刊土)→９月

　　14｢1(木)18 : 00　於大丸８Ｆロイヤル

　和歌山東南ＲＣ　９月16 1刊 土)→16]11

　　　　　　　　　　　18 : 30　於六11刺

　和歌山R C　g J119目(火)→Ili]E118 : 00

　　　　　　　　　　　　　　　　於養翠園

　御坊ＲＣ　９月22目(金)→9 J118日(月)

　　　　　　　　　　　　　　　　　18 : 30

　串本ＲＣ　１(川３目(火)→Fij]ll18:00

　　　　　　　於串本サンマリンハイツ

　藤井寺ＲＣ　１(川1411(土)→1(川８日

　　　　　　　　　　　　　　(日)11 :()0

　堺南ＲＣ　Ｉ(川2311(月)→Ili]1116 : 00

　　　　　　　　　　　　　　　於對泉閣

〒53（）大阪市北区中之島５白Ｂ-68

　　　ロイヤルホテル（５４９齢室）

　　　TEL.06-443-4521
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バナーだより

ロータリーの友､月信､週報は必ず目を通そう!!!

　　　　　　　　　　　　　や叶一伊藤恭一

（1）次期ロータリークラブの役員及び理事の

　選挙について

　本ロータリー年度も央ばに近づきましたが、

来る12月はクラブにとって重要な次々年度会

長及び次年度役員及び理事の選挙の月であり

ます。1977年の規定審議会〔サンフランシス

コ〕によって修正された事項を含む新しい「標

準ロータリークラブ定款」及び「推奨ロータ

リークラブ細則」の定めるところにより、年

次総会を開き、所定の選挙を行わねばなりま

せん。

（2）ガバナー連絡会議事項について

　現在日本国内には23の地区があり、23人の

地区ガバナー間の連絡を密にすることによっ

て、国内のロータリークラブのプログラムを

推進することを目的として「日本国内国際ロ

ータリー地区ガバナー連絡会議」が設けられ

ています。

　去る10月30日東京において本年度第３回ガ

バナー連絡会議を開催しました。特に必要な

事項をお伝えします。

ａクラブ定款第８条第５節（a）の５項に「地区

　ガバナーの指示のもとに開催された地区委

　員会」が、地区大会、地区協議会、ICGF等

　と同じように、当該例会に出席したと同様

　の効力を認められたことは、それだけ価値

　ある会合と認められた経緯に鑑み、荷も出

　席規定の緩和のための改正と解してはなり

　ません。

ｂクラブ定款第８条第５節（c）の「長期」とい

　う語は、従来S.A.会員とP.S.会員に適用さ

　れていたものが、今回全会員に拡大適用さ

　れたに過ぎません。したがって「ロータリ

　ークラブにおける例会出席の本義」と「四

　つのテスト」とに照らして、クラブ理事会

一 ２

　で白tﾓ的に決定すぺきものです。

ｃＣＬＥＭ　ＲＥＮＯＵＦ 会長の来日について

　　（向笠R.I.理事より）

　ＲＥＮＯＵＦ会長は明年３月４日米目され、

　３月５日（月）は東京で、６日（火）は広

　島で、７日（水）は福岡で歓迎会が開かれ

　る予定です。当地区の出席予定者は未定で

　すが、恐らくクラブ会長は広島へ参加願う

　ことになるでしょう。

d 1979年アジア地域大会〔ソウル〕について

　　（千アジア地域大会委員より）

　明年９月20日～23日にソウルにて開催され

　るアジア地域大会に対し出席の要望があり

　ました。

　　日程　９月20日（本）登録、前夜祭

　　　　　９月21目（金）本会議、家庭訪問

　　　　　９月22日（土）本会議、晩さん会

　　　　　９月23日（目）本会議、正午閉会

　　登録料　S40の予定

　　参加希望数　全体　6､000人

　　　　　　　　日本人2､000人以Ｌ

　　　　　　　　外国人1､000人

　　　　　　　　韓国人3､000人

　　特別要望事項として第２日～第４目の出

　　席者の激減を避けるため、会議出席要員

　　を地区より30名指名してほしい。

　尚、地区の参加予想を調査するため別に各

　会長宛予備調査を行いますから御協力下さ

　い。

e75周年記念行事について

　（竹田1980年度国際大会〔シカゴ〕委員より）

　各クラブで行う記念行事を促進するため、

　地区協議会に75周年委日長を出席義務者と

　されたい旨要請があった｡最近のR.I.事務総

　長書翰によれば、特別プログラム資料は12

,･

　－

●
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●

　J]度、｢第75｣､･d年記念資料｣キッﾄは２月度

　のR.|｡ニュースと比に、各クラブ会長に送付

　するとの連絡がありました｡

f R.1.匯Ｗ社会奉仕委口分報告

　〔渡辺W.C.S.委口より〕

　R.I.のW.C.S.のＬＩＢＲＡＲＹにＰＲ()．ＩＥＣＴ

　がたま-jて整理が出来ない｡地区、クラブ

　で援助活動が実施されたらＬＩＢＲＡＲＹに必

　ず報告をレUriきたい､、

g R.I.=､lr少年活動委日会報告

　(辻Y.A.裔11より)

　長期青少年交換をＳＴＵＤＥＮＴ　ＥＸＣＨＡＮ-
〃。-一之→〃ﾐ‾‾

一 一 一 一

冊 短開青少年交換をＹＯＵＴＨ　ＥＸＣＨ_Ｔ

ＡＮＧＥ

-

　　クレム・レヌーフＲＩ会長のテーマ

　たい。ＨＯＳＴ　ＦＡＭＩＬＹ　は出迎えられな

　くともよいでしょう。

（3）ロータリー財団週間をお忘れなく

　ＲＥＮＯＵＦ会長からのロータリー財団週間へ

のメッセージが本月信に別に掲載されますレ

峯村バスト・ガバナーよりも一筆頃いてます

から，11月12目～18目のロータリー財団週間

の意義をお読み取り頂きたい。 ＴＨＥ　ＲＯＴ-

ＡＲＩＡＮの11月号に輝かしい統計が示されて

いますので，瑕訳ですがお目にかけます。

ａロータリー財団奨学生総計　　　14,282名

　○大学院課程（1947年～）　　　6,880名

　○大学課程　（1967年～）　　　1,007名

　○引ツ白訓練課程（196びIそ～）　　652名

と呼称することになった。申請様

　式の統･や保険の義務付け等決められ、更

　に地|又大会、地区協議会においてIE式プロ

　グラムとして取り|こげることが望ましい。

ｈ冴少年交換連絡事務所報告

　（石渡副所長より）

　本年度海外より80おの学生が来日したが、

　地区責任者は是非成田迄出迎えに来て哨き

|.C.G.F.(第２組)で出席優秀クラブを表彰する伊藤恭一ガバナー

　　　　　　　　　　　　　　一く4－



　○心身障害者教師（1971年～）　　479名

　○ジャーナリズム（1§77年～）　　137名

　OG.S.E.チーム　　　　　　　　　　5,126名

ｂ奨学制度開始以来総支出額　　S6,730万

cR.F.への寄付総額（1978年６月末）S 7260万

ｄポール・ハリス・フェロー　　　30,503名

　（27ロータリアンに対し１フェローの率）

ｅ日本のポール・ハリス・フェロー9,444名

　（８ロータリアンに対し１フェローの率）

ｇ公式訪間中に多くのクラブで，応分の寄付

　をしているが，一向奨学生が海外から留学

　に来ないではないかという言葉を聞き，月

　信第５号２，３頁にR.F.奨学生のことを記

　載しましたが，1979～80学年度に豪州ＧＬ-

　ＡＤＳＴＯＮＥ（Ｄ．９５５）よりＭｉｓｓ　ＭＡＲＹ-

　ＡＮＮＥ ＨＹＳＬＯＰが大阪大学に留学内定の

　報を受けましたことをお知らせします。

h 1977～78年度のロータリー財団に対する寄

　付額が通知されまし,たのでお知らせ致しま

　す。

　地域別　　　　　　総　額　　　一人当り

　ASIA　　　　　S3,925,057.22　　S31.55

　CENAEM　　　　1,256,967.37　　　9.18

　GBI　　　　　　　　　280,916.55　　　5.08

　SACAMA　　　　　576,858.34　　　　7.30

　USCB　　　　　　5,342,393.05　　　15.00

　ANZA0　　　　　　543,581.77　　　9.47

　　合計　　　　　11,925,774.30　　14.74

地区別　　　　総　額

D-250　　S 80,212.05

D-251　　　113,307.35

D-252　　　115,695.65

D-253　　　115,369.83

D-254　　　　78,026.01

D-255　　　140,234.97

D-256　　　109,319.73

D-257　　　170,S96.48

D-258　　　251,086.47

D-259　　　256,708.67

一人当りパーセント

S31.05　　100％

　34.74　　100

　41.65　　200

　34.45　　200

　30.85　　300

　48.96　　500

　34.29　　400

　53.56　　200

　42.09　　100

　72.99　1.300

｜

　D-260　　205,776.90　　4:4.40　　　3閣

　D-261　　187,581.97　　42.84　　　2闇

　D-262　　179,912.21　　67.79　　1,0()0

　D-265　　265,071.22　　79.65　　2,000

　D-266　　277,952.46　　56.21　　　9閣

　D-267　　　82,833.28　　:32.36　　　1閣

　D-268　　n5,732.27　　44.41　　　3()0

　|〕-269　　　51,742.03　　23.14　　　1閣

　D-270　　256,69()｡70　　61.56　　　2閣

　D-271　　128,651.12　　50.25　　　100

　D-273　　85,894.()5　　24.13　　　10()

　D-279　　129,835.58　　47.14　　　　7闇

(4)地区ゴルフ大会報告

　従来地区大会の前日にゴルフ大会を|剛崔す

る恒例になっていましたが前夜のR.I.会長代

理歓迎会等の行事の関係や，春完のゴルフ場

の状況や，学校の春休み等を勘案し，時期を

繰|:げ1{川30日け1}西宮高原ゴルフ場で開

催しました。前｡1日の悪天候もち日は嘘のよ

うに晴れ渡り，山の木々の紅葉と芝の緑に包

まれた絶好の天候に恵まれl百余おの参加者

は和気に満ち，健康的な催しでありました。

成績等は大会幹事より報告して哨きますが，

今後のゴルフ大会のあり方について御意兄を

賜り度く存じます。

●1979年に開かれる地区年次大会

地区 開催目
ホスト

クラブ 開催場所

258

273

266

256

262

270

252

279

３月17､18口

　々17､18日

４月６、７目

　々　７、８目

　々　７、８目

　ク14､15目

　々21､22目

５月２、３目

ﾔﾂﾞﾐ

yh嵩

大　阪

新　潟

静岡販

福岡南

石　巻

八ﾓ代

束京プリンスホテル

熊本市市民会館

フェスティバルホール

新潟県民会館

静岡巾市民会館

九電記念体育館

石巻巾民会館

八千代｢村民会館

●

●
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手をさし伸べよう…

11月1 2 -18日のロータリー財団週間に

親愛なるロータリアンの皆さん。

「われわれは知ることが多すぎる、そして感

じることが少なすぎる｡」と言ったのはバート

ランド・ラッセルでした。

われわれは，ロータリー財団を通じて，将来

の指導者となる若人を，他の人びとに思いや

り深くかつ感受性豊かな人間に育てｈげる機

会を侍っております。これによって，若人た

ちは単に知識を深めるばかりでなく，他の人

びとの要求や態度，心情をいち早く感知し，

それに応えうる立派な社会人となるでありま

しよう。

これまでに12,000人余の補助金受領者が，世

界中'の国々の，異なる慣習や文化を持つ人び

とに手をさし伸べるために国境を越えて行き

ました。補助金受領者にとって，こうした経

験が，人びとを容易に仲違いさせてしまう，

あの不信，誤解，疑惑といったもろもろの障

壁をつき破ろうとする意欲をかき立てる上に

どれ程役に立ったかということは，誰にも測

り知]ることができないのではないでしょうか。

皆さんは，時間，金銭，才能を財団に投資さ

れることによって，このすばらしいプログラ

ムに参加することができるのであります。財

団の活力は，人間が，人間に対して絶えず関

心をもつことに依存しているのであります。

そしてそれは，われわれ一人ひとりの義務と

いうことを意味しております。

そこで私は皆さんに，11月12－18日のロータ

リー財団週間に際して，－一理解による世界

平和-というロータリーの究極の目的達成

を目ざしている，世界でも屈指のすばらしい

プログラムを実行している財団に対して，自

分はどの程度参加協力しているかということ

について更めて反省，評価していただきたい

のであります。

　　　　　　　　　　　敬　　具

心

クレム・レヌーフ

ロータリー財団週間に際して

　　　　　　地区財四S門担当P.G.峯村英薫(大阪東)
　国際ロータリーの最も誇り高い活動は財団

の仕事です。 11月12－18日の財団週間に当っ

てば、全クラブ張切って行事に取組んで頂い

たことと存じます。レヌーフRI会長書簡の通

り、Reach Outの頃点にこの財団活動があり

一
５

ますことは、中すまでもありません。本年５

月１日に85才で亡くなった元RI会長（1954－

55）Herbert J.Taylor氏がFour Way T-

estの提唱者としてだけでなく、ポール・ハ

リス没後７年目のRI会長として、財団の推進



には特に情熱を傾け、ロータリーは現在より

も未来に向って義務を負うものとして、全瞰

浮地区１名以Lの奨学生が出られるよう財団

基金の強化が望ましいと唱えたことも忘れて

はなりません。今や匯浮地区当り奨学生2.4

名が出られるに至ったことは意味深いものが

あります。

　本年度地区財団各委員会計画は、すでに月

信第５号で報告されていますが、以ドはその

後の活動状況です。

１）地区全クラブ財団委員長会同

　財団推進､同奨学生､研究グループ交換（G.

s.E.）及び財団学友の各地区委ｎ長の出席を

得て、９月20目（大阪関電公館）、同じ22目

　（和歌山県農協会館）のニ回に分け、本年度

計画目標につき協力を要請いたしました。

２）財団推進（委員長行田一典）

　地区1000％会員一一人当り50ドル以上が目標

ですが、当面円高にともなう送金新レートが

10月１目以降１ドル192円に改まり､ポール・

ハリス･フェロー、同準フェローについてもい

ちだんとやり易くなりました。６月末締切り

の当地区一人当り成績も56.21ドル（1976年12

月末地区会員数基準）となりましたので、19

79－80年の奨学生は６名のボーナスを加え、

７名推薦出来る旨、財団本部の通知が参りま

したが、さらに次年度（1980－81）からの実施

として、各前年度成績基準50ドルの線が75ド

ルまで引Ｌげられ、最高９名のボーナスが考

慮されることになりました。従って、明年６

月末の成績次第では、本年度以Ｌにボーナス

されるのであります。よろしくお願いいたし

ます。

３）財団奨学生（委員長山本巌）

　さきに推薦した７名につき末記の通り決定

の通知があり、候補者各人にも通知が参って

おります。推薦各クラブは本人との連絡ご指

導よろしくお願いいたします。

　新年度奨学生募集ポスター中込用紙等は、

ガバナー事務所から各クラブ宛お届け致しま

li

す｡又各大学への広報は地区呑口会がいたＬ

ますが，その他例年通りよろしくおIU:,活ねが

います。地区推薦数はll,Mの通り7 y,になり

ます。

４）財団学友（呑日長木川llhh毅）

　学友捺簿も出来ｈり，クラブ宛にお送りい

たしております。卓話，G.S.E.受入時，I.C.（;.

F.等の際活用されますよう期待いたします。

　ｆ定の学友懇談会は，11Jj 3 目大阪Ｙ．Ｍ．Ｃ．

Ａ．に於て伊藤ガバナー出席のドに有意義に行

われました。なお,豪州955地区からの1979－

80年奨学生（大阪大学大学院指向）Ｍａｒｙ-

Ａｎｎｅ　ＨＹＳＬＯＰ　嬢が当地区に割当てられて

参りました。ホストクラブ及びカウンセラー

を至急決定の必要があります。よろしくおね

がいいたします。

５）研究グループ交換（Group Study EX-

change 一委ll長村ll寅）

　９月29目元派遣チームリーダー奥村龍モ，

西川武四郎，世戸一夫，木川HIIE毅各ロータ

リアンにイトウビルでお集り願い，過去経験

を誘っていただくと共に，明年４月１目まで

に決定すべき相手方地区の検討が行われまし

た。新マッチド地区ニｊ－ジーランド，又は

豪州のいずれかの地区になる予定です。

　以k報告いたします。

1979－80年度地区派遣奨学生括弧内は推薦クラブ

秦正人（豊中）

ﾌﾟﾘﾀﾞｴ科大学Flori＆1nstituteol Tecl,nologv,11.S.A.

北村仁史（箕面）

ﾆｰｽ大学Universilp/deNic｡,France

松本和子（藤井寺j

ﾌﾛﾘﾀﾞ州,jl.大学FloridaSlate11niv.,U.S.A.

松島倫治（大阪（刺）

才一ﾃﾞﾝｾ大学OdenseUIliversilet,Denmark

杉浦哲朗に自f【1】

セント・ヴ･1ﾝｾﾝﾄ病院SI.villcelltHospital,U.S.A.

鳥居和tu:（吹田北）

ﾉ｡j.一一ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞa奮･Z校
New EnSllndCnnservatoryofMusic,U.S.A.

山本真里（枚方－くずは）

七|･ﾝ･ﾎｰjﾚ大学SelollHa11U11iv.,l:.S.A.
西田冨美子（大阪西南）

ﾐｼｶﾞﾝ大学Univlrsityqf Mi（･h19n,U.S.A｡
　　　　　　　　　　　　　　　　以ｈ
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二「奉仕こそわがつとめ」を読んで下さっていますか
！

　ニの　一年度に皆さん「奉仕こそわがつとめ」

を必ず読んでいただくようにお願い致しまし

たが、lll･速読み始めていただいているでしょ

うか。背部でト四琴ありますので委員会もｌ

琴宛を海月要約を分担して書く事に致しまし

た。先ず第－・第二琴を大阪R.C.の岡田実先

生にお順い致しました。

一地区ボケーショナルサービス部門より一

　奉仕こそわがつとめ（第-尽・第‾こ章要約）

　　　　　　　　　地区委０岡田　実（大阪）

　（まえがき）

　第266地区職業奉仕委は長のご指名により委

員が分担してll記河の抄録を報告することと

なり、１、２章を私がお引受けして1000字程度

にまとめることにしました。

　この本は日本語が非常に理解しにくいので

私の感じを交えて書くことをお許し願います。

　まずロータリーの職業（vocationnこつい

て理解する要があります。･般われわれの通

念にある職業と一一応外見同じであってもロー

タリーの職業は単なる個人的なものではなく

神から授かったもの、あるいは天の与えた職

として理解し、認識すると判り易く神聖で理

念的に次元の高いものになり、そこにロータ

リアンの職業奉仕の尊さが現れると思います｡

　そういうまえがきを入れて抄録に移ります。

１．クラリオンの呼び声（進軍ラッパの響き）

　この章の要点は15頁にあります｡「職業奉仕

こそロータリーの挑戦である｡」これはロータ

リアンの放ったクラリオンの呼び声だという

のです。それが世界中の数多くの団体の中で

独りロータリーが特異な存在になっている所

以だとしています。

　これだけでは判りにくいと思いますが私は

次のように解釈しています。挑戦の訳語の適

否は別として私はロータリーの職業奉仕の精

神を強く↑ﾓ張し実行するところに挑戦の意味

があり、ロータリーの存在があると思います。

　一般人と同じ職業でもロータリアンの場合

地区ボケーショナルサービス委日会一同‥-

は天職となり、職裳奉仕の内宮の広さ、深さ、

神型さがあることです。どこにその差がある

かといえば職業に付する理念の違いといえま

しょう。

２．職業に権威あらしめる

　このらの要点は｢最もよく務むるものはも

っともよく報いられる｣(He profits most

who serves besl)の有名な標語をあたえた

シェルドンの片う｢成功する販売術は人のた

めに尽すことである｣ということにつきるか

もしれません。

　また22頁に職業人は｢超我の奉侑(Service

above se10)に権威を添える観念が大切であ

ることについて次の例をあげています。

ある製紙業者と牧師の対話です。

　｢私は製紙業をしていることを神に感謝し

ます。私はそれがあなたの聖職(牧師)と同様、

奉仕の職業であると信じています。私はいつ

も子供がパンや肉を店から清潔な紙に包んで

家に運んでいるのを兄るたびに、私はこんな

方法で彼らに奉仕することが許されていると

感謝をささげています｣

　この中に示されているように神の啓示によ

るか、あるいは天職として職業の尊さを深く

認識して常に神聖な心掛で職業に努力してお

れば、それ自体が権威をもち職業の尊厳が判

るでしょう。そこにロータリーの職業奉仕の

真隨があるといえないでしょうか。要は職業

奉仕の理念を悟り実行するにありましょう。

●地区規定委員会報告

　　　　　　　　委員長　小中義美(和歌山)

　９月27目(水)菅生直前ガバナー出席の下に

大阪北R.C.事務所にて、第一一回地区規定委員

会を開催し、今年度規定委員会の計画に基く

1980年RI規定審議会に備えての参考資料とし

て作成した｢主なRotaryの規定と決議の始

まりと変遷の概要｣草案について検討会を開

催した。草案について各項目の配列順序、補

－
／



充項目等について再検討し、各補正補充につ

いては各委員の分担をきめ、ｎ月末を目標に

最終成案の完成打合せをした。

　10月11日（水）菅生直前ガバナー出席の下に

大阪北R.C.事務所にて、第二回地区規定委員

会を開き、1980年度規定審議会に関連しad

hoc委員会よりガバナー宛の問合わせを含め

て地区規定委員会の見解をとりまとめる会合

を持った。その結果は次の通りです。

　①MembershiPに関する件

　イ）会員の種類について

　名誉会員は本当の会員でないので会員の種

類から削除し、会員の種類は正会員、シニア

ーアクチブ、パストサービス、の３種類とす

　　る。

　口）会員の資格

　ハ）職業分類の原則

　については変更すべき理由がないので改訂

　の必要はない。

　規定委員会コーナー

　　　　　　　　委員長　小中義美（和歌山）

　去る８月29｀日付にてRI Ad hoc 委員会より

1980年規定審議会に関連してRI諸規定の内特

にmembershipの規定条項についてreviewし

改訂の必要の有無について地区ガバナーの協

力を求めて参りました。それは次の３点につ

いてであります。

　　1）memberの種類

　　2）memberの資格

　　３）職業分類の原則

1）Rotary club には何種類かの会員があり

ます。この会員の種類の変更、修正、又は減

少させるべきかどうか？もしそうだとすれば

その方法は？

2）Rotary club 会員は、成人男子で、実業

又は専門職業において裁量の権限ある管理職

の重要な地位にある者というように、いくつ

かの資格条件を備えていなければなりません。

これらの資格条件は必要且つ重要で適切なも

のであると思われますか？もしそうだとその

理由は？改正の必要があると思われますか？

改正を必要だと思われる場合、何を改正する

べきでしょうか？

②その他の事項について

　イ）Additional cSubに関する件

　　R.I.細則第一条、第一節、e項について

　　　ｃ項規定に従って設立されたaddition-

　　alclubの地域の会員について､addition-

　al clubを拘束する条項を削除する。

　　　理由:R.C.の民主化の立場から

　口）次期役員のmake up に関する件

　クラブ定款第８条第５節、ロータリー・イ

　ンスティチュートの所で「国際ロータリー

　元並びに現役員のため」を「国際ロータリー

　元、現役員並びに次期役員のため」とする

　こと。

　理由：次期役員のことは（1973～74）理　で

　決定しているのにクラブ定款では落ちている。

　ハ）クラブ定款第６条CaPtionに関する件

　クラブ定款第６条のCaptionr役員及び理

　事」を「理事及び役員」と訂正する。

　理由：順序が逆である　　　　　　以七

３）職業分類の原則は今日では、同一一一･職業活

動に従事するものを５人（或はそれ以上の場

合もありうる）まで会員として入会させるこ

とができるまでに、その適用法が修正されて

きました。この職業分類の原則を改正する必

要があると思われますか？もしそうだとすれ

ば、その方法は？

　以上についてAd hok米委員会の会合が来る

11月６～９目にEvanstonで催されることにな

っています。各ガバナーの意見は遅くも10月

末までに中央事務局に到着するよう求めてお

ります。

　本件は1980年の規定審議会で問題となる主

要議題であると予想されますので、各クラブ

におかれてもご研究いただき、若しご意見あ

りましたら地区規定委員会まで書面にてご連

絡下さい。

　釆Ad hok 委員会

　RIの定款細則、クラブ定款等の諸規定を研

究するための特別機関で、委員長には元RI

会長Winiam E.Walk Jr. 氏が任命されてい

ます。

　追記：本件に関する詳細はThe Rotarian

　誌、９月号、12頁にあります。
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1980～81年度第266地区ガバナー･ノミニー候補者の推薦

　ガバナー・ノミニーの選出については、国

際ロータリー細111j第13条第５項ｆ項の規定に　　職歴

基いて、地区指名委員会（委口長・菅生謙Tﾐ

直前ガバナー）を昭和53年1（川23日ロイヤル

ホテルに於て開催した。慎重に審議した結果、

全会･致をもって、堺ロータリークラブのシ

ニア・アクティブ会11飯沼　剛君をガバナー

・ノミニー候補者として推薦することに決定

した｡、

　若し他に候補者を推薦されるクラブがあれ

ば、当該クラブの例会に於て採択された候補

者名のクラブ決議を、来る12月25日までに、

伊藤ガバナー宛に提出されたい。前記指定の

期日までに、どのクラブからも候補者の提案

がなければ、地区指名委員会が選んだ候補者

飯沼剛君を、1980～81年度地区ガバナー・ノ

ミニーとして宣言することになる。

　ガバナー・ノミニー候補者

　　　　　　飯沼　剛君の略歴

部卒業

昭和16年４月　大阪帝国大学医学

　郎眼科教室勤務

昭和19年９月　大阪帝国大学附属

　医学専門部講師　眼科学担当

昭和23年11月　大阪大学講師

昭和26年12月　大阪大学退職

堺市にて眼科診療所を開設し現在

に至る

生年月日

現住所

最終学歴

学位　　　昭和24年４月　医学博士

ロータリー歴

　昭和34年１月　　堺ロータリークラブ入会

　昭和35～36年度　同上幹事

　昭和42～43年度　ロータリー財団オナラリ

　　　　　　　　　ー・フェロー

　昭和47～48年度　同上会長、ポール・ハリ

　　　　　　　　　ス・フエロー

　昭和51～54年度　地区マッチド地区委員長

その他　　堺市医師会、堺市学校々医会、大

　　　　　阪府眼科医会、堺市眼科医会の役

　　　　　員を歴任

大正３年1Hn7｢1

大阪府堺｢村中百舌鳥町６丁目1053

昭和16年3 11　大阪帝国大学医学　　家族

●|.C.G.F.（第２組）開催さる／

第266地区第２組のI.C.G.F.はﾘ1地区のトップ

を切って、1978年10月1411（土）和:秋山県農

協会館５階大ホールに於て開催した。参加ク

ラブは、有田、有田南、橋本、粉河、和歌山、

和歌山束、和歌山南、和歌山眼l匈、そしてホ

ストクラブの利I:欽山西の９Ｒ．Ｃで、13時30分

に開会し、17時に無1鉢閉会した。

　当日出席者

　　ガバナー　　　　　伊藤　恭・

　　ゼネラル・リーダー　峯村　英薫

　　バスト・ガバナー　　井関　久楠

　　バスト・ガバナー　　藤沢　元雄

　　地区幹事　　　　　　･瓦十嵐有爾

　　地区財団推進委員　　山中　　静

　　地区米山記念奨学会委11林　喜兵衛

妻　ミヤ子

　地区交換学生　　Miss Barbara Beyer

　有田R.C.22名　有田南R.C.20名

　橋本R.C.37名　粉河R.C.29名

　和歌山R.C.40名　和歌山東R.C.27名

　和歌山南R.C.30名　和歌山東南R.C.

　31名　和歌山西R.C.47名

　参加総数　291名

部門別討論

　○職業奉仕

　　　　リーダー　　小川伊三郎(和歌山)

　　　　副りーダー　山崎　　城(和歌山)

　　(1)奉仕を行動で示した経験について

　　(2)利益追求の欲望と奉仕に対する義

　　　　務感の和解、調整について

０国際奉仕

　　りーダー 山転　俊男(和歌山帽



　　　　副リーダー　岡秘仏比占(桧浅川牡)

　　　巾　マッチド､･クラブ、姉妹クラブに

　　　　　ついて

　　　(2)世界社会奉仕について

　　　(3)75周年記念委口分及び３Ｈ連動に

　　　　　ついて

　　　圃　G.S.E.について

　地区委員会報告

　○ロータリー財団　山中　静(和典川刺刺)

　○交換学生　　　　Miss Barbara　Bever

　O米山記念奨学会　　　林　喜兵衛(海南)

　　卜祀３氏より現況報告を行い、協力を求

　　めた。

伊藤ガバナー、峯村ゼネラル・リーダー、井

関、藤沢両バスト・ガバナーの適切なご指導

のもとに、熱心な質疑応答に終始し、実り多

き集会であった。

●在阪クラブ広報委員長懇談会を開催

　　　　　　地区委員長森口肇(大阪西北)

　地区広報委口会は1(川13目午後２時40分か

ら大阪・北区堂島のクラブ関西で在阪クラブ

広報委０長懇談会を開いた。特別出席の地区

クラブサービス頷円担当の菅生直前ガバナー

も用】えて、16クラブから20人が出席、クラブ

広報活動の活発化などについて話介った。

　まず、この懇談会の幹事を大阪クラブのＬ

野津一一氏(1978～79年度地区年次大会実行委

員会の広報委員長)に委嘱、森口妻口長より

７月19､20目両目､伊藤ガバナーも出席して大

阪と和牡川で報道機関関係者との懇談会を開

いたなどが報告された。また菅生担当から80

年(昭和55年)２月23目がRI75周年にあた

り、地区記悪妻口分の委員長に委嘱されてい

るが、記念行事のいいアイデアがあれば出し

てほしいと要請があ９た。

　各出席者から各クラブの広報活動のむずか

しさのなかで、最近では梅田クリーン運動が

新聞やテレビにも取りllげられた、大阪クラ

ブが先年行ったオーストラリアのりングウッ

ド・クラブとの児碩画交換などが成功例とし

て報告された。最後に森F】委日長から各クラ

ブの広報活動促進のために、このような会合

を毎年春秋２回ぐらいは開きたいむねの発言

があり、約２時間にわたる懇､啖会を終わっだ、

出席者は菅生直前ガバナー以ﾄﾞ20名。

1980～81年度：国際理解のためのロータ

リー財団補助金

　　　ロータリー財団奨学生募集

外国で引¨｣分野の勉強をしながら[61際理解の

親善使節として、使命を緊し得る青年男女に

選考のｋ、教育補助金が提供される。

○種類：大学院課程奨学金・大学課程奨学舎、

　専門的訓練捕助合一教師奨学金・ジャーナ

　リズム奨学金。

　補助金及び奨学金：往復旅費、１ヵ年間の

　教育費、生活費、雑費･切

○資格：優秀な成績と健康、親善使節として

　の素質を持ち、'ﾄﾞ記の条件に合ったもの。

〇申込方法：希望者の居住地にあるロータリ

　ークラブ又は希望者の在学・勤務先の地域

　にあるロータリークラブを通じて1979年３

　月ＩＨ迄に申請書翻一式を伊藤ガバナー宛

　に提出すること。

ｏ選考期ll : 1979年４目口｣】以降

ｏ資格追､ｌ：各補助金に対する特定条件はド

　記の通り

～､~､､､二
大　学　院 大　　　　孚 ヴ門的訓練 心身障害者教師 ジャーナリズム

教育程度 学士号または同程度 大学２年修八高校卒または同程度 高校卒または同程度 高　　校　　黎

職　　　歴

(1979年いＨ日現在}
不　　　要 不　　　　要 最少２ヵ年 最少２ヵ年 最少２ヵ年

年　　　齢

(197朗ぞ:リロ目現在)
20～28 18～24 21～35 25～50 21～28

既婚・未婚の別 独身または既婚者 独　身　者 独身または既婚者 独身または既婚者 独身または既婚者

10 －
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ポール・ハリス・フエロー

次の方々にポール・ハリス・フェローの

称号が贈られました。

光久伊太郎（東大阪東）1978 ・ 8

山口寅治良（大阪城東）1978 ・ 8

田端悦治（泉佐野）　　1978 ・ 9

塚本常明（大阪淀川）　1978 ・ 9

22

22

14

29

11 －

●ガバナー公式訪間日の変更

　箕面ＲＣ　１月25日(木)→１月11日(本)

●例会日時、例会場変更

　御坊南RC　10月３目(火)紀州信用金庫

　　　　　　　本店→南紀ドライブイン

　　　　　　　11月７日(火)→同日19:00

　豊中南RC　10月12目(本)→同日18:30

　河内長野RC10月13日(金)→10月10日(火)

　　　　　　　　　17:00於貴船゛ひろや之

　海南東RC　10月16日(月)→10月15日

　　　　　　　　(日)16:00

　松原RC　10月24日(火)→10月28日(土)

　　　　　　　　　於京都方面

　和歌山西RC　10月25日(水)→同日18:00

　　　　　　　　　於吾妻屋

　大阪南西RC　10月30目口j)→同日18:00

　　　　　　　　　於大和屋

　大阪心斎橋RC　11月４日(土)→11月２日

　　　　　　　　　　(木)於アークホテル

　寝屋川RC　11月17日(金)→11月18日(土)

　　　　　　　　　　18:00　於奈良ホテル

〒530大阪市北区中之島５丁目3-68

　　　ロイヤルホテル（５４９号室）

　　　TEL.06-443-4521

　　第263地区の森ガバナーご逝去

R.I.第263地区ガバナー森彰君は、去る10

月13目(金)午前零時にご逝去されました。

ここに謹んでお悔やみ中ｈげます。

地区委員会開催記録

規定委員会　９月2711（水）14:30～17:00

　　　　　　於阪急百貨店

研究グループ交換委員会　９月291/1（金）

　　　14 : 30～16 : 30　於イトウビル

規定委員会　10月IHI（水）13:30～15:00

　　　　　　於阪急百貨店

米山記念奨学会委員会　10月13日（金）

　　　14:（）0～16:00　於ガバナー事務所

在阪各ＲＣ広報委員長会議　10月13日

　　　（金）14:40～15:3（）於クラブ関西

財団奨学生委員会　10月20日（金）

　　　14:（）O～17:00　於ガバナー事務所

地区諮問・指名委員会　10月23日（月）

　　　16:00～19:00　於ロイヤルホテル

ＲＹＬＡセミナー開講

　　　　９月29日（金）～1（川1 11（日）

　　　　於和歌山県立白崎少年自然の家

　　　　ホスト・御坊ロータリークラブ

国際ロータリー第266地区

ガバナー 伊永島－
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“A　better world　within　ourreach"

より良い世界は我々の手の届く所にある
　ＣＬＥＭ　ＲＥＮＯＵＦ会長は早々と

私共にＣＨＲ ＩＳＴＭＡＳ　ＣＡＲＤを

送っていただいた。上記の題はＣＡＲＤ

の表紙にある言葉であり、ＲＥＡＣＨ

ＯＵＴの半年の努力により、我々ロータ

リアンは既に「より良い世界を手に入れ

たろう」と呼びかけておられると思う。

　下欄右の英語は原文であり、次の日本

語はその仮訳である。

悲しみを知らぬ

　　　喜びなど望みはしない、

安らぎをもたらす夜の米ぬ

永遠の昼の明かるさだけも欲しくはない

身を休める陰のない

　太陽の輝きだけを欲しくはない、

小船にさからう潮のない

静かな海ばかりをも望みはしない。

助けを乞う人に手をさしのべるに足る

　愛と勇気、真心と叡知

　そして富の力あらばと思う、

心愉しませ歌うとき、

　そして聖なる沈黙の時

　　　　　ともにあればと願う

そして１日を終える時すべての人々に

　神の恵みあらんことを祈ります。

　　We do not wjsh you joy

　　　　without a sorrow，

　　　　　NOr endless day

　　without the healing dark，

　　　　　Norbr偏iantsun

　withouttherestful shadow，

　　Nor tides that nevertum

　　　　　againstthe bark.

We wish you love，and strength，

　　　and faith，and wisdom，

　　Goods，and 9old enough

　　to help some needy one.

　　　　We wjsh you songs，
　　but also blessed sjlences

　　　And God's sweet peace

　　　when evely day is done.

　　　J(JNEAND CLEM RENOUF･

Nambour,Australla　Evanston l.t｣.S.A.

　　　　　　　December1978
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ガバナーだより

（1）何が12月１日に起ったか

　公式訪問を始めるに当って、訪問クラブで

例会100％出席という例が出るだろうかと期

待していましたが、その望みも70回迄は空し

く消え失せました。

　12月１日(金)、第71回目の公式訪問で河内長

野クラブに参り、会長幹事の懇談会で当クラ

ブの過去17年間の例会出席率は82.23％であ

り、修正出席率も99.30％であると共に、本

年度は修正出席率100％を続けている旨の報

告を受けました。

　出席優秀クラブの表彰のバナーが13本も揚

げてある例会場に入りますと何か異様な雰囲

気があり、100％だぞ、乾杯だの声の聞える

メーンテーブルに着席しますと、前の席のＹ

初代会長の御機嫌が斜めだ。　100％の出席に

も拘らず祝杯はないのかとの催促である。

　S.A.A.のＭ会員は「今日から道交法改正で

飲酒運転は免許停止だから酒は駄目だ」との

御宣託で収まったと思ったら、Ｍ親睦活動委

員長はやおら立ち上って「私は市の交通安全

委員長をしているから飲酒運転を認める訳に

は参らぬ、しかし引続いてクラブ協議会に全

員出席するならばビール乾杯を容認する、５

時迄には酒気は抜けるから出席が条件ですそﾐ」

との明快な御発言で、ビールが注がれるやＹ

会員の御機嫌もすっかりよくなった。

　皆出席をもってガバナーを迎えて頂き、し

かも協議会にも全出席を要請されたからには

ガバナーも黙っておれないので金一封をニコ

ニコ箱に差出し、賑かな楽しい例会が始まった。

尤もこんな皆出席例会が続いたらガバナーは

破産しますなと「1火を切って、私の卓話が始

まった。

　12月号の「ロータリーの友」によれば、第

269地区の出雲南ロータリークラブは、例会

100％出席を300回達成されたという記事があ

り、Ｌには上があるもんだと思いました。

　昨年度の公式訪問以来の新入会員20名を混

えた協議会では、ついつい私も身が入り、予

定時間を30分も超過した会合になりました。

　例会出席こそロータリー活動の根源を､なす

もので、当クラブの各奉仕の道は誠に立派な

ものであることを中し添えます。

（2）ハリーさん、御苦労さんでした。

　R.I.第４代目の事務総長ＭＲ．ＨＡＲＲＹ Ａ．

　ＳＴＥＷＡＲＴは12月末で退任されることに

なり、12JDょのザ・ロータリアン詰に彼の功

績をたたえる一一文が載っています。

　私は彼の功労に報いるため、各クラブより

至急に回かの送別の辞を差し七げてドさるよ

うお願いします。英文タイプ印字の必要はあ

りません。色紙に寄せ渥きでも結構です。何

方かの水墨画などは最良の記念になるでしょ

う。お願いします。

３　－

　そのため彼の功績など書き留めましょう。

　彼は1936年にR.I.の職員となり42年９ヵ月を

ロータリーに捧げました。　５年の軍務を経て、

31回の国際協議会と32回の国際大会のお世話

をしたことになります。目本のロータリーク

ラブとロータリアンは大なり小な引皮のお世

話になっている筈です。 1972年乍務総長にな



ってからは、毎年彼の国際大会での一般報告

を聞くことが出来ました。

　彼は勿論ロータリアンで現在はエバンスト

ンR.C.のメンバーです。

　彼が事務総長としての職責をもっていたこ

の６年10ヵ月の間に、ロータリーは次の数字

のように発展しました｡1972年は146カ国に15、

083のR.C.があり、712､174名の会員でしたが、

現在154力国､17､897R.C.､830､250名になりま

した。

　夷人のＧＬＡＤＹＳ　ＮＯＲＩＥＧＡさんもR.I.の

職員でした。彼はこれからのことを洩らして

いませんが、全世界の八十三万人のロータリ

アンは彼の来遊を待っているでしょう。

　ここに42年９ヵ月をロータリーに捧げた偉

大な人が静かに去って行きますが、ＨＡＲＲＹ

Ａ．ＳＴＥＷＡＲＴ　の名はＲＯＴＡＲＹ　と共に

消えないでしょう。

●「公式名簿記載資料報告」は提出していた

だきましたか。

　この書式は、去る11月15日、全クラブの幹

事宛に発送してあります。その一通は中央事

務局へ、一通は地区ガバナーに、更に写の一

通はガバナー・ノミニーヘ送付するよう要請

されています。

　各クラブは遅くとも12月31日までには、次

期役員を選挙しなければならないことになっ

ており、各クラブの幹事は、役員選挙後直ち

に、遅くとも役員選挙後２週間以内に報告を

地区大会仮登録締切る！

地区大会実行委員長会議

　53.10.27（金）ロイヤルホテルにおいて

第３回実行委員長会議を開催し、主として会

場設営、記念品等につき最終実施案の検討を

行った。

　53.11.24（金）第４回実行委員長会議を

４　－

　　クレム・レヌーフＲＩ会長のテーマ

提出すべきことになっています。どんなに遅

れても、1979年１月14目までには報告書式が

発送されていなければなりません。

　よろしくお願い中し上げます。

　　東半球部　部長　ポール・ボーンホルツ

●1979年国際ロータリー年次大会はローマで

　開催されます。

　この大会は来年６月10～13目、ローマで聞

かれますが、その宿泊／登録予約申込書は、

各クラブ宛には送付されませんので、希望者

のあるクラブはガバナー事務所へご照会くだ

さい。

●全世界のロータリー

　1978年10月27日現在､ロータリーは154の国

及び地理的地域に、17､898のロータリークラ

ブと､約830､250人の会員を有します。地区数

は375です。

　1978年７月１目以降、国際ロータリーに加

盟した新クラブは29力国より94クラブです。

開催、10月末日で締切った仮登録の結果の検

討、本登録の発送・締切予定日の決定、地区

大会出席の勧誘、パネル討論会のテーマ、パ

ネラー、余興の出演者等につき討議した。特

に仮登録では地区大会参加者数は昨年の実績

を下廻り2000名を切れたので、本登録及び大

会開催日迄に会員の大会参加を呼びかけ、少

なくとも昨年の10％増の2600名以上登録を各

ロータリークラブにお願いをすることにした。

●

●



●

●

「奉仕こそわがつとめ」要約（そo2）

愛すべき敵（第三章・第四章）

　　　地区職業奉仕委員　西村･夫（池田）

　　「愛すべき敵」とは最も良きライバルの事

でしょう。或町の口抜通りに店を構えている

競争者を持った人の個人的な経験の話です。

　「私は何も競争を嫌う必要はない」この考え

が私に起った数年前のことであった。それま

で何年もの間、私が戦って来た男があった。

もちろん私は、彼は詐欺師に相違ないと思っ

ていた。彼の落度といえば私の知る限り、彼

が生計を立てるために私と同じ道を選んだと

いうことだけしかなかったが、それにしては

彼は恐るべき男に思えたのである。そのうち

に或る考えが私の心に浮んだ。それはどこかで、

ロータリーの関係で誰かがヒントを与えてく

れたのであった。私は例の男を訪問した。

二人は腰をかけて話をした。彼もとても良い

やつだということがわかった。先ず第一に始

まったことは、私共はどこで会ってもすぐ話

をするようになったことである。そのうちに

たまたま彼の生涯に一一大悲劇が見舞って来た。

彼の子供の一人が病気で亡くなったのだ。彼

は私を訪ねて来て「私はなぜこんなお願いを

する気になったかわからないのですが、どう

でしょう､あなたに来ていただいて私の小さな

娘のために葬儀の説教をしてもらえないでし

ょうか」といった。私は彼の敵だったのだ。

彼は私の敵だったのだ。彼はかつて、私が、

憎むべきやつだと思った男である。われわれ

は非常に良い友達になったが、彼は今も尚私

の競争相手である。彼は相変らず全力を尽し

て商売を続けている。それにもかかわらず私

は彼を好きだ｡「これは職業を通じての友情に

よってこの競争も善意の方向に転じるのでは

ないでしょうか」これと似たような変化が競

争者間の深刻なかっとうのために商売が打撃

を披っていたチリーのある都市の商業中心地

に起ったことがあります。ロータリーの影響

によってこれら商人の幾人かが収拾を買って

出ました。その人達は、その地方の金商人の

集会を催し、ごく簡単な幾つかの原則を承認

させることに成功しました。その結果として

仮借なき競争や不正な取引、人格や製品のけ

なし合いなどはその姿をひそめました。彼等

が遵奉することを承認した原則は非常に簡単

なものでした。このことも善意のロータリア

ンの努力によって醜い競争を緩和したことに

なりましょう。

全国ローターアクト地区委員長会議報告

　　　　　　　　　地区委員長　津　江　孝　夫(大阪南)
　さる９月26日東京ABC会館において､全国23地

区のローターアクト委員長会議が開催され､ロー

ターアクトの育成強化について､全国を通じて共

通する問題点をとりあげ､その情報交換を中心に

討議が行なわれた。

　日本におけるローターアクト活動は1968年には

じまり、今日まで約10年の歴史をもっているが、

当初の５年間に206のクラブが結成され、その後

一 ５－

に152のクラブが結成されて現在358クラブ､7､549

名の現勢となっている。世界では74カ国に2､927

クラブ､58､540名となっているが、RIがローター

アクトを提唱して以来結成したクラブが何らかの

理由で解散したクラブ数は､年度ごとに最大で43

以下であったところ､1977～78年度になって一挙

に131クラブに増大している。また日本において

は最近５ヵ年に拡大したクラブ数は47、42、29、



21、13と年度ごとに減少している。熱しやすくさ

めやすい日本人の性格が現れたのであろうか。

　RIの青少年活動の中でインターアクトとともに

ローターアクトの育成は、非常な熱意をもってい

るにもかかわらずこのような情勢は、ローターア

クト提唱の原点にたち返って再検討を加えなけれ

ばならないと、RIの青少年活動委員会も日本全国

各地のローターアクト委員会もともに感じている。

　このような情勢のもとに今回の会議で取り七げ

られたローターアクトの育成強化に関する問題点

として、

　L･　ローターアクトに対する、ロータリアンの

　　　理解認識の不足。

　２．ローターアクトに対する教育。

　3.会員増強の困難性

　4.活動資金づくりの困難と活動のマンネリ化。

以上の４点があげられた。

　まず第１点についてはローターアクトの定款や

方針声明に、提唱ロータリークラブはローターア

クトクラブに対して、指導と助言をもって直接参

加し、不断の後援と援助を継続しなければならな

い。またローターアクトの会合、理事会には、提

唱ロータリークラブのローターアクト委員が出席

しなければ、正式のものとはならないと規定して

いるが、ロータリアンのローターアクトに対する

理解と認識の不足から自ら提唱したローターアク

　トの育成強化に積極的な熱意を失っている。

　したがって、

　１．ガバナーの公式訪問の時の提唱クラブに対

　　　してローターアクトクラブを育成強化する

　　　よう強くうったえる。

　２．地区協議会、地区年次大会においてロータ

　　　ーアクトの維持発展に資するプログラムを

　　　くみ積極的にうったえる。

　３．ローターアクトを提唱する以上、提唱ロー

　　　タリークラブが積極的に直接参加し、長期

　　　にわたって指導と助言を与え援助すること

　　　を義務づける必要がある。

　4.ローターアクトの育成強化は提唱ロータリ

　　　ークラブのローターアクト委員の熱意如何

　　　にかかっている。　したがってその人選にあ

　　　たってば、提唱ロータリークラブに対して

　　　リーダーシップを発揮できる人、またはロ

　　　ーターアクト活動に有用な人を選び､jその

　　　上で委員会の継続性を保だなければならな

　　　い。

　5.提唱ロータリークラブとローターアクトク

６

　　　ラブのコミュニケーションを、奉仕活動、

　　　あるいはあらゆるブログラムを通じてはか

　　　り、ロータリアンのローターアクトに対す

　　　る理解と認識を積極的に推進する。

　第２点については、ローターアクトを構成する

年齢層は移動が多いので必然的に在籍期間が短く、

したがってローターアクトの目的、あるいはロー

タリーの目的、精神などを充分に教育し、理解さ

せることができない。

　そこで、

　1.提唱ロータリークラブとローターアクトク

　　　ラブが共同で研修する場を作り、ローター

　　　アクトの会員にその目的、精神を徹底して

　　　理解させるよう努力する。

　2.新人会員に対して、ロータリーやローター

　　　アクトの目的、精神を提唱ロータリークラ

　　　ブのローターアクト委員とローターアクト

　　　の役員が共同でインフォーメーションを行な

　　　う。

　第３点については、ローターアクトの年齢層は

移動が多く年齢制限ともからみ、減少する会員を

補充してなお且増強する困難を克服しなければな

らない。地域や職場によって条件や時間が同じで

ないため、あるいはローターアクトの例会は夜間

が多いので、女性会員の増強がむずかしい。また

地域に対するローターアクトのＰＲの不足などが

主な原囚としてあげられているが、いずれにして

も、増強はローターアクトの維持発展ﾋ、また奉

仕活動の力をつけるためにも緊急の課題である。

そこで提唱ロータリークラブとローターアクトク

ラブが協調して会員増強委員会を常設して、積極

的に増強に努力するなど、各クラブにおヽいて適切

な施策を立てて強力に推進する。

　第４点の資金調達については、日本の現状では

定款や方針声明の規定通りにはならないが、ロー

ターアクトクラブの例会に出席するロータリアン

から、ニコニコ箱に寄付を受け、あるいは提唱ロ

ータリークラブの行事の準備にアルバイトをして

資金を獲得したり、バザーを間いて資金を集めて

いる。

　活動のマンネリ化については、創立年代の古い

クラブほどマンネリ化している傾向があり、また

ローターアクター自身のローターアクトに対する

認識の不足もマンネリ化につながっている。そこ

で提唱ロータリークラブのローターアクト委員の

指導が重要となり、地域に対応したプログラムの

設定、ロータリーやローターアクトの目的、精神

●

●



●

癖

を理解させる教育と相まって、常に活発な活動を

起すよう指導しなければならない。

　そのほか海外研修や国内交流の実状とその成果

などを話しあい、次回は来年５月に開催される予

定である。今回の会議を契機として、集計された

アンケートを精細に検討しながら、当地区のロー

ターアクト活動を一一層推進するよう努力したい。

全国インターアクト地区委員長会議報告

　　　　　　　　　　地区委G長　　山　中　文　和(大阪南)
　去る９月25目11時から16時まで､東京芝のABC

会館に於て、日本国内、国際RC地区ガバナー連絡

会議の提唱により、全国のIAの地区委員長の合同

会議が開催された。　それに先立って集められて

いた、アンケート回答にもとづき、会議は進めら

れたが、全国各地区ともにIAの提唱育成が最も必

要であるという事を、充分承知しておりながらも、

色々な問題点をかかえており、その中で、何とか

よりよく育成しようと努力している状況を具に聞

き、語り合い、お互に大変有意義な会合となった。

　問題点の主要なものを列記すれば、

1)各クラブともその年の委員長を除いては、極く

少数のロータリアンが熟心なだけで、大部分の人

々はインターアクトに対して、大変理解と認識が

欠けがちである。

2)毎年のIAの委ｎ、特に委員長の人選については、

各クラブがもっと真剣に考えてきめの絹かい配慮

を頂きたい。特別の専門家でなくても結構ですが、

若い人々の中に飛び込める素地のある人、ともに

語る事が出来るであろう人を選り出すべき努力を

願いたい。特に顧問そしてIAの学生達と言う外部

の人々との接触点をもっていく限り、普通の奉仕

活動の委員会とは、又多少趣の異なる委員会であ

ることと深く認識して頂きたいと思います。

　世界的な統計で見ると、1962年から本年まで16

年の中で4､642のクラブが出来て、1､213のクラブ

が廃止になっている。そのほとんどの理由はロー

タリーの委員サイドの不熟心から来る理由だと言

われています。

3)各クラブの委員長と顧問の先生方との人間関係

の改善をより計りたい。合わせて学校当局と何らか

の接触点を強め、顧問の先生以外の先生方にもも

う少しIAクラブを正しく理解して頂く努力が欠け

ている。

4)うまく顧問の先生方と人間関係が保たれるにし

ても、顧問の先生の中にはすでに５年ないしは10

年、あるいはそれ以上もIAのお世話をなさってお

られる方があるにもかかわらず、ロータリーの方

-

は長くて２年程度の委員で、継続性がなく全くも

って就任当初、わけが全く分らない委員のみが顧

問の先生、あるいはインターアクターと接触して

いること。

　さいわい今年度からRIの方針により３年委員割

になったので、こめ点は随分改良されると思いま

すが、それでもときにはそれ以上の委員の継続性

が､事IA･RAに関してはどうしても要求されるの

ではないかと言う事。

5)会員の活動できる期間があまりにも短いという

点、即ち大学入学前４年間といいますと、中学３

年生は高校入試で無理、高校１年生は入学したて

でなかなか増強がうまくいかず、高校２年生にな

ってやっとこの活動の中心となりますが、高校３

年生となれば大学入学でほとんど活動は不可能。

このように高校２年生だけが活動の中心という状

態は、あまりにも短期である。

6)日本の様な結構な国を除いて、国家の統制を受

ける事は世界的に見て余り好ましくない問題かも

知れませんが、日本の場合ボーイスカウトなど、

文部省推薦の青少年活動団体が７つあるそうです

が､IAはその中に入っていないと言う問題、即ち

各学校におけるIAの位置づけの問題が出て参りま

す。もし万一奉仕活動中のインターアクター達に

何らかの事故があった時の責任の所在が大変大き

な問題となるのではなかろうか。経済的には傷害

保険・生命保険を掛ける事で多少の問題は除かれ

るとしても､道義的その他諸問題についての責任は

何処がもつのであろうか、すくなくとも学校の安

全会で保険的保証が出来る様なクラブになる事が

如何であろうか。

7)インターアクトのOB問題､せっかく奉仕の芽を

そだててわずか１年半､それがすむと､その後は又、

元の黙阿弥ではあまりもったいないと思う。イン

ターアクター遠の卒業後の情報を得て引き続き、

ローターアクトの方へ入会を推めるべきである。

　これら問題が各その地区で討議され善処されて

いる様ですが､当266地区においてもあらためて、

７　－



上記諸問題を再検討すべきだと思います。とりわ

け①②③のロータリアン白身に対する問題に関し

ましては､各提唱クラブの御協力を強くお願いす

る次第です。

●財団奨学生

　　　第１回オリエンテーション報告

　　　　　財団学友委員長　本川田正毅(堺)

　先般･R.I.本部より、1979～80年度の名誉あ

る国際ロータリー財団奨学生として次の７名

が恨定され正式の通知を受けた。

　鳥居和世吹田R.C.推薦　　　大学院課程米　　国

　杉浦哲朗守口R.C.推薦　　　大学院課程米　　国

　松島倫治大阪南R､C.推薦　　大学課程　デンマーク

　松本和子藤井寺R.C.推薦　　大学院課程米　　　国

　北村仁史箕面R.C､推薦　　　大学院課程米　　国

　秦正人豊中R.C.推薦　　　大学院課程米　　国

　山本真里枚方くずは1C.推薦大学院課程米　　国

以上の外、昨年度決定し、米国の大学に入学

予定の西田冨美子､大阪西南R.C.推薦の参加も

得て、去る11月３日(金)、第１回オリエンテー

ションを大阪市西区土佐堀Y.M.C.A.会議室に

て行ったが伊藤恭一ガバナー、峯村英薫財団

部門担当、百々貞雄財団部門委員、山本巌財

団奨学生委員長､財団学友会生みの親､過去８

年委員長を務められた奈良伝諸氏の御臨席を

賜り、小生が司会役を仰せつかり午後１時よ

り開催した。

　先ず役員並奨学生の自己紹介があり、続い

て伊藤ガバナーより｢奨学生諸君は学問の研究

も重要であるが特にアンバセダー(国際親善使

節)として重大使命のあることを忘れぬように｣

と慈愛溢るる父親を見るような懇切丁寧なる

お言葉を頂いた。特に郷に入っては郷に従え

と云う語があるが米食をやめ、その国の食物

に馴染み、その国の事情をよく理解するよう

多くのロータリアンとの交遊を深めること、

その為に日本ロータリーに就いての知識も貯

えて置くように毎月発行のロータリーの友、

英文のザ｡ロータリアン｡ガバナー月信を事務局

一 ８

より今後送付する事を約され、又推薦クラブ

発行の週報を手に入れられて読むようおすす

めになり、懇々と語られた。

　峯村パストガバナーは国際ロータリーに関

する組織、ポール｡ハリス。フェローと奨学

制度に就で説明せられ、山本奨学生委員長は

ロータリー奨学制度は、日本に於ける民間奨

学制度中最も素晴らしく、恵まれている奨学

制度で、エバンストンのロータリー財団本部

では奨学生のため河不自由のないように考え

て下さる専門の係員がおられるから、遠慮せ

ず常に連絡を密にする様にと語られた。

　奈良委員は豊富な過去の経験から１人１人

の留学先についで詳細な説明と諸注意を与え

て下さり、更に出発迄に期日があるので来る

１月と４月に自らオリエンテーションの時を

持って下さる有難い約束をせられた。最後に

百々財団部門委員は昨年ケンタッキーを訪問

し、帰ったG.S.E.メンバーの１人が種々お世

話になった家の鍵を土産に貰って来た。それ

はいつでも、好きな時、自分の家に自由に帰

って入るようにとの意で与えられたものであ

ると親愛に充火だ友情の実話を披露されたと

ころで、丁度予定の時間となり閉会したが、

実に効果的な第１回の会合だった。

●第266地区　財団学友懇親会開催

　　　　　財団学友委員長　本川田正毅(堺)

　昭和53年11月３日(金)、午後３時より大阪市

内土佐堀のY.M.C.A.大会議室に於て恒例にな

った財団学生懇親会を伊藤地区ガバナーの御

臨席を仰ぎ開催した｡財団部門担当の峯村パス

トガバナーがホストとなり、関係ロータリア

ンが７名と現在の学友15名と来年度留学を決

定している新学友８名を加え総員32名が出席

し、伊葎ガバナーの教訓豊かな御懇篤な御挨

拶を頂き、出席者各自の簡単な自己紹介に続

いて峯村ホストの歓迎の御挨拶に続き山本奨

学生委員長、百々財団部門委員、奈良、玉井

財団学友香員と辻中G.S.E.団長よりそれぞれ

●

●
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素晴らしい有益な激励のお言葉をいただいた

後楽しい食事を共にし、1957年に地区より最

初に米国ミシガン大学に留学した今田純子奨

学生を初めカナダ、英国、アメリカに派遣さ

れたG.S.E.代表の貴重な体験談を伺い、希望

に燃えている新学友代表の挨拶もあり、'最後

に一同で記念撮影をして楽しい懇親会の幕を

閉じた。

●|．Ｃ．Ｇ．Ｆ．（第６組）開催/

　11月11日比）10:00～16:00､大阪中之島セン

タービルNCB会館で大阪ＲＣホストで開かれ、

終始活発な意見が発表されて有意義な会合で

あった。

○当日出席者

　　ガバナー　　　　　　　伊葎　恭一-

　　ゼネラルリーダー　　　菅生　謙三

　　八ストガバナー　　　　森　寿五郎

　　パストガバナー　　　　塚本　義隆

　　藤井寺R.C.16、大阪柏原R.C.13、大

　　阪心斎橋R.C.22、大阪天満橋R.C.20

　　ハ尾R.C.28、ハ尾束R.C.19、大阪R.

　　C.53．

　　　（特別参加）岸和田R.C.2、高槻東R.

　　C.12、田辺束R.C.1、堺R.C.5、

　　豊中南R.C.10.　　　参加総数205名

○クラブ奉仕部門フォーラム

　　リーダー　　加藤　礼次（大阪）

　　副リーダー　北川　欣一（大阪）

　　　〈議題〉会員相互の親睦をどうしたら

　　　増進できるか？その具体策について。

○職業奉仕部門フォーラム

　　リーダー　　氏家　通夫（大阪心斎橋）

　　副リーダー　安藤　俊雄（大阪心斎橋）

　　　〈議題〉職業奉仕の受けとめ方とその実

　　　践方法。

　社会奉仕部門フォーラム

　　　リーダー　　鈴木権平氏（大阪天満橋）

　　　副リーダー　高橋　衛二（大阪天満橋）

　　　〈議題〉①青少年奉仕

９

　　　　　　②福祉と環境・資源問題

○国際奉仕部門フォーラム

　　リーダー　　古藤　敏夫（八尾）

　　副リーダー　田中　光雄（八尾）

　　〈議題〉マッチド地区・クラブ、シスタ

　　　ークラブ、ＷＣＳについて

○ロータリー財団について

　　財団推進委員　鈴木　利定（大阪北）

○米山記念奨学会について

　　米山記念奨学金委員　菅田　栄治（大阪）

●|.C.G.F.（第７組）開催日変更

　　１月27日出→２月３日出

●|.C.G.F.出席予定バスト・ガバナー変更

　　第４組（11月25日）原田P.G.→井関P.G.

　　第10組（２月10日）井関P.G.→原田P.G.

　　第３組（12月９日）尾形P.G.→菅生P.G.

　　第８組（３月24日）菅生P.G.→尾形P.G.

地区委員会開催記録

青少年交換委員会

　10月25日(水)15:00～18:00　　於清交社

　11月２日團14:30～17:00　　於清交社

社会奉仕推進・環境資源合同委員会

　11月７日(火)11:00～13:00於阪神百貨店

米山奨学生・カウンセラー合同のダイハ

ツエ場見学会

　10月25日(水)14:00～18:00

　於ダイハッエ業本社工場

米山功労者

次の方々に米山功労者の称号が贈られま

した。

故市川隆茂（大阪天満橋）

下牧重幸（寝屋川）

子安義彦（池田）

蔵本秀雄（大阪阪南）

永井一一夫（岸和田）

1978 ・ 9 ・ 20

1978 ・ 10 ・ 2

1978 ・ 10 ・ 14

1978 ・ 10 ・ 27

1978 ・ 10 ・ 30



ポール・ハリス・フエロー

次の方々にポール・ハリス・フェローの

称号が贈られました。

北野　清　（大阪城南）

柚頼泰司　（大阪城北）

鈴木利雄

谷口良夫

藤田勇勝

中　脩三

位上謙一

､前田信夫

原田金助

西川幸太郎

河合縁一

岩切　章

有沢源蔵

大谷純司

(堺東南)

(和歌山東南)

(和歌山東)

(堺)

(大阪難波)

(大阪難波)

(大阪難波)

(松原)

(松原)

(大阪南西)

(枚方)

(河内長野)

天野毅彦　（吹田）

藤本　直　（ハ尾）

榎本三郎　（田辺）

帯谷正次郎（貝塚）

塔筋博文　（貝塚）

山田昌也　（貝塚）

1978 ・ 10 ・ 19

1978 ・ 10 ・ 19

1978 ・ 10 ・ 19

1978 ・ 10 ・ 27

1978 ・ 10 ・ 27

1978 ・ 10 ・ 27

1978 ・ 10 ・ 27

1978 ・ 10 ・ 27

1978 ・ 10 ・ 27

1978 ・ 10 ・ 27

1978 ・ 10 ・ 27

1978 ・ 10 ・ 30

1978 ・ 11 ・ 1

1978 ・ 11 ・ 1

1978 ・ 11 ・ 7

1978 ・ 11 ・ 7

1978 ・ 11 ・ 7

1978 ・ 11 ・ 7

1978 ・ 11 ・ 7

1978 ・ 11 ・ 7

地区親睦ゴルフ大会

盛会裡に開催される／

　53・10・30(月)国際ロータリー第266地区親

睦ゴルフ大会を西宮高原ゴルフ。クラブで開

催。地区内55R.C.より208名の会員が参加さ

れた。当日は前日迄と打って変って雨も上り

絶好のゴルフ日和に恵まれ、裏六甲の紅葉映

える峯々に囲まれながら手入れの行き届いた

コースで、思う存分のプレーを楽しみ技を発

揮された結果、好スコアーが続出、壮年組は

４アンダーの68を筆頭に入賞は総てアンダー

パーというすばらしい成績でした。競技終了

後の懇親パーティーも､又素晴らしい設営で、

伊藤ガバナー、原田・菅生両パストガバナー

をはじめ地区内の多数の会員が一堂に会し和

やかに親睦の輪を拡げることができました。

10

西宮高原ゴルフクラブの皆様の心暖まるホス

ピタリティに心から感謝すると共に、ホスト

としてお世話をいただいた大阪ロータリーク

ラブの皆様、水野健次郎親睦ゴルフ大会委員

長、岡橋奉一郎競技委員長、並びに準備委員

の皆様に厚く御礼を申し上げる次第です。な

お、機会があれば未年度からも地区大会とき

り離して親睦ゴルフ大会が開催されますこと

を念じて、本大会を終了します。

　優勝　ガバナー杯　　寺端安雄（壮年組）

　優勝　大会委員長杯　竹内　貢rシニヤ組）

　　シニヤ組　　参加者　44名

優勝　　　竹内　貢（大阪東）　　　N73

2等　　　川卜尊明（大　東）　　　N76

3等　　　村ト　昭（大阪天満橋）　N77

4等　　　村上欽二（大阪住之汪）　N78

5等　　　伊与木栄（大阪西）　　　Ｎ７８

ＢＢ　　　菅生謙三（P　G）　　　N 111

　　壮年組　　参加者164名

優勝　　　寺端安雄（和歌山東南）　N68

2等　　　加藤融光（橋　本）　　　N68

3等　　　徳永淳三（大阪南西）　　N68

4等　　　西森正昭（高槻）　　　　N68

5等　　　巽　白之（和歌山南）　　Ｎ７０

ＢＢ　　　森　民夫（御　坊）　　　N98

●豊中南ＲＣより豊中市へ巡回自動診断車を

　贈呈

　かねて豊中南R.C.の社会奉仕委員会が中心

となってすすめていた「健民都市」豊中市へ

巡回自動診断車（豊中南ロータリー号）およ

びテスト用具が贈呈され、その贈呈式が９月

25日午前ｎ時から３階市長室に於て行われま

した。同クラブからは神内会長をはじめ副会

長、社会奉仕委員長ほか９名が出席、神内会

長から市長に目録を手渡しました。

　市長より財政難のおり40万市民の健康を守

る“健民都市”宣言に誠に機を得たプレゼン

●

●
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ガバナづj信　旨外

職業奉仕採点の結果報告

昭和53年1川

ボケーショナルサービス部門地区委員会

　　　３．私は必要な品物又はサーピスのみを提供　今年度の地区職業奉仕理解週間にＲ・Ｉ・

文献の中にある職業奉仕個人照合表をやって

頂こうと原版から余り変化しない程度で、少

し判り易いように委員会員全員で改定したも

のを地区内全クラブにお送りして年に一度の

自己反省のチャンスにしていただきました。

二部宛お送りして一部を無記名でお送り願っ

て皆様の御参考になる様に集計致しました。

この集計は平均点の横の比較は無意味で、試

験官が各個人ですのでマチマチの規準で採点

されていますから、これは問題にならないと

思います。しかし解答率即ち地区の計画にご

協力いただく率之は一応比較できました。大

束）御坊南、羽曳野、串本の４クラブは100

％の解答でした。少し催促させて頂きました

が、地区内全クラブの解答を得ました。

　地区委員会として大変嬉しく又心強く感じ

たことは全設問５点即ち自ら満点と評価され

る方が実に90名もあり又90点以上と評価され

る方が459名もあったということです。流石

にロータリアン立派な方がそろっておられる

と感激致しました。各設問についてもっと分

析するとクラブの性格まで評価できるのでは

ないかと思いますが、これはとても大変なこ

とで専門の方にでもお願いしないと無理かと

存じます。設間中第13、第14、第15が他の設

問に比較してやや劣る点が出ていたことを中

し添え、別表をご参考にお送り致します。

（裏面に載せました｡）

１．私はロータリーの会員であることにより

　職業を通じての社会奉仕活動は増進しまし

　た。

２．私は価値あるものを適正な価格で提供し

　ます。

　します。

４．私の職業の信条は親切であります。

５．私はたとえそれが所謂商習慣（職業卜の

　慣習）であっても、如何なる形の賄賂も回

　避します。

６．私は職業上の競走相手に対しても友好的

　であり、共通のサービスを改善するために

　互いに協力します。

７．私は職業上の商い道徳的基準を理解し実

　践するよう青少年を指導します。

８．私の広告は私の生産品を正しく表示しま

　す。誇大広告はいたしません。

９．私は道徳的基準支持のため、同業組合に

　おいて積極的に働きます。

10.私は従業員の提案を奨励します。

11.私は従業員に十分昇進の機会を与えます。

12.私は従業員の過失につき、私にも責任が

　ある時はそれを分担します。

13.私は職業奉仕に対する理解を深めるため

　「奉仕こそわがつとめ」を読みました。

14.私は私の職業に於てロータリーの奉仕の

　理想を分かち合う手段として、四つのテス

　トを使用します。

15.私は私の職業において、できるだけ他の

　人々を援助します。

16.私は諸勘定を速かに支払います。

17.私は賠償請求、苦情及び紛争の処理に関

　し、相手方の権利をも考慮します。

18.私は従業員に適正な賃金を支払います。

19.私は経費の記録、保険金の請求、税金の

　申告、その他会計書類の作成に当り、正直

　を旨とします。

20.以.Lを私が実践することによって､始めて

　ロータリーは正しく評価されるものと信じます。
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トを心からお礼申し上げますとの挨拶と感謝

状が贈られた後、一階庁舎庭にて引渡し式と

記念撮影が行われました。

●“大阪東ロータリークラブの20年”

　大阪東R.C.では1957年６月創立以来､｡昨年

を以て20年を迎えられたので、これを記念し

て主題の記念誌を作製されました。 49頁にわ

たるクラブの思い出の写真をはじめ、座談会

や資料・年譜など、まことに充実した立派な

ものです。

●“ロータリー情報集（その一）”発行さる

　和歌山ロータリークラブ図書委員会く小中

義美委員長）では、1976～77年度申の週報に

記載された情報コーナー及び例会での情報ス

ピーチの一部を一本にまとめた主題の小冊子

を発行し、同クラブ員及び関係先に配布され

ました。

●大東ロータリークラブ、内閣総理府より褒

　状を受賞／

　大東R.C.の寄贈した大東市民会館前庭園が

市民のみなさんの写真撮影の場となり、館長

からも感謝されております。昭和52年12月、

大東R.C.創立10周年記念行事として、上記の

庭園と、国鉄柱道駅前に時計台を寄付したも

のです。当クラブでは、常に大東市に密着し

た社会奉仕活動を続けております。

　大韓民国裡里R.C.と姉妹提携調印１年後に

裡里市と大東市の親睦を計り、裡里市の実情

を知ってもらうため、大東市長と同行してお

互いに意義ある交流の実績をあげて来ました。

　今回は総理府よりの褒状を、西村市長が例

会場まで持って来ていただき、ありがたく感

謝していることをご報告いたします。

国際ロータリー第266地区

ガバナー

　　　　　　　敬　　弔

河村　善二君（泉　南）　1978 ・10 ・ 3

倉石　信夫君（大阪西）　1978 ・ 10 ・ 28

山下　正市君（粉　河）　1978 ・ 10 ・30

玉弁慶太郎君（堺　南）　1978 ・ 11 ・ 4

矢口孝次郎君（吹　田）　1978 ・ 11 ・12

　謹んで哀悼の意を表します。

ぐ●事務所変更

　　大阪心斎橋ＲＣ　(新)〒542大阪市南区

　　　鰻谷中之町38　(株)大丸装工事業部内

　　　電話(06)245－4950

　●例会日時・例会場変更

　　和歌山南RC　11月10日(金)→同日

　　　　　　　　　　18:00　　　　　於長安閣

　　堺泉北RC　　11月16則本)→同日18:30

　　　　難波センタービル高島屋ローズルーム

　　有田RC　　　11月16日(本)→同日10:00

　　　　　　　　　11月30日(本)→於常楽寺

　　大阪住吉RC　11月24日(金)→於大阪

　　　　　　　　　　　　　　　　都ホテル4F

　　　　　　　　　12月８日(金)→於近鉄百貨

　　　　　　　　　　店阿倍野店６Ｆ特別室

　　和歌山RC　　11月28日→同日17:30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　於北京楼

　　大阪城南RC　12月１日(金)→２日(土)

　　　　上本町近鉄百貨店12F“レストラン都"

　　吹田北RC　　12月12日(火)→16日(土)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18:00

　　枚方－くずはRC　12月20日(水)→18:00

　　　　　　　　　　　　於京都ロイヤルホテル

　　東大阪東RC　12月28日(本)→27日(水)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17:30

　　大阪難波ＲＣ　１月４日(木)→６日(上)

俘床恭一
〒530大阪市北区中之島5 1’目3-68

　　　ロイヤルホテル（５４９号室）

　　　TEL.06-443-4521
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ガバナーだより

謹 賀 新 年

（1）ロータリー年度の中間点において78クラ

ブの公式訪問を終え、新年に6クラブを残し

ています。　４回のICGFをすませましたが、１

～３月に６回のICGFが開催されます。そして

地区のハイライトとしての地区大会が４月６

日７日に追っており気を許す暇もありません。

（2）各クラブでは既に次年度の理事の選任も

終り、次々年度会長、次年度役員の互選も完

了されたことと存じます。一方次年度の地区

組織の準備をせねばなりません。クラブ組織

と地区組織とは全く別物ですが、クラブの運

営に支障のないよう配慮したいと思います。

ガバナーとしてクラブ会長に内意を伺います

が、次期会長と協議されるに止め、クラブ理

事会等に諮ることは避けて頂きたい。

（3）新しいR.|｡事務総長ピッグマンさん

　前月信にてSTEWART事務総長の引退を

お伝えしましたが、新しくＭＲ．ＨＥＲＢＥＲＴ

Ａ．ＰＩＧＭＡＮ　が事務総長に任命されました。

肢は1956年R.I.に加わりザ･ロータリアン誌の

編集部員、プログラム企画局長、事務次長を

経てR.I.会長の専務補佐を勤めた人です。

(4)財団奨学生が１月に来日します。

　久しく当地区に迎えなかったロータリー財

団奨学生が来日しますので温く迎えて下さい。

彼女の名前はＭＩＳＳ　ＭＡＲＹ-ＡＮＮＥ　ＭＵＮ－

ＲＯ　ＨＹＳＬＯＰ　ですがマリアンヌを日常用い

ましよう。豪州ＱＵＥＥＮＳＬＡＮＤ　の　ＧＬＡＤ-

ＳＴＯＮＥ　Ｒ．Ｃ．がスポンサー・クラブです。

ＢＲＩＳＢＡＮＥ　の　GRIFFITH大学で近代ア

ジア学科(MODERN　ASIAN　STUDIES)

２

や汁一伊　藤　恭　一

を専攻し12月に卒業し、４月大阪大学文学部

の日本学科（ＪＡＰＡＮＯＬＯＧＹ）の研究生とし

て一ヵ年留学の予定です。そのため１月中句

より日本語の仕上げの勉強をする予定です。

大阪R.C.にホストをお願いしカウンセラーに

大阪R.C.の金森順次郎さんを委嘱することに

なりました。勉学上最も有利な宿舎を求めて

います。そして地区全体としてホストになっ

てやろうというお心持ちで休祭日等には御家

庭や催し物に御招待頂き､日本の真髄を彼女に

伝授して頂きたい次第です。

(5)最近のR.|｡よりの情報

(a)1979年１月31日付をもって　ＡＦＧＡＮＩＳ-

ＴＡＮ(無所属)、ＢＵＲＭＡ(Ｄ-３２９)、ＣＵＢＡ

(Ｄ-４００)、ＬＡＯＳ(Ｄ-３３０)、ＶＩＥＴＮＡＭ(Ｄ-

３３０)の６７Ｒ．Ｃ．(ＯＦＦＩＣＩＡＬ　ＤＩＲＥＣＴＯＲＹ

による)が加盟資格を喪失することになるこ

とは大変残念なことであります。

(b)組合せ地区及びクラブ・プログラムが変

更になりました。 1979年７月１日より３年間

は　ＡＮＺＡＯ地域を予定していましたが、今

般日本の23地区は東南アジア地域の　ＢＲＵ-

ＮＥＩ、ＭＡＬＡＹＳＩＡ、ＳＩＮＧＡＰＯＲＥ、ＴＨＡＩＬ-

ＡＮＤ、ＨＯＮＧＫＯＮＧ、ＭＡＣＡＯ、ＲＥＰＵＢＬ-

ＩＣ　ＯＦ　ＣＨＩＮＡ、ＫＯＲＥＡ、ＰＨＩＬＩＰＰＩＮＥＳ

の９カ国、11地区549R.C.(D-330、345、346

365、366、367、368、380、382、385、386)

と組合せプログラムが指示されることになり

ました。

(c)｢職業奉仕週間｣が制定された。

　当地区では10H第１週に実施しましたが、

1979年度以降毎年10月15目を含む一週間を、

｢職業奉仕週間｣として制定されました。

●

●



●

●

(d)75周年記念3Hプログラムに関してR.L理

事会の決定事項等が多くありますが、次の２

月15口吟第９号に特集したいと考えています。

しかし急を要する事項については本号で幾つ

かお知らせします。

Ｏ“ＲＯＴＡＲＹ　ＣＡＲＥＳ"を総合的な標語に採

用し、1979年度は国際児童年に鑑みて３Ｈプ

ログラムの特別標語としでＲＯＴＡＲＹ　ＣＡ-

ＲＥＳ…ＦＯＲ ＴＨＥ ＣＨＩＬＤ"と定められまし

た。

○｢ロータリー創立75囚年基金｣として会員一

人当りS15或はクラブ単位でS1､500の寄付

をしたクラブヘはナイロン製の特別バナーを

授与し、更に会員一人当り少くともS30の寄

付をしたクラブヘはバナーに加え真鐘製の楯

を授与して特別表彰することになり、それら

のクラブに対してはローマ大会の席上、特別

な敬意を表することになりました。ガバナー

として月信第３号(８月15日付)において一人

当りS15以上の御協力を賜り度いとお願いし

ましたが、具体的な目標金額が提示されまし

たので、一人当りS30を拠出して頂きローマ

大会において特別な敬意を受けられる機会を

得て頂きたい次第です。なお２月23日の74周

年記念日迄に実行して頂くことは有意義と思

います。

○75周年資料の送付について、

｢75周年記念クラブ活動｣(第1980A号)は12月

号のR.I.ニュースと同封して送付されました。

｢75周年記念ＮＥＷＳ　ＢＲＩＥＦ｣は1月号のR.

I.ニュースに同封される筈です。

｢75周年記念資料キット｣は2月号のR.I.ニュー

スに同封される予定です。

○3Hプログラムに関するスライド･セット(20

分用でスライド40枚､台本一冊、R.I.会長メッ

セージ･テープ等よりなる)二組が近く送られ

て来ます。　１～３月のＩＣＧＦのプログラムに

好適と思います。

(6)国際ロータリー(R.|.)の収支について

一
４

　　クレム・レヌーフＲＩ会長のテーマ

　監査されたR.I.の財務資料が送られて来まし

たので、関心をもって頂くために要約してお

知らせします。

　R.I.の収支(1978 ・ 6 ・30)

区　　分 摘　　要 金額（Ｓ） 備考

収　　人 人頭分担金

国際大会登録金

其の他収入

　　計

　9,215,706

　1,752,748

　1,171,111

12,139,565 (1)

支　　出 ガバナー費

国際協議会費

国際大会費

中央事務局費

スイス事務局費

其の他支出

雑誌、財団戻入

　　　計

　　　1,283,558

　　　　950､650

　　　1,459,366

　　　3,827,449

　　　　780,040

　　　2,730,367

（－）1,134,872

　　　9,896,564 (2)

差　　引 一般収益(1)－(2)

公式機関誌収益

其の他支出

　　　計

　　　2,243,001

（十）347,901

（－）　15,470

　　　2,575,432

資金残高 1977 ・ 6 ・30 12,150,153

1978 ・ 6 ・30 14,725,585

　例えばガバナー費をガバナー数375で割れば

１ガバナー当りS3,500をR.I.はガバナーに支

給するに過ぎないが，当地区では一人当り年

間13,000円の地区費用を拠出して頂いて運営

している訳です。

●｢1979年１月１日現在クラブ会員数半期報告

書｣の報告と義務金の送付を忘れないように。

　各クラブ幹事宛に12月15日文書と報告用紙

が送付されていますから既に手続されたもの

と思いますが、R.I.細則(1978年版)300頁第15

条財務事項を一読して頂き失念なきようにせ

られたい。



世界理解週間と３Ｈ計画

　　　　　　　I示ｻ八八門担当　尾形繁之（堺）

　ロータリーの綱領は、ロータリアンが医界

的な親交によって、国際間の理解と親郎とヽﾄﾞ

和を推進することを求めておヽります。われわ

れはこの責務を緊すために、会員同士はもと

より、それ以外の人々をも相互理解の増進に

参加させるように努めねばなりません。

　医界理解週間はそのために設けられている

行事週間であります。 RIの現行４つの行事週

間のうち最も古く、その実施はすでに20年に

及んでおります。

　人智と科学の躍進によって、今目人々のふ

れ合いに必要な時間と空間は極度に短縮され

つつあります。人々の交流のための技術的手

段は日進月歩であります。それにもかかわら

ず、人々、国々の間の誤解と郭凝は増し、不

和から戦争への危険さえ絶えません。これは、

相卜を理解しその必要に応えようとする精神

と努力の欠如によるものではないでしょうか。

　この奉仕の精神こそロータリーの本質であ

り、その実践による人々のふれ合いから相互

理解と友情は生れ、深まるのであります。従

って世界理解週間は、各国のクラブとロータ

リアンがこの点に特に思いを深め、相互理解

促進のための様々なプロジェクト　　文通、

プログラム交換、青少年交換、財団奨学生交

流、研究グループ交換、マッチド地区および

クラブ、間男社会奉仕、またわが国独白の米

山奨ふ生制度などー--一一を企画、参加、実施レ

その成果を反省するための好機会といえまし

ょっ。

　ところで、昨年までこの週間は９月15目を

尽む１週間でありましたが、本年からは２月

23目を含む１週間となりました。この変更に

はRIの深い慮りがあります。レヌーフ会長は

ロータリー創立75周年の記念事業として、保

｜

健(Health)、飢餓追放(Hullger)および人間

性尊iR(Humanity)の｢３Ｈ計画｣を・定､本年

度から発足を公表されました。RIはこのブ｣ロ

グラムを運営するための組織をつくり、その

活動財源には、デービス直前会長によって企

画発表された｢ロータリーnl｣ヽI/175J吉|年基金｣

が充てられることも、すでに知られる通りで

あります。このプログラムと基金は|則発途11

国のために用いられるのであります。

　開発途llの地域社会で、栄養失調、疾病、

貧困、文官などに;々しんでいる人々に、援助

のｐをさし伸べる匿Ｗ社会奉fl:活動は、すで

に12年の歴史をも９ています。R1はその|川の

実績を通じて、このためＦをつないだ援助、

被援助両地域社会とクラブおよびロータリア

ンが共に相互理解と友情を増し、結びつきを

固めてきたとの信念を年々深めて参りました

　「･３Ｈ計画｣はこうした経験の所産であり、

その本質において暁Ｗ社会奉fljl捕の拡大強

化をめざすものと思われます。

　RIを中心として運営されるこの大規模な新

計画は、各国各域のクラブとロータリアンが

挙ってＦをさし伸べ、強くつなぎ合うことに

よって、ロータり一財団と並ぶ発展の口f能性

を将来に秘めております。ひいては、国際理

解と平和増進に大きく資すること、中すまで

もありません。そこで本年の暁界理解週間に

は、今暁W83万を超えるロータリアンが、特

にこの３Ｈ計画に注目し、記念の1980年を期

して、その貝一体的展開に協力の意思をたかめ

るよう、強く求めているのであります。'11地

区の各クラブも、週|llj行事の焦点をこの計画

にあつめ、そのL､詐llをはかられるよう望みま

す。

●

●



国際ロータ リー第266地区1980～81年度
ガバナー‥-・ノミ 飯沼岡q君（堺Ｒｃ）を宣言／

　n＼

゜　jiiﾉ………

●

　1980～81年度第266地区ガバナー・ノミニー

ツ)選出については、国際ロータリー細則第13

気第５節ｆ項の規定に基いて地区指払呑０会

　(菅生謙三唇Ｇ長)を開催し、満場-致をも

って堺ロータリークラブの足会長飯沼剛君を

候補者として推薦することに決定し、11口15

目見行の口証第６禄で発表するとともに、各

クラブに対して池に適当な候補者があればそ

の候補者払のクラブ決議を1978年12口25目ま

でに伊藤ガバナー宛に提出されるよう告示し

た。

　前記の指定期日までにどのクラブからも候

補者の提案がなかったので、ここに地区指名

委０会推薦の飯沼剛μを1980～81年度第266地

区ガバナー・ノミニーとして宣言する。

　なお同君の略歴については□信第６号で紹

介したが、そのロータリー歴を次に詳記する。

　　飯沼剛会員のロータリー歴

昭和34年１目　　堺ロータリークラブ入会

昭和35～36年度　幹事

昭和36～37年度　副会長

昭和42～43年度　財団オナラリー・フェリー

昭和/16～47年度　地区幹机副会長

昭和47～48年度　会長、ボールハリス・フェ

　　　　　　　　ロー

昭和48～49年度　職業奉仕部門　地区が□

昭和49～50年度　米山功労者

昭和51～52年度　国際奉仕部門　地区諮問呑

　　　　　　　　０、マッチド地区　地区喬

　　　　　　　　０長

昭和52～53年度　国際奉仕部門　地区諮問委

　　　　　　　　付、地区幹事、マッチド地

　　　　　　　　区　地区呑口長

昭和53～54年度　国際奉仕部門　地区諮問呑

　　　　　　　　０、マッチド地区　地区呑

　　　　　　　　０長

ＩＣＧＦ、地区大会、地区協議会のリーダーヽ

地区大会のパネラー、地区大会の各種呑０を

務める。国際大会出席８回

昭和51～52年度　クラブ匯界社会奉仕呑０長

　　　　　　　　としてバンデラデッシュ

　　　　　　　　ダッカＲＣ、ネパール　カ

　　　　　　　　トマンズＲＣを訪問

昭和52～53年度　地区　マッチド地区委付長

　　　　　　　　としてペンシルバニア州の

　　　　　　　　第739、741、743地区の地区

　　　　　　　　大会に出席

意義ある業績賞委員会報告

　　　　肝I溥ｎ長･illl:前ガバナー　菅　生　謙　三（大阪北）

　最終呑口会を12Jj20目午後2 ll､勁ヽら、大阪

北ロータリー・クラブl外務局応接室において、

宇井、藤沢両バスト・ガバナー全委11出席の

|゛に|剛崔された。

５

1　liil呑口分の方針は、Ⅲ､l第２りの第１回

削lj】地区呑口会報告として記載の通りである

が、特に参力|日i裳の申請は、その多件をj｀想

し審査の都合ll、1011 1 11に繰りllげて締切



り日としこいた｡

2　1iiJS口分は更に月信第35｝において、そ

の選定規準、選定Ｆ続、本年度の選考方針を

詳細に;l戊|し、特に本年度はレヌーフ分長の

メッセ一ジに従って、各クラブがあらゆる奉

仕部門へ予をさし伸べて活動した業績を、広

く選考対象とする旨強調し、数多くの参加事

業の申請を呼びかけた。

3　10月1llの締切llを経過しても、各クラ

ブからの参力【】申､消がなかったので、締切日を

11月１日に延期し、更にＨ月中旬再度12月15

日を最終締切［|とする旨各クラブに通知して、

極力参加事業の申請を促がすと共に、遅延の

理由を具してR.I.事務局宛その旨連絡して置

いた。

４　本日現在ギS14会に淵付された参加事業

の申請は、

　１卜大阪北ロータリー・クラブの「クリー

　ン梅HIキャンペーン」一梅田ターミナルか

　らタバコの吸いがらを追放する運動－の１

　件のみに】|:まった。

　２）大阪難波ロータりー・クラブ会員原田

　金助君の業績。

５　１）大阪北ロータリー・クラブのクリー

ン梅田キャンペーンは昨年度も11クラブ11件

の申請中に含まれていて、当時意義ある業績

にふさわしいものとの意見もあったが／実施

第１年目でその継続性と効唄をk!守ってはと

のことで、惜しくもその選に漏れた経緯であ

-Jた。

　従って各クラブ｀は、「クリーン梅田キャンペ

ーン」の優秀性を知悉し、敢て競合的に申請

することをためらったためにクラブとしての

申請は１件にIEまったのではないかと、推測

されるふしもある。

　２）大阪難波ロータリー・クラブ会員原田

金助君の業績は、洵に個人奉仕活動の範とす

べきものではあるが、意義あるクラブ業績に

は該当しないので、ガバナーにおいて然るべ

き表彰手段を考慮せられるよう希望するもの

()

であるとの結論に達しだ、

6　f乃で大阪北ロータり一一クラブの「クリ

ーン梅田キャンペーン｜について慎一R審議検

討の結511

　「クリーン梅IIIキャンペーン」は、木犀8 jl

既に２年目に入り、去る81j711大阪駅前広

場において、１周年記念式典を挙行し、その

効緊的継続的実施を決議しＰＲＬたのである､。

　大阪市の表玄関目ともいうべき大阪駅周辺

ターミナル地域において、煙草の吸殻ポイ捨

てを防出し、環境美化を推進する運動である

が、爾来毎月第口=1曜日を推進llと定め、大

坂北ロータリー・クラブ会員を中心に、地域

社会の婦人団体14多数の参加の下に、乗降客

通行人にポケット用|吸殻人れを手渡し、ター

ミナル地域を始め都市の美化に協力方を訴え

続けているのである｡

　１年数カ月を経過した今日、漸次地域社会

住民の協賛を受け、大阪北ロータリー・クラ

ブの多数会11を|ﾓ体とする実行委Ｕ会の活動

により、近隣ロータリー・クラブ５及び梅田

ターミナル地域に在る国鉄大阪駅、市営地下

鉄、市バス、阪急・阪神両私鉄その他の各社

の協力をも得て、広く地域社会にその意義が

認識され、梅田周辺の環境笏化にも貢献し、

新聞報道、テレビ放映を通じて他地域におい

ても、同種活動が競争的に模倣実施される情

勢にあることは、木件申消肖により明白に例

証されているので、当委11会は全員一致を以

て、大阪北ロータリー・クラブ「クリーン梅

田キャンペーン」一梅田ターミナルからタバ

コの吸い殻を追放する運動－を意義ある業績

賞受賞候補として、ガバナーに推薦の手続を

とることにした。

「奉仕こそわがつとめ」

　　　　　要約（その３）
　　　地区員貨奉仕呑Ｏ

正直は失われつつあるか

小川伊ﾓ郎(和歌|旧

　(第五章)

●

●
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●

　まず15.｀;費は、llﾐ||'1:、誠実がflllよりも大切である

ことを強調し、その||{II'1汝裏切る行為として、賄

賂や秘密Ｆ数料などをいましめています｡そして

11ﾓ直が最後の勝利となる幾-Jかの例をあげていま

一仁例えば如lilの或る機関Iμ製造裳拓よ外国政府

と契約することにな･-』たが、flli格の関係で、材料

の鋼鉄を不本意ながらﾄﾞ級､ill11を使用しなければな

らなくな-Jた。その･ajに洋服を､l周製するためロン

ドンの服地唄で生地をI買い、アメリカのfl)y屎に

flJ､yを依頼したところ、そのfl)yMは服地良　･目

みてｌこんな粗悪な材料で作-Jた洋服に自分の店

のレ･ソテルをつけるのは純良な職人の､恂りを傷つ

ける｣と断わられてしま､』た。これを聞いた機関

者製造業者は翻然と悟ったというのです｡また売

らんがための賄賂やリベートなども、それが商習

慣となっていてもロータリアンはこれを排除する

模範を示すべきだとi可っています。

　この啄の最後にｒそれが習慣である場作、買手

への季節の贈り物や心づけについてどういう態度

をとるべきでしょうか｣と私どもがこれについて

対策を考えてみることを期待しています。

　それは真実であるか。（第六章）

　６皐は、販売を増進する予段である広;り宣伝を

する場合、真実がいかに大切であるかを、ここで

も例をあげ｀て､説明しています。

　その例では、アイオワ州のある自^貸店の店lモが

レインコート売場の新らしいlﾓ任に「なんとか処

分したい店晒しのレインコートが沢山ある。中に

はよいものもあるがいたんだ4jのもある。捨て渋

で売りたいのだが売れそうな広告を出してくれ。

売れなければいっそ河へ流した方がましだ」とtt

いました。　1ﾐ任は心得ましたと引受けたので、そ

の零!朝新聞広告をみたところ、なんと店1その言葉

がそのままでかでかと出ているのでびっくり。「実

をいうと処分しなければならないレインコートを

沢山F持しています。それは店晒し品で、中には

いたんだ物もあり、それを捨て餓で提供します。

また良いものもまさ≒ていますが、もし売れなけ

れば河に流してしまう外ないでしょう」とあり、

こんなことをありのまま遡いて出すとは怪しから

んと、かんかんにな一』て叱り飛ばすつもりで白’貸

店へ行く途中、|､jl業者の‥一人と出会ったところ、

その同業者は「レインコートのことをききました

か」とたずねられたので「これから行ってあの馬

鹿野郎をたたき出してやるのだ」と答えると相手

は「とんでもない､」､11は混雑で整理しきれないほど

で、開店30分で全部売り切れたようです。あのiE

直な広告がお客の気に入ったようです」と答えら

一 一

－
／

れて、j､引ﾓは真実を知らすごとがいかに大切かを

ilhたというのです、

●マッチド地区委員会報告

　　　　　　　　　　　　委11長　飯沼　剛(堺)

　マッチﾄﾞ地区委Ｕ会ばli地区のクラブを地域別

に４区分して、それぞれ737、739、741、743地区

を相手地区として、その全クラブにF紙を出して

接触するよう依頼した。

　1978年10目末日を期限として、各クラブの活動

をアンケート調査した結果は、

　１．全くＦ紙を出していない　　　22クラブ

　２．手紙をlllJIして返事を受取-jた　23クラブ

　３．ｐ紙を出したが返事がない　　21クラブ

　４．未回答　　　　　　　　　　　　18クラブ

　　　　　　　　　　　　　　　　計　84クラブ

　各クラブそれぞれの事情があることは理解でき

るが、地区内約３分の１のクラブがこのプログラ

ムに参加していないのは遺憾である。

　本年度の特色は組合せ地区より2 11の交換学生

を受人れたことである。即ちSusan House(D.73

7 Muncy RC)、Barbara Beyer(D.741 Perkasie

RC)で、それぞれ束大阪ＲＣ及び和:秋山ＲＣが受

入れクラブとなった。遺憾ながらSusan Houseは

個人的な理由で中途帰国した。

　次にLock HavenRC(D.737)のRnswe11 Brayt-

on及びGeltysburg RCのCarrolvoss　の両氏が

来､彷し、寝屋川ＲＣの常持敦氏がPotlsville RC

並びにPoslCarbon RCを訪問したことがある。

　大阪柏原RCはD.741の40RCにF紙を出し、At-

hens RC他5RCとの交流に成功した。また大阪城

束ＲＣはWarrington RC(D.743)どIF式にマヽソチド

・クラブ結盟の文､IFを交換した。

　ここで考慮すべきことは、初年度においてコン

タクトに成功したクラブが引続き３ヵ年交流を続

けているかというと、多くの場合断絶している。

その理由は単なる儀礼的なＦ紙の交換に終り、こ

れに続くべきプログラム、たとえばロータリアン

の個人的な結びつき、相防訪問、肖少年交換、既

Ｗ社会奉仕等の共同活動がなか９たからで、完方

からはっきりプログラムがなければお断りすると

いってきたクラブもある。

　最後にこの組合せ地区プログラムとしてのペン

シルバニアの第737、739、741、734地区との交流

は秦ロータリー年度をもｰ｡jて打切られるが、各ク

ラブがクラブ独白の､a:見で交流するのは望ましい

ことである､、

　1979～80より向う３ヵ年の相手地区は当初オー

ストラリア及びニュー・ジーランドと伝えられた



が、最近の情報によるど‾Ｒ目IHQtにおいて世

I厚社会奉什との|鼎系を片慮して日参の組合せ相ｐ

地区は束:11jアジアに変悳された」とのことである｡、

●インターアクトクラプ地区合同一日キャンプ実

　施される

　大厦、堺|伺両インター一一アクトクラブがホストと

なり、11J□9目先日米の雨もビタリと||:んだ快晴

の青空のﾄﾞで実施した　･||キャンプでのカレー食

は、登山で空腹のＩＡＣメンバー､渚君達ににU､111j､･i

のものでした｡

　大厦永田崇委ｎ長、lli］顧問の完生方、｡昭|刺の顧

問の先生がリーダーとなり、ﾄﾞ草刈り、林道造り、

伐採、テント張り等、日頃山野に縁のないf･供達

は、顧問の先生方の指導のドに有意義な　一目を過

しました｡

　参加クラブは堺南、大束、清風･南海、富日l林、

清風、清教各インタークラブ計41名のほか、顧問

先生５名、Ｒｃ地区委ｎ長及び地区委口多数が参

加した。　　　　　　（地区委11長　山中文和）

●|．Ｃ．Ｇ．Ｆ．(第４組)開催さる

　哨266地区哨４組のl.C.G.F.は、197朗そ1111251.1

ヽylE伐成分大阪吟ljlj館に於て、堺|刺、堺貳、堺束

|徊、堺泉北、大阪難波、大阪|刺、大阪|刺IJli並びに

ホスﾄ堺の８クラブ参加のドにj剛崔された。開会

12時40分、閉会17時45分。

　当日出席者

　　ガバナー　　　　　　　　伊藤　恭一・

　　ゼネラルリーダー　　　　大谷　一雄

　　パストガバナー　　　　　菅生　謙モ

　　パストガバナー　　　　　　玲|詞　久楠

　　地区ＲＣ財団推進委ll　　鈴木　判定

　　地区米山記念奨学会委い　菅田　栄治

　　堺南R c　39y;　堺束Rc　22名　堺淑南R

　　C　23t;　堺泉北RC　lf喘　大阪難波RC

　　3ly、大阪南Rc　19私　大阪｢刺西Rc　12

　　t;　堺R c　119t;

　　特別参加田辺束ＲＣ城戸昭太郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　計285私

　部門別討論

　　○職業奉仕

　　　　リー-ダー　　　　赤坂裕次(堺南)

　　　　升ブりーダー　　　堀内　止り5(堺南)

　　　出　各職業奉f l:ln分の活動指針。

　　　i2)I奉仕こそわがつとめ｣をはじめ数々の

ド

　　　　職業奉仕解､叱11この読後感は。

　　　閣　朝列研究

　　　　侑　従業ｎ川li]1組合、仕入、販売完男

　　　　　で職業奉仕ll困９だ問題｡

　　　　屁　ＲＣの目的の従業口へのJ､'詐1】法｡

　　ぺA)社会奉仕・(ES国際奉仕

　　　　リーダー　　　　飯　沼　剛　(堺)

　　　　サブリーダー　　羽田野　彊　(堺)

　　　ＲＣとして、ロータリアンとして、

　　　CA)、な少年問題、特にI々少年非行|りj lllにつ

　　　　いて阿をなすべきか。

　　　賎　組合せ地区クラブ、占゜少年交換、til:W

　　　　社会奉仕との関連において、特に３Ｈに

　　　　ついての屯ヽ構え｡

　　０クラプ奉仕

　　　　りーﾀﾞ･一　　　松本　進(大阪南)

　　　　サブ'り一ダー　岡IH　敏(大阪｢帽

　　　出　新人会ｎ、･般会ｎへの情報教育。

　　　12j　食事会IU･の柚ヽyについて。

　地区委員会報告

　目ロータリー財団　　　　　鈴木　判定

　(T)米山記念奨学会　　　　　菅|||　栄治

　伊藤ガバナー、大谷ゼネラルリーダー、菅生、

片関IllIJバストガバナーの懇切なご指導のもと熱心

な討､論に終始し、盛会裏に終ｒした。

●|．Ｃ．Ｇ．Ｆ．(第３組)開催さる

　第266地区哨３組のI.C.G.F.は岸和HIR.C.のホス

トで、1978年12月9ll(目岸和田市のロイヤjし宮

殿２階大ホールに於て開催した。参加クラブは、

和泉、高石、泉大津、岸和田束、貝塚、泉佐野、

泉南、そしてホストクラブの岸和田の８ＲＣで、

121時に開会し、17時に無事閉会した。

　当日出席者

　　ガバナー　　　　　　伊藤　恭一

　　ゼネラルりーダー　　藤沢　元雄

　　バストガバナー　　　菅生　謙モ

　　ガバナーノミニー　　伊瀬　芳占

　　地区幹･li　　　　　　　生駒　　一夫

　　地区財1･tl推進･Sn　　山中　　静

　　地区米山記念奨学会唇11　中村　重　・

　　高石R c　354･1　和泉Rc　42tl　泉大津R

　　c　42y、岸和田眼Rc　36お　tl塚Rc

　　41私　泉佐野RC　36r、泉南RC　28私

　　岸和田R c　7811、 田辺貳Ｒｃ　ｌｔｌ

　　総出席片合計　347yl

●

●



●

●

　部門別討論

　　ｎ社会奉仕

　　　　リーダー　　野出　敏　大（｡5iUを野）

　　　　副りーダ一　赤坂　栄五郎（帛佐野）

　　出　地域社会に対するサービス｡中、金銭によ

　　　らぬ、例えば/‘iり」、精神的サービスの‘li

　　　例について。

　　12）近年I’阿バ|り）体が、体質が脆弱化を来し

　　　ているようであるが、これを防ぐ方法とし

　　　て限りなき道ながら、ロータリアン個人と

　　　して、クラ’ﾌ･としてな11回に取組めばよいか、

　　〇職業奉仕

　　　リーダー　　嶋|11　何沈　（高石）

　　　副リーダー　|凡i尾　公価　（高石）

　　出　あなたの職場での、道徳的水準を高める

　　　具体的実践例｡

　　〔2〕ｲり兄の時期における職業奉仕のありか、

　　〇国際奉仕

　　　　リーダー　　藤jl;!　芳太郎　（tl塚）

　　　　副リーダー　山中　　博　　（LI塚）

　　出　マ･yチドクラブとの交流について､｡

　　12）将来マッチドクラプとの交流に参考のた

　　　め、現在結ばれているシスタークラブとの

　　　結びつきのき-Jかけについて。

　　C3）3H運動に対する各クラブの取組み方。

　　（4）雌理解廊】（2/18～24㈲淳について、

　　０クラプ奉仕

　　　　り一ダー　　釜野　常泊（泉大津）

　　　　副リーダー　小柴　利雄（泉大津）

　　（1）親睦活動委ｎ会、雑､誌委11会、会ｕ増強

　　　委Ｕ会、プログラム委11会活動の､諸|川題。

　　12）会場監督の役割。

　地区委員会報告

　　（･nJ一タり一財|､tl　山中　静（和歌山|帽

　　○米山記念奨学会　中村　重一（東大阪）

　当日は師走には玲らしい程の暖い好天気、しか

りlj】るく１しい設備万端ゆきとどいた会場での勉

強会｡伊藤ガバナー、藤沢ゼネラル・りーダー-、

菅生バスﾄガバナーの適切なご指導のもとに、４

大奉仕部門に渉り活発な愈兄や質疑応答が交され、

少ない持ち時lmを有効にいかした･有意義な集会で

あ９た｡

り
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　1976年度の米山奨学生で、橋本ロータリー

クラブでおl比話していただいたシロガマ・ヴ

ィマラれ（高野山大学留学生、当時のカウン

セラーは山階清弘会11）が故国スリランカヘ

帰って、酋都コロンボの郊外に老人ホームの

建設を進めている　　とのニユースが、去る

11月16日のサンケイ新聞で大きく報じられた｡

　スリランカ政府も「日本で修行した憎が社

会奉仕の新しい試みに取り組んでいるのを注

目しているｊ　とのことで、われわれ266地区の

ロータリアン精神が海の彼方まで移植された

ようで、米［||奨学会の存在意義の大きいこと

をあらためて感じている次第です。

　　（米山記念奨学会地区委□長　中村　健）

地区委員会開催記録

青少年交換委員会　12月15目(金)

　14:30～17:00　　於イトウビル

意義ある業績賞委員会　12J]20目(水)

　14:00～16:00　　於阪急白'貸店

ポール・ハリス・フェロー

々にボール・ハリス・フェ

゛贈られました。



‘河島義,暦　（松原）

萬　　繁　（大阪南）

川村　哲　（堺1帽

目羽IR人　（豊中南）

明楽　浩（和歌山|帽

IUF昌士　（橋本）

［i］HI幸郎　（藤井寺）

原　信－　（大阪淀川）

藤立啓一（大阪城北）

家田茂樹　（箕面）

森田繁泊（Ｈ塚）

浅田長次郎（松原）

森馬健次　（大阪城南）

木村芳雄　（橋本）

伊藤安　・　（豊中）

福西清次　（和歌山束）

米山功労者

1978 ・ 11 ・ 20

1978 ・ 11 ・ 21

1978 ・ll ・ 21

1978 ・ 11 ・ 21

1978 ・ 11 ・ 27

1978・II・27

1978 ・ 11 ・ 27

1978 ・ 11 ・ 27

1978 ・ 11 ・ 27

1978 ・ 11 ・ 27

1978・II・27

1978 ・ 11 ・ 27

1978 ・ 11 ・ 29

1978 ・ 11 ・ 29

1978 ・ 11 ・ 29

1978 ・ 11 ・ 29

次の方々に米山功労者の称号が贈られま

した。

伊藤　安　（豊中）

馬場･雄（〃）

佐藤桂一一　（大阪難波）

片山幸次郎｛‘河内長野｝

1978 ・ 11 ・ 7

1978 ・ 11 ・ 17

1978 ・ 11 ・ 13

1978 ・ 11 ・ 30

●国際ロータリー文献東京事務所変更

　(新)〒105販京碩巷区南白山１ド目１番１

　号　新青山ビル西館11階1157防室

　　　　　　　電話(03)資料室475－1577

　　　　　　　　　　(o割翻訳室47y,-1578

●事務所変更のお知らせ

　茨木販ＲＣ(新)〒567茨木市安威95

　川越喜ヤ七　電話(0726)43一3503

μ）

●四條畷ＲＣ例会時間変更

　毎水曜日12:30→毎水ll副118:00

　1979年2jlより実施

●例会日時、例会場変更

　摂津R C　12J1 1 日(金)→同日於摂津福址

　　　会館

　　　12Jj291口金)→12jj26日(火)

　　　１月５日(金)→同日於摂津福殖公館

　大阪住之江RC　12月411(JD→同||於

　　　大阪咄ホテル４Ｆ

　海南東RC　12Jj41□Jj)→同日於初音

　　　12J118日0□→lli]111830

　御坊南R C　12J1 5 日(火)→12Jj 9 1□土)

　　　18:30　於旅路

　大阪南西RC　12月11 1□jD→12j]1511

　　　(金)17:00　於ホテルプラザ

　堺R C　12J114日(木)→12J11611(lj

　　　17:閣　於ホテルプラザ

　　　1j1411(木)→1 11 5 1口金)

　堺東南R C　12j]14日(木)－12川16日(上)

　　　16:30　於阪こいﾉ．ﾄ万JけMljだ

　　　12J12111(木)→同1118:00

　　　1J14日(木)→1J15 11(金)

　大阪心斎橘RC　12川16日(土)→12Jj1511

　　　(金)18:00　於ロイヤルホテル

　　　12J｣3011(|:)→12J]2611(火)

　　　18:00　於大丸８Ｆボンジュール

　大東R C　12Jj19日(火)→Ili]日17:00

　　　於　巾:洋ホテル

　高石RC　12月1911(火)→Ili田17:00

　　　於　天北閣

　　　1jj911(火)→同|口7:訓於新東洋

　大阪阪南R C　12jH9日(火)→IliH 117: 00

　和歌山R C　12Jj19日(火)→lli】|117:30

　　　於　農|嘉会館

　東大阪R C　12J120日(水)→同日16:30

　　　於　大阪コク升イホテル

　大阪西南R C　12J]20日(水)→12J11911

●

●



●

･■

　　(火)17:30　於ロイヤルホテル

大阪城北R C　12jj201 □水)→fli]ll18:00

ハ尾R C　12J120日(水)→同日16: 30

　　於　新阪急ホテル

堺泉北R C　12J121 日(水)→Ili】1117:30

　　於　泉北高ぶ.訥{ファミリーレストラン

　　12J}2811(木)→12jl26日(火)

　　１Ｊ]４山木)→1 j1 6 日(七)

和歌山東R C　12J1211 1(木)→FII]日17:30

　　於　農協会館５Ｆ

　　ＩＪｊ４山水)→I J1 6 出土)12:30

　　於　農協会館５Ｆ

大阪平野RC　12月21山木)→同ll17:00

寝屋川RC　12H221｣(金)→12Jj2311(土)

　　18:00　於　大阪キヤッスルホテル

御坊R C　12Jj22日(金)→li i]ll18:00

和歌山南RC12月2211(金)→同日18:00

　　於　農協会館５Ｆ

　　Ｕｊ５出金)→1 jl 6 目(土)12:30

　　於　農協会館５Ｆ

泉南RC　12月22出金)→12月23日(土)

　　17:00　於　ほととぎす

　　12月29日(金)→121127出水)

　　ＩＪ]５出金)→1 11 6 出土)

藤井寺RC　12月23田上)→12月17日(日)

　　17:00　於　ホテルエコーオー升力

　　12月30出土)→121j27出水)19:00

大阪天満橋RC　12月23日(土)→同.日

　　16:30　於　キヤッスルホテル

　　12月30出土)→12月28出水)

大阪柏原RC　12月25日(月)→同ll17:00

　　於　大阪郎ホテル

堺南RC　12112511(月)→同日16:40

国際ロータリー第266地区

ガバナー

　　　　　　　敬　　弔

北川　一栄君（大阪北）　1978 ・11 ・17

ハ浜　義和君（大　阪）　1978 ・11 ・22

吉原　政義君（池　田）　1978 ・12 ・13

前田　博三君（大阪北）　1978 ・12 ・13

大和　清一君（大阪西）　1978 ・12 ・14

　謹んで哀悼の意を表します。

　　於　大阪コクサイホテル

松原RC　12月26日(火)→同日17:00

　　1月９出火)→同日17:00

茨木RC　12川27目(水)→12月26出火)

四條畷RC　12川27日(水)→同日18:00

　　於　宇ハ亭

吹田RC　12月28日(木)→12月26日(火)

　　１Ｈ４日(木)→Ｕ]６出土)

八尾東RC　12月29日(金)→12月26目(火)

　　17:00　於　ロイヤルホテル

河内長野RC　12月29日(勿→12月25口(目)

高槻東RC　12月29口(金)→12目26日(火)

泉大津RC　12川29日(金)→12月26目(火)

　　１月５[行金]→１月６出土)

大阪住吉RC　12月29口(金)→12月27日冰)

大阪城東RC　12月29出金)→12川28日

　　(木)17:00　於ロイヤ･レホテル

大阪難波ＲＣ　１月４口内→１月６日出

東大阪東ＲＣ　１月４目(水)→同日16:30

有田ＲＣ　１月４目(水)→１Ｈ６出土)

　　16:00　於すし忿

豊中北ＲＣ　１川５日(金)→同日18:00

串本ＲＣ　ＩＨ９日(火)→同日18:00

　　於ホテル海月

俘乖恭一
〒530大阪Ili北区中之島5」’113-68

　　　　ロイヤルホテル（５４９吟家）

　　　　TEL.06-443-4521
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ガバナーだより

世界理解週間ですよ.ｹﾞ
ｶﾞバナー伊藤恭一

●

|'?少年交換学生として大阪R.C.でお匯詰した

リン　オドン才､ル嬢は１月５目(兪)大阪R.C.

の例会でお別れのスピーチをしました。米日

数カ月は担当委員も、ホスト　ファミリーも

手を焼きましたが、甲南女子高校生の友情と

先生の厳格な指導で、目に見えて｢よい子｣

になりました。彼女のスピーチを聞いている

と、青少年交換制度は素晴しいものだと思わ

れたでしょう。敬語についても、一応の使い

方を会得しています。彼女の原稿の一部を見

てドさい。彼女は１月12日、多くの同級生に

見送られて伊丹空港を出発しましたが、彼女

の一生には、日本のメモリーが焼き付けられ

(１)ＲＥＮＯＵＦ会長夫妻歓迎会

　ＲＥＮＯＵＦ会長夫妻は３月４日来日し，３月

８日離日する短い期間に束京，広島，福岡で

歓迎会が催されます｡場所の関係で265，266，

268，269，271地区のバスト　ガバナー，ガバ

ナー，ガバナー　ノミニー夫妻とクラブ会長

(会場が挾いため，会長は単独となりました)

の出席を要請され，広島グランド　ホテルで

３月６日(火)17時30分より歓迎合が開催され

ます。

（２）毬庵嬢

　早いもので昨年１月オーストラリアからの
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ているでしょう。同じ日の日本経済新聞の文

化随筆欄に、横浜の桐蔭学園で青少年交換計

画に基き、オーストラリアより一一年間留学し

た、スティーブン・ギブスン君の随筆「剣道

に見た日本の心」は私の心を打つものがあり

ました。特に「のりの昧がわかったとき、日

本語も急速にわかってきた」の一章は、世界

理解の真髄でしょう。

　前月のガバナー月信第８号に、ロータリー

財団奨学生が当地区に来ると伝えましたが、

ＭＩＳＳ ＭＡＲＹ-ＡＮＮＥ ＭＵＮＲＯ ＨＹＳＬＯＰは

１月12日来日し、現在は豊中R.C.の村司悠峰

　二　　　　　　∧コ会員の御好意により

お宅でホーム・ステ

イをさせて頂いてお

ります。嵯峨御流華

道の悠峰教授と、令

夫人の裏千家流の宗

紫宗匠の身近かで、

………=,･,朝夕雰囲気に接する

ことは、日本婦道の

会得に又とない機会であります。こんな恵ま

れた彼女の日本名を「桂庵」と名付けました。

来年３月迄一年間在日しますので、週末や休

暇には各クラブ、各戸－タリアンの暖かな手

をさしのべて頂くようお願いします。一応ホ

スト・クラブが大阪R.C.ですから、お招き等

頂く場合には、大阪R.C.事務所に御連絡賜り

度いと存じます。

　この写真を兄て「やせましたね」とたずね

たら「はい、１ストーン失いました」と中し

ました。　１ストーンは約７厄で、卒業、出発、

留学準備で気を使ったのでしょう。

（３）コニャックの里を訪ねませんか？

　フランス第169地区ガバナーＭＲ．ＨＥＮＲＩ

ＲＯＹより、ローマ大会出席後、第169地区、

即ちフランスの南西部の西は大西洋、南はス

ベイン国境に接するＡＱＵＩＴＡＮＩＡ地方を訪れ

るよう勧誘状が米ました。この地方はＢＯＲ-

一

４

一

　　　クレム・レヌーフＲＩ会長のテーマ

ＤＥＡＵ ＷＩＮＥ、ＣＯＧＮＡＣ､ＡＲＭＡＮＡＣ等の

酒で有名です。最近のフランスのロータリー

活動は活発ですし、英語を話すロータリアン

も多く、コニャックに目のない好事家は見逃

せないでしょう。資料は事務所にあります。

（４）ＩＧＦＲ ＡＴ ＰＥＢＢＬＥ ＢＥＡＣＨ

　ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ ＧＯＬＦＩＮＧ　ＦＥＬＬ-

ＯＷＳＨＩＰ ＯＦ ＲＯＴＡＲＹの1979年ＷＯＲＬＤ

ＣＨＡＭＰＩＯＮＳＨＩＰが５月28日から６月２日の

間、有名なＰＥＢＢＬＥ ＢＥＡＣＨ､ＳＰＹＧＬＡＳＳ、

ＤＥＬ ＭＯＮＴＥの３コースで行われます。

ＣＨＡＭＰＩＯＮ ＦＬＩＧＨＴは120名参加でＨＤＣＰ

は12まで、ＦＥＬＬＯＷＳ･ＨＩＰ ＦＬＩＧＨＴは60名

参加でＨＤＣＰ１３より18までとなっています。

ＣＥＲＴＩＦＩＥＤ ＨＤＣＰとなっていますので、

K.G.U.加盟ゴルフ　クラブはJ.G.A.HDCPを

本年より採用することになっていますから留

意下さい。資料と申込用紙は事務所にありま

すから、２月末迄にお申込み頂き、２名を越

える場合はガバナーで調整することに致しま

す。

（５）ベトナム奨学生特別支援に関して

　ガバナー月信９月15日第４号にて、本件に

関する御礼を申しましたので、御承知頃いた

ことと存じます。

　菅生ガバナー月信５月15日第12号17頁に、

本特別支援醵金の第二年度分として、1979年

３月末日迄に､金1､000円の送金を頂くよう記

載されていますが、御礼で申し上げました通

り、本年度は拾四万円の他は支給該当者がな

く、約270万円を保管致しておりますが、最



近、来年度分として御送金頂いたクラブがご

ざいます。来年度には本特別支援基金より、

特別補助を要すると思われる奨学生が１、２

名おります。地区委員長中村健会員にお願い

して、充分に調査検討の上、特別補助を行う

こともあろうと思いますが、現在残高内で支

給可能と存じますので、別にお願いする迄は

クラブよりの御送金を差し控えて頃きたい次

第です。

　尚、月信第８号で申し七げた通り、２月１

日からベトナムには、ロータリー　クラブが

存在しなくなりますので、ベトナム奨学生の

採用はどうなることかと心配致しております。

しかし現在のベトナム出身者に対しては、従

来通りの暖い手が一層必要となるでしょう。

(６)ロータリー研究会等の連絡事項

(a)ロータリー75周年の祝い方

　１月27日(土)28日田)の両日に亘り、福岡

にて開催された第７回ロータリー研究会は、

向笠R.I.理事の招集の下に23地区の200名を

越える現、及び元R I.役員が集まり、５回の

本会議が行われました。ガバナーとして速か

に会長幹事にお伝えし、併せて会員各位の理

解を得たい次第です。

　前号１月15日月信において、本９号には75

周年記念に関する特集をすると申し上げまし

たが、未だ充分な情報も資料もなく、今回竹

田前R.I.理事より伝達された事項の一部をお

伝えするに止めます。

○地区協議会(６月23日(上))にR.C.の75周

年(記念)委員(長)を招集し、地区75周年記念

委員長に主宰を委嘱し、75周年記念諸事業に

ついて部門別協議会を開くことを要請された。

○1979～80年地区大会(1980年４月５日(金)

６日(上)の予定)に、75周年記念事業プログ

ラムを設け、関連スピーチ、展示等を行う。

○1980年６月１日～５日に行われるシカゴ国

際大会の直前(約１週間)に、アメリカ、カ

ナダのロータリアンは、外国ロータリアン夫

一 ４　－

妻を家庭に招き､ＨＯＭＥ ＨＯＳ円ＴＡＬＩＴＹを

楽しみ、つづいてシカゴ大会に共に参加する

計画が準備されつつある。この場合、ガバナ

ーは地区内の情報を集め、特定クラブに偏在

せぬよう調整をするよう希望があった。世界

理解のためにはこのような計画が相互に行わ

れてこそ、大きな意味があると思います。

（ｂ）３Ｈプログラムについて

　圖崎、島津、本本のR.I.の3H委員より説明

があったが、未だ具体的行動をお伝えする段

階ではなく、地区協議会の部門別協議会にお

いて協議することとなります。なお「75周年

記念基金」は正式にぱＴＨＥ ７５ＴＨ ＡＮＮ-

ＩＶＥＲＳＡＲＹ ＦＵＮＤ ＦＯＲ ＴＨＥ ＤＥＶＥＬ-

ＯＰＭＥＮＴ ＯＦ ＴＨＥ ＨＥＡＬＴＨ、 ＨＵＮＧＥＲ

ＡＮＤ ＨＵＭＡＮＩＴＹ ＰＲＯＧＲＡＭ”であり「3

Hプログラム展開のための75周年記念基金」と

ロータリー研究会で訳されてますから統一し

たい。省略使用として「75周年記念基金」と

両用します。

　前月信において一人当りS15、或はS30の

醵出をして頂いたクラブに対しては、ローマ

大会においてそれぞれ表彰されると申し上げ

ましたが、1980年シカゴ大会の誤りであり申

し訳ありません。

　　「75周年記念基金」の醵出は、ロータリア

ンの自由意志に基くものですが、表彰はクラ

ブ単位であります。

●次期クラブ会長のための研修会開催期間の

　訂正について

　1978年版「手続要覧」の第84ページ、「理

事会は地区ガバナーに、毎年１月２日～14日

の期間内に､」とあるのを、「毎年１月１日～

３月15日の期間内に､」と訂正する旨､国際ロ

ータリー文献東京事務所から通知がありまし

た。

　これにより、当地区では３月10日（土）ＮＣＢ

会館で開催の予定です。

●

●



●

●

１９７８～１９７９年度地区合同

　世界社会奉仕活動の基本方針がきまりました

○本年度もフィリピンのプロジェクトに集中

　援助をいたします。

　昨年第266地区は､フィリピン各地より申請

　のあった14クラブ、15プロジェクトに対し

　て約780万円の集中援助を行ない100％の要

　清に応えて参りましたが、更にその親善の

　絆を強化するために、本年度も、集中的に

　援助を継続することになりました。

○フィリピンよりの援助要請が、ほぼ煮つま

　りました。

　一一郎の継続事業を除いて、昨年度援助を完

　了したプロジェクトは勿論除外をいたしま

　したが、本年度は、10クラブ、11プロジェ

　クトで､予算は、昨年より多少下廻る700万

「奉仕こそわがつとめ」

　　　　　　要約（その４）

　　地区職業奉仕委n　山野種松（大阪北）

　第７章は「人間関係の開拓者」という兄出

しで、どうすれ’ば人間関係を良くできるかを、

ロータリアンの立場から「売り買い」の関係

に例をとって説明しています。セールスとは、

版売員が商品を売ることだけではなくて、医

者や弁護1こ、教会の牧師や学校の先生なども、

患者や訴訟依頼人、信者や生徒などに「奉仕」

を売るセールスマンと言えます。このように

考えますと、人は皆、販売員であると同時に

購買者であります。この意味から人間関係を

改善するためには、販売の技術から学ぶべき

点が多くあるのです。なぜ人は買うかーその

商品が欲しいこと、価格が妥当なこと、品質

が良いことなどが購入の動機となりますが、

　円前後と考えられます。又、これにはクラ

　ブ単独の指定寄付も一一応包含しています。

○贈呈式は、フィリピンR.C.60周年記念式典

　の中で実施される予定です。

　本年度、フィリピンロータリークラブは60

　周年に当り、R.I.会長Clem Renouf氏を迎

　えて、盛大に記念式典を行う予定だそうで

　すが、その式典の中で、当地区よりの援助

　は、伊藤ガバナーより正式に贈呈される予

　定です。時期は54年３月初句です。追って

　連絡申しLげますが、関係者の御出席をお

　まちいたします。

　　　　　　W.C.S.委員長　柳原　博(大阪北)

どの商品にも値札がついておって値段がはっ

きりわかる。商品について質問をすれば詳し

く納得の行く説明をしてくれる。それでいて

売場でセールスがうるさくつきまとわないで、

気楽に自分で決めて買物ができることをお客

は好むのであります。セールスということで

も掘り下げて考えれば、それをＬ手に推進す

るのに必要なのは心の触れ合う良き人間関係

であって、その根底には奉仕の精神がなけれ

ばならぬと説いています。

　第８章は「心の通い路」というタイトルで

労使関係を例にとって、心の触れ合いによっ

て、人間関係を良くすることを説いています。

科学の進歩による発明や、文化交流の発展に

よって、地球上の距離は短縮されたにも拘わ

らず、人間はお互いに、最も素朴な感情や意

思さえも相手に伝えることのむずかしい精神

的孤立を感じることの多いのは何故でしょう

５



か。それは、人間の利己心が作り出す、他人

との間の心の溝によるのです。この溝に「愛

情」という橋をかけることこそ、ロータリー

でいう奉仕の大切な役目であります。労使の

関係においても、使う者と使われる者との立

場の違いが心の通い路の邪魔をしますが、お

屁いによく考えれば労使の間でも、利害の相

反する而だけでなく、一緒に協調して行ける

明るい人間関係の而もあるのです。破壊的な

労働争議は勿論のこと、平常の状態において

も、企業内にくすぶる声なき不平不満が経営

能率を阻害しておることは大きいものです。

これを解消するためには、例えば不平不満を

忍耐強く間いてやる、苦情処理の機関をつく

る、更には積極的に新しいアイディアや提案

規定委員会コーナー

　　　　　　　　要目長　小中義美（和歌山）

　1978年10月～1縁］、RI理事会決定事項抄録

の内、特に規定に関する次の４点をお知らせ

します。

　〔〕）R.C.がその機能を発揮し得ない場合、

　　　R.C.の加盟資格の終結について。

　a）3年間例会を開かない。

　b）6半期以ｈ、人頭分担金を納入しない。

　c）5年以L、Clubとしての活動を行なわ

　　　ない。

　Clubは実情を充分検討の上、R.1.への加盟

資格を終結させるべきかどうか検討すること

を決議した。此の指針に基づいて、アフガニ

スタン、ビルマ、ラオス、キューバ、ベトナ

ムの各国内のR.C.は1979年１月31日付をもっ

て、R.I.への加盟資格を終結させることを決

議した。

　②　職業奉仕週間の制定

　理事会はClubとしてでなく、全ロータリア

ンが職業奉仕の理想を日々の職業生活に於て

実践することを強調するため、職業奉仕に重

点をおいた特別週間として、1979年以降毎年

10月1511を含む一週間を「職業奉仕週間」と

して新たに制定することを決議した。従っ

て在来地区で実施していた地区職業奉仕週間

６

を奨励するなどの方法で、意思の疏通と気持

ちの融和をはかる、労使協議会を持って会社

の現状や方針を詳しく説明し、従業ほ各自に

参加の意識を持たせるなど、いくつかの方法

があります。ロータリアンはロータリーの奉

仕の精神を、私的な信条として、自分だけで

独り占めしておるだけでは、社会に対する奉

仕の機会を逃がしているのです。従業ほたち

がそれぞれの職場で「私たちもまた奉仕せね

ばならぬ、そして実際に奉仕しているのだ」

という自覚を持つように、経営者であるロー

タリアンは指導せねばなりません。こうして

こそ始めて「心の通い路」が聞かれたと言え

るのです。

は今般、新しく制定された「職業奉仕週間」

に合併されることになる。

　③　ローターアクト定款の一部改訂

　1979年７月１目付にて、

　a）標準ローターアクト・クラブ定款、第

４条第１節の語尾から２番目の文節以下を、

次の様に改正した。

　　「ローターアクト・クラブの会員は他のロ

ーターアクト・クラブが存在する隣接地域か

らも当該ローターアクト・グラブの承認を得

て、そして両提唱ロータリークラブヘ通知す

ることを条件として、選挙されうるものとす

る」

　b）標準ローターアクト・クラブ定款、第

５条第３節をﾄﾞ記のように改正した。

　　「クラブ例会、及び理事会の会合は休日、

又は休暇の期間中、理事会の裁量により休会

することが出来る。但し提唱ロータリークラ

ブにその旨通告しなければならない。

　④　追加R.C.の定義について

　理事会は「追加クラブ（additional club）と

は、既存Clubによって譲渡された地域に結成

されたClub、並びに既存Clubの区域限界を共

有して結成されたClubの双方を指すものであ

る」と決議した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　以　ｈ

●

●
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●1979年アジア地域大会（ソウル）

　準備委員長　呉在環氏を訪問して

　　　　　　　第266地区ソウル地域大会委□会

　　　　　　　　　　委０長　木村/iL郎（大阪）

　昨年12月、伊藤ガバナー、千地域大会推進

委員長の御紹介を戴いて365地区ガバナーであ

り、大会準備委以長である呉在瑠氏（C.K.0H）

をソウルに訪問しました。

　呉氏は元文化公報部長官で、その温厚誠実

なお人柄に、先ず深い感銘を受けました。

　今年９月20日より23日にかけてソウルで開

催される地域大会は同氏の提案によるもので、

それだけに何とか成功させたいという熱意に

満ちあふれたお話をお聴きすることが出来ま

した。又、非公式乍ら266地区からの直接の

来訪を心から歓迎して下さいました。

　アジア地域の60％を占める日本から、是非

共2000名以上のロータリアンの来訪を、お願

いしたいとのことでした。

　「日本人にとってもそうでしょうが､韓国人

にとっても、日本は最も近くて遠い国である

というのが現状です。今迄お互いに過去の歴

史にこだわりすぎて、本当の人間的なつきあ

いが出来ていなかったのではないでしょうか。

お互いに見て見ないふりをして。

　外交の世界は、ギブ･アンド･テイクが原則

かも知れませんが、我々ロータリアンは与え

ることに本当の喜びを感じるものではないで

しょうか。

　一度しか生きることの出来ないこの世で、

誰かがやらねばならないこと、日本人と韓国

人が一つの心になるということ。これをロー

タリーを通じて実現するということは、本当

に偉大な仕事ではないでしょうか。人間が愛

しあう姿、人間的社会とはこのようなものだ

ということを、私は今度の大会を通じて世界

の人びとに見せたいのです。　７万人の日本の

ロータリアンと8000人の韓国のロータリアン

が手を取り合って努力すれば、必ずやこれは

実現出来るものと確信しております｡」

一 ７　－

　呉氏のは葉の一一つ一つに、私の心は何か強

く打たれるような思いがしました。

　呉氏は、ゴルフトーナメントその他のこと

も色々計画しているが、今度の大会はホーム

ホスピタリティーに重点を置いて、正味の人

間的なふれ合いが出来るようにしたい。その

為にも、今度の大会には是非奥様御同伴で御

米韓戴き、家族ぐるみのねつき合いが出来る

よう願っているし、日本のクラブと姉妹提携

を結んでいるクラブに、大会が終ってから１

日か２日御案内して、観光と共にクラブ員相

互の心のふれ合いを深めて戴けるよう、地区

別アジア大会的なものを実現したいとのこと

でした。

　北との絶えざる対決を続け乍ら、今日のよ

うな驚くべき高度成長をなしとげた韓国の方

々の努力に対して、心から敬意を表しており

ますが、呉氏の御指摘の通り、両国民の間に

は、まだまだ解決しなければならないものが

残されているようにも思えます。　９月のソウ

ル大会には是非、多数の皆様に御出席戴き、

会議や観光や見学だけでなく、呉氏の理想、

ひいては我々両国民の理想の実現の為にも、

何卒多大の御援助を賜りますよう、お願い中

し上げる次第です。

●|.C.G.F.(第１組)開催さる

　１月20日(土)12:00～17:05、和歌山県商工

信用組合本店大会議場で、田辺東ＲＣホスト

のもと、参加10RC会員(517名)全員登録(各

自2､000円)の協力で実施され、終始活発な意

見が発表されて有意義な会合であった。

　○当日参加者

　　　ガバナー　　　　　伊藤　恭一

　　　ゼネラルリーダー　田宮　　佐

　　　パストガバナー　　大谷　一雄

　　　パストガバナー　　藤沢　元雄

　　　ガバナーノミニー　伊瀬　芳吉

　　　地区幹事　　　　　五十嵐有爾

　　　海南RC　37名　　海南東RC　27名



1.C.G.F.(第１組)会●にて

御坊ＲＣ

新宮ＲＣ

串本ＲＣ

17名

24名

御坊南ＲＣ

那智勝浦ＲＣ

27名　　白浜ＲＣ

　　田辺RC　27名　　田辺東ＲＣ

　　地区委員　２名　　参加総数

○クラブ奉仕部門フォーラム

21名

15名

22名

39名

264名

　　リーダー　　北野　節洋（串本）

　　副リーダー　　宇恵　治郎（々）

　　（テーマ）

　　○いかにして出席率を向上させるか。

○国際奉仕部門フォーラム

リーダー　　中城　忠孝

副リーダー　　羽山　秀夫

けーマ）

（白浜）

（々）

　　1.世界社会奉仕について

　　2.マッチドクラブについて

○青少年奉仕部門フォーラム

　　リーダー　　瀬見　梢介（御坊南）

　　副リーダー　　津村錬之助（　々　）

　　（テーマ）

　　○青少年のグループづくりについて。

○ロータリー財団について

　　財団推進委員　山中　静（和歌山南）

○米山記念奨学会について

　　米山記念奨学会委員　林　喜兵衛（海南）

　　　（第１組I.C.G.F.幹事　榎本　喜守）

８

地区委員会開催記録

青少年交換委員会　交換学生送別会

　１月５日（金）13:30～15:30

　於ロイヤルホテル

財団奨学生オリエンテーション

　１月８Ｈ（月）13:00～15:00

　於イトウビル

規定委員会　リD7日（水）

　14:00～］7:00　於ガバナー事務所

青少年活動委員会

泉北ブロック（ホスト・高石RC）

　11116日（火）　於新宛洋

泉南ブロック（ホスト・岸和田ＲＣ）

　１月17日（水）　於泉州ビル

河内南ブロック（ホスト・河内長野ＲＣ）

　１月26日（金）　於河内長野商工会館

河内北ブロック（ホスト・東大阪中ＲＣ）

　１月29日（月）　於近鉄百貨店

時間はいずれも13:00～16:00まで開催。

ポール・ハリス・フエロー

次の方々にポール・ハリス・フェローの

称号が贈られました。

山中　博（LI　塚）

力身俊男（大阪城南）

糸川清一郎（田　辺）

植田高三（豊　中）

高橋茂男（藤井寺）

麻野新次（藤井寺）

藤本昇治（藤井寺）

太田　　登（藤井寺）

黄塚正文（藤井寺）

米山功労

1978 ・ 12 ・ 11

1978 ・ 12 ・ 11

1978 ・ 12 ・ 11

1978 ・ 12 ・ 11

1978 ・ 12 ・ 11

1978 ・ 12 ・ 11

1978 ・ 12 ・ 11

1978 ・ 12 ・ 11

1978 ・ 12 ・ 11

次の方々に米山功労者の称号が贈られま

した。

伊藤　安

佐藤桂･一一

馬場一一雄

井上幸次郎

(豊　中)

(大阪難波)

(豊　中)

(河内長野)

1978 ・ 11 ・ 7

1978 ・ 11 ・ 13

1978 ・ 11 ・ 17

1978 ・ 11 ・ 30

●

●



●

●

三木　謙

11』|]寅泊良

岡本国雄

橋本忠徳

矢倉甚兵衛

安田慶輝

石井良幸

蔵川龍七

(堺泉北)

(大阪城束)

(大阪難波)

(和歌山南)

(田　辺)

(束大阪)

(茨　木)

(大阪束)

1978 ・ 12 ・ 11

1978 ・ 12 ・ 11

1978 ・ 12 ・ 19

1978 ・ 12 ・ 19

1978 ・ 12 ・ 20

】978 ・ 12 ・ 25

1978 ・ 12 ・ 26

1978 ・ 12 ・ 29

●ハ尾東RAC認証状伝遺式挙行さる

　山脇八尾市長、伊藤ガバナー始め多数のロ

ータリー関係来賓を迎え、41のクラブ(内RAC

18クラブ)から199名(内RAC76名)の参加を得

て、昨年11月11日創立された八尾東ロータ

ーアクトクラブ認証状伝達式を、去る１月19

日ハ尾市農協会館で行った。厳粛な式典に続

いて簡素ながら心暖まる和やかな交歓の一タ

を持つことが出来た。

　丁度１年前、八尾東ＲＣでは本ロータリー

年度の役員による第１回の集りを侍った。そ

の席上、久保田会長から種々検討の結果とし

て本年度RACを結成しようではないかという

提案がなされて以来１年、公式に活動を開始

した昨年７月から約６ヵ月、その間当初の計

画通り文字通りスケジュールにそって順調に

進展し今日を迎えたことは、関係各位のご協

力によるものと感謝している。

　現在RAC会員は21名(内女子7名)で会員

構成は年齢、性別、職業などにおいても程よ

くバランスがとれており、資質においても相

当なものであると自負している。われわれは

これら有為の青年が次代の指導者として、す

国際ロータリー第266地区

ガバナー

くすく育つように、又ロータリーの目指すと

ころを体得してくれるように、スポンサーク

ラブとして良きguidanceとcounse1　を続けて

いきたいと考えている。ユニークなクラブカ

ラーをもったactiveなクラブに育ってくれる

ことが私達の希望である。

　　　　　　　(ハ尾束ＲＣ幹事　西川貞夫)

　　　　　　敬　　弔

戸田幸平君（大阪東）　1978 ・ 12 ・ 2

榎本誠三君（田　辺）　1978 ・ 12 ・ 15

能口加都央君（大阪大淀）1978 ・ 12 ・ 28

生駒権七君（大　阪）　1978 ・ 12 ・30

　謹んで哀悼の意を表します。

●例会日時、例会場変更

　粉河ＲＣ　１月３日(水)→１月６[](土)

　　於　貴志川町マルナカ食堂

　八尾ＲＣ　１月10日(水)→同日17;00

　　於　一栄

　白浜ＲＣ　１月12日(金)→同日17:00

　　～17:45

　ハ尾東ＲＣ　１月19日(金)→同日17:00

　　於　ハ尾農協会館

　大阪心斎橘ＲＣ　１月20日(土)→１月19日

　　(匍17:00於　西尾

　東大阪中ＲＣ　１月22日(月)→同日

　　17:30於　大成閣

　富田林ＲＣ　１月25日(木)→１月20日

　　(土)16:30於　天王寺都ホテル

　豊中３ＲＣ合同例会(ホスト・豊中ＲＣ)

　　Ｉ Ｍ２３日(火)於ホテル・アイボリー

　　豊中南ＲＣ　　１月25日(木)を変更

　　豊中北ＲＣ　　１月26日(金)を変更

俘壽凍－

- ９　－

〒530大阪市北区中之島５ ｒ目3-68

　　　ロイヤルホテJﾚ（５４９号室）

　　　TEL.06-443-4521
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　　　ｶﾞﾊﾞﾅｰだより》

式訪問を終
　ｊ兄 て

ガバナー伊　藤　恭　一

－ 一 一

●

●

（1）1980－81年度R.|｡会長ノミニー

　フィンランドのHelsinki-11elsingfors R.C｡

（D -142）のMr.Rolf J.Klarichが選ばれま

した。写真やロータリー歴は「友」に掲叔さ

れるでしょうから御承知下さい。唯一つガバ

ナーからのお願いがあります。ロータリーで

は生年を示しませんのでお問い合せはヽ一切し

ないで下さい。昨存ガバナー事務所にＲＥＮ-

ＯＵＦ会長の年齢を度々聞かれ、秘書が存じ

ませんと回答したら「そんなこと知らんで秘

書が勤まるか」とお叱りをうけ秘書は泣きべ

そをかいていました。

　（２）重要な数字を覚えておいて下さい。

　１月15日月信８号でお伝えした通り，ベト

ナム他４カ国の喪失とドミニカの加入により

150国となり,18,010R.C.と1976年11月から25

ヵ月で1,000クラブの増加を達成した訳です。

会員数は835,300名であり,ＲＯＴＡＲＡＣＴ ＣＬ

ＵＢは,３,０３０，１ＮＴＥＲＡＣＴ　ＣＬＵＢは3,494

となりました。尚当地区は84クラブのままで

すが，年度内に２クラブの拡大の可能性があ

ります。

(３)公式訪問の所感

　率直に申して地区内84R.C.の公式訪問を６

～７ヵ月で完遂出来るかと不安に思いました

が、各R.C.の熱心な御協力と正しい御理解に

よって、７月11日大東R.C.を皮切りに２月１

日大淀R.C.を最後にガバナーとしての最大の

任務を終えて感無量です。今この半年を振り

返ってこんな密度の高い人生勉強の機会を与

えて頂いたことに対し感謝の念に浸っています。

(a)会長幹事懇談会

２－

　名前の通り会長、幹乍とガバナーの心の触

れ合いの場をもち、続いて行われる例会やク

ラブ協議会にもヽいて会長幹事が毛ヽ安らかに司

会し指導されるための素地造りの場です。従

って前会長、副会長、次年度会長、副幹事や

S.A.A.等が参加されることは好ましくありま

せん。クラブ運営の重要事項を承ると共に心

の触れ合いを重点に考えましたし、それが正

しかったと思っています。

(b)例会について

　何事にも長短、裏表がありますが、例会場

に立派なホテルやレストランを選ばれる場合

は、運営に楽でしょうが費用の面で問題があ

りましょう。特に食事を外註される例会場の

場合は過不足が生じ易く、今日は欠食Ｓ．Ａ．Ａ．

だとの話も聞きました。例会場にバーを特設

せられ、親睦を計られるのは結構なことです

が、新しい道文法の飲酒運転にロータリアン

は絶対にならぬよう留意下さい。

(c)リボンフラワー

　多くのクラブではガバナーのため立派なリ

ボン　フラワーを準備して頂きましたが、ガ

バナーは部外者ではなく一般のゲスト　カー

ドで充分です。その他のICGF等の会合にも

リボン　フラワーは不必要です。外部の方を

お招きする地区大会とか創立記念会等は別で

しょう。

(d)例会､協議会の司会運営について

　例会におけるガバナーの卓話のため30分を

留保して頂いた会長幹事の御苦心を感謝致し

ます。一般的に委員会報告や業務報告に死節

時があります。特にマイクを使用する場合に

目立ちます。東京の国際大会にても、国際協

議会にても次のスピーカーは早目に現スピー



●

●

カーの斜め後ろに控えており死節時を消去し

ているのは見習うべきでしょう。

(e)クラブ協議会

　協議会に入会１乍未満の方の出席を要請さ

れる場合多く大変有意義であります。ガバナ

ーとしても熱が入ります。一方委員長が欠席

の場合に代理者の出席のないクラブもあり、

かにしい実情は承知しながらも、やはり当該

委員会から一人の参加は必要です。クラブに

よっては前週に予行協議会を行なわれること

もあるようですが､その必要はないと思います。

(f)出席免除という言葉は使わないで下さい。

　R.C.定款第８条第５節(c)(d)により｢出席規

定の適用を免除されたい希望を理事会によっ

て承認された会員は、本クラブの出席記録に

算入されない｣が､簡単に出席免除とか出席免

除会員とかは使わないで､必ず｢出席規定適用

免除会員｣という用語にして頂きたい｡大阪R.

C.には大体60名前後いらっしやいますし､某ク

ラブで俺を出席免除なんて云うなよ、邪魔者

扱いにするなという発言を聞いたことがありま

す｡更にひびきがよく敬老精神の溢れるネーミ

ングをしたら如何でしょう｡ザ　ロータリアン３

月尽･に“Dor7tcallme Senior Citizen!"という

小論が載ってます｡関連するものがあります。

　(４)３Ｈプログラム展開用のスライド等

　スライド　フィルム42枚､朗読用台本及び、

Renouf会長のメッセージ原稿､会長メッセー

ジ　テープ(英語及目語)、質疑応答用カード

(このカードは本月信4､5頁に転載)が送られ

て参りました｡スライド及びテープを複写し９

組ありますので御利用下さい。更に75周年記

念クラブ事業計画(1980A-J)は各クラブに送

付されていますし、75周年記念キットは在日

文献事務所で和訳中です。

　（５）地区協議会の年度呼称について

　地区協議会はガバナー　ノミニーが国際協

議会に出席し次年度のための種々の情報や講

:3

　　クレム・レヌーフＲＩ会長のテーマ

演を受けて行うものですから､今後当地区にお

いても来る６月23日出の表示は｢1979-80年度

のための地区協議会｣と致します｡R.I.から送付

される資料も｢1979-1980年度のための云々｣

と表記して送られてきます｡勿論実施日及び場

所は1979年６月23田L□仁○に於てと記載し

ます。

　(６)ＩＧＦに統－します

　ロータリーの友1月号言)頁投書箱に｢ＩＣＧＦ

かＩＧＦか？｣の投書に対し在日文献代行者とし

ての入江直祐P.G.の回答が出て居ります｡あの

回答が｢友｣に出された以上8万人の我国ロータ

リアンが読んで居られるので統一すべきものと

思い､2月８口地区諮問委員会がありましたので

雑件として報告し明年度７月１日以降ＩＧＦに

統一することと致しました。反対兄解もあっ

たことを申し添えます。

　(７)ロータリーの友への御協力を謝す

　昭和54年度のダイアリー(濃紺の表紙)とカ

レンダーの当地区からの中込数は圧倒的多数で

｢友｣事務所から感謝されました｡ダイアリーは

売卜7､687部に対し当地区は844部､カレンダー

は売卜7､977部に対し当地区は980部の買上げ

を頂き、クラブ単位､会員単位としても圧倒的

な御協力でありました｡このような御協力があ

りましたのでガバナーとしてはロータリーの友

の編集､運営等についても強い要望を致して居

ります｡尚1979～80年度の｢ロータリー会員名簿｣

は従来通りとし､上ド１セットで約3､000円の予

定です。御注文総部数は前年の１割増を予定

して居り第１次締切日の３月20日迄にクラブ

単位でお申込ドさい。
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保健，飢餓追放および人間性尊重のプログラム

　　　　　に関する10項目の質疑応答

第１問　このプログラムは共同事業ということに

なりませんか　　もしそうだとすると、ロータリ

ーの既定方針にもとるのではありませんか？

　R.I.理事会は次のように決定してむります。

　「国際ロータリーが国際ロータリーという団体と

して、特定の事業や計画を□崔したり、また、あ

る共通の事業なり計画をきめ、それに、すべての

ロータリー・クラブをそれぞれのクラブのレベル

で協力せしめるというようなことは、国際ロータ

リーの目的の範囲外のものに属する｡」（1978年版

手続要覧、165ページ参照）

　保健、飢餓追放および人間性尊重のプログラム

は、すべてのクラブに参加を強制するものではあ

りません。　しかし、すべてのクラブが参加できる

プログラムであります。参加、不参加は各クラブ

が任意に決めることになります。ですから、これ

は「共同プログ｀ラム」ではありません。保健、飢

餓追放および人間性尊重のプログラムは、単に、

他の方法では大きすぎて手が出せないような規模

の奉仕事業に個々のロータリー・クラブが容易に

参加できるようにするための組織機構にすぎない

のであります。

第２問　このプログラムの経費は新しい基金によ

って賄われるとのことですが、どうしてロータリ

ー財団の基金を使わないで別に基金を設けるので

すか。

　保健、飢餓追放および人間性尊重のプログラム

の第一一の目的は、ロータリアンが直接個人的に参

加する大事業を推進、実施することにあります。

ですから、事業に参加しているロータリアンの旅

費その他の経費は、多分この基金から支払われる

ことになりましょう。

　しかし、財団の基金は､(研究グループ交換チー

ムのリーダーの場合を除き)、ロータリアンはもと

よりその近親者或は扶養家族には一切支出できな

いことになっています。

　一方、保健、飢餓追放および人間性尊重のプロ

グラムにおいては、その基金は、|ﾓとして、ロー

タリアンが参加する事業に使われることにな-Jで

います。

第３問　保健、飢餓追放および人間性尊重のプロ

グラム実施のための創立75周年記念基金は誰が管

理するのですか？

　国際ロータリー理事会が管理します。理事会は、

その執行委員会を通じて、諸国のロータリアンで

構成された世界的な委員会の勧告に基づいて、基

金を使用する方法、時期を決定することができま

す。

第４問　その基金はどんなタイプの事業に使われ

るのですか？

　基金は世界的なニーズに関連した大事業に使わ

れることになｰ』でおり、先ず最初は、子供を対象

とする事業一具体的に申しますと、大勢の子供

たちに免疫性を与えることに使われることになっ

ています。しかし、ほかにもいろいろの事業が行

なわれましょう。すなわち、この３Ｈプログラム

の発展に伴って、飢餓状態の緩和、栄養の改梓、

大勢の人びと、とくに「第３世界」諸国の人びと

の生活向上をはかるためのいろいろな事業が立案、

実施されることでしょう。

第５問　現在すでに、開発途上国すなわち「第３

世界」諸国の問題解決に専念努力している機関が

ほかに沢山あります。その多＜は、R.|｡の基金を

はるかに上回る資金を持っているのですから、わ

れわれはただそういった機関に金銭を送るだけに

して、あとはそれらの機関に任せたらどうでしょ

う９

　この保健、飢餓追放および人間性尊重のプログ

ラムは単に「金銭」を寄付するだけのプログラム

ではありません。これは個人材個人のプログラム

なのです。そして、種々の事宴のための経費と、

個々のロータリアンが微力ながらも直接大嘔裳に

１
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●
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参加協力できるようにするために設けられた組織

機構の経費とを賄うために金銭が必要なのであり

ますぃロータリー員外のﾄ月体で、このように個人

個人がそれぞれ各自の知識、経験を持ちよって活

動が行なえるほどに人材に恵まれている団体はほ

とんどないと思います。

第６問　われわれロータリアンが、他国の人たち

と協力して働くことによって、ロータリアンの「イ

メージ」が高められることになりませんか？

　そうなりましょう。無論これがこの３Ｈプログ

ラムのれたる目的ではありませんが、しかし歓迎

すべき副産物といえましょう一一そして、人間の

行為をすべて冷笑するような傾向が強まりっっあ

る現代においては、奉仕の理想を標榜しかっその

実践に努めている団体の一員としてのわれわれに

対する一般の人びとのよりよい理解、認識を得る

必要があります。

第７問　このプログラムは、集団、おそらくは。

　「第３世界」の大勢の人びとを対象とした免疫性

付与といったような大事業にのみ適用されるので

しょうか？

　そんなことはありません。創立75周年記念基金

は、↑ﾓとして、そういったタイプの乍業に使われ

ることになりますが、しかし各クラブ各地区はそ

れぞれ地元レベルの事業を始めるようすすめられ

ることになっています。その場合クラブや地区は、

R.I.の保健、飢餓追放および人間性尊重プログラ

ム委員会れょび中火111務局のスタッフから肋片や

指導を得られましよう。

第８問　保健、飢餓追放および人間性尊重のプロ

グラムの事業は、単なる「援助」事業なのでしょ

うか、それとも実際的な食糧生産技術や衛生知識

なども教える教育的なものでもあるのですか？

　単なる「援助」44業ではありません。病気を治

すことよりも、それを予防することを目的として

おり、そＬてとくに、慈善を行なうことよりも自

助の精神の涵養に努めるものであります。

　このブログラムのねらいは、?’1『iのニーズにで

はなく、そういったニーズを時間をかけて根本的

に解決することにあるのです。

第９問　たとえ､目標額の1､200万ドルかまたはそ

れ位の寄付金を集めることができたとしても、こ

の３Ｈプログラム基金は、必要とする経費総額と

＝

、 ）

いう点から言えば、ほんの「大海の一滴」にすぎ

ないのではないでしょうかり

　たしかに、たとえばワクチン接種という事裳だ

けで、いとも簡単に全額を使い果たすかもしれま

せん。しかし、この基金はそういう風には使われ

ません。

　この基金は、いわば、触媒というか「呼び水」

の役割を緊たすことになるのです。つまりこれに

よって、他のいろいろな機関や人びとの支援を引

き出そうというわけです。たとえば、ロータリー

が持っているロータリアンという人的資源とそれ

ぞれの専門知識、技術、地域社会の支援、はては

国や地方行政府の協賛など、任意参加の性格の強

い、入念に立案された立派な事業に対しては、従

来の例からみても､一国家の対外援助資金が得られ

ることは明らかですし、民間の財団の中にも資金

を提供してくれるところがあります。

第10問　この３Ｈプログラムと他のロータリー・

プログラム、たとえば世界社会奉仕プログラムや

FAIM（Fourth Avenue in Motior1一―第４奉仕部

門の活動）との間に矛盾や重複がありませんか？

　保健、飢餓追放および人間性尊重のプログラム

はいろいろの点で世界社会奉仕プログラムやその

関連プログラムと類似してむりますし、またその

目標はいずれも同じで、理解を推進し善意を育成

することにあります。しかし、その規模ははるか

に大きいのであります。

　匯界社会奉仕はクラブ対クラブ｀または地区対地

区で行なわれます。･方、保健、飢餓追放および

人間性尊重のプログラムは、こういった地域的な

わくを越えて、世界中のロータリアンの力を結集

することになります。従ってこの３Ｈプログラム

では、重点をおくべき分野ならびに規模において

われわれの奉仕活動に新生面をひらく、従来とは

異なった取り組み方が示されましょう。

　　　　　国際大会・今後の予定

ローマ（イタリヤ）　1979年６月10目～13目

シカゴ（アメリカ）　1980年６月１目～５日

サンパウロ　　　　　1981年５月31目～

　　　いうジル）　　　　　　６川４目

ダラス（アメリカ）　1982年６月６目～拍目

トロント（カナダ）　1983年６月５目～９目



次期クラブ会長研修会で、会長のありかたについて説明する伊藤恭､一一ガバナー

次期クラブ会長のための研修会開催／

　第266地区次期クラブ会長研修会は3月10日

(土)13:00～16:00、大阪市ロイヤルＮＣＢ会

館で開催､地区84クラブ中78名が参加した。伊

藤恭一ガバナーの開会のあいさつ、来賓の紹

介､古田幹事の諸報告のあと、13:25より本会

議にうつり、終始真剣な研修が行われた。

　説明リーダー　ガバナー　伊藤恭一

　討論リーダー　池田ＲＣ　築山義雄

　議題　1.どんな会長になりたいと思うか９

　　　　２．会長の必要参考資料の再検討

　　　　　会長必携、手続要覧、国際ロータ

　　　　　リー出版物日本語版カタログ

　　　　3.会長とクラブ委員会

　来賓　原田、森、塚本、井関、峯村、平井、

　　　　田宮、藤沢、菅生各Ｐ．Ｇ、飯沼G.N。

　なお、本会議に先立って、木村五郎アジア

地域大会委員長より、9 Jj20[1～23Lにノウル

一

巾で開催される攻城人:分についての払活かあ

り各種資料ポスター等が配布されノレ

　●ガバナー・ノミニー事務所

　　　　　　　　　　２月16日に開設

　国際ロータリー第2肪地区伊瀬芳占ガバナー

・ノミニー･外務所はド記の通り開設された。

ｏ開設月日　1979年2016目（金）

　　　　　　　　（但し分室は６月１目から）

○場　　所　〒563池田市栄町２番１陪

　（事務所）池田阪急ビル５Ｆ

　　　　　　電話　池田（0727）53－2231

　（分　室）〒530大阪市北区芝川町2 j‘目

　　　　　　２游１禄　新梅田ビル７Ｆ

　　　　　　　（但し６Ｈ１日から）

　　　　　　電話　大阪（06）372－5495

0執務時間　月曜～金曜　午前9時～午後5時

　　　　　　　（分掌は月・水･金の午･後のみ）

　　　　　　土曜　午前９時～正午

〇休　　日　日曜・睨祭日　年末年始12月

　　　　　　30日（日）～１月４日（金）

なお、1979年７月以降も引続き当所をガバナ

ー事務所と致します。

６

●

●



●

●

｢奉仕こそわがつとめ｣
　　　　が約（その５）

地区職裳剔L･頷II付|伺　藤沢尼拙（和剔1目

　第九章　従業員に対する公正な扱い

　雇用の契約は誠意なしには出来ません‥誠

実な仕事は嘔業の成功に絶対必ｌだからで一仁、

誠実な従業11は最大の資産であります。又従

業11にと９て契約は最も大切なものです。そ

れはその事業体に自己の全生命を投資してj､ﾘ

るのですから。適性検査や業務分析は適性1!

置などの参考になるでしょうが、これで給与

を決めるわけにもいきません。能力、生産増

加の点数制､勤務､浮定、これらで雇主の方でも

公正を示す方法とはいえません。結局、雇主、

従業員共に心からの友情と好意にまさる公正

はありません。ロータリー事務局の実状も毎

年毎flそ新しいメンバーにfl:える従業員の方々

が喜んで勤務してドさるのも、愉快な労働条

件と健康的ａ友好な職場環境が彼等に満足感

を与えているからでしょう。沢山の事例が挙

げられていますが、結論的には、好意と、真

摯な努力を吹き込もうとする雇主の誠意によ

ってのみ公正な取引きが確立されると云えま

しょう。

　第十章「ロボットか人間か」

　第一一産業革命により技倆に打ち込む喜びは、

朧械の奴隷と化し筋肉力を機械力に置き換え

られた。又今や第二産業革命はオートメーシ

ョンが人間の判断を機械の判断に置き換えよ

うとしている。既ちロボットが人間の機械的

能力をより正確に行使しようとしている。正

しく利用されればオートメーションも成果が

挙がるが、企業が人情深いものにならない限

り又雇主や従業員凡てが、苦労も野心も成果

で分ちあう気持になって働かない限り平和な

世剔よ築かれない。大企業といえども人問昧

を失えば終りであって、健全な労働者は不満

－

／

を持つ労働者より貿に於てj川l!に於てもより

まさるbU陪挙ぼるでありましょう｡経済力

だけてﾘ11fでも出来た時代は過ぎて人間性の尊

重、従業ｎ　･人　一人を絶対に･個人として尊

影1-る事を忘れられません。ロボットか人間

か、こねは結局自淳心の問題でしょう。自ら

の仕･μに誇りを持ちその重要性を感じている

労働者は幸福です。ロボットで無いからです｡

屯ヽがあるからで一仁ロボットも大きな機械も、

凡て正しい人間によってのみ操作されるべき

でありましょう。

●|.C.G.F.（第７組）開催報告

　第７組1.C.G.F.は直大阪東RCホスﾄで、1979

年２月311（土）節分の佳き日、最近にない満席

に近い参加を得て、石切青龍において開催:

12:00定刻開会し、今までの1.C.G.F.のカラーを

破･』だユこークな内容で、盛会裡に17 : 00閉会し

ま1.た｡

　当日出席者

　　ガバナー　　　　　　　　　伊藤　恭一

　　ゼネラルリーダー　Ｐ．Ｇ．乎井常次郎

　　　　　　　　　　　Ｐ．Ｇ．原田　秀雄

　　　　　　　　　　　P.G.峯村　英薫

　　　　　　　　　　　P.G.田宮　　佐

　　　　　　　　　　　P.G.菅生　謙三

　　　　　　　次期ガバナー　伊瀬　芳吉

　　　　　ガバナーノミニー　飯沼　　剛

　　　　　　　　　埋!区幹4i　･/i l一嵐有爾

　　　　　地区財|.t!推進委員　岩崎　純・

　　地区米山記念奨学会委員　中村　重一

　　門真Rc　13名　守rlRc　25名　大阪城北

　　RC　19名　大阪東RC　26名　大阪城東R

　　C　19名　大阪城南RC　35名　東大阪RC

　　22お　東大阪中RC　17名　東大阪東RC

　　37名

　　特別参加　豊中北ＲＣ　１名　　　計224名

●フォーラム議題およびリーダー

　（1）ロータリー創立75周年記念事業について

　　リーダー　　　北野武治（門真ＲＣ）

　　サブリーダー　上村　登（　々　）

（2j　3Hと世界社会奉仕

　　リーダー　　　行田-典（大阪東ＲＣ）

　　升ブリーダー　河ﾄ英夫（

C31　国際児廠年の地区活動について

少
）



リーダー 棚橋弔（大阪城|刺ＲＣ）

　　　サブリーダー　jl匯両為モ（　　　・

●講演　ライラの咀変性について

　　地区冴少年サービス頷IIHIUII　田宮　佐

●報告事項

　３Ｈについては菅生P.G.より、ロータリー財

　団推進、米山記念奨学会については、岩崎、

　中村両地区委員より現状報告があ-Jjた。

）

●|.C.G.F.（第10組）開催

　哨266地区第10組のI.C.G.F.は枚方ＲＣのホス

トで、1979年２月10日（土）枚方北大阪商工会議

所４階大ホールに於て開催された。参加クラブは

天眼、机方-くずは、寝屋川、大阪西北､大阪西南、

大阪淀川、四條畷、特別参加大阪阪南、そしてホ

スト枚方の９ＲＣで、12時開会、17時30分無嘔閉

公した。

　当日出席者

　　ガバナー　　　　　　　　　伊藤　恭-‥-

　　ゼネラルリーダー　　　　　尾形　繁之

　　バストガバナー　　　　　　原田　秀雄

　　　　　４　　　　　　　　　　布村　契薫

　　次期ガバナー　　　　　　　伊瀬　芳内

　　地区幹‘1｛　　　　　　　　　/□･嵐有爾

　　地区財［･月推進委14　　　　　平野犬太郎

　　旭吸米1lj記一息?会嘔i11　　　　楠田　高-ﾓ

　　賭佃院ｸﾞﾙｰﾌﾟ交換圏･1　　　　新谷　　聡

　　交換学生　エリザベス・アン・アボット

　　　　　　　　　　　　　（通称　リビー）

　　大束Rc　23t;　枚方-くずはRc　25牝

　　寝屋川RC　25名　大阪西北RC　18名

　　大阪西南RC　30私　大阪淀川RC　23名

　　四條畷ＲＣ　９名　枚方RC　53名

　　大阪阪南ＲＣ　２名　　総計218名

　部門別討論

　●職業奉仕、社会奉仕

　　　リーダー　　徳永　篤「i」（大阪淀川）

　　　副り一一ダー　小川　安房（　・　）

　　　｛｡テーマ｝

　　　Ilij窒組合への奉仕と地域社会への奉仕

　●青少年奉仕

　　　リーダー　　福田　隆夫（寝犀川）

　　　副リーダー　眼　　平介（　＆　）

　　　　（テーマ）

　　　　１．地域社会の青少年と共に学ぶ奉仕：

　　　　　その剌列と問題点

回

　　　２．インターアクト、ローターアクlヽに

　　　　　ｰ’Jいて：そのありかたとIll!題点

　●ロータリー財団報告

　　　ロータリー財団推進呑口　ず野火太郎

　●米山記念奨学会報告

　　　米山記念奨学会委ｎ　　　舶HI　高モ

　●研究グループ交換報告

　　　財団研究グループ交換l･!旧　新?i　　聡

　●国際奉仕

　　　コーディネーター　式地　　　浩（枚ﾉ月

　　　パネラー

　　　マッチド地区　松井　謙・（大阪西北）

　　　青少年交換　　大川進‥･郎（大東）

　　　世界社会奉fl:　隅田　行･刃（大阪西|刺）

　　　研究グループ交換　永井訂‥l（枚･方-くず出

　当日は生憎の雨天にもかかわらず、多数の会い

出席、終始活気ある討論が行なわれ、中途退席肴

も無く、各部門別討論も実例を中心に行なわれた

ので抽象論に陥ることなく、実効多きフォーラム

であった。

●堺ＲＣ会員有志、台湾で元米山奨学生と旧交を

　温める

　　　米山記念奨学会委日長　中村　健（箕面）

　昨年12 H 10 日、堺ＲＣ会□有志は、台湾の台中

刺刺ＲＣ創立10j､剔f､M念式典に参加したが、台北

飛行場へｰ行が到着するのを防ち受けていた現地

ロータリークラブの大びとと共に、延ロータリー

米山奨学生6 t;が姿を見せ、尾形P.G.や飯1･rlG.N.

等の、米山奨学生･li業に特に熱心なロータリアン

たちを感激させた。その夜は石門水庫のホテルに

も･ける歓迎晩餐会に出席し、大いに|ﾛ交を温める

ことができたとのこと。6 1;の氏名は次の通りで、

大学の完生や、政府役所、研究所の要職にあり、

また民間会社の社長もいる。

　蒋維源、楊恭毅、梁逸（堺ＲＣ）

　昌美芳（堺|勧ＲＣ）

　荘歌銘（大阪1叔ＲＣ）

　林彩梅（大阪城南ＲＣ）

　米山奨学生は、日本滞在中はいろいろ親身な匯

､活をすることができるが、一一||｡本国へ帰ってしま

-Jた後はややもすれば縁が遠くなってしまうこと

が多か９たが、今後゛アフターケアzの必要性が

痛感されている折柄、やい･度に６人もの方たち

と歓談し、その人たちが社会的に活躍しているの

を確認できたことは、まことに有意義であったと

　　　　　　　　　　　　　　　（P.1（）ﾊ､-J-jy」

●

●



●

●

ポール・ハリス・フエロー

次の｡方々にポール・ハリス・フーバ.J－の

称号が贈られました。

山中 聡裕

指1吸f一之助

|凡i野1'!次郎

小島　公価

､゛f沢　寿忠

松本　庄蔵

件田　安穏

伊瀬　芳吉

菅内敬太郎

西浦　博章

嶋田　祐史

前|.11　景治

大島　正大

山本藤太郎

中日.|　　肇

宮田敏之佑

件沢　寅男

戸田　尚三

中田　IFE信

捕野　　明

佐藤　　消

井本　誓願

松本　政弘

川嶋　津雄

中内　正海

小池　忠男

ｈⅢ　淳海

道Ⅲ　憲逸

原野喜一郎

三木　　勲

関　　　タ

ハ木　慶三

佐藤　博貞

見浪　光夫

前川　良雄

消水　春雄

須賀　　孝

安田　　正

樫本　防|兌

坂束　　宏

高橋　通夫

林　　清明

松|゛iE男

H]村費.こ郎

か柚伊佐衛門

ﾓ好二郎丸

末沢　俊樹

ド山　俊　・

(池田)

け界)

(堺南)

(堺)

(新宮)

(和歌山収)

(和歌山頃)

(池田)

(大阪淀川)

(高石)

(高石)

(大阪販)

(堺販南)

(八尾)

(池田)

(海南束)

1978 ・ 12

1978 ・ 12

1978 ・ 12

1978 ・ 12

1978 ・ 12

1978 ・ 12

1978 ・ 12

1978 ・ 12

1978 ・ 12

1978 ・ 12

1978 ・ 12

1978 ・ 12

1978 ・ 12

1978 ・ 12

1979 ・ 1

1979 ・ 1

（大阪城1刺）1979 ・ 1

（大阪減収）1979 ・ 1

（大阪淀川）1979 ・ 1

（堺）　　　1979 ・ 1

(堺東南)　1979 ・ 1

(和歌山(刺)1979 ・ 1

(田辺東)　1979 ・ 1

(田辺淑)　1979 ・ 1

(富田林)　1979 ・ 1

(富田林)　1979 ・ 1

(富田林)

(富田林)

(豊中南)

(和歌山)

(和歌山販)

(和歌山束)

(大束)

ぐ大束)

(大阪柏原)

(大阪西南)

(大阪西南)

(大阪淀川)

(堺東南)

(吹田)

(和歌山西)

(大阪阪南)

(大阪西北)

(大阪天満橋)

1979 ・ 1

1979 ・

1979 ・

1979 ・

1979 ・

Ｉ
Ｉ

１

１

1979 ・ 1

1979 ・ 1

1979 ・ 1

1979 ・ 1

1979 ・ 1

1979 ・ 1

1979 ・　1

1979 ・ 1

1979

1979

Ｉ
Ｉ

1979 ・　1

1979 ・　1

1979 ・ I

（大阪天満橋11979・　I

（大阪天満橋）1979 ・ 1

（大阪･天満橋j 1979 ・　1

（新宮）　　1979 ・ I
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8
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8

8

8
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C
X
）
C
X
）
C
X
）

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

り

＃ll　戦火

宮崎　啓,仔

＃Ｆ　邦雄

舟井竣モ

|凡i村　-准

浜中　雄二

IM】　新治

中片　義尚

|凡i村　恒良

吉田　　正

津田栄一郎

永田　富雄

片山　慶一

メ野　淳一一目-一

束　　岩男

田中　洋介

南川　博孝

楠部　　泊

門　　光明

土橋　　宏

岡崎　正三

砂本　　清

広　　辰夫

石本新太郎

松島　　磐

今岡　鶴吉

阪|］　勇

岡村　国継

鎮目　達雄

戸島　品海

布川　宗泊

北本　　武

平松　文･－

石山龍一朗

藤田　宏明

入江　　茂

小川　平治

高道　忠野

村司　悠峰

戸根　重三

塩路　信広

北野栄一

川本　清澄

原田　　茂

北　　フニ郎

木村　芳雄

島　　昌モ

蔵川　龍七

足立　英二

里村　　隆

伊藤　周子

り,･,liｲJ　　　1979 ・

（大束）　　1979 ・

（大束）　　1979 ・

（河内長野）1979 ・

（岸和日11靫）1979 ・

（岸和田41）1979 ・

けﾔ和田眼)

(岸和田眼)

(岸和田東)

(岸和田販)

(岸和田束)

け財日田束)

(岸和田淑)

(岸和田眼)

(岸和田束)

(岸和田束)

(岸和田束)

(岸和田束)

(豊中)

(和歌山南)

1979

1979

1979

1979

1979

1979

1979

1979

1979

1979

Ｉ
Ｑ
Ｊ

１
２

　
一
　
・

Ｉ
Ｉ

１

１

１

１

Ｉ
Ｉ

１

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

１

１
１

1979 ・ 1

1979 ・ 1

1979 ・ 1

1979 ・ 1

（和歌山南）1979 ・ 1

（東大阪）　1979 ・ 1

（海南）　　1979 ・ 1

｛海南｝　　1979 ・ 1

｛寝屋川｝　1979 ・ 1

（大阪）　　1979 ・ 1

（大阪柏原）1979 ・ 1

（大阪柏原）1979 ・ 1

（大阪柏原）1979 ・ 1

（大阪柏原）1979 ・ 1

（大阪柏原）1979 ・ 1

(摂津)

(白浜)

(和歌山西)

(和歌山西)

(大阪住吉)

(有田)

(貝塚)

(豊中)

(御坊)

(御坊)

(御坊)

(和歌山西)

(大阪)

(大阪)

(大阪)

(和歌山西)

(大阪束)

(吹田)

(吹田)

(大阪)

1979 ・ 1

1979 ・ 1

1979 ・

1979 ・

1979 ・

1979 ・

1979 ・

1979 ・

1979 ・

1979 ・

1979 ・

1979 ・

1979 ・

1979 ・

1979 ・

1979 ・

1979 ・
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1979 ・ 1

1979 ・ 1

1979 ・ 2

30
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いえよう｡。

　これを機会に、できるだけ沢山の、匿界に散ら

ばっている尼米山奨学生の足どりを追い、その資

料、名簿を作成して、将来わが国のロータリアン

が海外旅行の時、全世界の各地で彼らと会うチャ

ンスをつくるためのｰ‥一助としたいものである。地

区の各ＲＣ会員の方がたで元米山奨学生の消息に

くわしい方がおられましたら、どうぞ、地区米山

委ｎあて情報をご提供ください｡

地区委員会開催記録

地区諮問委員会　2J=］8 ll（木）15 : 00

　～17 :･30　　　　於ロイヤルホテル

地区大会パネル討論委員会

　2 1114日（水）15 : 00～17 : 00

　　　　　　　　　於ロイヤルホテル

地区大会表彰委員会　2 Jj1611 （金）

　15 : 00～17 : 00　於ガバナー事務所

地区大会プログラム委員会　２月20日（火）

　15 : 00～16 : 30　於ロイヤルホテル

米山功労者

次の方々に米山功労者の称号が贈られま

した。

田中経人　（大阪天満橋）1979・4 ・ 9

高橋定一一　（池田）　　　1979 ・ 1 ・10

中川一郎　（池田）　　　1979 ・ 1 ・20

西村一一夫　（池田）　　　1979 ・ 1 ・27

●ビジター費変更

　箕面RC　　　2.300円→2.500円

　堺東南RC　　1.500円→2.000円

●例会日時・例会場変更

(3

(3

１よ

１よ

り）

り）

大阪柏原ＲＣ　２月５出月)→2 1j10目(土)

　　　　　　　13 : 00　於ハ尾農協会館

国際ロータリー第266地区

ガバナー

　　　　　　　敬　　中

森　駒之助君（大阪淀川）1978 ・ 11

薗村嘉ハ郎君（租状山頭）1978 ・ 12

田中　政治君（楷状山西）1979 ・ 1

堀田彦次郎君（大阪住占）1979 ・ 1

海瀬栄一郎君（有田）　1979 ・ 1

岩井雄二郎君（大阪）　　1979 ・ 2

　謹んで哀悼の意を表します。

27

7

15

20

21

12

御坊南ＲＣ　　２月６出火)→２川10口(土)

　　　　　　　於美浜町・口ノ岬国民宿舎

和歌山ＲＣ　　２月引I(火)→|川口

　　　　　　　於経済センター８Ｆ　長安閣

ハ尾・ハ尾東・大阪柏原３ＲＣ合同例会

　　　　　　　　２川10出土)於ハ尾島協会館

　　　　　　　　八尾ＲＣ　　２月７口を変更

　　　　　　　　ハ尾束ＲＣ　２月引|を変更

　　　　　　　　大飯柏原ＲＣ２月５日を変更

大阪心斎橋ＲＣ　２月17口(土)→２月16口

　　　　　　　(金)17 : 00　於アークホテル

大阪住之江ＲＣ　２月19日(月)･２月26口

　　　　　　　(月)→同日　於大阪都ホテル

和歌山東ＲＣ　２月22口(木)→同日12:00

　　　　　於産業会館　創立20周年記念式典

寝屋川ＲＣ　　２川23口(金)→２月28口(水)

　　　　　　　18 : 30　於lﾓ城

大阪住吉ＲＣ　２月23出金)→同日17 : 30

　　　　　　　於花外楼

和歌山東南ＲＣ　３月３口(土)→３月２口

　　(金)12:30　　於琴ﾉ浦リハビリテーション

和歌山南ＲＣ　３月９口(金)→同日18 : 00

　　　　　　　於北京楼

俘乖恭一
10－

〒530大阪市北区中之島5 j°目3-68

　　　ロイヤルホテル（５４９吋室）

　　　TEL.06-443-4521

●

●



●

●

第26副1区米山奨学会寄付金累計表

1979年１月31目現在

クラブ名
Ｅ 普通1名当

　(年間)

普通寄付

累　計

特別寄付

累　計
合　計 米山％ クラプ名 Ｅ 普通1名当

　(年間)

普通寄付

累　計

特別寄付

累　計
合　計 米山％

Ａ有　　田

○有田南

Ｄ大　　東

Ｆ藤井寺

Ｇ御　　坊

○御坊南

Ｈ羽曳野

　橋　　木

　東大阪

　東大阪東

　東大阪中

　枚　　方

　枚方-く１ま

Ｉ茨　　木

　茨木東

　池　　田

　和　　泉

　泉大津

　泉佐野

Ｋ門　　真

　海　　南

　海南東

　貝　　塚

　河内長野

　岸和田

○岸和田東

　粉　　河

　串　　木

Ｍ松　　原

　箕　　面

　守　　ロ

Ｎ那智勝浦

　寝屋川

Ｏ大　　阪

　大阪阪南

　大阪東

　大阪東淀

　大阪平野

　大阪城南

　大阪城東

　大阪柏原

　大阪北

　大阪南

52

28

48

41

67

39

38

72

73

47

44

55

37

54

47

65

71

65

61

30

72

37

64

61

81

51

42

38

54

51

68

43

49

305

77

目3

　52

　43

　64

　52

　31

190

151

2,0{)0

2,0{)0

4,000

2,500

4,000

4,000

6,000

2,000

2,500

2,00{)

4,000

3,(X)0

2,000

4,000

4,000

4,000

2,000

2,500

4,00{)

1,50{)

4,0{)0

2,500

2,000

2,500

2,000

6,000

3,0{)0

1,00{)

1,750

3,原)

4,000

4､000

3,(X)0

1,500

4,(X)0

2､500

2,000

2､000

2,000

3,000

2､000

2､000

2,000

　938,800

　　50､000

　816,000

　422,750

1,247,100

　238,000

　565,000

1,013,850

1,406,40{)

　688,000

　507,250

1,0{〕7,450

　214,000

1,286,250

　471,000

1,294,100

1,151,700

1,292､950

1,247,000

　337,600

1,355,050

　170,750

　937,700

　968,650

1,251,350

　545,500

　513,250

　126,000

1,253,500

　568､550

1,189,80{)

　758,800

　770,700

5,362,750

1,396,850

1,980,000

　528,000

　237,000

　841,300

　455,250

　469,(X)0

3,410,000

3,032,750

　533,720

　　　－

　380,000

　652,510

　150,500

　60,000

　　　－

　654､000

1,898,(X)0

　130,(X)0

　　15,000

　500,000

　56,(X)0

1,015,00{)

　469,000

2,776,(X)0

1,156,5{)0

　302,000

　458,000

　45,(X)0

　517,121

　　　－

1,218,300

1,110,000

　300,000

　　　－

　　　－

　37,500

　52､000

1,853,500

　305,500

　130,285

　637,000

2,695,000

1,037,(X)0

4,289,250

　376,750

1,407,00{)

I,068,000

　983,300

　148,000

3,833,900

2,337,000

1,472,520

　　50,00(}

1,196,000

1,075,260

1,397,600

　298,000

　565,000

1,667,850

3,304,400

　818,000

　522,250

1,507,450

　270,000

2,301,250

　940,000

4,070,100

2,308,200

1,594,950

1.705,000

　382,600

1,872,171

　170､750

2,156,000

2,078,650

1,551,350

　545,500

　513,250

　163,500

1,305,500

2,422,050

1,495,300

　889,085

1,407,700

8,057,750

2,433,850

6,269,250

　904,750

1,644,000

1,909,30{)

1,438,550

　617,000

7,243,900

5,369,750

2,800

　180

2,500

2,600

2､100

　760

1,500

2､300

4,500

1,700

1,200

2､700

　730

4,300

2,(別

6,400

3,300

2,500

2,800

1,300

2,6{)0

　460

3,40{)

3,4(}0

1,900

1,100

1,200

　430

2､400

4,700

2,200

2,10{)

2,900

2,6{)0

3,200

5,500

1,700

3,8{)0

3,000

2,800

2,(別

3,800

3,6{)0

○大阪難波

　大阪南西

　大阪西

　大阪大淀

　大阪西北

　大阪西南

　大阪心斎橋

〇大阪城北

　大阪住之江

　大阪住吉

　大阪天満橋

〇大阪梅田

　大阪淀川

Ｓ　堺

　堺　　東

　堺　　南

　堺泉北

　堺東南

　泉　　南

　摂　　津

　新　　宮

　四條畷

　白　　浜

　吹　　田

　吹田北

Ｔ高　　石

　高　　槻

　高槻東

　田　　辺

　田辺東

　富田林

　豊　　中

　豊中北

　豊中南

Ｗ和歌山

　和歌山東

　和歌山南

　和歌山西

　和歌山東南

Ｙ八　　尾

　八尾東

　゛゛仙局

65

46

91

46

68

92

58

45

50

85

74

44

78

120

49

74

49

50

42

42

57

21

51

70

43

58

63

43

70

43

63

67

60

48

98

105

72

46

57

72

42

4,00{)

2,000

3,000

4,000

2､000

2,000

3,000

2,(X)0

3,(X)0

3,(X)0

2,000

2,(X)0

2,000

2,000

3,000

4,000

4,000

4,00{)

3,(別

2,000

2,500

1,000

2,000

2,500

3,000

2,000

2,0(X)

2,00{)

2,50{)

2,000

4,000

3,000

2,000

4,000

4,000

4,000

4,000

6,000

3,(X)0

3,500

4,000

　388,500

　313,0{)0

1,807,100

　741,500

　794,750

1,178,300

　688,5(}0

　71､000

　419,500

1,563,100

　991,700

　109,000

1,271,700

2,199,400

　541,000

1,568,950

　591,000

　804,000

　676,250

　444,500

1,124,90{)

　　10,500

　724,90{)

1,151,500

　352,50{)

　810,400

　988,150

　334,500

1,314,750

　231,000

1,371,900

1,172,600

　576,750

　871,350

2,211,050

2,080,(X)0

1､404,150

　800,00{)

　651,000

1,275,200

　582,750

　900,000

　　58,000

1,690,000

1,000,0{)0

　241,000

2,427,000

2､710,930

　120,000

　　50,000

　230,000

1,075,000

　　　－

　442,000

1,697,410

　352,000

3,371,150

　474,000

　867,200

　530,0{)0

　　55,(X)0

　　68,340

　　90,000

　653,(X)0

1,723､500

　220,(X)0

1,9{)0,000

　692,586

　250,000

　964,500

　384,500

　　　－

　662,677

　921,000

1,180,020

1,152,0{)0

1,939,636

3,299,500

　423,(X)0

　300,00{)

1,525,(X)0

1,841,015

　643,000

1､288,500

　371,00{)

3,497,100

1,741,500

1,035,750

3,605､300

3,399,430

　191､0{)0

　469,500

1,793,100

2,066,700

　109,000

1,713,700

3,896,810

　893,000

4,940,100

1,065,000

1,671,200

1,206,250

　499,500

1,193,240

　100,500

1,377､900

2,875,0{)0

　572,500

2,710,400

1,680,736

　584,500

2,279,250

　615,500

1,371,卯0

2,835,277

1,497,750

2,051,370

3,363,050

4,019,636

4,703,650

1,223､000

　951､0{)0

2,800､20{)

2,423,765

　643,000

2,000

　810

3,800

3,800

1,500

3,900

5,900

　420

　940

2,100

2,84)0

　250

2,20{)

3､200

1,800

6,700

2,200

3,300

2,900

1,200

2,100

　480

2,700

4,100

1,300

4,700

2,700

1,400

3,300

1,400

2,200

4,200

2､500

4,300

3,400

3,8(}0

6,500

2,700

1,700

3,900

5,800

計 5,340 81､520,300 75､711,600 157,231,900 2,帥0

註:(IJ(⊃印のクラブは、新しいクラブです。

　　{21今|ﾛ|も第265地区に健一Jで米山％″という表示方法を採用してみました。１名当り、寄付額1､000円を100％の計算にし

　　　　ました。

参考までに、他の地区の実績を右に記します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1978年12113111現在)

(1978年12月31日現在)

クラブ名 １ 普通寄付

累　計

特別寄付

累　計
合　計 米山％

第265地区（計）

　（収福滋奈）
3,714 58,620,990 84,529,277143,150,267 3､900

第258地区(計)

　　(東京)
6,183 99,220,593 136,336､204 235,556,797 3,800
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1979年２月

ク
ラブ名

田
南
東
寺
坊
南
野
本
阪
東
中
方

　
田
　
井
　
坊
曳
　
大
バ
バ

有
有
大
藤
御
御
羽
橋
東
東
東
枚

枚方-くずは

　
木
　
　
　
大
佐
　
　
　
南

茨
茨
池
和
泉
泉
門
海
海
貝

河内長

岸　和

岸
粉
串
松
箕
守
那
寝
大

和田

木
東
田
泉
津
野
真
南
東
塚
野
田
東
河
本
原
面
目

智勝浦

出

会
員
数

　
　
－

例
会
数

例
金
日

　
　
　
　
　
　
　
‐
　
‐
‐
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
－
－
－
　
　
－
－
‐
　
‐
‐
‐
ｊ

木
火
火
土
金
火
水
木
水
木
月
火
水
水
木
水
水
金
木
木
水
月
火
金
水
土
水
火
火
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ガバナーだより

雑誌週間と米山週間を両立させて下さい

　　　　　　　　　　　　心付一伊藤恭一

(1)RENOUF会長と日本式目録

　３月２日マニラにおけるフィリピン４地区

合同のＤＩＡＭＯＮＤ ＣＯＮＦＥＲＥＮＣＥ　で当地

区合同の世界社会奉仕計画に基く寄付の贈呈

式が行われた。柳原　W.C.S.香具長はR.C.

に対する寄付目録を宝船を型どった水引きで

飾られたが、これを兄たＲＥＮＯＵＦ会長はそ

れは何で出来ている、それは何の意味だと興

味を示され、揚句一つくれんかとの所望であ

る。中味はあげないが目録の見本を日本で差

上げようと約した。早速大阪に国際電話して

目録の準備と桃節句に因んで手持ちの立雛の

描かれた扇子と扇子立てを用意せしめた。

　３月６日広島における連合歓迎会に出るた

め新神戸駅で乗車したところＲＥＮＯＵＦ夫妻、

向笠夫妻と出合ったので、車中で贈呈式よろ

しく愚妻の名でJUNE夫人宛に墨書された目

録と扇子を贈り雛祭の説明に一汗かいた。

　それかあらぬか、ＲＥＮＯＵＦ会長の広島の

演説で、松田東洋工業会長も出席されている

会場で、広島の復興を称えると共にJUNE(夫

人)は４台目のＭＡＺＤＡを愛用していると発

言され、つづけて、ここに出席のMr.ITOH

は266地区を代表して世界社会奉仕としてフ

ィリピンに対する３万６千弗の寄付を３月２

日に行ったが、これは３Ｈ計画、世界理解の

精神に添うものであると大変称賛されたこと

をお知らせします。

(２)ＨＡＷＨＥの面

　現在ＭＡＴＣＨＥＤ ＤＩＳＴＲＩＣＴとして当地区

はこの３年間米国ペンシルバニア州のD-737、

739､741､743の４地区と結ばれているが､来た

る年度より３年間は韓国のD-365とMATCH-

ＥＤ ＤＩＳＴＲＩＣＴを結ぶことになったことは

ご承知の通りである。一方10年前に提唱され

たＭＡＴＣＨＥＤ ＤＩＳＴＲＩＣＴ関係として当地区

は韓国D-366（慶尚南北道）と９年にわたり

契約をしたが、前記の新しい提案に基くD－

365との関係を推進するため、D-366の契約

を再延長しないことに

ついて、先方のガバナ

ーＭｒ．ＤＡＥＹＯＵＮＧ

ＹＯＯＮ(尹大栄)と円満

に話し合い、３月20日

米阪時にガバナー事務

所を訪問され､HAWHE

の面のミニチュアを記

念に頃きました。私は

本年９月のソウルの地

区大会に一人でも多く参加することによりお

礼としたいと申し上げました。（写真参照）

(3)|.C.G.F.を終了して

　10月14日第２組和歌山西R,C.ホストクラブ

で始まったLC.G.F.は３月24日豊中R.C.をホ

ストとする第８組をもって終了しました。ガバ

ナー事務所に報告された数字によれば出席状

況次の通りです。

組　ｸﾗﾌﾞ数　ホストクラブ

1　　10　田辺東

２　　　９　　和歌山西

３　　８　岸和田

４　　８　　　堺

５　　　８　　大阪住之江

６　　７　　大　　阪

７　　　９　　東大阪東

８　　８　豊中南

会員数

　520

　579

　499

　620

　471

　617

　463

　573

出席数

　264

　291

　347

　285

　289

　205

　224

　225

出席率

50.8

50.3

69.5

46.0

61.4

33.2

48.4

39.3

２
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●
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目録をＲＥＮＯＵＦ会長に説明する伊藤恭一ガバナー

高成東

枚　　方

　504

　444

5,290

　202

　218

2,550

40.0

49.1

48.2

　ロータリーの友３月号６頁に第265地区バ

スト・ガバナー京都西R.C.の足立義雄会員が

「IGF一パネル討論形式で成功」という記事を

忽かれたが、56R.C.会員数3､686名、出席数

2､141名、出席率58.99％という数字と上述の

数字を比べて下さい。

　10組の内容は、それぞれのゼネラル・リー

ダーの素晴しいご指導で特徴ある内容であり

ロータリアンの質の向ｈに大きく貢献したも

のと信じています。

(4)雑誌週間に遣わしい贈物

　ザ・ロータリアン４月号の｢働く神父｣とい

う記事に堺ＲＣ木川田正毅会員が戦後孤児の

収容施設を作ったが、食料集めに苦労する木

川田神父に献金された３弗は一ヵ月の子供達

の胃袋を充たすお米が

買えたとのことである。

この施設は今日の東光

学園に発展し多くの子

供達に希望を与え、堺

ＲＣも後援をしている

が、この記事は加州マ

リナ･デル･レイに住む

ＷＡＬＬＡＣＥ ＷＹＳＳ

さんというクラシック

カーのジャーナリスト

の投書です。戦後の３

弗は今日では千弗の価

値があります。　３Ｈプ

ログラム15弗は必ず何

処かでひもじい子供達

の胃袋をふくらませる

でしょう。

(5)誕生が近いようです。

　84R.C.もあってこの上拡大したら世界一大

きな地区になるだろうとか、公式訪問が大変

だろうといわれますが、停滞は縮小になるの

も事実です。和歌山東R.C.は区域割譲により

追加クラブの結成を準備され､特別代表として

同クラブの中野政信会員を委嘱しました。ま

た大阪住吉Ｒ．Ｃ．は区域限界内に共有して

追加クラブの結成を準備され、特別代表とし

て同クラブの種田憲次会員を委嘱しました。

地区拡大部門担当の平井常次郎P.G.と両

クラブ会長以下全会員のご協力に敬意と謝意

を表します。

　79年２月のR.I.理事会において決議された

事項中追加クラブについて、「既存クラブの

区域内に追加クラブの結成に際し、できれば

同一区域を共有するよりは、区域限界の一部

を譲渡して追加クラブを結成する方を勧める

という従来の方針を撤回いたしました」とな

りました。区域を譲渡するか、共有するかは

当事者の裁量に託すことになった訳です。

- ３－



国際ロータリーRENOUF会長歓迎会
　国際ロータリー会長ＣＬＥＭ　ＲＥＮＯＵ

Ｆ氏が未日されるのを機会に東京、広島、福

岡の三都市で夫々歓迎会が催されることにな

り、当266地区を含む265、268、269、及び27

1の５地区は271地区白井ガバナー及び広島Ｒ．

Ｃ．石崎会長のホストで去る３月６日広島グ

ランドホテルに於て同会長の記念講演会及び

歓迎会を開催､５地区のガバナー､パストガバ

ナー､及び各クラブ会長他約240名が参加、極

めて盛会でありました。

　Renouf会長は講演会において原爆で灰値

に帰した広島市が僅か30数年の間にかくも立

派に再興を遂げたことに感嘆と驚異を現され、

又Renouf夫人が過去数年間広島に本社の在

るマツダの車を４台に亘って買い替えている

ことを披露され、現地のロータリアンに先ず

拍手喝采を受けられました。

　　1979年度のＷＣＳ活動の

　　　　　　　　　　　基本的考え方

　　　　　地区ＷＣＳ委員長　柳原　博（大阪北）

Ｉ．本年度ＷＣＳ活動は、昨年度フィリピン国の

R.I.リスト登録の全プロジェクトに対して応援し

た実績をふんまえて、更にもう一年継続して集中

的に親善の実をあげようという基本方針のもとに

事業計画を立案した。

II.本年度ＷＣＳ活動の実績

　本年度地区合同プロジェクトに参加したのは、

　65クラブ、拠金額7､880､000円（３．９現在）で

　あった。

又、フィリピンより申請のあったのは13クラブ13

プロジェクトS41､648（内訓980指定寄付）であ

った。

Ⅲ。贈呈式について

　本年度フィリピンR.C.は60周年を迎え、ダイヤ

モンドカンファレンスを３月１日より３日まで約

　又Renouf会長は訪日に先立ちフィリッピ

ンのロータリー創立60周年記念行事参列のた

めマニラを訪問されたのでありますが、その

節我が266地区からフィリッピン地区Ｗ．Ｃ．

Ｓ．の寄付金としてS 36､000を贈呈したこと

に強く感銘を受けられ、これこそ３Ｈ運動を

実践するものであるとスピーチの冒頭で述べ

られ266地区は大いに面目を施したのであり

ます。

　Renouf会長は講演の中で３Ｈ運動（保健、

飢餓追放及び人間性尊重）の重要性を強調さ

れこのための寄付金一人S15、或いはクラブ

単位S 1500の実行を強く要請されました。

　歓迎晩餐会はホスト広島R.C.のご配慮で

誠になごやかな楽しい雰囲気に終始しました

が、Renouf会長夫妻は翌７日機嫌よく福岡

に向われたのであります。

4000人の代表によって盛大にとり行われましたが、

本266地区よりの贈呈式は２日目、ランチョンタ

イムの中で､R.I.会長レヌフ氏臨席のもとに盛大

にとり行われました。

当日参加したのは、伊藤恭一ガバナー御夫妻、菅

生、尾形両パストガバナーを始め総勢15名でした。

Ⅳ．ＷＣＳ活動に対する反省、その他

　本年度はレヌフ会長より３Ｈ運動の提唱があり、

国際親善の活発化を要請されていた訳ですが、本

地区の活動は、小型３Ｈ運動とも言えるもので、

その意味で意義をもつものであったと考えてよい

と思います。

　昨年、本年は全フィリピンの登録プロジェクト

に対して全面的にバックアップする方針を実行し

た訳ですが、もし出来れば今後、基礎調査を十分

した上で、モデルプロジェクトとして集中援助し、

両国親善の象徴的意味をもたせる様にもってゆく

事も必要と考えられる。

４

●

●



●

●

Ｒ．Ｉ．第266地区　ＷＣＳ援助計画（1978～1979）

地区No. ク　ラ　プ名 プロジェクトNo. 行事名 援助要請額 備　　考
380 Antipolo 1327 水道設備 S3.000　S5 000 継続事業

ＳＦＤＭ 1368 職業訓練センター
奨学資金

S7,500
S1,740 堺地区５クラブの指定寄附

Ｑｕｅｚｏｎ

奨学資金 S1,640 堺地区５クラブの指定寄附
Ｓａｎｔａ Ｍａｒｉａ

Ｒ．Ｉ．申請中 農業開発 S5,000 内20万円は八尾Ｒ．Ｃ．の指定寄附

382
Ｉ．ｕｃｅｎａ

1105 奨学金制度
１年S15×人数
４年S60x人数

　　S1,600

継続事業　S 600は心斎檎Ｒ．Ｃ．

　Ｓ１,０００は大阪Ｒ．Ｃ．の指定寄附

Ｎａｒｒａ
1414 寿少年センター建設 S2,000

385 Bacold 1104 図書館 S1,000 本の現物
Ｒｏｘａｓ 1239 病院設備 S4,230 継続事業
llgan 1130 公立図書館 S1,(}00 本の現物

Zamboanga City－West 1339
携帯用無線電話器購入

　6setxS323
S1,938

Ｚａｍｂｏａｎｇａ Ｃｉｔｙ

1427 242個のトイレ設置費 S2,000
Cotabato 1433 消防車購入 S2,000

386 Digos 1165 献血センター S2,000

計 S41.648 1内S4,9SO指定寄附）

伊瀬ガバナー・ノミニーの

　　　　　　　渡米・渡欧スケジュールきまる
　伊瀬ガバナー・ノミニーはボカラトンの国

際協議会（5.31～6.6）とローマの国際大会

　（6.10～6.13）とに出席するため，下記スケ

ジュールで渡米，渡欧されます。

５月22日（火）東京発17 : 00（JL－002）

　　23日（水）サンフランシスコ滞在

　　24日（木）シカゴヘ　　　　　，

　　25日（金）Ｒ．Ｉ．本部表敬訪問

26日（土）

27日（日）

28日（月）

ニューヨークヘ

ニューヨーク滞在

29日（火）オランドーヘ

30日(水)オランドー滞在

31日(木)ボカラトンヘ

５月31日(木)～６日(水)

　　　　　　ボカラトンにて国際協議会出席

７日(木)ボカラトン滞在

８日(金)マイアミヘ

９日(土)ローマヘ

10日(日)～13日(水)

　　　　　　ローマ国際大会参加

14日(木)パリヘ

15日(金)パリ滞在

16日(土)パリ発13 : 00りL-440)

17日(日)東京着11 : 25

1978年７月～12月会員増強報告
地区会員増強・職業分類委員会委員長　白水半次郎(池田)

　本年度の前半、７月～12月の間の会員増強

の成績が、７頁添付の表の通りになった。

　各クラブの会長、会員増強委員会の御努力

によって、期初に掲げた本年度の増強目標の

５％に対し、その％の2.5％をやや越える結

果を得ることが出来た。関係の方々に厚く敬

意を表します。

　内容を少し詳細に見ると、

（1）増加人員数ならびに増加率のN0.1は、大

　阪城北クラブであって、夫々１０名および

　２ ８．７％と、とびきりの成績となっている。

　１昨年６月に２０名のチャーターメンバー

　にて創立され、その後鋭意会員増強に勉め

　られた結果に外ならない。１年半程にて２

　倍強の４５名のクラブに成長した。

（2）半年間に１０％以上の増強を達成したク

　ラブは上記の大阪城北クラブの外に、次の

　５クラブがある

大阪梅田　十６名

東大阪中　十５名

海南東　　十４名

粉　河　　十４名

１５．７９％

１２．８２％

１２．１２％

１０．５３％

５－



　　　田辺東　　十４名　１０．２６％

（３）半年間に目標の５％を越えたクラブは、

　上記の外に１７あり、クラブ名を増加率の

　順に列記すると

　　守口、河内長野、堺泉北、羽曳野、

　　大阪難波、大阪西南、摂津、有田南、

　　堺南、大阪住之江、豊中、堺、和泉、

　　新宮、御坊南、泉佐野、富田林

（4）以上計２３クラブの外に、増加率が、

　２．５％以上のクラブ数は１３を追加しな

　ければならない。従って３６クラブが年間

　目標の何の２．５％を達成した。

（5）会員減少のクラブが２０、減少数計２７

　名となり、大きなブレーキとなっている。

　奮起を切望する。

●環境資源に関する各クラブ活動状況

　　　　環境資源委員長　田中嘉助（豊中）

　昭和53年７月26日、８月17日、11月15日付

の照会に対して、各クラブより続々ご回答を

いただきありがとうございました。その要約

を一覧表にまとめましたが、その集約に当っ

て感じましたことは、

１．大阪北クラブの「クリーン梅田キヤンペ

　　規定委員会コーナー

　　　　　　　委員長　小中義美　け日収山)

　①出席競争規定の一部変更

　在来地区内クラブ出席競争の結果はクラブ

出席報告に基き計算されていますが、此の出

席競争は(ガバナーの特別の指示はありませ

んが)手続要覧(18頁)に記載されているＲＩ

理事会による随時決定される特定の出席競争

規定に準拠し、例会にその所定時間の少なく

とも60％列席を以て出席と見なす慣例的措

置に基いた嫌いがありましたが、1978年度の

新手続要覧では此の出席規定が一部改正され、

例会時間の60％出席を以て例会出席と見な

すとする記載が削除されました。従って今後

の出席競争規定に於ては(make-upを含めて)

例会時間の60％列席をもって正規の出席と見

-
６

　－ン」運動が大きな刺激となり「ノーポイ」

　運動の輪が急速に広がりつつあります。

２．家庭、職場、公共施設を中心としての植

　樹、花作りも活発であります。

３．植樹と共にそのアフター・ケアが盛んに

　なりつつあることは頼もしいことです。

４．ハイキングコース、名所旧蹟等の道しる

　べ、掲示板の設置、植樹、清掃等は地域の

　特性を生かしながら、訪れる人びとにも好

　感と喜びを与えることでしょう。

５．地元諸団体と共に環境整備を推進してお

　られるクラブが漸次増加しているのは喜ば

　しいことです。

●インターアクト委員会からのお知らせ

　　　　　ＩＡＣ委員長　山中文和（大阪南）

当地区ＩＡＣの活動もますます活発になって

まいり、この度、インターアクト自ら地区代

表及び地区幹事が選出せられ、地区組織の強

化が計られることになりました。

地区代表には清教学園ＩＡＣの日下部有司君

　（飯阪保顧問）、地区幹事には清風南海ＩＡ

Ｃの西尾嘉文君（岡田義信顧問）が選ばれま

した。　　　　　　　　　（Ｐ．９へつづく）

なす根拠がなくなりました。各クラブ、各ロ

ータリアンにおかれては今回の改正主旨を充

分御理解の上make-upを含めて例会出席につ

いて何分の御配慮をいたゝ゛きます様お願いい

たします

　②　シニア・アクチブ会員の権利について

　在来シニア・アクチブ会員は原則として、

アディショナル正会員を推薦する権利を持たな

いことに規定されていましたが、1978年度の

定款では、シニアー・アクチブ会員は定款第

５条第５節(ａ)項によるアディショナル正会員

を推薦する権利は持ちませんが、(ｂ)項に基

くアディショナル正会員は推薦する権利を持つ

ことに解釈されますので此の点お知らせいた

します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　以　tこ

Ｕ
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1978年７月～12月　会員増強報告

クラブ名
間初の

会員数 増減 増減率 クラブ名
期初の

会μ数 増減 増減率 クラブ名
期初の

会員数
増減 増減率

大　　　阪

大　阪　北

大　阪　南

　　堺

大　阪　東

和歌山東

302

186

152

113

108

106

＋３

＋４

--１

＋７

＋５

－１

＋1.高

＋2.15

－0.66

＋6.19

＋4.63

－0.94

守　　　口

貝　　　塚

高　　　槻

大阪難波

富　田　林

豊　中　北

高　　　石

泉　佐　野

茨　　　木

大阪心斎橋

河内長野

和歌山東南

新　　　官

有　　　田

枚　　　方

岸和田東

松　　　原

箕　　　面

寝　屋　川

大阪東淀

大阪城東

白　　　浜

62

61

61

60

60

60

59

58

57

57

56

56

54

53

53

52

52

50

50

50

50

50

＋６

＋３

＋２

＋５

＋３

　０

－１

＋３

－３

＋１

＋５

＋１

＋３

－１

＋２

－１

＋２

＋１

－１

＋２

＋２

＋１

＋9.晶

＋4.92

＋3.28

＋8.33

＋5.00

　　0

－1.69

十5.17

－5.26

＋1.75

＋8.93

＋1.79

＋5.56

－1.89

＋3.77

－1.92

＋3.85

＋2.00

－2.00

＋4.00

＋4.00

＋2.00

豊　中　南

茨　木　束

堺　泉　北

和歌山西

大阪平野

泉　　　南

吹　田　北

藤　井　寺

那智勝浦

高　槻　東

八　尾　東

47

46

45

45

44

43

43

42

42

42

41

＋１

＋１

＋４

＋１

－１

－１

　０

－１

＋１

＋１

＋１

　　ツ＋2.13

＋2.17

＋8.89

十2.22

－2.27

－2.33

　　0

－2.38

＋2.38

＋2.38

＋2.44

和　歌　山

犬　阪　西

大阪西南

大阪住吉

岸　和　田

94

93

85

83

80

＋４

－２

＋７

＋２

＋１

＋4.26

－2.15

＋8.24

＋2.41

＋1.25

大阪淀川

大阪阪南

大阪天満橋

和歌山南

東　大　阪

橋　　　本

吹　　　田

八　　　尾

77

76

76

73

72

71

71

70

＋１

＋１

－２

－１

＋１

＋１

－１

＋２

＋1.30

＋1.32

－2.63

－1.37

＋1.39

＋1.41

－1.41

＋2.86

東大阪中

摂　　　津

田　辺　東

粉　　　河

大阪梅田

御　坊　南

枚方べずは

串　　　本

羽　曳　野

大阪城北

海　南　東

大阪柏原

39

39

39

38

38

37

37

37

35

35

33

31

＋５

＋３

＋４

＋４

＋６

＋２

　０

＋１

＋３

＋１０

＋４

　０

＋12.82

＋7.69

＋10.26

＋10.53

＋15.79

＋5.41

　　0

＋2.70

＋8.57

＋28.57

＋12.12

　　0

海　　　南

堺　　　南

田　　　辺

御　　　坊

泉　大　津

大阪西北

和　　　泉

池　　　田

大阪城南

豊　　　中

69

69

69

68

68

68

67

66

63

63

＋３

＋５

＋１

－１

－３

　０

＋４

－１

＋１

＋４

＋4.35

＋7.25

＋1.45

－1.47

－4.41

　　0

＋5.97

－1.52

＋1.59

＋6.35

堺　　　東

東大阪東

大阪南西

大阪大淀

堺　東　南

大　　　東

大阪住之江

49

48

48

48

48

47

47

　０

－１

－２

－２

＋２

＋１

＋３

　　0

－2.08

－4.17

－4.17

＋4.17

＋2.13

＋6.38

門　　　真

有　田　南

四　條　畷

29

26

21

ネ１

＋２

　０

＋3.45

＋7.69

　　0

合　計

　84 5208 ＋132 ＋2.53

「奉仕こそわがつとめ」

　　　　　　　要約（その６）

　　壮言厚い詣　y勢ﾚ郎（堺）

第11章「産業に於ける人的資源」について

この章は最終章（第14章）における「さあ、あな

たの番です」のしめくくりで表現しているように

ロータリアンの真髄は個々人の行動の自覚であり

７

職場に於ける若人と共にロータリーの綱領に示す

　｢社会奉仕としての職業生活の固い基盤を築く為

の人的資源の確保｣を強調したものであり、その具

体化として既に国際ロータリー企画委員会の作製

せる対案についてその検討を求めたものである。

　　　　｢産業に於ける人的資源｣(114頁)

　個条書に記したものを概観すると(訳文の表現



が不明な個所もあり私ながらに補充した）

（1）職場をあずかるすべてのロータリアンは青年

　　期の若い人達に対するあらゆる面についてよ

　　き忠告者でなければならない。

（2）忠告、勧告の具体的内容

　（ｲ）労働の２種類

　　　　○生活の糧を得る方便としての労働

　　　　○人生を生きる方途としての労働

　（ﾛ）彼の人生の新局面が当面する意義

　�　実際的な自己教育と真の学的研究は学校を

　　　出てから始まるものである。

　□　職業生活において成功をおさめるためには

　　　職業に関する広い学的研究と科学的知識の

　　　修得が不可欠であることを悟るべきである。

　困　職業に於ける自己教育の努力と、よりよい

　　　行為との積み重ねによって立派な人格が形

　　　成され、これによって層一層の精神的物質

　　　的福利が生み出されることを知るべきであ

　　　る。

　㈱　ロータリアンである雇主は若い諸君に対し

　　　て真の友人であり忠告者であることを考え

　　　てもらいたい。

（3）若人の雇主である各ロータリアンは従業員の精

　　神的安寧と身体的練成に関心を持ち､それぞれ

　　の目的達成のための学級組織の編成を奨励する。

（4）若人（特に新卒業生）の雇主たるロータリア

　　ンはいずれの市や町においても引き続き勉学

　　出来る適切なる施設を設置すること。

（5）若人のために職場にはよき相談相手となる職

　　長や係長を置き良い職業的慣習が習得される

　　よう配意する。

（6）若人の両親とよく接触を保ち協力を求める。

　かくして「奉仕こそわがつとめ」を口にし、そ

して真にそれを信じている雇主ならばその雇って

いる若人に関心を持ち、そして前記の勧告案を更

に熟考しつつ多種多様の構想を案出実施すべきで

ある。

　このことは同時に地区ロータリークラブ共同に

て前記の趣旨による若い地区従業員との間に暖か

い人間関係を育成するために不断の努力を継続す

ぺきものである。

　第12章「協調の礎石」について

　本章は労働争議の問題解決のためロータリアン

として留意すべき基本的な心構えを述べたもので

ある。

　先ず職業人としてのロータリアンは労使間の争

８－

議的問題の危機に直面した時は、そのよって来る

いきさつについて適正なる解決への方途を打ち出

すことが要請される。

　歴史的にはダーウインの「血みどろの自然」と

いう見方から、大英百科辞典に見るアリー教授の

説による「協力か、然らざれば死滅」という生物

界の法則観から初まって通例の妥協宅義か支配主

義かという、いくつかの型が挙げられるのである

が、終局的にはロータリアンの場合にはその綱領

の第２部門に明示されている「社会への奉仕」の

理念による信条に基いて、次に述べるような三つ

の段階をたどって解決の方途をさぐるのが不可欠

であると強調している。

　その段階とは

（1）協調の基礎一すなわち「社会への奉仕」を率

　　直明解に話し合いの場に提示して共通の広場

　　を特つこと。

（2）両者の特殊の利害があろうが共通の利害に照

　　して考慮し、（1）の話し会いの基調によって再

　　評価し、合意することに全力を傾注すべきで

　　ある。

（3）（1）（2）の経過により得た合意は最終的には目に

　　見える結果が直ちに現われなければならぬの

　　で、それぞれを確かに行動で示す段階迄煮つ

　　めること。

　以上の過程は問題解決の礎石としてその梗概を

述べたに過ぎないのであるが、かかる軌道へ導く

努力は平素より心がけることが必要であり、これ

が雰囲気壌成は組合代表者との間に相互の職業分

類的視野による責任の分担を協定する心構えをも

つべきである。

　これを要するに「奉仕こそわがつとめ」の全書

を概観しひるがえって11章12章を判読すると「職

業奉仕」の問題についてもR.I.会長クレム・レヌ

フ氏がThe Rotarian 誌、1979年1月号（Ｐ．７）

にThe future: because it’sthere の会長メッセ

ージの中で主張せられているように、ロータリー

にはかけがえのない未来がある、その未来を透視

する視界には過去に私達の先輩が残された足跡が

印されているから、それを辿りつつ清新なる創意

を働かせることが私達に与えられた責務であると

喝破されております。この意味に於て私達に藤

沢ガバナーが今回提案せられた「奉仕こそわがつ

とめ」の読後感を求められたことは重要な意義が

あると存じます。　　　　　　　　　　　おわり

亀ﾉ
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年間会合も

　　１）ＩＡＣ年次大会　　　　　　　　年１回

　　２）ＩＡＣリーダーシップフォーラム年２［ﾘ］

　　３）ＩＡＣ指導者講習会　　　　　年１回

　　４）ＩＡＣ合同研修会　　　　　　年１回

　　５）ＩＡＣ地区役員会　　　　　　随　時

　　６）ＩＡＣ海外研修会　　　　　　年１回

の卜祀の如く開催が決定され、ますます活動

が活発となってまいりました。

又恒例の韓国研修旅行も３月26日から３月29

目まで行われることになり、総勢52名で出発

いたします。これも特に本年は自載的な活動

を重視し、成果を期待したいものです。

●|．Ｃ． Ｇ．Ｆ．（第５組）開催／

２月24日（上）12:00～17 :00　シヤーブ株式

公社本社会議場で大阪注之汀ＲＣホストのも

と参加８ＲＣ会０ひ録者総数289牝の協力で

実施され終始活発な意見が発表されて有意義

な会合であった。

　当日参加者

　　ガバナー　　　　　　　伊藤　恭一

　　ゼネラルリーダー　　　藤沢　元雄

　　パストガバナー　　　　尾形　繁之

　　ガバナーノミニー　　　伊瀬　芳吉

　　地区幹事　　　　　　　五十嵐有爾

　　ロータリー財団推進香員　岩崎　純一

　　米山記念奨学会委員　　中村　重一

羽曳野RC　　27名　河内長野RC　　28名

松原RC　　　24名　富田林RC　　　25名

大阪阪南RC　33名　大阪平野RC　　22名

大阪住吉RC　21名　大阪住之江RC　38名

　　　　　　　　　　　　　参加総数　225名

○伊藤恭一ガバナー　未年度よりＩＣＧＦを

I.G.F.に改める、バッジの中心を空白にする

○藤沢元雄ゼネラルリーダー　クラブの意見

　よりも個人の意見を、結論を求めるのでは

　なく論議の場に

○クラブ奉仕部門フォーラム

　リーダー　　泉本位春（松原）

９

　副リーダー　住田進治（松原）

　○房葱舌動について

○職業奉仕部門フォーラム

　リーダー　　辻井録郎（大阪阪南）

　副リーダー　松本　恵（大阪阪南）

　○身体障害者と中高年者の雇用について

○社会奉仕部門フォーラム

　リーダー　　福地真道（富田林）

　副リーダー　浅野承治（富田林）

　○農村社会への理解と奉仕

○ロータリー財団報告　　岩崎純一

〇米山記念奨学会報告　　中村重一

〇国際奉仕部門フォーラム

　リーダー　　國分吉広（大阪住吉）

　副リーダー　鷲尾正徳（大阪住吉）

　○国際奉仕の中心の世界社会奉仕のあり方

○青少年奉仕部門フォーラム

　リーダー　　立岡　衛（羽曳野）

　副リーダー　新谷和夫（羽曳野）

　○問題少年たとえば暴走族等に対してロー

　　タリー青少年奉仕活動は如何に取組むべ

　　きであるか

一一地区委員会開催記録-

地区大会パネル討論委員会

　２月27日(火)14 : 00～16 : 00

　於ロイヤルホテル

規定委員会　２月28口(水)14:00～16:30

　於阪急百貨店

ポール・ハリス・フエロー

佐藤　信夫（大東）

中村　公子（和歌山）

藤井　　博（守口）

竹内　豊前（吹田北）

中谷　　弘（和歌山）

福田堅一郎（大阪西）

滝沢　利之（大阪西）

次の方がたにポール・ハリス・フェロー

の称号が贈られました。

1979 ・ 2

1979 ・ 2

1979 ・ 3

1979 ・ 3

1979 ・ 3

1979 ・ 3

1979 ・ 3

２０

２０

７

７

７

７

７



米山功労者・米山功労クラブ

次の方がたとクラブに米山功労者、米山

功労クラブの称号が贈られました。

　林　喜兵衛（海南）

　伊佐　恭‥づ大阪）

　古年　祐一（河内長野）

　竹本　利治（池田）

　岸谷斤次郎（貝塚）

　宮崎　　瀬（大阪城東）

　植松　康員（新宮）

　前川　謙づ大阪城東）

米山功労クラブ

　吹田ＲＣ

　大阪南ＲＣ

　大阪七ヽ斎橋ＲＣ

　大阪平野ＲＣ

　和泉ＲＣ

　大阪西南ＲＣ

　箕面ＲＣ

　大阪ＲＣ

　堺南ＲＣ

　大阪阪南ＲＣ

　貝塚ＲＣ

　河内長野ＲＣ

　茨木ＲＣ

　豊中南ＲＣ

　大阪東ＲＣ

　大阪天満橋ＲＣ

　池田ＲＣ　（ｘﾀﾞﾙ２コ）

　大阪城南ＲＣ

　大阪城東ＲＣ

　豊中ＲＣ　　ﾘﾀﾞﾙ２コ）

1979･ 1 ･30

1979･ 1 ･31

1979･ 2 ・ 2

1979･ 2 ･10

1979･ 2 ･17

1979･ 2 ･20

1979･ 2 ･21

1979･ 3 ・6

1978･ 3 ・ 3

1978･ 4 ・ 3

1978･ 4 ・11

1978･ 5 ･20

1978･ 6 ・17

1978･ 6 ･28

1978･ 7 ・ 3

1978･ 7 ・ 5

1978･ 7 ･27

1978･10･27

1978･11･ 2

1978･11･30

1978･12･16

1978･12･22

1978･12･29

1979･ 1 ・ 9

1979･ 1 ・10

1979･ 1 ･29

1979･ 2 ･20

1979･ 3 ･6

国際ロータリー第266地区

ガバナー

●高石ＲＣ、゛私の職業奉仕゛を刊行

　高石ＲＣ職業奉仕委員会(西尾公平委員長)

では、同クラブが1967年6 Jjnl』立以来今年で

12年目を迎えたのを記念して、全会llより｢私

の職業奉仕｣をテーマとした原稿を集めこれ

をＢ５判50頁の小|叶子として去る2J]201はlj

行された。

●例会日時・例会場変更

　和歌山東南R C　3 lj24日(土)→Ili】日

　　　　　　　18 : 00　於石泉閣

　和歌山ＲＣ　３月27日(火)→同i]12 : 00

　　　　　　　於サントリー山崎工場

　大阪平野RC　31j291□木)→fli]日

　　　　　　　京都嵐山゛嵐峡1軋

　大東ＲＣ　　４月31口火)→|司||

　　　　　　　於福良海llホテル

　摂津ＲＣ　　４月６日(金)→41j3日(火)

　　於近畿コカコーラボIヽリング大阪工場

　豊中北ＲＣ　４月６出金)→４月５山木)

　藤井寺RC　4Jjl41に土)→同日

　　　　　　　於道町=か

●東京大会記録映画ダイジェスト版（16mmカ

ラーサウンド、h映時間25分）３本がガバナ

ー事務所にございます。ご利用下さい。

俘床恭一
〒530大阪Ilf北区中之島5」‘Lj3-68

　　　Uイヤルホテル（５４９吋‘家）

　　　Ｔﾄ:|..06-↓13-4521

●

●



ガバナー公式訪問日程1979 － 80年度

油
石

那り特

高

諮
南
北
西
原
町
南
本
宮
野

ぺ
中
中

枚方

南阪

洋
楽

豊
豊
大
松
四
堺
串
新

河内長

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
り
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

金
火
水
木
金
月
火
水
木
火
水
金

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

目

１
１
Ｉ

Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ

２

６

７
８

ｌ

１
１
－
―

ｌ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｅ

9

12

20

21

22

27

28

｜

１

１

南
出
切
方
田
淀
淀
中
田

大阪阪

　和
阪大
阪豪

有
御
枚
岸
大
大
豊
池

大阪難波
摂　　　津

ｊ
ｊ
り
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
４
ノ
き
く
ノ
ー

火
水
貨
火
水
本
川
火
水
水
金

ぐ
く
く
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

４目

６目

７目

11目

12目

13目

17目

18目

26目

27目

28目
30

10月(1979年)-
12月(1979年)--

北
野
野
寺
南
田

い
晶
晶

大
羽
大
藤
火
吹

大阪淀川

り
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

火
水
木
土
水
木
金

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

目
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

4

5

6

8

12

13

14

南
南
津
東

田
上
に
堺

有
海
泉
岸

和歌山南
大阪住之江

１月(1980年)-
-

浜
北
東
東
北
面
東
北
賊
真

　
八
木
賊
阪
　
八
田

自
大
茨
高
大
箕
火
吹
高
門

(金)

(水)
(木)

(金)
(水)

(木)
(金)
(火)
(水)

(木)

11目

16目

17目

18目

23目

24目

25日

29目

30目

31目

--７月(1979年)

田
阪
東
東
西
野
南
南
南

梅
‘
阪
　
山
　
　
　
’

阪
大
大
　
歌
佐
　
　
阪

Ｉ
　
一
　
　
－
Ｉ

大
東
東
堺
和
泉
泉
堺
大

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

火
水
金
土
木
金
月
六
水
木
火
水
木
金
月
火

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
’
Ｉ
Ｉ
’

―
－
―
―
－
－
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

２
３
５
６
‥
‥
昌
忙
祀
叔
祀
旭
？
芯
屁
屁
一
3
0

日
東
東
四
回
東
川
山
本
南
東
南

　
い
尾
阪
　
阪
国
歌
　
ぺ
南
坊

守
相
八
入
粗
大
寝
相
橋
大
海
田

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

水
木
金
川
水
本
金
・
穴
水
金
目
‥
火

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
く
ぐ

｜

－
Ｉ
Ｉ

111

121

1冽

161

18目

19目

20目

24目

26目

27目

30目

31目

束
吉
橋
中
本
阪
束
尾
林

-

辺
阪住
阪心ｉ

大阪

８月(1979年)
-

田

田
夫
大
東
茨
大
大
ハ
富

大阪天満橋
大阪柏原

塚
泉
北

　
　
泉

艮
和
堺

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
り
り
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

水
金
上
月
水
金
大
水
本
土
月
大
水
木

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ１

１
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
ら
ー
４
戸
り

●

８目

10目（

21目（

22目（

23目（

25目（

27目（

28目（

29目（

30目（

辺

-11月（1979年）-

１目（木）　　田

-９月(1979年)-

和歌山東南１目（土）

1979～80年度　ＩＧＦ　予定表

組 月　　目 ホスト･クラブ 参　　加　　ク　　ラ　　ブ ゼネラルリーダー

１ ２月９目(土) 串　　本
行田．ｲ川|南．伺】坊．御坊南．那智勝浦．

新宮．白浜．田辺．田辺眼
藤沢元雄バスト･ガバナー

２ ９月29山上） 和歌山
橋本．海南．海南東．粉冰和歌山東

和歌山南．礼状山西．和歌山東南
田宮　佐バスト･ガバナー

３ 11川24目(土) 岸和田販
和泉．泉大体泉佐野．貝塚．岸和田

泉南．高石
伊藤恭一直前･ガバナー

４ 12月１目(土) 大阪南
大阪雅波．大阪南斥堺．堺束．堺南

堺泉北．堺東南
峯村英薫バスト･ガバナー

５ １月19目(土) 河内長野
羽曳野．松原．大阪阪南．大阪平野．

大阪住之江．大阪住占．富田林
平井常次郎ﾊﾞｽﾄ･ガバナー

６ 10月13目(土) 八　　尾
藤坪寺．大阪．大阪城南．大阪柏原

大阪心斎橋．八尾東
尾形繁之バスト･ガバナー

７ １月26出土） 大阪東
東大阪．東大阪東．東大阪中．門真．守口

大阪城東．大阪城北．大阪天満橋
原田秀雄バスト･ガバナー

８ ２月23目(土) 豊中北
池田．箕面．大阪北．大阪大淀．大阪梅田

毀中．豊中南
菅生謙三八スト･ガバナー

９ Ｄｊ８目(土) 吹田北
茨木．茨木束．大阪束淀．大阪西．摂津

吹田．高槻．高槻束
大谷一雄バスト･ガバナー

10 ３月1引｣(土) 大阪淀川
大束．枚方．枚方-くずは．寝屋川

大阪西南．大阪西北．四條畷
伊藤恭一直前・ガバナー

●
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各クラブ会長並びに幹事殿
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Dist,rict Co�erenee is now over.

Let's put up a good show to the end ！

　　　－Governor Kvoichi ltoh-‥‥‥‥‥‥‥‥2

District Conference had a great

success Qn April 6-7‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4

Second Joint Meeting of District

Committee held on Apri1 21
Ｓｕｍｍａｒｖ ｏＰＳｅｒｖｉｃｅ ｉｓ ｍｖ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ

(part

April

４

I.C.G.F.-Group 9- held on March 17 ･‥5

1.C.G.F.-Group 8- heldonMarch 24…6

Lisl of District Committees held in
６

Noticc oF Change of Weekly Meetings…7

AttendallceReport for April ‥‥‥‥‥‥‥‥8

国際大会に参加しましょう

　　1979年６月10日～13日　　おﾛｰﾏ市

　　　　　　　-1-



ガバナーだより

地区大会を終え、年度の神尾を飾ろう!!

　　　　　　　　　　　　心付一伊藤恭一

　心配した４月６日７日の地区大会の天候は、

前日翌日の悪天候と比して花冷えとも申せる

好天に恵まれ諸事万端滞りなく進捗し､天の恵、

地の利、人の和と地区全ロータリアンに衷心

感謝を捧げます。特にホスト・クラブとして

この一年譜準備に労を尽して頂いた方々にお

礼の言葉もありません。

　地区大会記録は本年度内に完成するよう要

請し鋭意進めて頂いてますから全貌は記録に

よって承知頂くとし、本月信で要点を抜粋し

て報告致します所以は最後の１ヵ月余の期間

に年度の取り残した事項に手をさし伸べて頂

きたいからであります。

（1）会長、幹事懇談会（４月５日）

　RENOUF会長代理として第268地区ＰＧ平

島健次郎会員を派遣して頂き、会長、幹事懇

談会を間催しましたが、９ヵ月余の任務遂行

により体得せられた自信と抱負をもって臨ま

れたことは意義深いことでした。

（2）伊瀬芳吉GNは本復されました。

　２月下旬に阪大に入院され、３月26日手術

を受けられた伊瀬ＧＮは、４月７日に退院され、

地区大会には欠席されましたが、４月21日の

第２回合同地区委員会には元気な姿を見せら

れ、力強く挨拶され、次期の地区管理運営等

について報告されました。

（3）地区大会での概要報告（４月６日）

　４月６日（金）は地区大会としては珍しい事態

に遭遇しました。全国高校選抜野球大会の準

優勝戦に当地区の選抜校３校と会長代理の属

される第268地区の1校がセミファイナルを争

うことは全く異例であり、特に有田、有田南、

富田林、大阪市内の各クラブは申すに及ばず

84クラブの全員は心も漫ろでは、地区大会の

２

目的に合致しないと試合の中間報告を行うよ

うＳＡＡに要請するという型破りをしたことを

お許し頂きたい。

(a)75周年記念基金の醵出は３月末現在84RC

中48RCよりS66､703(13､140､560円)の御協力

を頂き１人S15という一応の目標の83％に達

しました。

(b)当地区のロータリアンは75周年を記念する

ため、河をなすべきかは、やはり個人ロータ

アンの｢REACH　OUT…手をさし伸べよう｣

であり、各ＲＣの自治であります。本年初頭伊

瀬GNと話し合った項目に｢松の緑の復権｣があ

りました。数年来の松喰虫による松の枯死は

驚くぺきものであり、数年先には必ず自然の

怒を招くものと思います。手続要覧にも｢環

境の改善｣として奨励されている事項に該当

しますので伊瀬ＧＮと最終的協議を経ないまま、

環境維持として松の保護に言及しました。我

国の地名姓名に｢松｣の字が多く用いられてい

ることに鑑み具体的運動方針に取組む所存で

あります。

(4)第２回合同地区委員会報告(４月21日)

　本年度の初頭７月８日出に第１回合同地区

委員会を開催して以来、経験深い地区委員会

の方々は個別に活動を重ねられ、見るべき多

くの実績を収めて頃いて感激に堪えません。年

度の四分の三を終り、次年度の準備も始まろ

うとする４月21日出に第２回合同地区委員会

を開催しました所、全ＰＧの出席を得て熱の

こもった報告と懇談が行われました。予め集

録した報告書は実質的に本年度の報告と見倣

して頂くべきものであり、特に次年度の活動

の資料として不可欠のものであります。会長

宛に送付されてますから次年度役員の方は通

騨

●
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●

覧され、地区全体の活動を認識して頃きたい

次第です。

(5)創立25周年を５ＲＣが迎えられた。

　1954年(昭和29年)度に創立された御坊、海

南、池田、岸和田、高槻の５ＲＣが今年目出度

く25周年を迎えられ、それぞれクラブの方針

に基いて記念行事を催された。

　御坊は内部充実を重点に計画されたし、４

月22日の１週間に海南、池田、岸和田はそれ

ぞれ行事を催された。池田クラブはロータリ

ー財団及び米山記念奨学会にそれぞれ多額の

寄付をガバナーに提供されたが、池田ＲＣの両

財団に対する貢献はトップグループに属され

るが、更に貢献度の向上のためクラブより手

続を取って頂くように配慮しました。 RIより

の25周年の祝電を要請したが、RIとしては承

認日を以て打電されるので、承認日より早く

行事を催される場合に祝電がないのは一寸淋

しいと思います。

(6)ロータリー財団1､000％地区となる。

　寄付行為は自由意志に基くものこそ尊く、

強制的のものは究極的には長続きしなくなる

でしょう。ガバナーとしてロータリアンに奉

仕活動のため財団育成のため或る程度の継続

的寄付の重要性を訴えて来ました。そしてそ

の成果は立派なものであり感謝に堪えません。

ロータリー財団も米山記念奨学会も各クラブ

よりの寄付額をパーセンテージ表示と一人当

り金額表示を致しています。両財団の寄付額

のパーセンテージ表示方法に差があります。

当地区も３月21日付でロータリー財団の1000

％クラブになり、本部より楯が送付されまし

た。

(7)塵もつもれば山となる。

　地区大会会場のフェスティバルホール３階

の小さなブースにＵＮＩＣＥＦの売店が国際児童

年のバッジやキーホルダーや鉛筆等を販売し

ていましたが、二日間で129､600円の売上が

あり日本国連協会関西本部長野田孝様より感

謝の手紙を頂きました。このバッジ等を見ら

３－

れた平島会長代理は近く行われる宝塚武庫川、

川西猪名川ＲＣのチャーターナイトにも出品す

るように要請がありました。　１個200円300円

の小さなものですが、1979年度の国際児童年

(IYC)にあやかって、御協賛を頂くことを期

待致します。

(8)1980～81学年度ロータリー財団奨学生候

　補者選考報告(1979 ・ 4 ・ 24)

　末学年度の候補者７名補欠３名の選考は終

了し５月15日迄に書類一式は財団本部に提出

されます。

　候補者　課　程言語ドド与　最終学歴

松尾博文　大学院　英　大阪東　京大大学院

駒田　聡　大　学ﾃﾞﾝﾏｰｸ　大阪南　大阪外大

林　道子　大学院　伊　豊中南　大阪音楽大

田村恵子　大学院　英　大阪西南　神戸女学院大

富永伸夫　大学院　英　高槻　阪大大学院

富樫史朗　大学院　英　堺南　大阪府大

西村朋子　大　学　英　堺東　同志社大

　(補欠候補者)

中川敬章　大　学　仏　大阪南　大阪外大

林　由香　大　学　英　高　槻　上智大

平田洋一　大学院　英　枚　方　関西外大

(9)昭和54学年米山奨学生

　奨学生氏名

冲　村　直　利

ＫＩＭ ＪＥＯＮＧ-ＫＹＯ

金　　貞　教

ＣＨＥＮＧ ＣＨＩＮＧ ＮＡＮ

陳　清　南

ＪＡＮ ＲＯ ＪＵＥ

匁　若　挙

性別国 籍

Ｍ　アメIJ力

Ｗ　韓

Ｍ　台

Ｗ　台

０日CHONG CHING

余　崇　生　　　M

CHANG PI TUNG

張　壁　東　　　Ｍ

ＣＨＥＮ ＬＩＮＧ ＣＨＩＮＧ

陳　麟　慶　　　Ｍ

ＤＡＩＨＡＷ
戴　華　　　　　　Ｗ

ＬＥＥＬＩＣＨＵ
ｔ　麗　珠　　　ｗ

次ｏｓ４にＡ‰げsc x4
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ＣＨＥＮ ＫＵＯ ＣＨＥＮＧ

陳　国　誠　　　Ｍ

ランジｴｯﾄ･N.G.ダルパダー一ドＭ

ＫＩＭ ＢＹＯＮＧ ＭＯＯＫ Ｍ

金　咽　黙
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謝　博　進
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堺　東

吹田北

大　大　阪

大　八　尾大　池　田

大阪府立大　大阪淀川

大　阪　火吹　田

大　阪　大　高　槻

近畿大東大阪

大阪府立大　堺　南

近　畿　大　東大阪中



地区だより

“第266地区年次大会"盛大に挙行さる

地区年次大会の会場(壇上は平島健次郎RI会長代理)

　1978～79年度第266地区年次大会は、大阪

ロータリークラブのホストで、４月５日の会

長幹事懇談会、RI会長代理歓迎晩餐会に引続

き、４月６日、７日の両日にわたって、大阪

市中之島フェスティバルホールで開催された。

登録人員2750名。大島大阪市長の祝辞、平島

健次郎RI会長代理の会長メッセージをはじめ

地区状況報告、RI現況報告など、手際のよい

司会で議事が進められたが、中でも第１日の

パネル討論会“ロータリー75周年を迎えで、

第２日の座談会“経営者は何をなすべきが

第２回合同地区委員会

　　　　　　　　　１９７９．４．２１(土)

　　　　　　　　　ロイヤルホテル(桐の間)

　1978～79年度第２回合同地区委員会は、４

月21日(土)10 : 00～15 : 00開催、伊藤ガバナ

は圧巻であった。

　また京大名誉教授今西錦司先生の記念講演

　“個人か社会がは参会者に多大の感銘を与

えたぼか、余興の京舞〈＃ll三午子さん〉､歌

謡曲〈由起さおりさん〉や、特別プログラム

のジバンシィファッションショー、昧を楽し

む夕べには会員やご夫人がた多数のご参加を

得て好評裡に大会を終了することができた。

大会関係者の周到な準備と大きなお力添えに

厚く感謝します。

一、伊瀬ガバナーノミニーの挨拶のあと、地

区資金委員長の中間報告および７部門25委員

会の担当ＰＧ、委員長から実施活動について

の報告があり、ひきつづき諸問題についての

懇談が行われた。

　　　　　　プ　ロ　グ　ラ　ム

9 :30～10 : 00　受　付

一
４

●

●



●

●

10 : 00-ヽ･10 : 20

　　　　　挨拶

　　　　　挨拶

10:20～12:0〔.〕

12 : 00･～12 : 40

12 : 40-ヽ-14 : 30

14:3()～15 : 00

15 : 00

開　会

ガバナー　　伊藤

ｶﾞﾊﾞﾅｰﾉﾐﾆｰ伊瀬

委０会会議

昼　食

委員会会議

懇　談

閉　会

恭

片
ｌｊ

ｌ

　「奉仕こそわがつとめ」

　　　　　　　　　　　要約（その７）

　　　　地区職業奉仕委員　小川伊ﾐ郎（柑秋山）

第13章‘行動・ロータリー・クラブ」

　この亭:では、ロータリークラブとして、またク

ラブの職業奉仕委口会として地域社会にはたらき

かける計画の樹立や奉仕活動の実践を求めていま

す。

　その参考として各国のロータリークラブが実践

してきた多くの事例をあげて、その中から実行で

きることを引き出して、地域社会全般とロータリ

ーの理想を分ち会えと言っています土入切なこと

は、地域社会の要求と結びつけることであり、そ

の企画や活動に当ってば、クラブや委員会の熱意

ある指導力が何よりも必要であることを要求して

います。また職業奉仕の活発な活動なくしては、

ロータリーは、その意義と使命を失うであろう、

と職業奉仕の重要性を認識することを強調してい

ます。最後に

　　「あなたのクラブの会員をして、ロータリーが

効果を挙げ得るところにロータリーを適用せしめ

るような職業奉仕の企画はどんなものでしょうか|

と私たちの意見を求めています。

　第14章「さあ、あなたの番です」

　最後の章です。そして13球までに学んできた多

くの職業奉仕の事績や議論を行動で示せというこ

とです。

　かくして職業奉仕につくそうと考えたロータリ

アンは、また自分白身の職業を社会の役に立てよ

うと考えるにちがいないとも云っています。した

がって職業奉仕にかかわる努力は、本人自身の職

業奉仕にも役にたっていることを知ることも大切

です。若し自らの職業奉仕を、何からはじめたら

よいかに思い迷ったときは、「自分の什事の中で、

Ｓ

してはならないことを何かやってはいないだろう

か。自分のしていないことで、河かやらなければ

ならないことがあるのではなかろうか」を静かに

考えてみれば、やらなければならない奉仕が頭に

ひらめいてくるにちがいないと云い、この静かな

ひとときを持つことをのぞんでいます。

　また、いかなる偶発嘔が起っても、直ちにその

まま適用できる単純な判断の基準は、四つのテス

ドごヽあることを忘れず、四つのテストの常時活用

を強調しています。

　以h、職業参仕を行う場合の必要な道具はすべ

てそろいました。このﾋは、これらの道具に適正

な試用の機会を与えることだけが残っています。

さあ、あなたの番です。どんな立派な規則も、さ

わやかな弁説も活用しなければ何の役にもたたな

いでしょう。要は実践です。

●|.C.G.F.(第９組)開催さる！

　3 1117日(土)10 : 00～16 : 30、大阪府吹田市江

坂町の大同生命本社ビルで、高槻東RCホストのも

と、参加9RCのインターシティ・ゼネラル・フォ

ーラムが開催され終始活発な意見が続出、有意義

な実りのある会合であった。

　〇当日参加者

ガバナー　　　　　　　伊藤　恭一

ゼネラルリーダー　　　菅生　謙三

八ストガバナー　　　　大谷　一雄

バストガバナー　　　　峯村　英薫

1980～81年度

ガバナーノミニー　　　飯沼　　剛

地区財団推進委員　　　平野犬太郎

地区米山記念奨学会

　委員長　　　　　　　中村　　健

地区幹事　　　　　　　五十嵐有爾

茨水RC　　　　21名　　茨木束ＲＣ

大阪東淀RC　16名　　大阪西ＲＣ

摂津RC　　　　20名　　吹田ＲＣ

　吹田北RC　　21名　　高槻RC

　高槻束RC　　33名　　参加総数

○国際奉仕部門フォーラム

18名

16名

33名

16名

202名

　リーダー　　　廣渾敏夫（大阪西）

　サブ｀リーダー　川瀬徳之（大阪東淀）

　（テーマ）「３Ｈ計画について」

○職業奉仕部門フォーラム

リーダー

サブリーダー

名張隆政

臼井弘行

(吹　田)

(吹田北)



　(テーマ)

　　｢不況下における職業奉仕のあり方｣

○社会奉仕部門フォーラム

　リーダ｀一　　　森山正之(摂　津)

　サブリーダー　小田勇治(高　槻)

　(テーマ)

　　｢R.I.創立75周年記念事業に関連しての

　社会奉仕｣

○クラブ奉仕部門フォーラム

　リーダ｀一　　　鰐洲栄一(茨　木)

　サブリーダー　北嶋正一(茨木東)

　(テーマ)

　　｢充填及び未充填職業分類について｣

○ロータリー財団について

　地区財団推進委員　平野犬太郎(ハ尾)

○米山記念奨学会について

　地区米山記念奨学会委員長

　　　　　　　　　中村　健(箕　面)

　　　　(第９組I.C.G.F.記録　増田　三郎)

●1.C.G.F（第８組）開催さる

　３月24日（土）12 : 00～17 : 20、豊中市立市民

公館で、豊中南R.C.ホストのもと、参加8R.C.から多

数の登録を得て開催され、有意義な会合であった。

　○当日参加者

　　　ガバナー　　　　　　伊葎　恭一

　　　ゼネラルリーダー　　原田　秀雄

　　　パストガバナー　　　尾形　繁之

　　　地区幹事　　　　　　五十嵐有爾

　　　地区財団推進委員長　行田　一典

　　　地区米山奨学会委員　植田　高三

　　　大阪北R.C.24名　大阪梅田R.C.20名

　　　大阪大淀R.C.26名　池田R.C.　21名

　　　箕面R.C.　22名　豊中北R.C.37名

　　　豊中R.C.　25名　豊中南R.C.46名

　　　参加総数　225名

　○職業奉仕部門フォーラム

　　　リーダー　　中島　　誠（池田）

　　　リーダー　　内田　徳彦（豊中）

　　　（テーマ）

　　　1.クラブ内或いはクラブ間相互更には同業

　　　　者団体との協力について。

　　　2.適正利潤なる概念の意味するものについ

　　　　て。

　03Hプログラム

　　　リーダー　　奥田　孝作（豊中）

６

　　リーダー　　蛸|J　llﾐ犬(大阪大淀)

　　リーダー　　中村　　健(箕面)

　　リーダ｀一　　山田　寛ｌ(眼中南)

　　リーダー　　辻中　昭づ大阪梅HI)

　　(テーマ)

　　Health　　　保健事業

　　Hunger　　飢餓追放運動

　　Humanity　　人間性尊重の嘔業

○自由討論

　　リーダー　　菅生　浩三(大阪北)

　　リーダー　　村田　↑見蔵(大阪北)

()財団推進委い会報告

　　地区財団推進委員長　行田　一典(大阪束)

○米山記念奨学会委員会報告

　　地区米山記念奨学会委員　植田高二(豊中)

○メドレーでむすぶロータリーソング

　　大阪音大男声合唱

　　シンギングリーダー　横井輝男(豊中南)

○映画でみる東京国際大会

○ガバナーと語る夕べ

地区委員会開催記録

地区大会パネル討論委員会

　　３月22日（木）15 : 30～17 : 30

　　4月２日（月）14 : 00～16 : 00

　　　於　ロイヤルホテル

財団奨学生委員会

　　３月23日（金）15 : 30～18 : 00

　　　於　ガバナー事務所。

　　４月３日（火）14 : 00～17 : 00

　　　於　ガバナー事務所

　　４月９日（月）10 : 00～17 : 00

　　　財団奨学生第一次テスト実施

　　　受験者32人　於　関電会館

　　４月16日（月）14 : 00～16 : 30

　　　財団奨学生第一次テスト判定会議

　　　於　ガバナー事務所

青少年交換委員会

　　３月23日（金）13 : 00～17 : 30

　　カウンセラー連絡協議会、オースト

　　ラリヤ派遣学生オリエンテーション

　　及び派遣、受入学生数送迎会を併せ

　　て開催。

　　３月28日（水）14 : 00～16 : 00

　　　於　イト･りビル

規定委員会

　　４月９日（月）14 : 00～16 : 00

●

●



●

　 一

一 　 一
一 　 一一 　 一‰ μ

　　４月15目（||）14 : 00～17 : 00

　　　於　阪急百貸店

財団学友会オリエンテーション

　　4jlj9目口］）14 : 00～16 : 00

　　　於　イトウビル

ＲＹＬＡ実施

　　３月16日（金）～18目（田

　　ホストクラブ　泉佐野RC

　　　於　大阪府立青少年海洋センタ・－

ポール・ハリス・フエロ

次の方々にボール・ハリス・フェローの称号

が順られました。

松山　文夫（堺東南）

堀内　利文（堺剌句）

福田　耕作（吹田）

井上　忠信（大束）

1979 ・ 3

1979 ・ 3

1979 ・ 3

1979 ・ 3

19

19

20

21

クラブだより

x/　●新クラブが発足しました。

　　　名称　　和歌山北RC

　　　スポンサー・クラブ｀　和歌山東ＲＣ

　　　発会日　４月17日

　　　例会日　毎週月曜日

　　　例会場　和歌山県商工会議所４Ｆ

　　　事務所　和歌山市西汀丁１

　　　　　　　県経済センター２階　〒640

　　　会長　　吉村善雄

　　　幹事　　南　聡之

　　●大阪天満橋ＲＣ、創立10周年記念誌刊行

　　　大阪天満橋ＲＣでは創立10周年を記念して（42

　　年11月創立）、記念詰の刊行をすすめていたが、こ

　　のほどＢ５判90頁の立派な本が完成し、当事務所

　　にも１郎を贈られた。

国際ロータリー第266地区

●ビジター費変更

　那智勝浦RC　2､000円→2､500円

●電話番号変更

　串本ＲＣ(新)07356－ 2 －5110 (5.1より)

●事務所移転

　有田南ＲＣ(新)〒643和歌山県有田郡湯浅町

　　935亀井鉄工所内

　　TEL.07376－ 3－5757 (5.1より)

●例会日時・例会場変更

　御坊南ＲＣ　３月27日(火)→･3月31日出

　　　　　　　４月17日(火)→同日

　　　　　　　於関電海南火力発電所

　有田ＲＣ　　４月12日(木)→同日　於吉野神宮

　堺泉北ＲＣ　４月12日(木)→同日16 : 30

　　　　　　　於レストランルネ芦屋

　堺東南ＲＣ　４月12日(木)一同日18 : 30

　　　　　　　於新東洋

　泉大津ＲＣ　４月20日(金)→18日(水)於岡崎つる家

　大阪住之江ＲＣ　４月16日(月)-･19日(木)17 : 00

　　　　　　　於橿原観光ホテル

　河内長野ＲＣ　４月20日(金)→21日出13 : 00

　　　　　　　於滝畑養魚センター

　大阪城東ＲＣ　４月20日(金)→同日17 : 00

　　　　　　　於ロイヤルホテル

　大阪心斎橘ＲＣ　４月21日出→20日(金)18 : 00

　　　　　　　於大丸８Ｆ　ボンジュール

　堺東ＲＣ　　４月24日(火)→同日19 : 00　於松屋

　大阪北ＲＣ　４月25日(水)→24日(火)

　　　　　　　於新阪急ホテル

　高槻ＲＣ　　４月25日(水)→同日18 : 00

　大東ＲＣ　５月１日(火)→同日　於大東市民会館

　堺南ＲＣ　　５月７日(月)→同日16 : 30

　　　　　　　於奈良吉野・さえき

　和歌山西ＲＣ　５月９日(水)→同日18 : 00

　　　　　　　於和歌山郵政クラブ

　箕面ＲＣ　　５月17日(木)→19日〔土〕18: 30

　　　　　　　創立10周年記念例会

ｶﾞﾊﾞﾅｰ
4ﾁﾞ2111

7

泰

⌒

　　　　-7-

〒530大阪市北区中之島５丁目3-68

　　　ロイヤルホテル（５４９号室）

　　　TEL 06-443-4521
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ガバナーだより

百里を行く者は九十に半ばす

　　　　　　　　　　　　心付一伊藤恭一

　標題の古諺を今程痛切に昧わったことはあ

りません。 84R.C.の公式訪問を終えたらハ割

方任務も絡ったと早合点した２月上旬から体

調もよくないし、殆ど毎土曜日に行われる

ICGF、地区大会の打合せに追われ、この諺

が身に湊みました。

　昨年７月１日からのロータリー手帳を繰っ

てみますと年間172日をガバナー任務として

充当することになります。勿論例会出席やガ

バナー事務所での打合せ、ＲＣからの連絡報

告業務は上記日数外です。これこそ人道的問

題かなとも愚考する次第ですが、残すものは

６月中旬のローマ大会出席、６月23日の地区

協議会等で、やっとガバナー行程の半ばを越

したと自らを労わっている次第です。

(１)３Ｈ　ＨＡＰＰＥＮＩＮＧ

　この月信を人手されてすぐ６月23日(土)に

地区協議会が開催され､伊瀬G.E.がＢＯＣＡＲＡ-

ＴＯＮの国際協議会で得られたＢＯＭＥＲ次期

会長の格調高い演説の内容を聞くことが出来

るでしょうし、分科会議においては、来るぺ

き年度の活動方針や要領が指示されるでしょ

う。

　ＲＥＮＯＵＦ会長はこの１年間に来るべき75

周年の諸活動の準備を訴えられましたし、私

もガバナーとしてその意を体して色々申し上

げました。

　ＴＨＥ ＲＯＴＡＲＩＡＮ誌2月号から“3H HAP-

　PENING"という頁が設けられ、その劈頭

に東京三鷹R.C.が会員一人当りS30の協力を

したことに対し、ＲＥＮＯＵＦ会長は理事会出

席中の向笠理事に3H記念額を手渡される写

真が掲げられています。

　３月号からぱＴＨＥ ３Ｈ ＨＯＮＯＲ ＲＯＬＬ

(３Ｈ栄誉目録)欄が設けられS30記念額受領

クラブ名とS15記念旗受領クラブ名が列記さ

れています。５月号には当地区の記念旗クラ

ブとして大阪難波が初めて出ています。続い

て６月号には記念額クラブとして御坊、御坊

南、茨木東、大阪難波(再出)、大阪西北、大

阪南、豊中、豊中北、豊中南、のクラブ名が

掲げられています。更に記念旗クラブとして

羽曳野、泉大津、大阪平野、大阪北、和歌山

西のクラブ名が掲げられています。 RI.も数

多くのクラブよりの送金処理に若干の遅延は

ありますが、５月26日現在各クラブ宛にＲＥ-

ＮＯＵＦ会長よりの礼状が直送され、ガバナー

にもその写が34通到着し、その金額累計はS

48､826.91に達しました｡ＲＥＮＯＵＦ会長は私

宛の写に度々サインペンで多大の協力を感

謝すると加筆しています。金銭のことのみを

申し上げるつもりはありませんが、今日の我

国の繁栄と世界における我国の立場を御賢察

頂いて、３Ｈ基金推進のため一層の御協力を

期待致します。

(2)ロータリー財団年次報告より

　77－78年度ロータリー財団の年次報告が送

られて来ました。 G.S.E.に関して米国ケンタ

ッキー州第671地区より来日したＭＲ．ＡＰＰＬＥ

を長とするチームの写真人の記事が２箇所に

掲載されています。泉佐野R.C.でタオル工場

を見学しているＭＲ．ＮＥＩＶＩＬＬＥとＭＲ．ＨＥＲ-

ＮＤＯＮ及び東京大会の友愛の家で元R.I.会長

ＭＲ．ＩＭＢＡＳＳＡＨＹ　ＤＥＭＥＬＬＯと話し合

うＭＲ．ＡＰＰＬＥとＭＲ．ＰＡＲＫＥＲの記事です。
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　今年度の地区大会でＰＡＵＬ ＨＡＲＲＩＳＦＥＬ-

ＬＯＷになられた224名の表彰をしましたが、

この報告に載っている国別のＰ．Ｈ．ＦＥＬＬＯＷ

の数はロータリー活動と相関するものがある

ようです。

アメリカ

カナダ

オーストラリア

フランス

フィリピン

イタリア

メキシコ

スウェーデン

14.424名

　888名

　608名

　501名

　410名

　289名

目 本

ブラジル

台　　湾

イ　ン　ド

香　　港

西　　独

178名　韓

143名　夕

ペルギー　　107名　総

(1978年６月30目現在数)

国

イ

計

8,464名

　758名

　523名

　427名

　370名

　201名

　178名

　114名

29,781名

(3)クヌッセン機関長を偲んで

　荒海に火災を起し沈没せんとする漁船の船

員を救助しようと身を挺して遂に不帰となら

れたデンマークのエレン　マースク号の機関

長ヨハネス　クヌッセン氏の22回目の命日に

当る２月10日に、御坊南R.C.は例会に関西デ

ンマーク協会事務局長を招き、卓話を聞かれ、

その記録を送って頂いたが崇高な海員魂に心

を打たれるものがあります。

　丁度同じ日にデンマークの第147地区ガバナ

ーＭ瓦　JOHN WEINOLDより１通の手紙が

届いた。それには38才になって視力を失った

ＭＲ．ＫＪＥＬＤ ＶＥＤＥＬ が日本ライトハウス

で盲人教育者の指導をうけるため近々来日す

るとのことです。ガバナーは諸手続を済ませ

ているので心配はないが、ロータリーの精神

で大阪市のロータリアンの暖い手を彼にさし

伸べて頂いたら有難いという文意でした。早

速日本ライトハウスにも連絡しましたし、昨

年度の意義ある業績賞の大阪計算センターの

コンピューターによる点字書の作成について

も、指導を伊藤彰彦大阪東R.C.会員に連絡致

してあります。

　それよりも今年末年と２年つづいて当地区

:3

　　クレム・レヌーフＲＩ会長のテーマ

よりロータリー財団奨学生がデンマークに留

学します。近々出発する大阪南RC.推薦の松

島倫治君はＯＤＥＮＳＥ大学に留学しますので、

私から第146地区のガバナーＭＲ　ＨＡＮＳ Ｊ。

Ｆ．ＦＲＥＩＥＳＬＥＢＥＮに紹介の手紙を出そう

としていたところです。

（4）沖縄の小桜奨学会に手をさし伸べて頂きた

い。

　第258地区ガバナー青水漬明君よりガバナ

ー連終会の席上、同地区の第十分区（沖縄）

において、沖縄児童疎開船対馬丸に対する不

法攻撃により1484人の遭難児童の身代りの奨

学事業を行なう小桜奨学金に協賛のため刊行

された「あヽ学童疎開船対馬丸　の購入を要

請されました。　１冊Ａ５判405頁で定価2000

円送料200円です。連絡先は沖縄県那覇市松

山1－11、小桜奨学会です。

(5)アジア地域大会登録と宿泊申込用紙につい

いて

　９月ソウルで行われるアジア地域大会の登

録、及び宿泊申込用紙が送られてきました。

500部の追加送付を要求中ですから必要部数

を請求下さい。

●伊藤恭一ガバナー、ローマ国際大会に出席

　伊藤恭一ガバナーは、６月10日～13目ロー

マ市で開催される国際大会参加のため、６月

５日17 : 55大阪発のAF272便で出発せられま

した。帰国は、６月16日17 : 15、BA005便で

大阪着の予定です。



事務総長書翰より
●フィリピンで保健・飢餓追放・人間性尊重

　プログラムのもとに初の事業を実施

　カナダの製薬所から寄贈された71万本の破

傷風トクソイド・ワクチン剤が、先月保健・

飢餓追放・人間性尊重のプログラムのもとに

フィリピンヘ空輸されました。このワクチン

剤の寄贈は、トロントのロータリアン、ケン

・デービス氏のご高配によるもので、その空

輸はカナデ･1アン。パシフィック航空会社と

キヤセィ。パシフィック航空会社が、無料で

手配して下さいました。このワクチン剤は、

ロータリアンとフィリピンの保健省とが共同

で実施する予防注射事業に使用されることに

なっています。保健・飢餓追放・人間性尊重

プログラム開発のための75周年記念基金への

寄付は、1979年４月１日現在S448､538.74に

増え、その寄付額を地域別にしますと、次の

ようになります：

　地　域　　寄付クラブ数　　寄　付　額

U S C B　　　　232　　　S179､469 ・82

SACAMA　　　I2　　　　15､698 ・76

アジア　　　　　193　　　170､108 ・78

ANZAO　　　186　　　　76､936 ・08

　規定委員会コーナー

　　　　　　　　　　委員長　小中義美（和歌山）

　①会員の資格条件の修正に関する意見調整

　Ｒ．Ｉ．Ａｄ－ｈｏｃ委員会は1978年11月の会合

で、R.C.会員の種類、及び資格条件について、

理事会はａｔ　ｒａｎｄａｍに選んだＲ．Ｃ．を対

象にして、Ｒ．Ｃ．会員の規定に関する修正案につ

いて、クラブ会員の意見を聴取する調査を行なう

ことを決議した。

　②ローターアクト・クラプ定款の一部修正

　1979年７月１日より効力を発するものとして理

事会は標準ローターアクト・クラブ定款第４条、

ＣＥＮＡＥＭ

Ｇ．Ｂ．＆Ｉ

　合　計

　36

　0

659

1979 ・ 4 ・ 12

6,325 ・ 30

　　0・

S448,538 ・ 30

-

●ローマ大会についてのお知らせ

　ローマ大会の第一回本会議における記念講

演者は、この1979年中世界中の子供に殊の外

大きな関心を寄せておられる女性です。その

記念講演者は、国連の副事務総長で「国際児

童年」の特別代表をつとめておられるフィリ

ピンのエステファニア・フランセスカ・アル

ダバ・リム博士であります。尚大会宿舎準備

局からの報告によりますと、1979年３月27日

現在、既に5､851名の方が予約登録されまし

た。大会参加中のロータリアンのゲストとし

てインターアクト及びローターアクトの会員

は、普通登録料の半額又はS25.00で大会へ

登録し参加することができます。

●伊瀬ガバナーノミニーが元気で帰国されま

　した。

第２節の最初の文章を次のように修正した。

　　｢本クラブ会μの選考方法は提唱Ｒ．Ｃ．と協議

の上、本クラブが決定する｣

　③既存クラブ区域内に追加クラブの結成につい

　て

　手続要覧99呉(1978)に記載されている理事会の

決議(99頁右側の欄の下から11行目から３行目ま

で)を撤廃した。その結果､追加クラブが既存クラ

ブによる区域の割譲によるか或いは同一区域を共

有して結成するかの決定は、その追加クラブ結成

に直接関与されている方々(提唱クラブ)の自由判

断によることとなった。(1979－ 2 月理事会)

４－

j-

W

●

●
　
●



●

●

ら
　

｛

　
　
　
一
’

　月信11号でお知らせしました伊瀬ガバナー

ノミニーの海外旅行スケジュールのうち、ロ

ーマ行きを取りやめられ、６月10目10時30分

伊丹着ＪＡＬ １ ５ １便で無帽帚国されました。

次期クラブ役員のグループ集会

　当第266地区の次期クラブ役員グループ集

会は５月12日(土)12 : 00～16 : 00、ロイヤル

ホテル桐の間、柱の間で開催された。地区84

クラブ中出席者は会長80名、幹事81名。ほか

に新しく結成された和歌山北、大阪阿倍野の

両クラブも参加した。

　　　　　プ　ロ　グ　ラ　ム

12 : 00～13 : 00　登録・昼食

13 : 00　全体会議(桐の間)

　　　　司会　　　地区代表幹事　古田　敬三

　　　　あいさつ　ガバナー　　　伊藤　恭一

　　　　会議　　　リーダー　　　伊藤　恭一

13 : 30　分科会

　　　　会長グループ（桐の間）

　　　　　説明リーダー

　　　　　討論リーダー

　　　　幹事グループ（桂の間）

　　　　　説明リーダー

　　　　　討論リーダー

15 : 10　全体会議

　　　　リーダー　ガバナー

15 : 45　あいさつ　ｸﾞﾏこﾆ

16 : 00　閉会

伊藤

小中

菅生

村田

伊藤

伊瀬

恭一

義美

謙三

悦蔵

恭一

芳吉

●ＩＧＦ（第７組）の開催日変更

　月信11号で予告の1979～80年度ＩＧＦ（第

７組）は、１月26日け）から２月２日出に変更。

次年度

　第１

第266地区

回合同地区委員会

　　　　　　開催予告
開催日時　1979年７月７日（土）

　　　　　　　10 : 00～15 : 00

開催場所　新阪急ホテル花の間

５－

地区委員会開催記録

財団奨学生委員会

　４月24日（火）　　　　於関電会館

　・10 : 30～13 : 00　財団奨学生第二次

　　面接テスト実施　受験者:18人

　・13 : 00～16 : 30　奨学生候補者の最

　　終判定会議

地区諮問委員会

　　５月12日（土）　11 : 00～12 : 00

　　於ロイヤルホテル

ＲＹＬＡ実施

　　・４月28日（土）～30日（月）

　　ホ戈トクラブ　大阪北ＲＣ

　　於大阪府立青少年海洋センター

　　・５月18日（金）～20日（日）

　　ホストクラブ　豊中北ＲＣ

　　於大阪総合青少年野外活動センター

ポール・ハリス・フエロー

前川謙一（大阪城東）

時野市松（八尾）

雑賀豊太郎（和歌山）

北畑慶哉（和歌山南）

白井清一（寝屋川）

鈴木清一（大阪城南）

清水貞保（大阪東）

中村信逸（堺東）

前窪芳貞（海南）

富永嘉蔵（大阪大淀）

前田昌一（白浜）

安原正男（大阪東）

森本静雄（堺東南）

中山正一（大阪大淀）

久住治郎（岸和田東）

佐藤仁彦（大阪東）

山家英資（和歌山）

小中義美（和歌山）

辻中昭一（大阪梅田）

次の方々にポール・ハリス・フェローの

称号が贈られました

1979 ・ 3 ・ 27

1979 ・ 3 ・ 27

1979・ 4 ・ 2

1979・ 4 ・ 2

1979・ 4 ・ 6

1979・ 4 ・ 9

1979 ・ 4 ・ 13

1979 ・ 4 ・ 13

1979 ・ 4 ・ 20

1979 ・ 4 ・ 20

1979 ・ 4 ・ 20

1979 ・ 4 ・ 23

1979 ・ 4 ・ 23

1979 ・ 4

1979 ・ 4

1979 ・ 4

1979 ・ 4

1979 ・ 4

1979 ・ 4

26

30

30

30

30



米　山　功　労　者

次の方々に米山功労者の称号が贈られま

した。

田中　徳松（大阪）　　1979 ・ 3

角田　文男（海南）　　1979 ・ 4

和田　俊一（大阪平野）1979 ・ 4

石田　一郎（海南）　　1979 ・ 4

山東　周三（吹田）　　1979 ・ 4

金谷清三郎（池田）　　1979 ・ 4

8

5

9

12

20

27

●新クラブが発足しました。

　名　称　大阪阿倍野ＲＣ

　スポンサー・クラブ　大阪住吉ＲＣ

　発会日　５月９日

　例会日　毎週水曜日

　例会場　アペノセンタービル８Ｆ

　　　　　四川飯店

　事務所　大阪市阿倍野区阿倍野筋1-5-36

　　　　　アベノセンタービル8F（〒545）

　　　　　電話:06-624-1111

　会　長　高岡研一

　幹　事　高田多喜男

●創立25周年をお迎えになりました。

　御坊（３月16田　　岸和田（４月22田

　池田（４月23日）　　海南　（４月25田

　高槻（６月20日）

　以上のクラブは、それぞれ今年で25周年を

迎えられました。これを記念して御坊ＲＣで

は川上哲治監督を招いて野球教室を開催、高

槻ＲＣではＲＡＣを結成しました。他のクラ

ブにおいても記念誌を発刊されたり、盛大な

記念式典を挙行せられました。

国際ロータリー第266地区

ガバナー

　　　　　　敬　　弔

栗本順三君（大阪）　1979 ・ 4 ・28

　　謹んで哀悼の意を表します。

●例会日時・例会場変更

　有田・有田南ＲＣ合同例会

　　５月８日(火)17 : 30　於マリンホテル

　　たちばな

　　有田ＲＣ　５月10日を変更

　　有田南ＲＣ　　同日12 : 30を変更

　大阪柏原ＲＣ　５月14日(月)→５月13日

　　　(日)　於大河内山荘

　大阪阪南ＲＣ　５月15日(火)→同日14 : 30

　　創立10周年記念式典

　豊中３ＲＣ合同例会　５月18日(金)

　　於関西国際空港ビル２Ｆ

　　豊中ＲＣ　　５月15日を変更

　　豊中南ＲＣ　５月17日を変更

　海南ＲＣ　５月23日(水)→20日(日)

　　於白浜サファリランド

　大阪城南ＲＣ　５月25日(金)→同日14 : 30

　　於コクサイホテル　創立10周年記念式典

　大阪住之江ＲＣ　５月28日(月)・６月４日

　　　(月)　於大阪都ホテル４Ｆ

　大阪西ＲＣ　６月４日(月)→同日17 : 30

　　於ホテル阪神　大阪東西創立記念祝賀会

　　開催

　豊中ＲＣ　６月５日(火)→同日15 : 00

　　於新阪急ホテル　創立20周年記念式典

　大阪西南ＲＣ　６月６日(水)→６月２日

　　　(土)16 : 30　創立10周年記念式典

俘永島－
〒530大阪「↑i北区中之島５ 」’目3-68

　　　ロイヤルホテル（５４９号室）

　　　TEL.06－443－4521

J-

･i’

●

●
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第266地区各クラブ別ロータリー財団寄付額一覧表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1979.4.30現在)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：ＵＳﾄﾞﾙ)

クラブ1名 会い数
本　年　度

寄　付　額
累計寄付額

クラブ

の　％

次の％へ

の必要額
クラブ名 会ｎ数

本　年　度

寄　付　額
累計寄付額

クラブ

の　％

次の％へ

の必要額

有　　　田

有　田　南

天　　　家

藤　件　寺

御　　　坊

御　坊　南

羽　曳　野

橋　　　本

家　天　阪

東大阪家

東大阪中

枚　　　方

枚方-くずは

茨　　　本

茨　木　家

池　　　田

和　　　泉

泉　天　津

泉　佐　野

門　　　真

海　　　南

海　南　東

貝　　　塚

河内長野

岸　和　田

岸和田東

粉　　　河

串　　　水

松　　　原

箕　　　面

守　　　目

那智勝浦

寝　屋　川

大　　　阪

大阪阪南

大　阪　東

大阪東淀

大阪平野

大阪城南

大阪城東

大阪柏原

大　阪　北

大　阪　南

51

24

49

44

67

33

36

72

72

45

40

54

35

58

43

68

68

66

60

29

70

33

62

56

79

48

36

38

53

45

63

38

48

311

　77

110

　50

　39

　64

　48

　31

190

155

　2,035.13

　1,579.90

　5,494.98

　7,701.99

　4,239.97

　2,166.10

　1,642.73

　3,682.95

　4,465.93

　1,720.98

　　639.94

　3,206.77

　1,287.00

　　879.44

　4,939.91

　3,826.17

　1,088.72

　3,580.38

　2,532.15

　　29.00

　4,663.94

　1,515.99

　4,087.13

　3,659.92

　5,266.70

12,030.19

　　128.90

　1,052.00

　4,081.99

　1,000.00

　1,793.60

　2,651.99

　1,776.69

11,542.21

　2,369.20

　3,720.11

　1,413.13

　2,180.54

　5,368.64

　5,161.97

　4,484.97

　4,781.32

　1,196.35

13,760.72

　2,799.82

20,025.88

21,064.87

22,826.74

　5,139.00

　5,223.62

24,218.04

33,160.02

　9,420.79

　9,633.96

17,153.01

　5,679.61

25,416.11

18,939.23

40,151.51

18,632.97

21,555.64

12,601.17

　5,637.88

19,348.68

　4,769.91

23,987.56

22,339.37

38,678.84

39,149.00

13,887.52

　5,261.07

19,623.11

15,625.36

17,826.12

11,693.67

　9,723.61

77,774.91

26,328.65

44,488.86

10,614.41

　9,977.16

18,423.24

13,862.91

10,893.89

70,157.41

59,049.13

2,600

1,100

4,000

4,700

3,400

1,500

1,400

3,300

4,600

2,000

2,600

3,100

1,600

4,300

4,400

5,900

2,700

3,200

2,100

1,900

2,700

1,400

3,800

3,900

4,800

8,100

4,100

1,300

3,700

3,400

2,800

3,000

2,000

2,500

3,400

4,000

2,100

2,500

2,800

2,800

3,500

3,600

3,800

　　9.28

　　80.18

　　64.12

　　55.13

　623.26

　141.00

　176.38

　261.96

　679.98

　　29.21

1,166.04

　126.99

　270.39

　103.89

　410.77

　648.49

　407.03

　224.36

　598.83

　162.12

　251.32

　180.09

　192.44

　　60.63

　　31.16

　211.00

1,232.48

　　58.93

　516.89

　124.64

　443.88

　　86.33

　356.39

3,085.09

　621.35

　611.14

　385.59

　162.84

　136.76

　　57.09

　266.11

　142.59

1,400.87

大阪難波

大阪南西

大　阪　西

大阪大淀

大阪西北

大阪西南

大阪心斎橋

大阪城北

大阪住之江

大阪住吉

大阪天満橋

大阪梅田

大阪淀川

　　堺

堺　　　東

堺　　　南

堺　泉　北

堺　東　南

泉　　　南

摂　　　津

新　　　宮

四　條　畷

白　　　浜

吹　　　田

吹　田　北

高　　　石

高　　　槻

高　賎　東

田　　　辺

田　辺　東

富　田　林

豊　　　中

豊　中　北

豊　中　南

和　歌　山

和歌山東

和歌山南

和歌山東南

和歌山西

八　　　尾

八　尾　東

　49

　46

　92

　53

　66

　89

　51

　33

　42

　85

　75

　37

　77

121

　46

　70

　44

　47

　45

　37

　58

　21

　52

　69

　39

　57

　56

　扨

　73

　41

　61

　63

　62

　49

　98

102

　73

　55

　45

　64

　39

3,218.49

　243.99

3,700.55

2,848.57

3,631.18

6,095.34

5,487.00

2,484.96

3,160.59

1,619.02

2,206.58

1,287.45

5,656.14

5,137.81

1,676.64

3,903.44

1,384.92

3,497.23

　314.98

2,139.95

2,673.99

2,249.74

1,720.99

6,042.23

2,570.46

3,109.91

1,969.44

1,051.99

2,779.30

2,414.51

7,531.45

5,917.85

1,028.99

3,224.72

7,174.19

8,189.88

4,426.30

1,859.94

5,396.66

4,889.51

1,970.38

　8,610.97

　4,434.02

29,837.12

23,657.15

19,642.20

36,522.00

21,712.91

　4,904.94

10,102.59

19,829.00

22,658.80

　4,275.76

22,981.63

55,628.72

　9,918.78

34,778.36

　9,968.90

23,798.04

10,787.87

　9,507.22

13,155.63

　2,249.74

10,108.30

25,294.35

10,702.15

19,853.65

18,478.71

　5,188.28

21,272.61

　6,749.29

22,043.35

22,931.73

21,182.52

17,879.12

54,287.99

46,507.31

29,313.22

15,884.61

18,300.72

22,015.82

12,461.37

1，700

1，000

3,200

4,400

2,900

4,100

4,200

1,400

2,400

2,300

3,000

1，100

2,900

4,500

2,100

4,900

2,200

5,000

2,400

2,500

2,200

1,000

1，900

3,600

2,700

3,400

3,200

1，100

2,900

1,600

3,600

3,600

3,400

3,600

5,500

4,500

4,000

2,800

4,000

3,400

3,100

209.03

625.98

522.88

192.85

157.80

858.00

217.09

　45.06

397.41

571.00

591.20

164.24

118.37

　31.28

201.22

221.64

151.10

171.96

462.13

112.78

184.37

　60.26

291.70

235.65

217.85

　96.35

　1.29

　91.72

627.39

220.71

526.65

378.27

517.48

250.88

592.01

412.69

616.78

　65.39

149.28

384.18

　18.63

合　　　計 5,184 280,554.88 1,716,252.37

７－
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ガバナーだより

感謝と御礼

　写真の証書が送られて来ました。 ＲＥＮＯ-

ＵＦ会長とＰＩＧＭＡＮ事務総長の署名のあ

るCertificate of Service to R.I.（国際

ロータリーに対する奉仕の証書）でガバナー

としての私の名前が花文字で入っている立派

なものです。当地区86R.C.の5､457名の会

員の今年度の奉仕に対する感謝の印とうけと

り、皆様のお目にかけます。これにＲＥＮＯ-

ＵＦ会長より私宛の名文のお礼状がついてい

ます。

(1)ベトナム奨学生特別支援に関する報告

　ガバナー月信９月15日第４号及び２月15日

第９号に本件に関するお礼と中間報告を申し

上げましたが、６月30日現在の預金残高は金

　2､597､399円です。この目的のために実際支

出した金額は84万円であり、次期伊瀬ガバナ

ーに引継ぎを致したい。この金額の中には２

年分３年分を醵出して頂いたクラブもあり、

醵出して頂けなかった２～３のクラブもあり

ます。この浄財をベトナム奨学生が未だ現実

に存在しますので、引つづきこの残高を保管

することを御承認賜り度い次第です。尚今後

の御送金は申止して下さい。

(2)東京国際大会運営委員会の剰余金処理

　ガバナー連絡会議の決定に基き剰余金処理

小委員会は次の通り処理することに決定致し

ました。地区内全員より３ヵ年に互って醵出

して頂いた金額をも含んで居りますので報告

致します。総額は金参千壱百万円です。

　1)財団法人ロータリー米山記念奨学会に金

　壱千万円を寄付する。

　2)米山記念館(静岡県駿東郡長泉町)の施

一

２　－

－ 一 一

心付一伊藤恭一

ｊ

設費に金参百万円を寄付する。

3）東京大会記録誌増刷費に金五百万円を充

当する。（配布計画は後記します）

4）残金約金壱千参百万円を全国的規模の口

－タリー創立75周年記念事業費の一部に充

当する。

ａ）前記東京大会記録誌は2,000部増刷し，

25部を未贈呈の元Ｒ．Ｉ．の要人に贈呈した。

ｂ）国内23地区に85部宛配分した。この85

部の内20部はガバナー事務所に留保し新設

クラブ等に配布する。 65部は各クラブ毎に

葉書にて私（伊藤恭一宛…･〒530大阪市北

区堂島浜２丁目１－９東洋紡績㈱）に購入

中込をして頂き１部2,500円で分売します。

中込超過せば比例配分或は抽選方法を用い

ます。尚65部の売上代金162,500円は地区

75周年記念事業費に充当するため地区75周

年委員会に委託します。

（3）ローマ国際大会報告

　ローマ国際大会は６月10日より13日の４日

間ローマ郊外のＰＡＬＡＺＺＯ　ＤＥＬＬＯ

ＳＰＯＲＴで行われた。

　ローマ大会には104カ国より14,429名の口

－タリアンの登録と235名のゲストと28名の

インターアクト，ローターアクト会員の参加

により総計14,692名になりましたが東京大会

の参加総数40,155名に比すれば37％でありま

す。国別上位10位迄の登録は次の通りです。

順位国　名　登録数（東京大会登録数）

　１　アメリカ　3,777名　　　（3,978名）

　２　日本　　　2,152名　　　（29,978名）

　３　イタリー　1,839名　　　（　264名）

　４　フランス　1,530名　　　（　253名）

●

●
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　　　　　　　Certincateof

Ser゛iceto Rotary lnternational

ln graleful recognition of dedicated Rotary service, and with appreciatio“

for elTeetive eontribution to the administration of Rotary lnternational，

this certilicateis presented to

吻０知
‘
‐
ｎ
ｙ

　
ｏ

ｔ｀
ｊ

who， having been nominated by the elubs in his districtand eleeted by

unanimous vote of the delegates a8sembled at the 69th annualeonven･

tion of Rotary lnter゛ational in Tokyo， JaPan， served as

蜀柘trtct必o旨rnor
from l July 1978 throuφ30 June 1979

ＲＯＴＡＲＹ　ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ

心

　　　　　　ＰＲＥＳＩＤＥＮＴ

３



５　英国

６　独逸

７　豪州

８　カナダ

９　メキシコ

10　ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ

514名

485名

435名

394名

350名

313名

ぐ
ぐ
ぐ

（

（

（

89名）

39名）

893名）

704名）

139名）

139名）

以上の如く，フランスが第４位に入り英国や

独逸の３倍も参加していることは注目に値し

ます。

(4)退任に当って地区の現況を報告します。

　既に４月６日～７日に行われた地区大会の

記録は完成し配布されていますし、６月23日

に行われた地区協議会の全体会議にても一部

報告しましたので、重複をさけ要点のみに止

めます。

1)ロータリーの拡大は２クラブでヽ_ﾑ邑阿倍

艮!J.は生胆U]付で，包1白豆瓦ぶ｡は

６月28日付でそれぞれＲ．Ｉ．への加盟承認さ

れ，期末現在は86R.C.をかぞえ，国内23地

区中最大のクラブ数になりました。

2)会員の増強については次の通りです。

　増加クラブ｀　５５Ｒ．Ｃ．　増加人数218人

　減少クラブ　１８Ｒ．Ｃ．　減少人数　27人

　不変クラブ　１１Ｒ．Ｃ．

　拡大による　２ Ｒ．Ｃ．　増加人数　58人

　合計期末会員数　　5457人

　　　期初会員数　　5208人

　　　純増加　　　　249人

　　　増加比率　　　4.76％

3)出席状況(年度を通じ100％の出席をされ

たR.C.)

　羽曳野ＲＣ，橋本ＲＣ，東大阪中ＲＣ，和

　泉ＲＣ，河内長野ＲＣ，大阪難波ＲＣ，大

　阪住之江ＲＣ，大阪梅田ＲＣ,和歌山東RC.

4)75周年記念基金の醵出状況

６月30日(土)在日財務代行の年度末締切日迄

に醵出された状況は地区内68R.C.よりS94，

488.05(18,614,145円)となっています。

一

THE ROTARIAN詰の３Ｈ ＨＯＮＯＲＲＯＬＬ

という欄にS15､S30別にR.C.が記載されて

います。又６月30日迄にガバナー事務所に届

いた各協カクラブ宛のRENOUF会長サイン

人の礼状の写によりますと、51R.C.より　S

76､552.96（円貨表示のものは所定レートによ

り換算する）となっています。

5）ロータリー財団について

　ロータリー財団に関する寄付の年度末数字

は８月に送付されますが５月末現在において

地区は既に1､000％となり、年度初めよりめ

寄付額はS 299､704 ｡ 51に達し前１年間より

も超過し、一人当りもS 57.81に達し前年度

のS 56.21を既に超え、恐らくS60のライン

を超え財団奨学生をもう１名追加し８名を選

出する見通しであります。

6）米山奨学会について

　本年度の普通寄付15､355､250円、特別寄付

33､565､183円、合計48､920､433円に達し、前

年度を50％も超過する立派な数字に達しまし

た。

7）地区実情調査委員会について

　菅生｀ガバナー月信第12号13頁に本委員会の

設置と委員の委嘱があり、1978年５月24日会

合が行われ、本年度も若干の委員の変更があ

りましたが、実際的な活動は殆どありません

でした。７月６日に行われた地区諮問委員会

において、次の三つの観点から積極的に活動

するよう指示をうけ、私が委員長に委嘱され

ましたので、ＩＧＦ区分毎に10名の委員の委

嘱を伊瀬ガバナーに要請致しますので御協力

をお願いします。三つの点とは①75周年とい

う大きな節に際し、従来の行きがかりを捨て

て真剣に検討しよう。②当地区は年度末に86

R.C.となり、次年度中には88R.C.になる

見通しにつき地区の管理限界を越えた。③第

258地区（東京都、沖縄県、グアム、サイパ

ンの84R.C.）は小異を捨てて地区分割の決

議をされ、近くＲ．Ｉ．に申請され、12月の理

事会において承認される見通しである。

４　－
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　以Ｌに鑑み地区実情調だ裔□会の活動を叫

開したく、直前ガバナーとしてＩＧＦ組別に

更にクラブ別にも協議申しＬげるため訪問し

たい考えです。

(4)メダル収集家のために

　ＩＳＲＡＥＬのＪＥＲＳＡＬＥＭ　Ｒ．Ｃ

｜

地区だより

一 一 一 一

は本年50周年を迎え記念メダルを発行するこ

とになったので案内が到着しました。銀製第

１跨はＲＥＮＯＵＦ会長に贈呈された由です。

イスラエル政府の硬貨製造公社の発行する銀

製とブロンズ製で直径45"‰のメダルです。銀

製はS24、ブロンズ製はＳ８です。メダル

コレクターに対し責を眼します。

= -

1978～79年度　国際ロータリー

　　　　地区協議会開催報告

　1979年６月23目（七）ロイヤルホテルに於

て、池田Ｒ．Ｃ．がホストとなり、1979～80年

度のクラブ指導者のための地区協議会が開催

された。

　出席義務者688名（その出席率は98％）と

バストガバナー、各リーダー、地区幹事、協

議会委員の総計758名が参加した。

　次期ガバナー伊瀬芳古君は、本年始めごろ

ホストクラブ委員長　白水半次郎（池田R.C.）

ら｡｡?

健康を害され、心配されていたが、ボカ・ラ

トンの国際協議会の研修を無事おえられ、元

気な姿で出席され、皆を安心させた。

　定刻９時30分点鐘と共に、光琳の間で幕は

聞かれた。 RI新会長のテーマ、LET SER-

VICE LIGHT THE WAY（奉仕の灯（ひ）

で道を照らそう）の図柄と文字の犬ボー

ドの下に、先ず伊藤ガバナーが立って、開

手に手つないで……地区協議会のフィナーレ

一 ５　－



会の挨拶を行った。次いで伊瀬次期ガバナー

は、元気な挨拶と、創立75周年の新しい年度

の抱負と行事等を述べた。

　10時20分より部門別協議会に入り、会長、

幹事、クラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、国

際奉仕、青少年奉仕及び75周年記念の８部門

に分れ、経験豊かな説明リーダー、討論リー

ダーのりードのもとに、新役員86名の各部門

に於て活発な協議が行われた。昼食をはさん

で14時15分まで続き、この研修を通じ、新年

度のクラブ指導者としての覚悟と自信を深め

たものと推察される。

　14時30分から再び本会議場に移り、伊瀬次

期ガバナーの感謝のことばののち、伊藤ガバ

ナーの閉会宣言によって、15時みのり多い地

区協議会の幕が下ろされた。

　この機会にご足労を煩わした各部門の説明

リーダー、討論リーダーの方々に御礼を申し

上げると共に、ホストクラブ委員として、ク

ラブの全員で万端の世話にあたっていただい

た池田ＲＣの会員、及びお手伝いをいただい

た皆様に深く感謝します。

　尚、本地区協議会の内容その他詳細につい

ては、記録誌を作成し、後日御報告します。

●ローターアクト地区大会

　さる６月３日1978～79年度の当地区ロー

ターアクト地区年次大会が、関西汽船あいぼ

り一丸の船上で伊藤恭一ガバナーをはじめ、

80名のロータリアン､281名のローターアクタ

ー、国内各地区のローターアクター12名、香

港５ローターアクトクラブから22名、計395

名の参加を得て盛大に挙行された。

　当日は、天保山桟橋に横づけされたあいぼ

り一丸の船腹に22ローターアクトクラブのク

ラブ旗をかかげて、桟橋の広場でセレモニー

が行われ、終って全員乗船の上、８人～10人

の小グループに分れてクラブの活動状況をス

ライドや寸劇をもって報告し、貴重な情報交

換と研修が行われた。

６

　この間、船は大阪湾を一周、最後に船上の

凧あげ大会､あるいは懇親パーティーと､ユニ

ークな企画のもとに友情を深め、明日への活

動を期して大会を終了した。

●高槻ＲＡＣと泉大津ＲＡＣ誕生／

　高槻R C25周年を記念して創立された高槻

　ＲＡＣは５月27日（日）、認証伝違式を挙

　行しました。泉大津ＲＡＣは５月24日（日）

　創立総会を開き、R.1.より認証される目も

　間近でしょう。本年１月にはハ尾束ＲＡＣが

　誕生しましたし、当地区のローターアクト

　活動は活発な歩みを続けています。

会開催記録

６月26日（火）

　　於ホテルプラザ

ポール・ハリス・フェロー

次の方々にポール・ハリス・フェローの

称号が贈られました。

竹田

山田

黒川

榎本

柏木

信田

砂本

間

幹雄

安邦

義春

平肋

義文

藤次

　清

　博

（大阪柏原）1979・ 5 ・ 9

（大阪東）　1979 ・ 5 ・ 17

（大阪）　　1979 ・ 5 ・ 21

（田辺）　　1979 ・ 5 ・ 21

（豊中南）　1979 ・ 5 ・ 22

（堺南）　　1979・ 6 ・ 4

（東大阪）　1979・ 6 ・ 6

（岸和田東）1979 ・ 6 ・ 27

米山功労者

次の方々に米山功労者の称号が贈られま

した。

飯沼

多埋

坂井

山中

山中

藤井

山口

　剛

平夫

正男

聡裕

貞爾

森男

満雄

（堺）　　　1979 ・ 5

（田辺）　　1979 ・ 5

（茨木）　　1979 ・ 5

（池田）　　1979 ・ 5

（箕面）　　1979 ・ 5

（大阪西北）1979 ・ 5

（箕面）　　1979 ・ 6

1

1

4

21

21

31

7
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川崎　孫三

福川　善介

竹田　　清

金子栄五郎

（LI塚）　　1979 ・ 6

（.大阪ヽ移封）1979 ・ 6

（藤井寺）　1979 ・ 6

〔大阪城南･〕1979 ・ 6

クラブだより
- 一 一

ノ９
1
5
2
0
2
0
一

●例会日時、例会場変更

　大阪住之江ＲＣ　　６ＪＨ１日、25日(月)→

　　於大阪都ホテル

　御坊南ＲＣ　６月５日(火)→同日18 : 30

　　於旅路

　豊中南ＲＣ　６月７日(木)→５日(火)

　　15 : 00～16 : 00　於新阪急ホテル　創立

　　10周年記念例会

　　21日(木)→於原野農芸博物館

　大阪住吉ＲＣ　６月8H、29日(金)→

　　　　　　　　於大阪都ホテル

　高槻ＲＣ　６月20日(水)→同日17 : 30

　　　　　　　於レストラン゛幸生殿'

　　　　　創立25周年記念例会並びに懇談会

　泉大津ＲＣ　６月22日(金)→24日(日)

　　　15 : 30　　於羽衣荘ＲＡＣ創立総会

　　　６月29日(金)→同日16 : 00　於小松荘

　海南東ＲＣ　６月25日(月)→同日18 : 30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　於初音

　和歌山ＲＣ　６月26日(火)→同日17 : 30

　　　　　　　　　　　　　　　　　於魚又楼

　和歌山西ＲＣ　６月27日(水)同日→18 : 00

　　　　　　　　　　於県庁前・まつや食堂

　和歌山東ＲＣ　６月28日(木)→同日18 : 00

　　　　　　　　　　　　　　　　　於精養軒

　泉佐野ＲＣ　６月28日(木)→同日18 : 30

　　　　　　　　　　　於泉州ビル゛鳳陽゛

タリー第266地区

　　　　　　　　敬　　弔

武田　勝蔵君（箕面）　　1979 ・ 4

中野順次郎君（豊中市）　1979 ・ 5

和井田統―郎君（大阪淀川）1979 ・ 5

田辺　　孜君（大阪阪南）1979 ・ 5

　謹んで哀↑卓の意を表します。

堺ＲＣ

和歌山南ＲＣ

豊中北ＲＣ

23

17

26

21

６月28日(木)→同日17 : 30

6月29日(金)→同日18 : 00

　　　　　　　於バンビー

６月30日(土)→同日18 : 00

　　　　於千里阪急ホテル

藤井寺ＲＣ　　６月30日(土)→同日19 : 00

和歌山東南ＲＣ　６月30日(土)→同日

　　　　　　　　　19 : 00　　　於バンビー

●1978－79年度ガバナー事務所閉鎖

　伊藤恭一ガバナー事務所は、残務の都合に

　より７月末日まで、従来のロイヤルホテル

　549号室で執務予定です｡その後の伊藤直前

　ガバナーヘのご連絡は下記にお願いいたし

　ます。

　　東洋紡績㈱

　　〒530大阪市北区堂島浜2－1－9

　　　　　　TEL.06-348-3252

訂正

月信13号掲載の５月度出席報告に誤りが

ありました。下記によりご訂正願います。

深くお詫び中上げます6

　　　　　会員数　　　　期初との増減

大阪城南　63→64　　　　0→十１

合計　　　5,403→5,407　十195→十199

俘床恭一
-

７　－

〒530大阪市北区中之島５丁目3-68

　　　ロイヤルホテル（５４９号室）

　　　TEL.06-443-4521
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5､383

1978－79年度 今までの累計

倅通寄付
年額1帽肋

普通寄付か計 特別寄付合計
特別寄付

１が籾平均

鈴通特別寄付

　合　計 倅通寄付 特別寄付 合計(B) 米山％(で)

　大阪l几i

　大阪大淀

　大阪西北

　大阪函南

　大阪心斎橋

　大阪城北

　大阪住之江

　大阪住占

　大阪天満橋

　大阪梅田

　大阪淀川

　　堺

　堺　　東

　堺　　南

　堺泉北

　堺東南

　泉　　南

　摂　　津

　新　　宮

　四條畷

　臼　　浜

　吹　　田

　吹田北

　高　　石

　高　　槻

　高槻東

　田　　辺

　田辺東

　富田林

　豊　　中

　豊中北

　豊中南

　和歌山

　和歌山東

○和歌山北

　和歌山南

　和歌山西

　和歌山東南

　八　　尾

　ハ尾東

　3,000

　4,000

　2,000

　2,000

　3,000

　2,000

　4,000

　3,000

　2,000

　2,000

　2,500

　2,000
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　4,000
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　4,000
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　3,500

　4,000

　　－一一＠2,900

279,000

192､000

136,000

177,000

180､000

　80,000

194,000

252,000

148,000

　81,000

194,000

232,000

147､000

286,000

188､000

196,000

127､500

　80,000

195,750

　21,000

101,000

177,500

129,000

117,000

154,000

　85,000

173,750

　81,000

242,000

195,000

119,000

190,000

406,000

422,000

288,000
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168,000

248,500

164,000
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　550､000
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　32,000
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　1,700
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　　600

　　700

　　　0

　4,200
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　742,000
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1,777､000

　570,000

　180,000
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　739,880

　389,460
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　　80,000

　553､750
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　251,000

　971,500
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　758,750

　177,000

　242 000

1,482,235
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　861,200

　458,000
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　333,000

　302,000

　168,000

　553,500

　654､000

1,945,100

　837,500

　862,750

1,270,300

　781,500

　116,000

　519,500

1,690,600

1,063,700

　152,000

1,388,700

2,199,400

　614､500

1,716､950

　689,000

　904,000

　739,250

　485,500

1､253,150

　　21,000

　775,900

1,240,250

　417,000

　868,400

1,081､150

　377,500

1,402,250

　273,000

1,493,900

1,273,100

　635,750

　967,350

2､421,050

2,290,000

1,546,150

　935,000

　736,500

1,401,200

　664,750

1､940,000

1,550,000

　593,500

4,027,000

2,710,930

　120,000

　100,000

　260,000

1､265,000

　114,500

　675,700

2,205,290

　594,460

3,561,150

　474,000

1,017,200

　580,000

　　55,000

　368,340

　202,000

　713,000

2,110､500

　220,000

2､070,000

　718,586

　640,000

1,299,500

　384,500

　　　　0

2,119,912

　921,000

1,354,020

1,164,000

1,939,636

3,324､500

　424,000

　300,000

1,680,000

2,331,015

3,885,100

2､387,500

1,456,250

5,297,300

3,492,430

　236,000

　619,500

1,950,600

2,328,700

　266,500

2,064,400

4,404,690

1,208,960

5,278,100

1,163,000

1,921,200

1,319,250

　540,500

1,621,490

　223,000

1,488,900

3,350,750

　637,000

2,938,400

1,799,736

1,017,500

2,701､750

　657,500

1,493,900

3,393,012

1,556,750

2,321,370

3,585,050

4,229,636

4,870,650

1,359,000

1,036,500

3,081,200

2,995,765

4,300

4,800

2,100

5,800

6,200

　500

1,200

2,300

2,800

　600

2,600

3,500

2,400

7,600

2,400

3,600

3,000

1,200

2,1300

1,000

2,900

4,500

1,400

4,900

3,100

2,500

3,900

1,500

2,400

4,900

2,500

4,800

3,300

4,000

6,600

3,000

1,800

4,200

7,300

86クラブ函什 15,355,250 33,565,183 ＠6,200 48､920,433 89,112,050 93,512,583 182,624,633 @3,300％

(注) 田
ｊ
３
ｊ

ｎ
乙
９
Ｊ
４

く
く
ぐ

＊印の数字は年次大会委C4会からの寄付金を含みます。

会員数は現在の在籍数と少々違う場介があります。

○印は、設ヽy1年未満のクラブです。

米山％は、人頭平均寄付累計額1､000円を100％として計算しました。

９－



第266地区各クラブ別ロータリー財団寄付額一覧表

1979.5.31現在 単位：ＵＳドル

クラブ名
会員数

77.12.31.

本　年　度

寄　付　額
累計寄付額

クラブ

の　％

次の％へ

の必要額
クラブ名 会t4数

77 12､31.

本　年　度

寄　付　額
累計寄付額

クラブ

の　％

次の％へ

の必要額

有　　　田

有　田　南

天　　　東

藤　井　寺

御　　　坊

御　坊　南

羽　曳　野

橋　　　本

東　天　阪

東大阪東

東大阪中

枚　　　方

枚方-くずは

茨　　　木

茨　木　東

池　　　田

和　　　泉

泉　天　津

泉　佐　野

門　　　真

海　　　南

海　南　東

貝　　　塚

河内長野

岸　和　田

岸和田東

粉　　　河

串　　　本

松　　　原

箕　　　面

守　　　口

那智勝浦

寝　屋　川

天　　　阪

大阪阪南

天　阪　東

大阪東淀

大阪平野

大阪城南

大阪城東

大阪柏原

天　阪　北

大　阪　南

　－　51

　24

　49

　44

　67

　33

　36

　72

　72

　45

　40

　54

　35

　58

　43

　68

　68

　66

　60

　29

　70

　33

　62

　56

　79

　48

　36

　38

　53

　45

　6β

　38

　48

311

　77

110

　50

　39

　64

　48

　31

190

155

　2,035.13

　1,579.90

　5,494.98

　7,701.99

　4,239.97

　2,166.10

　1,662.73

　3,682.95

　4,987.92

　2,025.97

　　639.94

　3,206.77

　1,287.00

　　979.44

　4,939.91

　3,826.17

　1，188.72

　5,377.84

　2,532.15

　　29.00

　4,663.94

　1,515.99

　4,087.13

　3,659.92

　5,266.70

12,030.19

　　128.90

　1,052.00

　4,081.99

　1,000.00

　1,793.60

　2,651.99

　1,776.69

11,592.21

　2,669.20

　5,670.87

　1,413.13

　2,480.54

　5,368.64

　5,161.97

　4,484.97

　4,484.32

　1，196.35

13,760.72

　2,799.82

20,025.88

21,064.87

22,826.74

　5,139.00

　5,243.62

24,218.04

33,682.01

　9,725.78

　9,633.96

17,153.01

　5,679.61

25,516.11

18,939.23

40,151.51

18,732.97

23,353.10

12,601.17

　5,637.88

19,348.68

　4,769.91

23,987.56

22,339.37

38,678.84

39,149.00

13,887.52

　5,261.07

19,623.11

15,625.36

17,826.12

11,693.67

　9,723.61

77,824.91

26,628.65

46,439.62

10,614.41

10,277.16

18,423.23

13,862.91

10,893.89

70,257.41

59,049.13

2,600

1，100

4,000

4,700

3,400

1,500

1,400

3,300

4,600

2,100

2,600

3,100

1,600

4,300

4,400

5,900

2,700

3,500

2,100

1,900

2,700

1,400

3,800

3,900

4,800

8,100

4,100

1,300

3,700

3,400

2,800

3,000

2,000

2,500

3,400

4,200

2,100

2,600

2,800

2,800

3,500

3,600

3,800

　　9.28

　　80.18

　　64.12

　　55.13

　623.26

　141.00

　156.38

　261.96

　157.99

　174.22

1,166.04

　126.99

　270.39

　　3.89

　410.77

　648.49

　307.03

　406.90

　598.83

　162.12

　251.32

　180.09

　192.44

　　60.63

　　31.16

　211.00

1,232.48

　　58.93

　516.89

　124.64

　443.88

　　86.33

　356.39

3,035.09

　321.35

　860.38

　385.59

　252.84

　136.76

　　57.09

　266.11

　　42.59

1,400.87

大阪難波

大阪南西

大　阪　西

大阪大淀

大阪西北

大阪西南

大阪心斎橋

大阪城北

大阪住之江

大阪住吉

大阪天満橋

大阪梅田

大阪淀川

　　堺

堺　　　東

堺　　　南

堺　泉　北

堺　東　南

泉　　　南

摂　　　津

新　　　宮

四　條　畷

白　　　浜

吹　　　田

吹　田　北

高　　　石

高　　　槻

高　槻　東

田　　　辺

田　辺　東

富　田　林

豊　　　中

豊　中　北

豊　中　南

和　歌　山

和歌山東

和歌山南

和歌山東南

和歌山西

八　　　尾

ハ　尾　東

　49

　46

　92

　53

　66

　89

　51

　33

　42

　85

　75

　37

　77

121

　46

　70

　44

　47

　45

　37

　58

　21

　52

　69

　39

　57

　56

　44

　73

　41

　61

　63

　62

　49

　98

102

　73

　55

　45

　64

　39

　3,218.49

　　243.99

　3,700.55

　3,868.57

　3,631.18

12,145.34

　5,487.00

　2,484.96

　3,260.59

　1,619.02

　2,206.58

　2,287.45

　5,656.14

　5,281.81

　2,376.64

　3,903.44

　1,384.92

　4,518.23

　　364.98

　2,139.95

　2,673.99

　2,249.74

　2,720.99

　6,042.23

　2,570.46

　3,241.43

　1,969.44

　1,151.99

　2,830.06

　2,614.51

　7,531.45

　5,917.85

　1,938.99

　3,505.18

　7,174.19

　8,189.88

　4,426.30

　1,859.94

　6,143.35

　4,889.51

　1,970.38

　8,610.97

　4,434.02

29,837.12

24,677.15

19,642.20

42,572.00

21,712.91

　4,904.94

10,202.59

19,829.00

22,658.80

　5,275.76

22,981.63

55,772.72

10,618.78

34,778.36

　9,968.90

24,819.04

10,837.87

　9,507.22

13,155.63

　2,249.74

11,108.30

25,294.35

10,702.15

20,085.17

18,478.71

　5,288.28

21,323.37

　6,949.29

22,043.35

22,931.73

22,092.52

18,159.58

54,287.99

46,507.31

29,313.22

15,884.61

19,047.41

22,015.82

12,461.37

1,700

1,000

3,200

4,600

2,900

4,700

4,200

1,400

2,400

2,300

3,000

1,400

2,900

4,600

2,300

4,900

2,200

5,200

2,400

2,500

2,200

1,000

2,100

3,600

2,700

3,500

3,200

1,200

2,900

1,600

3,600

3,600

3,500

3,700

5,500

4,500

4,000

2,800

4,200

3,400

3,100

　209.03

　625.98

　522.88

　232.85

　157.80

　148.00

　217.09

　　45.06

　297.41

　571.00

　591.20

　274.24

　118.37

1,097.28

　421.22

　221.64

　151.1U

　　90.96

　412.13

　n2.78

　184.37

　　60.26

　331.70

　235.65

　217.85

　434.83

　　　1.29

　431.72

　576.63

　　20.71

　526.65

　378.27

　227.48

　460.42

　592.01

　412.69

　616.78

　　65.39

　302.59

　384.18

　　18.63

合　　　計 5,184 299,704.51 1,735,402.00
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　　　1978～79年度
Attendance　Report of

クラブ別年間平均出席率表
Average　Percentage for 1978～79

クラブ名 順位 平均会員数 平均出席率 クラブ名 順位 平均会員数 平均出席率

有　　　田

有　田　南

大　　　束

藤　井　寺

御　　　坊

御　坊　南

羽　曳　野

橋　　　本

東　大　阪

東大阪東

東大阪中

枚　　　方

枚方-くずは

茨　　　木

茨　木　東

池　　　田

和　　　泉

泉　大　津

泉　佐　野

門　　　真

海　　　南

海　南　東

貝　　　塚

河内長野

岸　和　田

岸和田東

粉　　　河

串　　　本

松　　　原

箕　　　面

守　　　口

那智勝浦

寝　屋　川

大　　　阪

大阪阪南

大　阪　東

大阪東淀

大阪平野

大阪城南

大阪城東

大阪柏原

大　阪　北

大　阪　南

大阪難波

19

47

17

68

23

18

1

1

31

81

1

42

35

20

33

40

1

65

61

63

57

53

45

1

67

82

77

83

39

72

64

69

62

84

15

59

24

52

12

41

27

79

80

1

　51.17

　28.42

　48.25

　40.83

　67.25

　37.75

　37.42

　72.67

　74.17

　46.67

　44.83

　55.08

　37.42

　56.17

　48.33

　65.67

　71.67

　66.58

　60.17

　29.83

　73.75

　37.00

　62.92

　61.42

　80.08

　53.08

　41.92

　38.50

　53.75

　51.25

　67.00

　43.75

　50.42

302.92

　77.83

113.83

　51.00

　43.42

　63.42

　51.42

　30.50

189.17

151.50

　65.33

　99.37

　96.76

　99.62

　95.00

　98.98

　99.42

100.00

100.00

　98.26

　92.60

100.00

　97.27

　97.67

　99.35

　97.79

　97.31

100.00

　95.24

　96.00

　95.73

　96.27

　96.37

　97.08

100.00

　95.16

　92.15

　93.15

　90.44

　97.35

　94.89

　95.67

　94.99

　95.97

　88.26

　99.73

　96.23

　98.86

　96.41

　99.90

　97.30

　98.64

　92.75

　92.72

100.00

大阪南西

大　阪　西

大阪大淀

大阪西北

大阪西南

大阪心斎橋

大阪城北

大阪住之江

大阪住吉

大阪天満橋

大阪梅田

大阪淀川

　　堺

堺　　　東

堺　　　南

堺　泉　北

堺　東　南

泉　　　南

摂　　　津

新　　　宮

四　條　畷

白　　　浜

吹　　　田

吹　田　北

高　　　石

高　　　槻

高　槻　東

田　　　辺

田　辺　東

富　田　林

豊　　　中

豊　中　北

豊　中　南

和　歌　山

和歌山東

和歌山南

和歌山西

和歌山東南

八　　　尾

ハ　尾　東

75

49

44

13

10

21

36

1

76

11

1

32

55

46

60

74

50

34

73

29

37

78

14

29

28

56

16

66

71

26

51

42

70

22

1

25

58

54

48

38

　　　47.17

　　　91.09

　　　48.58

　　　67.17

　　　90.75

　　　57.50

　　　43.17

　　　49.33

　　　83.67

　　　76.67

　　　42.83

　　　78.00

　　119.75

　　　48.92

　　　72.42

　　　46.75

　　　50.42

　　　43.00

　　　41.00

　　　56.33

　　　21.33

　　　51.33

　　　71.67

　　　43.67

　　　59.00

　　　61.83

　　　41.92

　　　70.00

　　　41.00

　　　61.08

　　　65.92

　　　59.42

　　　48.15

　　101.67

　　105.00

　　　72.42
絢ぶ

　　　56.67

　　　41.58

　　　71.50

　93.64

　96.53

　97.21

　99.88

　99.98

　99.22

　97.60

100.00

　93.56

　99.92

100.00

　97.82

　96.34

　96.80

　96.10

　94.00

　96.48

　97.76

　94.43

　98.30

　97.41

　92.98

　99.85

　98.30

　98.40

　96.32

　99.70

　95.18

　94.90

　98.66

　96.43

　97.27

　94.96

　99.03

100.00

　98.69

　96.24

　96.36

　96.73

　97.40

平　均　　　　　　　　　　96.99％

（注）大阪阿倍野ＲＣ及和歌山北ＲＣは

　　６月に認証されましたので平均に

　　は加えておりません。
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